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巻頭言 

 全国海洋ࣜテࣛシー調査ࠖが問うことࠕ

本研究ࠊࡣ日本ࡢ公立小学校ࡢ 6 年生ࠊ及びࠊ公立中学校 3 年生ࡀ有ࠕࡿࡍ海洋ࣜテラ

シ࣮ࠖࡢ実態を把握ࡿࡍ初ࡢ࡚ࡵ全国規模ࡢ調査研究࡛あࠋࡿ本報告書ࠊࡣこࠕࡢ全国海

洋ࣜテラシ࣮調査ࠖࡢ最新ࡢ分析ࡢ成果を綴࡚ࡌいࠋࡿ

 本研究ࡢ目的ࠊࡣ初等中等教育段階࠾けࠕࡿ海洋ࣜテラシ࣮ࠖࡢ現在を解明ࠊࡋ次期

学習指導要領ࡢ改訂向けた政策提言ࡢたࡢࡵ基礎資料を作成ࡿࡍこあࠋࡿ

本研究࠾い࡚ࠕ海洋ࣜテラシ࣮ࠖࠊࡣliteracy 共通ࡿࡍ関海洋ࠕࠊ࡚ࡋ即原義ࡢ

教養ࠖを意味࡚ࡋいࠋࡿ現行ࡢ学習指導要領ࡢୗ実践さ࡚ࢀいࡿ日本ࡢ初等中等教育を

通ࠊ࡚ࡋ児童࣭生徒ࡣいࠕࡿ࡞海洋ࣜテラシ࣮ࠖを身ࡘけ࡚い࡛ࡢࡿあࢁうࠋ全国

こࡿࡍ調査研究を遂行࡞本格的ࡿࡍ海洋ࣜテラシ࣮ࠖを解明ࠕࡿい࡚ࡋ有ࡀ児童࣭生徒ࡢ

ࡢࡽࢀこࠊࡾࡼ 21 世紀を生ࡿࡁ児童࣭生徒ࡢ学びを深ࡿࡵたࡢࡵ議論資ࡿࡍ基本

的࡞事実ࡢ一端を示ࡍこ࡛ࡿࡁ࡛ࡀあࢁうࠋ本報告書示さࢀた成果ࠊࡀ今後ࡢ真摯࡞

議論ࡢ支えࡿ࡞こを心ࡾࡼ願࡚ࡗいࠋࡿ

2014 年 8 月ࡽ 11 月け࡚調査ࡀ行わࢀた本研究ࠊࡣ全国ࡢ公立小学校ࡢ 6 年生

公立中学校3年生を母集団ࡿࡍ調査研究࡛あࠊࡾ標本抽出さࢀた全国ࡢ55ࡢ自治体ࠊࡽ

小学校 6 年生 2059 人㸦学校数 82㸧中学校 3 年生 2456 人㸦学校数 78㸧ࡢ協力を得࡚遂行

さࢀたࠋここࠊ調査ࡈ協力頂いた教育委員会ࡢ皆様ࠊ学校ࡢ皆様ࠊ児童࣭生徒ࡢ皆様ࠊ

学校教育関係者ࡢ皆様厚く御礼申ࡋ上ࠋࡿࡆ

 またࠊ全国規模ࡢ調査研究࡛あࡿ本研究ࠊࡣ本学ࡢ理学系研究者や教育学系研究者を含

ࡴ 20 ྡを超えࠕࡿ全国海洋ࣜテラシ࣮調査委員会 ࡢこࠋたࢀ行わ࡚ࡗࡼ協同ࡢ成員ࡢࠖ

場を借࡚ࡾ御礼申ࡋ上ࠋࡿࡆ

ࡢ同財団ࠋࡿあ࡛ࡢࡶたࢀ助成を受け࡚行わࡢ公益財団法人日本財団ࠊࡣ本研究ࠊ࠾࡞ 

支援厚く御礼申ࡋ上ࠋࡿࡆ

2016 年 3 月 29 日 

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センタ࣮長／

東京大学大学院教育学研究科教授

田中 智志
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序言

実証的データに基づいた海洋教育の研究開発

人間ࡢ一人ࡿ࡞た単ࡗࡶ意見を࡞個人的ࠊࡣを言う人ࡢࡶࡎ基࡙タ࣮ࢹ実証的ࠕ

いࠖ࡞ࡂ過

OECD 教育局長アンࢻレア࣭シュライヒャ࣮氏ࡢ言葉࡛あࠋࡿシュライヒャ࣮氏ࠊࡣ

OECD ࡿࡍ実施ࡢ PISA 調査ࡢ実質的責任者࡛ࠊわࡀ国ࡶ数度来日ࠊࡋ講演を行࡚ࡗい

い࡞ࡣ機関࡛ࡢ教育ࠊࡐ࡞ࠋࡿ OECD ࡿࡍ先行ࠋࡢ国際調査を行うࡢ教育新たࡀ TIMSS

調査ࡢ違いࡣ何ࠋ提出さࢀたࣜテラシ࣮ࠊコンピテンシ࣮ࡢ意味ࡿࡍこࡣࢁ何ࠋ

PISA いࠊࡣ講演ࡢシュライヒャ࣮氏ࠋࡢࡿ未来を描い࡚いࡢ世界࡞うࡼࡢࠊ࡚ࡗࡼ

3ࠋࡔ刺激的࡛未来的ࠊࡶ࡚ࡋ拝聴ࡘ 年ࡈ行わࡿࢀ PISA 調査ࠊࡣ実施さࡿࢀたび枠

組ࡳ修正ࡀ加えࠊࢀࡽ常進歩࡚ࡋいࠊࡋࡋࠋࡿプレࢮンࡢ最後示さࡿࢀスライࢻ

ࠋࡿ言葉࡛あࡢ上記ࡀࡢࡿい࡚ࢀ書そこࠋࡿあ࡛ࡌ同常ࠊࡣ

PISA 調査ࠊࡣわࡀ国࠾けࡿ学習指導要領改訂ࠊ全国学力࣭学習状況調査ࡢ A 問題ࠊB

問題を含ࡴ枠組ࡳ構築࡞大࡞ࡁ影響を与えたこࡣ記憶新ࡋいࠋそࢀ加え࡚ࠊ私

ࡣ PISA 調査ࡀわࡀ国ࡶたࡋࡽたࡶう一ࡢࡘ大࡞ࡁ影響ࠊࡣ教育࠾けࡿ実証的࣮ࢹタ

ࠋࡿ考え࡚いࡔたこࢀ重要性を再認識させ࡚くࡢ

 東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センタ࣮࡛ࠊࡣこࡢたびࠕ全国海洋ࣜテラ

シ࣮調査ࠖを行ࡗたࠋ我々ࡀ進࡚ࡵいࠕࡿ海洋教育ࠖࡘい࡚ࠊࡣそࡢコンセプࠊࢺスコ

࣮プࠊシ࣮クエンスࡘい࡚ࠊࡣあࡿ程度明確࡚ࡋいࠋࡿまたࠊ全国ࡢ教育委員会ࠊ学

校等協定を結びࠊ共海洋教育カࣜキュラムࡢ開発研究を進࡚ࡵいࡿこࡶ࡛ࢁあࠋࡿ

ࡿい࡚ࡗࡶ興味࣭関心を࡞うࡼࡢ࡚ࡋ関海ࠖࠕࡀࡕたࡶ子ࡢ国ࡀわࠊࡽࡀ࡞ࡋࡋ

࡞い࡚ࡗࡶࡽࡀ࡞残念ࠊࡣタ࣮ࢹ࡞実証的ࡢ࡞ࡢ࡞うࡣ状況ࡢ知識や認識ࠊࡢ

海ࠕࡢ全国規模࡛ࡢ࡚ࡵ国࡛初ࡀわࠊࡣ全国海洋ࣜテラシ࣮調査ࠖࠕたࡋ今回実施ࠋたࡗ

洋ࣜテラシ࣮ࠖ関ࡿࡍ調査࡛あࠋࡿ皆様ࡈࡢ指導࣭ࡈ鞭撻をいたࡁࡔたい次第࡛あࠋࡿ

実証的࣮ࢹタ基࡙いた海洋教育ࡢ研究開発を更深࡚ࡵいࡁたい考え࡚いࠋࡿ

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センタ࣮

特任教授 日置 光久
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構成

 本書ࠕࠊࡣ全国海洋ࣜテラシ࣮調査 以ࡣ構成ࡢ本書ࠋࡿた論文集࡛あࡌ最終成果を論ࡢࠖ

ୗࡢ通࡛ࡾあࠋࡿ

まࠊࡎ本調査関ࡿࡍ基本的࡞情報ࡣ第 1 章࣭第 2 章記述࡚ࡋいࠋࡿ第 1 章ࠕ調査ࡢ

第ࠊい࡚ࡘインࢨࢹࡢ本調査全体ࠊࡣインࠖࢨࢹ 2 章ࠗࠕ 海ࡢ問題࠘ࢨࢹࡢインࠖࡣ本調

査ࡢ調査問題࡛あࠕࡿ海ࡢ問題ࠖࡘい࡚ࠊそࡢࡽࢀ目的内容ࡘい࡚記述࡚ࡋいࠋࡿ

続くࠊ第 3 章～第 9 章ま࡛ࡢ 7 ࡢ本調査ࠊࡣ章ࡢࡘ 2 年間ࡢ分析ࡢ最終成果を記述ࡋ

࡚いࠋࡿ第 3 章ࠕ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ項目分析࡛ࠖࠕࠊࡣ海ࡢ問題ࠖࡢ各項目ࡢ正答率識別

力㸦I-T 相関ࠊI-R 相関㸧ࡘい࡚検討࡚ࡋいࠋࡿ第 4 章ࠕ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ規定要因࡛ࠖ

第ࠋࡿい࡚ࡋい࡚検討ࡘ学校要因ࠊ家庭要因ࠊ個人差要因ࡢ児童࣭生徒ࠊࡣ 5 章ࠕ中学

生ࡢ海関わࡿ職業希望ࡢ規定要因࡛ࠖ ࠊࡋ注目親子コミュニケ࣮ション家庭背景ࠊࡣ

第ࠋࡿい࡚ࡋを検討ࡢࡿい࡚ࡋ職業を希望ࡿ関わ海ࡀ中学生࡞うࡼࡢ 6 章ࠕ海関

注目うࡿい࡚ࡋ居住近くࡢ海ࠊࡣ関連࡛ࠖࡢ生活満足感趣味࣭希望職種ࡿࡍ

࡚ࡋ関連を有ࡿ࡞い生活満足感ࡢ児童࣭生徒ࡀ有無ࡢ希望職種趣味ࡿࡍ関海ࠊࡋ

いࡢࡿを検討࡚ࡋいࠋࡿ第 7 章ࠕ海洋ࣜテラシ࣮児童࣭生徒ࡢ将来像ࡢ関連࡛ࠖࠊࡣ

海洋ࣜテラシ࣮ࠊ海洋教育ࡀ目指ࡍ人材像ࠊ現在ࡢ学校教育ࡢ内容ࡢ 3 変数ࡢ関連を検討

第ࠋࡿい࡚ࡋ 8 章ࠕ海洋ࣜテラシ࣮学校単位࡛ࡢ海洋教育ࡢ関連࡛ࠖࠊࡣ海洋ࣜテラシ

ࠊ࡚ࡋそࠋࡿい࡚ࡋを検討ࡢࡘ説明力を持ࡿ࡞いࡀ学校単位࡛行う海洋教育࡚ࡋ対࣮

第 9 章ࠕ学習指導要領記載さࡿࢀこࡢインパクࠕࠊࡣ࡛ࠖࢺ海ࡢ問題ࠖࡢ中ࡢ学習指導

要領記載さ࡚ࢀいࡿ項目記載さ࡚ࢀい࡞い項目ࡢ正答率ࡢ相違着目ࠊࡋ学習指導要

領記載さࡿࢀこࡢインパクࢺを検討࡚ࡋいࠋࡿ

 そࠊ࡚ࡋ海洋ࣜテラシ࣮関ࡿࡍ先行研究ࡢレビュ࣮を行ࡗた補論ࡀ本調査ࡢ意義を補

足࡚ࡋいࠋࡿ

 最後ࠊ本調査使用ࡋた質問紙度数分布表を本書ࡢ付録࡚ࡋいࠋࡿ以上ࡀ本書ࡢ

構成࡛あࠋࡿ

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センタ࣮

特任講師 鈴木 悠太
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第 1 章 調査のデザイン 

第 1 章 調査のデザイン 

鈴木 悠太㸦東京大学㸧

須藤 康介㸦明星大学㸧

1. 調査目的と内容の概要

本調査ࠊࡣ日本全国ࡢ公立小学 6 年生ࡼ࠾び公立中学 3 年生ࡀ有ࠕࡿࡍ海洋ࣜテラシ࣮ࠖ

㸦海洋関ࡿࡍ共通教養㸧ࡢ実態を把握ࠊࡋ次期学習指導要領ࡢ改訂向けた政策提言ࡢ

たࡢࡵ基礎資料を作成ࡿࡍ調査研究࡚ࡋ実施ࡋたࠋ

調査時期ࡣ 2014 年 8 月ୗ旬～11 月上旬࡛あࠋࡿ市区町村教育委員会調査を依頼ࠊࡋ

抽出さࢀた学校ࡢࡈ 1 学級࠾い࡚㸦学校数ࡘい࡚ࡣ後述㸧1ࠊ 時限を使ࡗた集団自記

式࡛ࡢ質問紙調査を実施ࡋたࠋ児童࣭生徒を対象ࡿࡍ調査内容ࠕࠊࡣ海ࡢ問題 㸦ࠖ20 分㸧

ࢺアンケ࣮ࡿࡍ関生活学習ࠕ 㸦ࠖ20 分㸧ࡽ構成さࠕࠋࡿࢀ海ࡢ問題ࠖࠕࡣ海洋ࣜテ

ラシ࣮ 㸦ࠖ海洋関ࡿࡍ共通教養㸧を測定ࡿࡍ調査࡛あࠕࠊࡾ学習生活関ࡿࡍアンケ࣮

ࡽさࠋたࡋࡢࡶࡿࡡ様子を幅広く尋ࡢ日常生活ࡢ他ࡢ意識࣭行動やそࡿࡍ関海ࡣࠖࢺ

学校質問紙ࠕࡿࡍを回答࡞教育実践ࡢ学校ࡀ学校長ࠊ 㸦ࠖ約 15 分㸧ࡿࡼ調査ࡶ実施

学習ࠕࠊまたࠋたいࢀ付録を参照さࡢ本報告書ᮎ尾ࠊࡣい࡚ࡘ調査項目࡞具体的ࠋたࡋ

生活関ࡿࡍアンケ࣮ࢺ 学校質問紙ࠕࠖ 第ࡢ本章ࡣい࡚ࡘ作成方針ࡢࠖ 4 節࡚記ࠊࡋ

問題ࡢ海ࠕ 第ࡣい࡚ࡘ作成方針ࡢࠖ 2 章࡚詳述࡚ࡋいࠕࠊ࠾࡞ࠋࡿ学習生活関ࡿࡍ

アンケ࣮ࠕࠖࢺ学校質問紙ࠖࡘい࡚ࠊࡣ調査協力者ࡢ要望ࡾࡼ質問項目を削除ࡿࡍ

対応を行ࡗた若干数ࡢ事例ࡶあࠋࡿ

小学校 6 年生を対象ࡋたࠊࡣࡢ調査時期を踏まえࠊ小学校ࡢ教育内容をほࡰ既習ࡋ

࡚いࡿこࡽ選定ࠊࡋ同様ࠊ中学校 3 年生を対象ࡋたࡶࡢ中学校ࡢ教育内容をほࡰ

既習࡚ࡋいࡿこࠋࡿࡼ本調査ࡀ把握ࠊࡣࡢࡿࡍ現行ࡢ学習指導要領ࡢୗ࡛育ま࡚ࢀ

いࠕࡿ海洋ࣜテラシ࣮ࠖࡢ実態࡛あࠊࡾ本調査ࡢ知見ࠊࡣ次期学習指導要領ࡢ改訂向け

た政策提言ࡢたࡢࡵ貴重࡞基礎資料ࠋࡿ࡞

最終的࡞有効回答数ࠊࡣ公立小学校 82 校㸦82 学級㸧ࠊ小学 6 年生 2077 人ࠊ公立中学校

78 校㸦78 学級㸧ࠊ中学 3 年生 2497 人࡛あࠋࡿ次節࡛述べࡼࡿうࠊ日本全国ࡽ偏࡞ࡾく

調査対象者ࡀ選定さࡼࡿࢀうࠊ調査を設計ࡋたࠋ
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第 1 章 調査のデザイン 

2. 標本抽出の手順

標本抽出ࠊࡣ標本サイࢬ 3000 人を計画ࡋた層化୕段抽出法を用いたࠋ小学 6 年生中

学 3 年生そࡘࢀࡒࢀい࡚ࠊ約 30 市区町村㸦区ࡣ東京 23 区ࡳࡢ㸧を確率比例抽出法ࡼ

1ࠊࡋ抽出࡚ࡗ 市区町村あたࡾ約 100 人ࡢ児童࣭生徒を抽出ࠋࡿࡍたࠊࡋࡔ町村ࡣ児童࣭

生徒数ࡀ少࡞く 100 人抽出ࡀ困難࡞場合ࡀあࡿた2ࠊࡵ 町村࡛ 1 市区相当させࡘࠋࡿま

1ࠊࡾ 町村あたࡾ約 50 人ࡢ児童࣭生徒を抽出ࡿࡍ代わࠊࡾ割ࡾ当࡚ࡢ 2 倍数ࡢ町村࡛調

査を実施ࠋࡿࡍ母集団ࠊࡣ国立࣭都道府県立࣭組合立࣭私立を除く日本全国ࡢ小中学校࡛

あࠋࡿ以ୗࠊ小学 6 年生ࡼ࠾び中学 3 年生࠾けࡿ標本抽出ࡢ手順を示ࠋࡍ 

(1) 小学 6 年生における標本抽出 

手順 1 日本全国ࡢ市区町村ࡘい࡚ࠊ人口規模㸦3 段階㸧×海隣接࡚ࡋいࡿ否㸦以

ୗࠊ海隣略記㸧࡛ 6 類型を作成ࡋたࠋそࡢ結果ࡀ表 1 ࡛あࠋࡿ 

表 1 人口規模×海隣の市区町村数 

手順 2 教育ソࣜュ࣮ション株式会社2014ࠕ 年度全国学校࣮ࢹタࠖをࠊࡶ表 1 類型ࡢ

小学ࠊ࠾࡞ࠋたࡋ小学生数を算出ࡢࡈ 6 年生数࡛࡞ࡣく小学生数࡛算出を行࡚ࡗいࡢࡿ

表ࡀ結果ࡢそࠋࡿあ࡛ࡵいた࡞い࡚ࢀ含まࡀ児童数ࡢ学年別タ࣮ࠖࢹ全国学校ࠕࠊࡣ 2

࡛あࠊࡾ割合࡛表ࡋたࡀࡢࡶ表 3 ࡛あࠊ࠾࡞ࠋࡿ児童数不明ࡢ小学校 27 校ࡘい࡚ࠊࡣ

Gaccom ࡽ㸦http://www.gaccom.jp/㸧ࢪ࣮࣌ム࣮࣍ 2013 年度࣮ࢹタを代入ࡋたࠋ 

表 2 人口規模×海隣の小学生数 

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻞㻞 㻞㻝

政௧指定都市以外の市 㻟㻝㻤 㻠㻡㻝

町村 㻞㻥㻤 㻢㻟㻝

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻝㻞㻝㻟㻥㻞㻜 㻠㻥7㻡㻢㻜

政௧指定都市以外の市 㻝㻤77㻢㻡㻥 㻞㻠㻡㻞㻢㻝㻢

町村 㻝7㻢㻡㻜㻜 㻠㻟㻞㻞㻠㻠
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表 3 人口規模×海隣の小学生割合 

手順 3 市区町村数 30を表 表ࡀ結果ࡢそࠋ当࡚たࡾ割うࡼࡿࡍ一致割合ࡢ3 4࡛あࠋࡿ

関係࡛市区町村数ࡢ四捨五入ࡁࡢこࠊ࠾࡞ 29 ࡣ町村ࠊࡋࡔたࠋたࢀࡽ当࡚ࡾ割ࡀ 2 町村

࡛ 1 市区相当させࠊ࡛ࡢࡿ抽出数ࡣ 32 市区町村ࡗ࡞たࠋそࡢ結果ࡀ表 5 ࡛あࠋࡿ 

表 4 割ࡾ当て小学校数 

表 5 割ࡾ当て小学校数㸦町村数 2 倍㸧 

手順 4 表 1 ࡢ 6 類型即ࡋ表 5 在籍児童ࠊ際ࡢそࠋたࡋ抽出市区町村を具体的ࡢ数ࡢ

数そࡢ市区町村ࡀ抽出さࡿࢀ確率を比例させた㸦確率比例抽出法㸧ࡘࠋまࠊࡾ児童数ࡀ多

い市区町村ほ選ࢀࡤやࡍいࠋこࡢ確率比例抽出法ࠊࡾࡼ標本を母集団ࡢ縮図近࡙け

 ࠋたいࢀ盛山㸦2004㸧を参照さࡣくࡋ詳ࠋࡿࡁ࡛ࡀこࡿ

手順 5 抽出さࢀた市区町村ࡢ教育委員会調査を依頼ࠊࡋ協力ࡀ得ࡗ࡞ࢀࡽた場合ࠊࡣ

再び在籍児童数比例させ࡚ランダム別ࡢ市区町村を抽出࡚ࡋ依頼ࡋたࠋ調査協力ࡀ得

表ࠋたࡋ返ࡾ作業を繰ࡢこࠊࡣい場合࡞ࢀࡽ 5 ࡛割ࡾ当࡚た市町村数 32 最終ࠊ࡚ࡋ対

的調査協力を得ࢀࡽ調査を実施ࡋた市区町村数ࡣ 27 ࡛あࠊࡾ市区町村単位࡛ࡢ調査実施

率ࡣ  ࠋࡿ࡞84%

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻝㻤.㻟% 7.㻡%

政௧指定都市以外の市 㻞㻤.㻞% 㻟㻢.㻥%

町村 㻞.7% 㻢.㻡%

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻡 㻞

政௧指定都市以外の市 㻤 㻝㻝

町村 㻝 㻞

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻡 㻞

政௧指定都市以外の市 㻤 㻝㻝

町村 㻞 㻠

9



第 1 章 調査のデザイン 

手順 6 市区町村教育委員会ࡔࡿࡁ࡛ࠊけ無作Ⅽ管轄ୗࡢ調査対象校を抽出ࡽࡶ࡚ࡋ

1ࠊ࡚ࡋ小学校を抽出ࡢࡘいくࠕࡣ市区ࠋたࡗ 校ࡁࡘ 1 学級ࠊ合計 100 人程度㸦80～

120 人程度㸧ࠖࠊ町村ࠕࡣいくࡢࡘ小学校を抽出1ࠊ࡚ࡋ 校ࡁࡘ 1 学級ࠊ合計 50 人程度

㸦40～60 人程度㸧ࠖ を条件ࡋたࠊ࠾࡞ࠋ小学校ࡀ 1 校ࡋ存在࡞ࡋい町村ࡢ場合ࠊ対象

児童数ࡀ 40 人未満ࡿ࡞こを認ࡵたࠋ調査対象校選定さࠊࢀ調査票を郵送ࡋた小学校

数ࡣ 89 校ࠊ最終的回答ࡀ得ࢀࡽた小学校数ࡣ 82 校࡛あࡗたࠊ࡛ࡢ学校単位࡛ࡢ調査実

施率ࡣ  ࠋࡿ࡞92%

(2) 中学 3 年生における標本抽出 

手順 1 日本全国ࡢ市区町村ࡘい࡚ࠊ人口規模㸦3 段階㸧×海隣接࡚ࡋいࡿ否㸦海

隣㸧࡛ 6 類型を作成ࡋたࠋそࡢ結果ࡀ表 6 ࡛あࠋࡿ㸦表 1  㸧ࡌ同

表 6 人口規模×海隣の市区町村数 

手順 2 教育ソࣜュ࣮ション株式会社2014ࠕ 年度全国学校࣮ࢹタࠖをࠊࡶ表 6 類型ࡢ

中学ࠊ࠾࡞ࠋたࡋ中学生数を算出ࡢࡈ 3 年生数࡛࡞ࡣく中学生数࡛算出を行࡚ࡗいࡢࡿ

表ࡀ結果ࡢそࠋࡿあ࡛ࡵいた࡞い࡚ࢀ含まࡀ生徒数ࡢ学年別タ࣮ࠖࢹ全国学校ࠕࠊࡣ 7

࡛あࠊࡾ割合࡛表ࡋたࡀࡢࡶ表 8 ࡛あࠊ࠾࡞ࠋࡿ生徒数不明ࡢ中学校 6 校ࡘい࡚ࠊࡣGa

ccom ࡽࢪ࣮࣌ム࣮࣍ 2013 年度࣮ࢹタを代入ࡋたࠋ 

表 7 人口規模×海隣の中学生数 

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻞㻞 㻞㻝

政௧指定都市以外の市 㻟㻝㻤 㻠㻡㻝

町村 㻞㻥㻤 㻢㻟㻝

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻡㻢㻜㻟77 㻞㻞㻜7㻡㻞

政௧指定都市以外の市 㻥㻠㻟㻤㻝㻟 㻝㻞㻝7㻞㻡㻢

町村 㻥㻟㻠㻢㻞 㻞㻞㻟㻠㻤㻤
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表 8 人口規模×海隣の中学生割合 

手順 3 市区町村数 30を表 表ࡀ結果ࡢそࠋ当࡚たࡾ割うࡼࡿࡍ一致割合ࡢ8 9࡛あࠋࡿ

たࠊࡋࡔ町村ࡣ 2 町村࡛ 1 市区相当させࠊ࡛ࡢࡿ抽出数ࡣ 33 市区町村ࡗ࡞たࠋそࡢ結

果ࡀ表 10 ࡛あࠋࡿ 

表 9 割ࡾ当て中学校数 

表 10 割ࡾ当て中学校数㸦町村数 2 倍㸧 

手順 4 表 6 ࡢ 6 類型即ࡋ表 10 在籍生徒ࠊ際ࡢそࠋたࡋ抽出市区町村を具体的ࡢ数ࡢ

数そࡢ市区町村ࡀ抽出さࡿࢀ確率を比例させた㸦確率比例抽出法㸧ࡘࠋまࠊࡾ生徒数ࡀ多

い市区町村ほ選ࢀࡤやࡍいࠋ

手順 5 抽出さࢀた市区町村ࡢ教育委員会調査を依頼ࠊࡋ協力ࡀ得ࡗ࡞ࢀࡽた場合ࠊࡣ

再び在籍生徒数比例させ࡚ランダム別ࡢ市区町村を抽出࡚ࡋ依頼ࡋたࠋ調査協力ࡀ得

表ࠋたࡋ返ࡾ作業を繰ࡢこࠊࡣい場合࡞ࢀࡽ 10 ࡛割ࡾ当࡚た市町村数 33 最ࠊ࡚ࡋ対

終的調査協力を得ࢀࡽ調査を実施ࡋた市区町村数ࡣ 30 ࡛あࠊࡾ市区町村単位࡛ࡢ調査実

施率ࡣ  ࠋࡿ࡞91%

手順 6 市区町村教育委員会ࡔࡿࡁ࡛ࠊけ無作Ⅽ管轄ୗࡢ調査対象校を抽出ࡽࡶ࡚ࡋ

1ࠊ࡚ࡋ中学校を抽出ࡢࡘいくࠕࡣ市区ࠋたࡗ 校ࡁࡘ 1 学級ࠊ合計 100 人程度㸦80～

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻝7.㻞% 㻢.㻤%

政௧指定都市以外の市 㻞㻥.㻜% 㻟7.㻟%

町村 㻞.㻥% 㻢.㻥%

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻡 㻞

政௧指定都市以外の市 㻥 㻝㻝

町村 㻝 㻞

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻡 㻞

政௧指定都市以外の市 㻥 㻝㻝

町村 㻞 㻠
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120 人程度㸧ࠖࠊ町村ࠕࡣいくࡢࡘ中学校を抽出1ࠊ࡚ࡋ 校ࡁࡘ 1 学級ࠊ合計 50 人程度

㸦40～60 人程度㸧ࠖ を条件ࡋたࠊ࠾࡞ࠋ中学校ࡀ 1 校ࡋ存在࡞ࡋい町村ࡢ場合ࠊ対象

生徒数ࡀ 40 人未満ࡿ࡞こを認ࡵたࠋ調査対象校選定さࠊࢀ調査票を郵送ࡋた中学校

数ࡣ 83 校ࠊ最終的回答ࡀ得ࢀࡽた中学校数ࡣ 78 校࡛あࡗたࠊ࡛ࡢ学校単位࡛ࡢ調査実

施率ࡣ  ࠋࡿ࡞94%

3. 標本の代表性

前節࡛述べたࡼうࠊ層化୕段抽出法ࠊ࡚ࡗࡼ調査対象者ࡔࡿࡁ࡛ࡀけ日本全国ࡢ公

立小学 6 年生࣭中学 3 年生ࡢ縮図ࡼࡿ࡞う設計࡚ࡋいࠊࡀࡿそࡶ࡛ࢀ調査協力ࡢ状況

࣮ࢹたࢀࡽ得ࠊ最後ࡢ本章ࠋいࡋ難ࡣこࡿࡍ縮図ࡢ母集団完全ࠊ࡚ࡋ由来࡞

タࡢ代表性を検証ࠋࡿࡍ

層化୕段抽出ࡢ過程࡛ࠊ日本全国を人口規模㸦3 段階㸧×海隣㸦海隣接࡚ࡋいࡿ

う㸧ࡢ 6 類型区分ࡋたࠋそこ࡛6ࠊ 類型ࡢࡈ児童࣭生徒数比率ࠊࡀ母集団一致ࡋ

࡚いࡿうを検証ࠋࡿࡍ表 11 表 12 表ࠊ検証ࡢタ࣮ࢹ小学生ࡀ 13 表 14 中学生ࡀ

ࠋࡿ検証࡛あࡢタ࣮ࢹ

表 11 小学生 2077 人の母集団比率に応ࡌた割ࡾ当て数 

表 12 本調査の小学生数 

表 13 中学生 2497 人の母集団比率に応ࡌた割ࡾ当て数 

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻟7㻥 㻝㻡㻡

政௧指定都市以外の市 㻡㻤㻢 7㻢㻢

町村 㻡㻡 㻝㻟㻡

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻟㻤㻜 㻝㻡㻠

政௧指定都市以外の市 㻢㻢㻜 㻡㻡㻥

町村 㻥㻞 㻞㻟㻞

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻠㻞㻥 㻝㻢㻥

政௧指定都市以外の市 7㻞㻟 㻥㻟㻟

町村 7㻞 㻝7㻝
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表 14 本調査の中学生数 

 以上ࡢ検証ࠊࡽ本調査࣮ࢹタࠊࡣ特定ࡢカテ࣮ࣜࢦ属ࡿࡍ児童࣭生徒数ࡀ多い／少

ࡢࡶࡁࡘࡣバイアス標本調査ࠋࡿ分ࡀこࡿバイアスを抱え࡚いࡢ多少ࠊいうい࡞

࡛あࠊࡀࡿこࡢ点ࡣ一定ࡢ留意を要ࠊࡶࡗࡶࠋࡿࡍ日本全国を対象࡚ࡋ大規模ࠊ

ま࡛ࢀこࡣた例ࡋ調査を実施ࡿࡍ関海洋ࣜテラシ࣮࡚ࡋ標本抽出法を適用࡞厳密ࡶࡋ

࡞ࡀ疑いࡣこࡿࡍ高い政策的࣭研究的࣭実践的意義を有࡚ࡵ極ࡀタ࣮ࢹ本調査ࠊく࡞

いࠋ

4. 学習と生活に関するアンケートࠕ 学校質問紙ࠖのデザインࠕࠖ

ࢺアンケ࣮ࡿࡍ関生活学習ࠕ  㸦ࠖ児童࣭生徒質問紙㸧ࠕ学校質問紙ࠖࡿࡼ調査ࡢ

実施ࠕࠊࡣ海ࡢ問題࡚ࠖࡗࡼ測定ࠕࡿࡍ海洋ࣜテラシ࣮㸦海洋関ࡿࡍ共通教養㸧ࠖ ࠊࡀ

児童࣭生徒ࡢ学習環境࣭生活環境ࠊさࡣࡽ学校環境ࡼࡢう関連࡚ࡋいࡢࡿを検

討ࡿࡍたࡵ行ࡗたࠋ

 児童࣭生徒ࡢ学習環境࣭生活環境࣭学校環境関ࡿࡍ質問項目ࡢ選定ࠊࡣ関連ࡿࡍ教育

学研究ࡢ最新ࡢ知見ࡼ࠾ࠊびࠊ文部科学省ࡀ実施࡚ࡋいࠕࡿ全国学力࣭学習状況調査ࠖ࡞

ࠋたࡗ基࡙い࡚行成果質問紙ࡢ

 児童࣭生徒ࡢࡀ程度ࡢ海洋ࣜテラシ࣮を有ࠊࡾ࠾࡚ࡋそࡢ海洋ࣜテラシ࣮ࡀ児童࣭生

徒ࡢ学習環境࣭生活環境࣭学校環境ࡼࡢう関連࡚ࡋいࡘࡢࡿい࡚ࠊ本調査࣮ࢹ

タࡣ貴重࡞知見を提供࡚ࡋくࢁࡔࡿࢀうࠋ

引用文献

盛山和夫 2004 ࠗ社会調査法入門࠘有斐㛶ࠋ 

海に隣接 海に隣接せ䛪

東京㻞㻟区・政௧指定都市 㻟㻤㻢 㻝㻡㻞

政௧指定都市以外の市 㻤㻠㻡 㻤㻤㻜

町村 㻝㻠㻝 㻥㻟

13
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第 2 章 ࠕ海の問題ࠖのデザイン 

丹羽 淑博㸦東京大学㸧

窪川 ࡿ࠾㸦東京大学㸧

0. めにࡌࡣ

本章࡛ࠕࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࠖを測定ࠕࡿࡍ海ࡢ問題ࠖࡘい࡚記ࠕࠋࡍ海ࡢ問題ࠖࠊࡣ

主現行ࡢ小࣭中学校ࡢ学習指導要領࣭教科書ࠊ公立高校入試問題基࡙ࠊࡁ小学校 6 年

生用ࡣ 17 問ࠊ中学校 3 年生用ࡣ 19 問㸦11 問ࡀ共通問題㸧ࡢ選択問題を作成ࡋたࠋ以

ୗ࡛ࠊࡣ小学校 6 年生用ࡢ問題ࠊ中学校 3 年生用ࡢ問題ࡢ順ࠊ問題そࡢ解説ࡘい࡚

記ࠋࡍ

付録ࡢ巻ᮎࡣ問題ࠖࡢ海ࠕࠊ࠾࡞ 2࣭5 を参照さࢀたいࠋ 

1. 海の問題㸦小学生㸧ࠖࠕ の解説

問 1 正解ࡣ (イ)࡛ࡁるࡔけ高い場所に逃ࡆるࠋ 

問 1 解説 

海ࡢ近く࡛津波警報ࡀ出たࠊࡣࡁそࡢ場所待機せࡎ自主的ࡘ速やࠊ近く࡛ࡢ

け高い場所㸦10mࡔࡿࡁ 以上あࡿ高ྎや夫࡞鉄筋コンク࣮ࣜࢺビࣝࡢ 3 階以上㸧逃

ࠋࡿ大ษ࡛あࡶ最ࡀこࡿࡆ

問 2 正解ࡣ (ウ)サンマ 

問 2 解説 

イワシࠊサンマࠊサバࠊアࡣࢪいࡶࢀࡎ背側ࡀ青い࡛ࡢ青魚呼ࠊࡀࡿࢀࡤ生物分類࡛

ࢬスࡣࢪアࠊキ目サバ科ࢬスࡣサバࠊ目サンマ科ࢶダࡣサンマࠊニシン目イワシ科ࠊࡣ

キ目アࢪ科目またࡣ科㸦大࡞ࡁ分類群ࡽ界࣭門࣭網࣭目࣭科࣭属࣭種㸧ࡀ異ࠋࡿ࡞

写真ࡢ魚ࠊࡣ細長い体尖ࡗࡀた口上あࡾࡼࡈ長く飛び出࡚ࡋいࡿୗあࡢࡈ特徴ࡽ

サンマ࡛あࠋࡿ
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第 2 章 ࠕ海の問題ࠖのデザイン 

問 3 正解ࡣ (エ)オホーツク海 

問 3 解説 

日本列島ࡣ太平洋ࠊ日本海ࠊ東シࢼ海ࢶ࣮࣍࢜ࠊク海四ࡢࡘ海ᅖま࡚ࢀいࠋࡿ太平

洋ࡣ地球ࡢ五大洋㸦太平洋ࠊ大西洋ࠊインࢻ洋ࠊ極海ࠊ༡極海㸧ࡢ中࡛最ࡶ大ࡶ࡞ࡁ

を縁海ࡢࡶたࡌ閉部分的࡚ࢀᅖま半島ࠊ列島ࠊ島ࡀ一部ࡢ大洋ࠊ一方ࠋࡿあ࡛ࡢ

呼ぶࠊࡀ日本海ࠊ東シࢼ海ࢶ࣮࣍࢜ࠊク海ࡣ太平洋ࡢ縁海࡛あࢶ࣮࣍࢜ࠋࡿク海ࡣ海

道ࠊ樺太ࠊカムチャࢶカ半島ࠊ千島列島ᅖまࢀた縁海࡛ࠊそྡࡢ称ࡣロシアࣁࡢバロ

フスク地方あࡿ街ྡࡢ前由来ࠋࡿࡍ海道ࢶ࣮࣍࢜ࡢク海岸ࡣ冬季流氷ࡀ接岸

ࠋࡿあた༡限ࡢ海氷ࡿࢀࡽ半球࡛見ࡣࢀこࠊࡀࡿࡍ

問 4 正解ࡣ (イ) 

問 4 解説 

択捉島ࡣ方領土ࡢ中ࡢ最大ࡢ島ࠋ(ア)ࡣ樺太ࠊ(ウ)ࡣ礼文島ࠊ(エ)ࡣ佐渡島࡛あࠋࡿ 

問 5 正解ࡣ (ウ) 

問 5 解説 

(ア)ࡣ竹島ࠊ(イ)ࡣ五島列島ࠊ(エ)ࡣ沖ノ鳥島࡛あࠋࡿ 

問 6 正解ࡣ (イ)石油 

問 6 解説 

日本国内࡛使わࡿࢀ石油ࡢ 80〜90 パ࣮センࠊࡣࢺサウࢪアラビアを初ࡿࡍࡵ中東ࡢ

国々ࡽ輸入さ࡚ࢀいࠋࡿ写真ࡣ大型石油タンカ࣮࡛ࠊ約୕十ࢺンࡢ石油㸦日本࡛一

日使用さࡿࢀ石油ࡢ約半分㸧を運ぶこࠋࡿࡁ࡛ࡀ中東ࡢ国々ࡢ石油ࠊࡣ石油タンカ

࣮を使࡚ࡗ地図ࡢ海上交通路㸦シ࣮レ࣮ン㸧を通ࠊ࡚ࡗ約 3 逬間け࡚日本運࡚ࢀࡤ

いࠋࡿ

問 7 正解ࡣ (エ)マࢢロ 

問 7 解説 

いࡶࢀࡎ海中を泳ࠊࡂ餌を獲ࡿ動物࡛あ࣌ࠊࡀࡿンギンࡣ鳥類ࠊクࢪラࡣ哺乳類ࠊウミ

水ࠋࡿࡍ酸素࡛呼吸ࡢࡽ空気中ࠊࡕࡶく肺をࡌ同動物ࡢ陸上ࠊ࡛ࡢ࡞爬虫類ࡣ࣓࢞
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中࡛一定ࡢ時間ࡀ経ࡘ呼吸ࡢたࡵ海面鼻を出ࠋࡍ魚類ࡢマࢢロࡣえࡽをࠊࡕࡶそ

こを通過ࡿࡍ海水ࡽ酸素を取ࡾ込ࡴえࡽ呼吸を࡚ࡋいࠋࡿ

問 8 正解ࡣ (ウ) 

問 8 解説 

国連海洋法条約㸦正式ྡ称：海洋法関ࡿࡍ国際連合条約㸧࡛ࠊࡣ海岸ࡽ 12 海㔛ま࡛

領海ࠕ範ᅖをࡢ 12ࠊࠖ 海㔛ࡽ 200 海㔛ま࡛ࡢ範ᅖをࠕ排他的経済水域㸦Exclusive Economic 

Zone:略称 EEZ㸧ࠖ びࡼ࠾領海ࠋࡿい࡚ࡵ定 EEZࡘࠊまࡾ海岸ࡽ 200 海㔛ࡢ範ᅖ࠾

い࡚ࠊࡣ沿岸国ࡣさまࡊま࡞経済活動㸦漁業資源や鉱物資源をࡿࡍࡵࡌࡣ海洋資源ࡢ

開発や利用ࠊ建造物ࡢ構築ࠊ海洋ࡢ科学的࡞調査㸧を他国侵害さࡎࢀ独占的行うᶒ

利㸦排他的ᶒ利㸧を有࡚ࡋいࠋࡿ一方࡛ࠊ沿岸国ࡣこࡢ範ᅖࡢ海洋環境を保全ࡿࡍ義務

い࠾全࡚ࡀ主ᶒࡢ沿岸国ࡣそこ࡛ࠊࢀ扱わ同様領土ࡣ領海ࠊ࠾࡞ࠋࡿい࡚ࡗ負ࡶ

࡚認࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ外国ࡢ船ࡀ領海を通航ࠊࡣࡿࡍそࡢ国ࡀ定ࡿࡵ無害通航関ࡿࡍ

法௧を遵守ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ一方ࠊEEZ  ࠋࡿࡁ通航࡛自由ࡶ船ࡢ国ࡢࡣ中ࡢ

問 9 正解ࡣ (エ)東赤道太平洋 

問 9 解説 

赤道域࡛ࡣ東ࡽ西向࡚ࡗ㈠易風ࡀ྿い࡚ࠊࡾ࠾こࡢ風ࡢ力࡚ࡗࡼ太平洋ࡢ赤道

域ࡢ暖い海水ࡀ西側押ࡘࡋけࡿࢀࡽたࠊࡵ西太平洋赤道域㸦(ウ)ࡢ海域㸧ࡀ東太平

洋赤道域㸦(エ)ࡢ海域㸧比べ࡚水温ࡀ高く࡚ࡗ࡞いࠋࡿそࡀࢀ何ࡗࡁࡢࡽけ࡛㈠

易風ࡀ弱まࠊࡿ(ウ)ࡽ(エ)ࡢ海域暖い海水ࡀ移動ࠊࡋ(エ)ࡢ海域ࡢ海面水温ࡀ平

年時比べ࡚高くࠋࡿ࡞こࡀࢀエࣝニ࣮ニョ現象࡛あࠋࡿエࣝニ࣮ニョ現象ࡀ起ࡿࡁ

日本࡛ࡣ冷夏ࡿ࡞傾向ࡀあࠊࡾ農作物ࡢ生産影響を与えࡿこࡀ知࡚ࢀࡽいࠋࡿ

問 10 正解ࡣ (ア)生活排水を海に直接࡞がさ࡞いようにするࠋ 

問 10 解説 

赤潮ࠊࡣ植物プランクࢺンࡀ大増殖ࡋた海表面ࡢ状態ࡢこࠊ࡛❅素やࣜンࡢ࡞栄養

生活排ࡢ࡞洗剤ࡣ供給源ࡢ栄養ࠋࡿࢀ誘発さࡀ増殖ࠊࡾ࡞活発ࡀ光合成ࡿ増えࡀ

水や産業排水ࡀ大ࡁい考えࡿࢀࡽたࠊࡵ排水量を減ࡋࡽたࠊࡾ栄養を除去࡚ࡋ海流

ࠋࡿ࡞予防ࡢ赤潮発生࡞効果的ࡀいこ࡞流さ直接排水を海ࠊࡾたࡗを作ࡳ組ࡍ
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問 11 正解ࡣ (イ)海面の水位が上昇して、島が水没するࠋ 

問 11 解説 

地球温暖化ࡢ結果ࠊ海水温度ࡀ上昇࡚ࡋ海水ࡀ膨張ࡋたࠊࡾ༡極や࣮ࣜࢢンランࡢࢻ氷

床ࡀ溶けࡿこࠊ࡚ࡗࡼ海面水位ࡀ上昇ࠋࡿࡍ近年ࡣ全地球平均࡛一年間 3 ミࣜ以

上ࡢ速度࡛海面水位ࡀ上昇ࠊࡾ࠾࡚ࡋ今世紀中場所ࣝࢺ࣮࣓ࡣ࡚ࡗࡼ単位࡛海面水

位ࡀ上昇ࡿࡍ可能性ࡀ指摘さ࡚ࢀいࢶࠋࡿバࣝࡿࡍࡵࡌࡣ༡太平洋ࡢ島ᕋ国ࡣ平均海

抜ࡀ数࣓࣮ࣝࢺ程度࡞ࡋいたࠊࡵ地球温暖化ࡿࡼ海面水位ࡢ上昇ࡢ影響を最ࡶ受け

やࡍい国々࡞ࡳさ࡚ࢀいࠋࡿ

問 12 正解ࡣ (ア)海岸と平行に泳ࠋࡄ 

問 12 解説 

海岸打ࡕ寄せࡿ波࡚ࡗࡼ岸運ࢀࡤた海水ࠊࡣ沖方向戻ࡣࡁࡿ海岸全体࡛一様

⊂ࡢう幅向沖ࡢこࠋࡿ戻࡚ࡗ࡞ࢀ強い流࡚ࡋ集中場所ࡿあࠊࡎࡽ戻ࡾくࡗゆ

い強い流ࡢࢀこを離岸流呼ぶࠋ離岸流ࡣ幅ࡀ⊃いたࠊࡵそࡽࢀ逃ࡣࡿࢀ流ࢀ

直行ࡿࡍ方向࡞ࡍわࡕ岸平行泳ࡼࡤࡆいࠋ離岸流ࡀ起ࡿࡁ場所ࠊࡣ海岸ࡢ地形ࡢ影

響を大ࡁく受け࡚決まࡿたࠊࡵ遊泳禁Ṇ࡚ࡗ࡞いࡿこࡀ多いࠊࡀ風や波や潮流ࡢ影

響を受け࡚起ࡿࡁ場所ࡀ様々変化ࡿࡍこࡀあࠋࡿ

問 13 正解ࡣ (エ) 

問 13 解説 

(ア)ࡣ江戸時代ࡢ浮世絵࡛葛飾斎ࡀ描いた富ᕌ୕十භ景ࡢ一࡛ࡘあࡿ神奈川沖浪裏ࠊ

(イ)୕ࡣ重県松坂市ࡢ古墳ࡽ発掘さࢀた船型埴輪ࠊ(ウ)ࡣ江戸時代ᮎ期浦賀沖来航

た船ࢀ遣唐使࡛使わࡢた奈良時代〜平安時代ࢀ描絵巻物ࡣ(エ)ࠊ黒船ࡢ࣮ࣜ࣌たࡋ

㸦たࡋࡔ問題示ࡋた絵巻物ࡣ鎌倉時代ࡢࡶࡢ㸧࡛あࠋࡿ

問 14 正解ࡣ (イ) 

問 14 解説 

日本列島ࡢ太平洋沖ࡣ暖流ࡢ黒潮寒流ࡢ親潮ࡀ流࡚ࢀいࠋࡿ黒潮親潮ࡣ共世界

最大級ࡢ海流࡛あࠊࡾ世界最大ࡢ河川࡛あࡿアマࢰン川ࡢ 200 倍以上ࡢࡶ水を運࡛ࢇい

ࡿあ༡ࡢ日本列島ࠊࡣࡢ࡞暖流ࡀ黒潮ࠋࡿい࡚ࢀ流ࡽ日本列島を༡ࡣ黒潮ࠋࡿ
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亜熱帯域ࡽ暖い海水を運ぶた࡛ࡵあࠋࡿ一方ࠊ寒流࡛あࡿ親潮ࡣ日本列島をࡽ

༡流ࠊ࡚ࢀࡢ亜寒帯域ࡽ冷たい海水を運࡛ࢇいࠋࡿ黒潮親潮୕ࡣ陸沖࡛合流ࡋ

ࠋいく࡚ࢀ流東࡚ࢀ離ࡽ日本列島ࠊ࡚

問 15 正解ࡣ (エ) 北海道の川࡛生まࢀ、海 B࡛成長し、産卵のため北海道の川に戻るࠋ

問 15 解説 

シロࢨケࡣ日本ࡢ代表的࡞サケ࡛あࠊࡾ川࡛誕生࡚ࡋ海࡛成長ࠊࡋ成熟ࡿࡍ生まࢀた

川戻ࡿ道河回遊㸦そいゆう㸧をࠋࡿࡍ海道࡛ࡣ 10 月ࡽサケࡀ川を道上ࡋ始ࠊࡵ

産卵適ࡋた上流ࡢ川底産卵ࡋ親ࡣ死ࠋࡠ成長ࡋた稚魚ࡣ 3 月ࡽ 4 月け࡚海

ୗࢶ࣮࣍࢜ࠊࡾク海ࡢ東を上࡚ࡋ太平洋࡛成長2-4ࠋࡿࡍ 年後成熟ࡿࡍ༡ୗࡋ

࡚母川㸦ࡰせࢇ㸧戻࡚ࡗくࠋࡿ太平洋ࡣప水温࡛豊富࡞プランクࢺンࡀいࠊ࡛ࡢࡿ

成長࣭成熟適࡚ࡋいࠋࡿさࡽ方ࡢベ࣮ࣜンࢢ海࡛ࡶサケࡀ採餌ࡢたࡵ集ま࡚ࡗ

いࠋࡿ太平洋ベ࣮ࣜンࢢ海ࠊࡣアࢪア系ࠊロシア系ࠊ米系ࡢシロࢨケࡢ集合海

域࡛あࠊࡾ分布調査ࡀ行わ࡚ࢀいࠋࡿ

問 16 正解 養殖漁業ࡣ(ウ)、遠洋漁業ࡣ(ア) 

問 16 解説 

遠洋漁業ࠕ ࡣࠖ 1970 年代後半漁獲量ࡀ激減࡚ࡋいࠋࡿこࠊࡣࢀア࣓ࣜカや旧ソ連ࡢ各

国࡛排他的経済水域(200 海㔛水域)ࡀ設定さࠊࢀこࡢࡽࢀ漁場ࡢࡽ撤退ࡀ相次いࡔたࡵ

࡛あࠋࡿさ1990ࠊࡽ 年代入ࡶࡽ࡚ࡗ資源状況ࡢ悪化や国際的࡞漁業規制ࡢ強化

伴いࠊ漁獲量ࡢ減少ࡀ続い࡚いࠕࠋࡿ沖合漁業ࠖࡣ 1960 年代ࡢ後半ࠊࡽマイワシࡢ資

源ࡢ増大支え࡚ࢀࡽ漁獲量ࡀ急増ࡋた1980ࠊࡀ 年代後半ピ࣮クを迎えた後ࠊマイ

ワシࡢ資源量ࡀపୗࡋたたࡵ漁獲量ࡀ急減ࡋたࠋマイワシࡢ資源量ࡀపୗࡋた理由

ࢀࡽ考えࡀ増減ࡢンࢺ伴うプランクࢀそ気候変動ࠊやࡂࡍࡾ取ࡿࡼ乱獲ࠊࡣ࡚ࡋ

࡚いࠕࠋࡿ沿岸漁業ࠖࡣ遠洋漁業や沖合漁業比べ࡚漁獲量ࡣ安定的推移࡚ࡋいࠊࡀࡿ

漁場環境ࡢ悪化や資源状況ࡢప迷等ࡾࡼ減少傾向࡚ࡗ࡞いࠕࠋࡿ養殖業 養殖技術ࡣࠖ

減少傾向࡞緩やࡽいࡤ横ࡣ最近ࠊࡀたࡁ発展を続け࡚着実࡚ࡗࡼ開発࣭普及ࡢ

ࠋࡿい࡚ࡗ࡞
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問 17 正解ࡣ (ア) 

問 17 解説 

プレ࣮ࡣࢺ大陸プレ࣮ࢺ海洋プレ࣮ࡢࢺ種類ࡀあࠋࡿこࡢ問題࡛ࡣア࣓ࣜカプ

レ࣮ࡀࢺ大陸プレ࣮ࠊࢺ太平洋プレ࣮ࡀࢺ海洋プレ࣮ࢺ対応ࠋࡿࡍ海洋プレ࣮ࡣࢺ主

ࡗ地ୗ深部࡛ゆࡀマࢢマࡣ玄武岩ࠋࡿい࡚ࡁ花崗岩࡛࡛主ࡣࢺ大陸プレ࣮ࠊ玄武岩

くࡾ冷やさࡢࡿࡁ࡛࡚ࢀ対ࠊ࡚ࡋ玄武岩ࡣ海嶺ࡽ྿ࡁ出ࡋたマࢢマࡀ急激冷やさ

ࠊ࡚ࡗࡀたࡋࠋ高いࡀ小さく密度ࡀ比べ࡚粒花崗岩ࡣ玄武岩ࠊࡵたࡢそࠋࡿࡁ࡛࡚ࢀ

海洋プレ࣮ࡀࢺ大陸プレ࣮ࡶࡾࡼࢺ重くࠊࡢࡘプレ࣮ࡀࢺぶࠊࡿࡘ海洋プレ࣮ࢺ

ୗࡢࢺア࣓ࣜカプレ࣮ࡣࢺ太平洋プレ࣮ࠋࡿࡍ沈降࡛ࢇ込ࡾ潜ୗࡢࢺ大陸プレ࣮ࡀ

年間約 8cm  ࠋࡿい࡛ࢇ込ࡾ速度㸧࡛潜ࡢ倍ࡰほࡢ速度ࡿびࡢࡀ爪ࡢ指ࡢ速さ㸦手ࡢ

2. 海の問題㸦中学生㸧ࠖࠕ の解説

問 1 正解䛿 (イ)䛷きるだ䛡高い場所に逃䛢る䚹 

問 1 解説 

海ࡢ近く࡛津波警報ࡀ出たࠊࡣࡁそࡢ場所待機せࡎ自主的ࡘ速やࠊ近く࡛ࡢ

け高い場所㸦10mࡔࡿࡁ 以上あࡿ高ྎや夫࡞鉄筋コンク࣮ࣜࢺビࣝࡢ 3 階以上㸧逃

ࠋࡿ大ษ࡛あࡶ最ࡀこࡿࡆ

問 2 正解䛿 (ア)海岸と平行に泳䛠䚹 

問 2 解説 

海岸打ࡕ寄せࡿ波࡚ࡗࡼ岸運ࢀࡤた海水ࠊࡣ沖方向戻ࡣࡁࡿ海岸全体࡛一様

⊂ࡢう幅向沖ࡢこࠋࡿ戻࡚ࡗ࡞ࢀ強い流࡚ࡋ集中場所ࡿあࠊࡎࡽ戻ࡾくࡗゆ

い強い流ࡢࢀこを離岸流呼ぶࠋ離岸流ࡣ幅ࡀ⊃いたࠊࡵそࡽࢀ逃ࡣࡿࢀ流ࢀ

直行ࡿࡍ方向࡞ࡍわࡕ岸平行泳ࡼࡤࡆいࠋ離岸流ࡀ起ࡿࡁ場所ࠊࡣ海岸ࡢ地形ࡢ影

響を大ࡁく受け࡚決まࡿたࠊࡵ遊泳禁Ṇ࡚ࡗ࡞いࡿこࡀ多いࠊࡀ風や波や潮流ࡢ影

響を受け࡚起ࡿࡁ場所ࡀ様々変化ࡿࡍこࡀあࠋࡿ

問 3 正解䛿 (ウ)サンマ 

問 3 解説 

イワシࠊサンマࠊサバࠊアࡣࢪいࡶࢀࡎ背側ࡀ青い࡛ࡢ青魚呼ࠊࡀࡿࢀࡤ生物分類࡛
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ࢬスࡣࢪアࠊキ目サバ科ࢬスࡣサバࠊ目サンマ科ࢶダࡣサンマࠊニシン目イワシ科ࠊࡣ

キ目アࢪ科目またࡣ科㸦大࡞ࡁ分類群ࡽ界࣭門࣭網࣭目࣭科࣭属࣭種㸧ࡀ異ࠋࡿ࡞

写真ࡢ魚ࠊࡣ細長い体尖ࡗࡀた口上あࡾࡼࡈ長く飛び出࡚ࡋいࡿୗあࡢࡈ特徴ࡽ

サンマ࡛あࠋࡿ

問 4 正解䛿 (イ) 

問 4 解説 

択捉島ࡣ方領土ࡢ中ࡢ最大ࡢ島ࠋ(ア)樺太ࠊ㸦ウ㸧ࡣ礼文島ࠊ㸦エ㸧ࡣ佐渡島࡛あࠋࡿ 

問 5 正解䛿 (ウ) 

問 5 解説 

㸦ア㸧ࡣ竹島ࠊ㸦イ㸧ࡣ五島列島ࠊ㸦エ㸧ࡣ沖ノ鳥島࡛あࠋࡿ

問 6 正解䛿 (イ)植物プランクトン 

問 6 解説 

海ࡢ中ࡢ被捕食者捕食者ࡢ食物連鎖ࡢ関係ࡣピラミッࡼࡢࢻう表ࡍこࠊࡁ࡛ࡀ最

ୗ層ࡢ生物ࡣ一次生産者呼ぶ植物プランクࢺン࡛あࠋࡿピラミッࡢࢻ最ୗ層ࡗࡶࡀ

食ࡀ捕食者ࡢ生物を上層ࡢୗ層ࠋࡿ࡞く࡞少ࡣ生物数ほࡿ࡞上層ࠊ多くࡀ個体数ࡶ

べࡘくࠊࡍ上層ࡢ捕食者ࡶ食糧ࡀ不足࡚ࡋ数ࡀ減ࠋࡿこࡼࡢう食物連鎖ࡣ生物数

生物多様性ࡢバランスを維持ࡿࡍ大事ࡋ࡞く࡛ࡳあࠋࡿ植物プランクࢺンࠊࡣ光合成࡛

栄養を得ࡿたࡵ捕食者ࠊࡎࡽ࡞ࡣ最ୗ層ࡢ生物࡛あࠋࡿたࠊࡋࡔ生ࡁた植物プランク

届く約ࡀ光ࠊࡣࡢࡿࡍ成立ࡀ食物連鎖ࡿ࡞最ୗ層ࡀンࢺ 200m 光合成ࠊ水深ま࡛࡛ࡢ

ࠋࡿあ࡛ࡳࡢ表層ࡿࡁ࡛ࡀ

問 7 正解䛿 (ウ)メタンハイ䝗レート 

問 6 解説 

࣓タンࣁイࢻレ࣮ࡈࠊࡣࢺ状ࡢ構造を作ࡗた水分子ࡢ中࣓タン分子ࡀ取ࡾ込まࢀ

た物質࡛あ࣓ࠋࡿタンࣁイࢻレ࣮ࡣࢺ白いシャ࣮ベッࢺを固ࡵた雪ࡼࡢう࡞物質࡛ࠊ燃

えࡿ氷呼࡚ࢀࡤい࣓ࠋࡿタンࣁイࢻレ࣮ࡣࢺప温࡛高ᅽいう条件限࡚ࡗ安定存

在࡛ࠋࡿࡁ深海ࡢ海底ୗࡢ地中ࡣそࡢ条件合う場所࡛ࠊそこࡣ多量ࡢ水ࡀ存在ࡿࡍ
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たࠊࡵ地中࡛作ࢀࡽた࣓タン水ࡀ出会うこ࣓࡛タンࣁイࢻレ࣮ࡀࢺ自然形成さࢀ

ࠊ日本海ࡢラフや新潟沖ࢺ༡海ࡿࡀ広高知沖ࡽ静岡沖ࠊࡣ周辺海域࡛ࡢ日本ࠋࡿ

海道周辺存在࡚ࡋいࡿこࡀわ࡚ࡗいࠋࡿ日本࣓ࡢタンࣁイࢻレ࣮ࠊࡣࢺそࡢ資源

量ࡀ国内࡛消費さࡿࢀኳ然࢞スࡢ約 100 年分ࡿ࡞ࡶ推定さࠊࡾ࠾࡚ࢀ次世代ࡢエネ

ࣝギ࣮源࡚ࡋ大࡞ࡁ注目をあび࡚いࠋࡿ

問 8 正解䛿 (エ)東赤道太平洋 

問 8 解説 

赤道域࡛ࡣ東ࡽ西向࡚ࡗ㈠易風ࡀ྿い࡚ࠊࡾ࠾こࡢ風ࡢ力࡚ࡗࡼ太平洋ࡢ赤道

域ࡢ暖い海水ࡀ西側押ࡘࡋけࡿࢀࡽたࠊࡵ西太平洋赤道域㸦(ウ)ࡢ海域㸧ࡀ東太平

洋赤道域㸦(エ)ࡢ海域㸧比べ࡚水温ࡀ高く࡚ࡗ࡞いࠋࡿそࡀࢀ何ࡗࡁࡢࡽけ࡛㈠

易風ࡀ弱まࠊࡿ(ウ)ࡽ(エ)ࡢ海域暖い海水ࡀ移動ࠊࡋ(エ)ࡢ海域ࡢ海面水温ࡀ平

年時比べ࡚高くࠋࡿ࡞こࡀࢀエࣝニ࣮ニョ現象࡛あࠋࡿエࣝニ࣮ニョ現象ࡀ起ࡿࡁ

日本࡛ࡣ冷夏ࡿ࡞傾向ࡀあࠊࡾ農作物ࡢ生産影響を与えࡿこࡀ知࡚ࢀࡽいࠋࡿ

問 9 正解䛿 (ア)生活排水を海に直接䛺䛜さ䛺い䜘うにする䚹 

問 9 解説 

赤潮ࠊࡣ植物プランクࢺンࡀ大増殖ࡋた海表面ࡢ状態ࡢこࠊ࡛❅素やࣜンࡢ࡞栄養

生活排ࡢ࡞洗剤ࡣ供給源ࡢ栄養ࠋࡿࢀ誘発さࡀ増殖ࠊࡾ࡞活発ࡀ光合成ࡿ増えࡀ

水や産業排水ࡀ大ࡁい考えࡿࢀࡽたࠊࡵ排水量を減ࡋࡽたࠊࡾ栄養を除去࡚ࡋ海流

ࠋࡿ࡞予防ࡢ赤潮発生࡞効果的ࡀいこ࡞流さ直接排水を海ࠊࡾたࡗを作ࡳ組ࡍ

問 10 正解䛿 (イ)海の上䛿資材の輸送や建設のコスト䛜安䛟䛴䛟䚹 

問 10 解説 

風力発電ࠊࡣ石油代わࡿ酸化炭素を出さ࡞い再生可能エネࣝギ࣮ࡢ一࡚ࡋࡘ近年

急速普及࡚ࡋいࠋࡿ特ࠊ海ࡣ風をさえࡿࡂ㞀害物࡞ࡀいたࠊࡵ年間を通࡚ࡌ安定

強さࡢ風ࡣ出力ࡢ風力発電ࠋࡿࡁ風車を多数設置࡛ࡢ大型ࡽさࠊࢀࡽ得ࡀ強い風࡚ࡋ

3 乗ࠊ風車ࡢ半ᚄࡢ 2 乗比例ࡿࡍたࠊࡵ洋上ࡢ風力発電ࡣ陸上比べ大࣓ࣜ࡞ࡁッࢺ

を持ࡘこࠋࡿ࡞またࠊ船࡛大量ࡢ貨物を一度運べࡿたࠊࡵ資機材ࡢ輸送コスࡶࢺ

安くࡘくࠊࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋ洋上࡛ࡣ発電プランࢺを組ࡳ立࡚ࡀࡢࡿ難ࡋくࠊさࡽ陸上
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最大ࡀࡢくࡘ高くࡀࢺ建設コスࠊࡵたࡿあࡀを引く必要ࣝࣈ海底ケ࣮ࡢࡿ電気を送

広いࡣ日本ࠋࡿあ࡛ࢺッ࣓ࣜࢹࡢ 200 海㔛水域㸦領海排他的経済水域㸧を有ࡿࡍたࡵ

洋上風力発電期待ࡀ向け࡚ࢀࡽいࠊࡀࡿ水深ࡢ深い海ࡀ大部分を占ࡿࡵたࠊࡵ洋上

浮べた構造物ࡢ上風車を設置ࡿࡍ浮体式洋上風力発電ࡢ実用化を目指ࡋた研究ࡀ進

ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡵ

問 11 正解䛿 (イ)海面の水位䛜上昇して䚸島䛜水没する䚹 

問 11 解説 

地球温暖化ࡢ結果ࠊ海水温度ࡀ上昇࡚ࡋ海水ࡀ膨張ࡋたࠊࡾ༡極や࣮ࣜࢢンランࡢࢻ氷

床ࡀ溶けࡿこࠊ࡚ࡗࡼ海面水位ࡀ上昇ࠋࡿࡍ近年ࡣ全地球平均࡛一年間 3 ミࣜ以

上ࡢ速度࡛海面水位ࡀ上昇ࠊࡾ࠾࡚ࡋ今世紀中場所ࣝࢺ࣮࣓ࡣ࡚ࡗࡼ単位࡛海面水

位ࡀ上昇ࡿࡍ可能性ࡀ指摘さ࡚ࢀいࢶࠋࡿバࣝࡿࡍࡵࡌࡣ༡太平洋ࡢ島ᕋ国ࡣ平均海

抜ࡀ数࣓࣮ࣝࢺ程度࡞ࡋいたࠊࡵ地球温暖化ࡿࡼ海面水位ࡢ上昇ࡢ影響を最ࡶ受け

やࡍい国々࡞ࡳさ࡚ࢀいࠋࡿ

問 12 正解䛿 (エ)対馬⇔朝鮮  

問 12 解説 

江戸時代ࡢ鎖国࡛ࠊࡣ日本人ࡢ海外渡航ࡀ禁Ṇさࠊࡶࡿࢀ外国ࡢ交流࣭㈠易ࡣ

長崎ࠊ対馬ࠊ薩摩ࠊ松前ࡢ 4 対馬ࠊ清ランダ࢜ࡣ長崎࡛ࠋいた࡚ࢀ限定さ口❆ࡢࡘ

長崎࡛ࠋたࡗ交流࣭㈠易を行࡚ࡋを相手ࠊࢾアイࡣ松前࡛ࠊ琉球ࡣ薩摩࡛ࠊ朝鮮ࡣ࡛

大ྡࡣ管理ࡢ㈠易ࡢ対馬࣭薩摩࣭松前࡛ࠊࡀたࡋ直接管理ࡀ幕府ࢀ出島࡛行わࡣ㈠易ࡢ

ࠋたࢀࡽせま

問 13 正解䛿 (ウ) 

問 13 解説 

日本列島ࡢ太平洋沖ࡣ暖流࡛あࡿ黒潮ࡀ༡ࡽ流࡚ࢀいࠊࡀࡿ大西洋ࡶ黒潮

ࡽ༡࡚ࡗ沿ア࣓ࣜカ東海岸ࡀ暖流ࡿࢀࡤ呼キシコ湾流࣓࡚ࡋ海流ࡿࡍ対応

方向を変東࡚ࡋ離岸ࡽ東海岸࡛ࡾッテラス岬あたࣁࡣキシコ湾流࣓ࠋࡿい࡚ࢀ流

え࡚流࣮ࣚࠊࢀロッパ達ࡿࡍそࡢ一部ࡀ向ࡁ方向を変えࠊ大西洋海流࡚ࡋ

࣮ࣚロッパ西海岸沿࡚ࡗ流ࠋࡿࢀ大西洋海流࣓ࡣキシコ湾流起源ࡢ暖い海水をࣚ
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࣮ロッパࡢ高緯度域運びࠊそࢀ伴࡚ࡗ熱を輸送࡚ࡋ大気を暖ࡿࡵたࠊࡵ同ࡌ緯度

ࠋࡿい࡚ࢀ保たやࡔ࠾温暖࡛࡚ࡋ一年を通ࡣ気候ࡢ比べ࣮ࣚロッパ地域ࡢ他ࡢ

問 14 正解䛿 (エ) 海道の川䛷生ま䜜䚸海 B 䛷成長し䚸産卵の䛯め海道の川に戻る䚹 

問 14 解説 

シロࢨケࡣ日本ࡢ代表的࡞サケ࡛あࠊࡾ川࡛誕生࡚ࡋ海࡛成長ࠊࡋ成熟ࡿࡍ生まࢀた

川戻ࡿ道河回遊㸦そいゆう㸧をࠋࡿࡍ海道࡛ࡣ 10 月ࡽサケࡀ川を道上ࡋ始ࠊࡵ

産卵適ࡋた上流ࡢ川底産卵ࡋ親ࡣ死ࠋࡠ成長ࡋた稚魚ࡣ 3 月ࡽ 4 月け࡚海

ୗࢶ࣮࣍࢜ࠊࡾク海ࡢ東を上࡚ࡋ太平洋࡛成長2-4ࠋࡿࡍ 年後成熟ࡿࡍ༡ୗࡋ

࡚母川㸦ࡰせࢇ㸧戻࡚ࡗくࠋࡿ太平洋ࡣప水温࡛豊富࡞プランクࢺンࡀいࠊ࡛ࡢࡿ

成長࣭成熟適࡚ࡋいࠋࡿさࡽ方ࡢベ࣮ࣜンࢢ海࡛ࡶサケࡀ採餌ࡢたࡵ集ま࡚ࡗ

いࠋࡿ太平洋ベ࣮ࣜンࢢ海ࠊࡣアࢪア系ࠊロシア系ࠊ米系ࡢシロࢨケࡢ集合海

域࡛あࠊࡾ分布調査ࡀ行わ࡚ࢀいࠋࡿ

問 15 正解䛿 (ア) 

問 15 解説 

プレ࣮ࡣࢺ大陸プレ࣮ࢺ海洋プレ࣮ࡢࢺ種類ࡀあࠋࡿこࡢ問題࡛ࡣア࣓ࣜカプ

レ࣮ࡀࢺ大陸プレ࣮ࠊࢺ太平洋プレ࣮ࡀࢺ海洋プレ࣮ࢺ対応ࠋࡿࡍ海洋プレ࣮ࡣࢺ主

ࡗ地ୗ深部࡛ゆࡀマࢢマࡣ玄武岩ࠋࡿい࡚ࡁ花崗岩࡛࡛主ࡣࢺ大陸プレ࣮ࠊ玄武岩

くࡾ冷やさࡢࡿࡁ࡛࡚ࢀ対ࠊ࡚ࡋ玄武岩ࡣ海嶺ࡽ྿ࡁ出ࡋたマࢢマࡀ急激冷やさ

ࠊ࡚ࡗࡀたࡋࠋ高いࡀ小さく密度ࡀ比べ࡚粒花崗岩ࡣ玄武岩ࠊࡵたࡢそࠋࡿࡁ࡛࡚ࢀ

海洋プレ࣮ࡀࢺ大陸プレ࣮ࡶࡾࡼࢺ重くࠊࡢࡘプレ࣮ࡀࢺぶࠊࡿࡘ海洋プレ࣮ࢺ

ୗࡢࢺア࣓ࣜカプレ࣮ࡣࢺ太平洋プレ࣮ࠋࡿࡍ沈降࡛ࢇ込ࡾ潜ୗࡢࢺ大陸プレ࣮ࡀ

年間約 8cm  ࠋࡿい࡛ࢇ込ࡾ速度㸧࡛潜ࡢ倍ࡰほࡢ速度ࡿびࡢࡀ爪ࡢ指ࡢ速さ㸦手ࡢ

問 16 正解䛿 (ア) 

問 17 正解䛿 (エ)沿岸国以外の国の船䛿䚸排他的経済水域を自由に航行䛷き䛺い䚹 

問 16,17 解説 

国連海洋法条約㸦正式ྡ称：海洋法関ࡿࡍ国際連合条約㸧࡛ࠊࡣ海岸ࡽ 12 海㔛ま࡛

領海ࠕ範ᅖをࡢ 12ࠊࠖ 海㔛ࡽ 200 海㔛ま࡛ࡢ範ᅖをࠕ排他的経済水域㸦Exclusive Economic 
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Zone:略称 EEZ㸧ࠖ びࡼ࠾領海ࠋࡿい࡚ࡵ定 EEZࡘࠊまࡾ海岸ࡽ 200 海㔛ࡢ範ᅖ࠾

い࡚ࠊࡣ沿岸国ࡣさまࡊま࡞経済活動㸦漁業資源や鉱物資源をࡿࡍࡵࡌࡣ海洋資源ࡢ

開発や利用ࠊ建造物ࡢ構築ࠊ海洋ࡢ科学的࡞調査㸧を他国侵害さࡎࢀ独占的行うᶒ

利㸦排他的ᶒ利㸧を有࡚ࡋいࠋࡿ一方࡛ࠊ沿岸国ࡣこࡢ範ᅖࡢ海洋環境を保全ࡿࡍ義務

い࠾全࡚ࡀ主ᶒࡢ沿岸国ࡣそこ࡛ࠊࢀ扱わ同様領土ࡣ領海ࠊ࠾࡞ࠋࡿい࡚ࡗ負ࡶ

࡚認࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ外国ࡢ船ࡀ領海を通航ࠊࡣࡿࡍそࡢ国ࡀ定ࡿࡵ無害通航関ࡿࡍ

法௧を遵守ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ一方ࠊEEZ  ࠋࡿࡁ通航࡛自由ࡶ船ࡢ国ࡢࡣ中ࡢ

問 18 正解䛿 養殖漁業䛿(ウ)䚸遠洋漁業䛿(ア) 

問 19 正解䛿 (エ)乱獲や海洋環境の変化に䜘って䚸日本近海の魚の量䛜減っ䛯か䜙䚹 

問 18,19 解説 

遠洋漁業ࠕ ࡣࠖ 1970 年代後半漁獲量ࡀ激減࡚ࡋいࠋࡿこࠊࡣࢀア࣓ࣜカや旧ソ連ࡢ各

国࡛排他的経済水域(200 海㔛水域)ࡀ設定さࠊࢀこࡢࡽࢀ漁場ࡢࡽ撤退ࡀ相次いࡔたࡵ

࡛あࠋࡿさ1990ࠊࡽ 年代入ࡶࡽ࡚ࡗ資源状況ࡢ悪化や国際的࡞漁業規制ࡢ強化

伴いࠊ漁獲量ࡢ減少ࡀ続い࡚いࠕࠋࡿ沖合漁業ࠖࡣ 1960 年代ࡢ後半ࠊࡽマイワシࡢ資

源ࡢ増大支え࡚ࢀࡽ漁獲量ࡀ急増ࡋた1980ࠊࡀ 年代後半ピ࣮クを迎えた後ࠊマイ

ワシࡢ資源量ࡀపୗࡋたたࡵ漁獲量ࡀ急減ࡋたࠋマイワシࡢ資源量ࡀపୗࡋた理由

ࢀࡽ考えࡀ増減ࡢンࢺ伴うプランクࢀそ気候変動ࠊやࡂࡍࡾ取ࡿࡼ乱獲ࠊࡣ࡚ࡋ

࡚いࠕࠋࡿ沿岸漁業ࠖࡣ遠洋漁業や沖合漁業比べ࡚漁獲量ࡣ安定的推移࡚ࡋいࠊࡀࡿ

漁場環境ࡢ悪化や資源状況ࡢప迷等ࡾࡼ減少傾向࡚ࡗ࡞いࠕࠋࡿ養殖業 養殖技術ࡣࠖ

減少傾向࡞緩やࡽいࡤ横ࡣ最近ࠊࡀたࡁ発展を続け࡚着実࡚ࡗࡼ開発࣭普及ࡢ

ࠋࡿい࡚ࡗ࡞
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安永 和央㸦日本学術振興会࣭東京大学㸧

鈴木 雅之㸦昭和女子大学㸧

1. 本章の目的

本章ࡢ目的ࠊࡣ児童࣭生徒ࡢ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ実態を把握ࡿࡍこ࡛あࠋࡿ以ୗ࡛ࠊࡣ

識別力㸦I-T正答率ࡢ各項目ࠊࡶࡿࡍ一次元性を確認ࡢ問題ࠖࡢ海ࠕ 相関ࠊI-R 相

関㸧ࡘい࡚報告ࠋࡿࡍまたࠊ共通問題関ࡣ࡚ࡋ小学生中学生ࡢ正答率を比較ࠋࡿࡍ

2. 海の問題ࠖの因子構造と信頼性ࠕ

本節࡛ࠕࠊࡣ海ࡢ問題ࠖࡢ一次元性を確認ࡿࡍたࡵ因子分析を行うࠋまたࠊテスࡢࢺ信

頼性ࡢ指標࡚ࡋα係数を算出ࡿࡍこࠊ࡛テスࡢࢺ内的整合性ࡘい࡚ࡶ確認࡞ࠋࡿࡍ

ࡀ回答ࡿࡍ対各問題項目ࠊࡣ際ࡢ分析ࠊ࠾ 2 値࣮ࢹタ㸦正答＝1ࠊ誤答＝0㸧࡛あࡿこ

ࡢびα係数ࡼ࠾ࠊ基࡙い࡚因子分析四分相関係数ࠊࡋ四分相関係数を算出ࠊࡋを考慮

算出を行うࠋ分析࣮࢜ࠊࡣプンソ࣮スࡢ統計ソフࢺウ࢙ア環境࡛あࡿ R 3.0.2 を用いたࠋ 

2.1. 小学生 

まࠊࡎpsych パッケ࣮ࡢࢪ関数 polychoric()を用い࡚四分相関係数を求ࡵたࠋ次ࠊ四分

相関行列ࡽ固有値を求ࡵたこࠊࢁ固有値ࡢ減衰状況㸦3.54, 1.19, 1.16, 1.09, 1.01, 0.97…㸧

ࡣࡽ 1 因子解ࡀ示唆さࢀたࠋまたࠊpsych パッケ࣮ࡢࢪ関数 fa.parallel()を利用࡚ࡋ並行

分析を行ࡗたこࠊࢁここ࡛ࡶ 1 因子解ࡀ示さࢀたࠋこࡢࡽࢀ結果ࠕࠊࡽ海ࡢ問題ࠖࡢ一

次元性ࡀ確認さࢀたࠋそこ࡛ࠊpsych パッケ࣮ࡢࢪ関数 fa()を用い࡚最尤法ࡿࡼ因子分析

を行ࡗたࠋ分析࡚ࡗࡼ得ࢀࡽた因子負荷ࡢ値を表 1 たࡋα係数を算出ࠊࡽさࠋࡍ示

結果ࠊα= .73 ࡛あࠊࡾ内的整合性ࡣ十分高いいえࠋࡿ 

2.2. 中学生 

小学生ࡢ分析同様ࡢ方法࡛固有値を求ࡵたこࠊࢁ固有値ࡢ減衰状況㸦4.09, 1.45, 1.16, 

1.11, 1.06, 0.96…㸧ࡣࡽ 1 因子解ࡀ示唆さࢀたࠋまたࠊ並行分析を行ࡗたこࠊࢁここ࡛

ࡶ 1 因子解ࡀ示さࢀたࠋこࡢࡽࢀ結果ࠕࠊࡽ海ࡢ問題 ࠊそこ࡛ࠋたࢀ確認さࡀ一次元性ࡢࠖ

最尤法ࡿࡼ因子分析を行ࡗたࠋ分析࡚ࡗࡼ得ࢀࡽた因子負荷ࡢ値を表 2 ࡽさࠋࡍ示

α= .76ࠊた結果ࡋα係数を算出ࠊ ࡛あࠊࡾ内的整合性ࡣ十分高いいえࠋࡿ 
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3. 項目分析 

 本節࡛ࠊࡣ各問題項目ࡢ正答率ࠊI-T 相関ࠊI-R 相関ࡘい࡚検討ࠊࡶࡿࡍ選択肢

I-Tࠋࡿࡍ解答状況を把握ࡢ 相関㸦Item-Total correlation㸧ࠊࡣ項目得点㸦Item score㸧

合計得点㸦Total score㸧ࡢ相関࡛あ1＋～1－ࠊࡾ またࠋࡿ値を取ࡢ I-R 相関㸦Item-Remainder 

correlation㸧ࠊࡣ全問題項目ࡽ当該項目を除いた合計得点当該項目ࡢ得点ࡢ相関࡛あ

I-Tࠊࡾ 相関同様1＋～1－ I-Tࠋࡿ値を取ࡢ 相関ࠊࡣ合計得点当該項目ࡢ得点ࡀ含ま

I-Rࠊࡵたࡿࢀ 相関ࡶࡾࡼ高い値を取ࠋࡿI-T 相関 I-R 相関ࡣ項目識別力ࡢ指標࡛あࠊࡾ

個々ࡢ問題項目ࠊࡀ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ高い受験者そう࡛࡞い受験者を区別ࡿࡍこ࡛ࡀ

ࡣ本章࡛ࠊࡀい࡞ࡣ基準࡞い࡚明確ࡘ解釈ࡢ値ࠋࡍ度合いを表ࡿࡁ I-R 相関ࡀ 0.3 以上

࡛あࠕࡤࢀ識別力ࡀ高い I-Rࠊࠖ 相関ࡀ 0.2 未満ࡢ場合ࠕࡣ識別力ࡀపい ࠋࡿい࡚ࡋ解釈ࠖ

別不能ุࠕࠊࡣ際ࡿࡍ正答率を算出ࠊ࠾࡞ 多重解答ࠕࠖ た解答ࢀࡽ当࡚ࡾ割無解答ࠖࠕࠖ

正答率ࡢ各問題項目ࠊࡢ中学生小学生ࠋたࡗ扱࡚ࡋ誤答ࡣ I-T 相関ࠊI-R 相関ࠊ度数

分布㸦選択肢ࡢ解答状況㸧を表 1 表 2  ࠋࡍ示

またࠊ各問題項目ࢺࡢレ࣮スラインを作成ࠊࡋ小学生ࡢ結果を図 1～図 結ࡢ中学生ࠊ18

果を図 19～図 38 正ࡢ問題ࠖࡢ海ࠕ能力㸦ࡢ受験者横軸ࠊࡣレ࣮スラインࢺࠋたࡋ示

答数㸧をࠊࡾ縦軸各選択肢ࡢ選択率をプロッࡋࢺた࡛ࡢࡶあࢺࠋࡿレ࣮スラインを見

を視覚的ࡢࡿあ選択肢を選ぶ傾向ࡢࠊࡀ児童࣭生徒ࡢ能力ࡢいࡽくࡢࠊ࡛こࡿ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀこࡿࡍ把握

以ୗ࡛ࠊࡣまࡎ各問題項目ࡢ正答率識別力ࠊ度数分布ࡘい࡚述べࠊ次ࢺレ࣮スラ

インࡢ傾向ࡘい࡚言及ࠋࡿࡍ 

3.1. 小学生 

問 1 津波警報発令時の行動 

 正答率ࠊ識別力ࡶ高い設問࡛あࠊࡾ正答数ࡢ少࡞い児童ࡽ多い児童ま࡛大部分ࡀ

 ࠋࡿい࡚ࡋイࠖを選択ࠕ

問 2 魚の名前 

 約 約ࠊࡾ࠾࡚ࡋウࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ77% エࠖࠕイࠖやࠕࠋࡿい࡚ࡋアࠖを選択ࠕࡀ16%

を選択ࡿࡍ児童ࠊࡣ全体ࡢ 少ࡢ正答数ࠊࡣ傾向ࡿࡍアࠖを選択ࠕࠊまたࠋい࡞少4%～3

選ࡢウࠖࠕࠊࡾ࡞పくࡣ選択率ࡢアࠖࠕ࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊࡾ顕著࡛あい児童࡞

択率ࡀ高くࡿ࡞こࡀ見受けࠋࡿࢀࡽ 
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問 3 海の名前 

約 い児童࡞少ࡀ正答数ࠋࡿ高い設問࡛あࡀ識別力ࠋࡿい࡚ࡋエࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ63%

選択ࡢエࠖࠕࡶࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊࡀࡿࢀࡽ見ࡶ選択肢を選ぶ児童ࡢ他ࡢそࠊࡣ࡛

率ࡀ高くࠋࡿ࡞

問 4 択捉島の位置 

約 問ࠋࡿ高い設問࡛あࡀ識別力ࠋࡿい࡛ࢇイࠖを選ࠕࡢ正答ࡀ62% 3 正答数ࠊ同様

࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊࡀࡿࢀࡽ見ࡶ選択肢を選ぶ児童ࡢ他ࡢそࠊࡣい児童࡛࡞少ࡀ

ࠋࡿࢀ見࡚取ࡀこࡿ࡞高くࡀ選択率ࡢイࠖࠕ

問 5 尖閣諸島の位置 

約 アࠕࡀ30% 約ࠊࠖ イࠕࡀ21% 約ࠊࠖ ウࠕࡀ34% 㸦ࠖ正答㸧ࠊ約 ࡞ࡿࡍエࠖを選択ࠕࡀ13%

I-Rࠊまたࠋたࢀࡽࡳࡀࡁࡘࡽࡤ解答ࠊ 相関ࡢ値ࡣ 0 పい設問࡛あࡢ識別力ࠊ近く

問高ప㸧ࡢ高ప㸦合計得点ࡢ海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡾまࡘࠋࡿ 5 ࠋい࡞ࡀ関連ࡣ正答率ࡢ

正答数ࡀ多い児童ࠕࡣウࠖࡢ選択率ࡀ高いࠊࡀ正答数ࡀ中程度ࡢ児童ࠕࡣアࠖࠕウࠖࡢ

選択率ࡶࡀ約 30～40%࡛高くࠊ正答数ࡢ少࡞い児童࡛ࡍࠊࡣべ࡚ࡢ選択肢ࡢ選択率ࡀ

同程度࡛あࠋࡿ

問 6 タンカーが運ぶもの 

約 イࠖࠕࡢ正答ࠊࡣい児童࡛࡞少ࡢ正答数ࠋࡿい࡚ࡋイࠖを選択ࠕࡿ正答࡛あࡀ70%

加えࠕࠊアࠖやࠕウࠖを選択ࡿࡍ児童ࡶ若干見ࠊࡀࡿࢀࡽ正答数ࡀ多くࠕࡶࡿ࡞イࠖ

ࠋࡿࢀ観測さࡀࡢࡿ࡞高くࡀ選択率ࡢ

問 7 えら呼吸する海の生物 

約 い児童࡞少ࡀ正答数ࠋࡿ高い設問࡛あࡀ識別力ࠋࡿい࡚ࡋエࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ79%

選ࡢイࠖࠕ࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊࡀ高いࡶ選択率ࡢイࠖࠕ加えエࠖࠕࡢ正答ࡣ࡛

択率ࡣపくࠕࠊࡾ࡞エࠖࡢ選択率ࡀ高くࠋࡿ࡞

問 8 排他的経済水域 

約ࠊ他ࡢそࠋࡿい࡚ࡋウࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ69% イࠕࡀ14% ࡚ࡋエࠖを選択ࠕࡀ12%ࠊࠖ

いࠋࡿ識別力ࡀ高い設問࡛あࠋࡿ正答数ࡢ少࡞い児童࡛ࠊࡣ正答ࠕࡢウࠖࠕࡶࡾࡼエࠖࡢ

選択率ࡀ高くࠊまたࠕࠊイࠖを選択ࡿࡍ児童ࠕࡶウࠖ同程度見受けࠊࡀࡿࢀࡽ正答数ࡀ多

くࠕ࡚ࢀࡘࡿ࡞ウࠖࡢ選択率ࡀ高くࠋࡿ࡞

問 9 エルニーニョ現象の発生海域 

問 5 約ࠊ同様 アࠕࡀ16% 約ࠊࠖ イࠕࡀ26% 約ࠊࠖ ウࠕࡀ28% エࠕࡀ27%ࠊࠖ 㸦ࠖ正答㸧
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を選択ࠊ࡞ࡿࡍ解答ࢀࡽࡳࡀࡁࡘࡽࡤたࠋまたࠊI-R 相関ࡢ値ࡣ 0 ࡢ識別力ࠊ近く

పい設問࡛あࠋࡿ正答数関係࡞くࠊそࡢࢀࡒࢀ選択肢を選択ࡿࡍ児童ࡀ一定数いࡿこ

ࠋࡿわࡀ

問 10 赤潮対策 

約 イࠕࡀ児童ࡢ10%～8%ࠊࡾ࠾࡚ࡋアࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ71% ウࠕࠊࠖ ࡋエࠖを選択ࠕࠊࠖ

࡚いࠋࡿ識別力ࡀ高い設問࡛あࠋࡿ正答数ࡀ少࡞い児童࡛ࡍࠊࡣべ࡚ࡢ選択肢ࡢ選択率ࡀ

同程度࡛あࠊࡀࡿ正答数ࡀ多くࡋࡿ࡞たࠕ࡚ࡗࡀアࠖࡢ選択率ࡀ高くࠋࡿ࡞

問 11 ツࣂルの温暖化による被害 

約 い児童࡞少ࡀ正答数ࠋࡿ高い設問࡛あࡀ識別力ࠋࡿい࡚ࡋイࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ60%

割ࡢそࡶࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊࡀ多いࡶ選択肢を選ぶ児童ࡢイࠖ以外ࠕࡢ正答ࠊࡣ࡛

合ࡣ減ࠕࠊࡾイࠖࡢ選択率ࡀ高くࡿ࡞こࡀ観測さࠋࡿࢀ

問 12 離岸流࡛の適ษ࡞行動 

約 約ࡶ児童ࡿࡍエࠖを選択ࠕࠊࡀࡿい࡚ࡋアࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ43% 27%観測さࠋࡿࢀ

残ࡢࡾ約 イࠕࡀ18% ウࠕࡀ10%ࠊࠖ をࠖ選択࡚ࡋいࠋࡿ正答数ࡀ少࡞い児童࡛ࡣ正答ࠕࡢアࠖ

以外ࡢ選択肢を選ぶ児童ࡀ多くࠊ正答数ࡀ中程度ࡢ児童࡛ࠕࡣアࠖ加えࠕイࠖやࠕエࠖ

を選ぶ児童ࡶ見ࠋࡿࢀࡽ正答数ࡀ多い児童࡛ࠊࡣ依然ࠕ࡚ࡋエࠖを選択ࡶࡢࡶࡿࡍ一定

数いࠕࠊࡀࡿアࠖࡢ選択率ࡀ高くࠋࡿ࡞

問 13 遣唐使 

約半数ࡀ正答ࠕࡢエࠖを選択ࠊࡾ࠾࡚ࡋ約 イࠕアࠖࠕࡀ20% 約ࠊࠖ ウࠖを選択ࠕࡀ9%

I-Rࠋࡿい࡚ࡋ 相関ࡢ値ࡣ小さくࠊ識別力ࡀపい設問࡛あࠋࡿ正答数ࡀ多く࡚ࢀࡘࡿ࡞

正答ࠕࡢエࠖࡢ選択率ࡀ高くࠊࡀࡿ࡞正答数関係࡞くࠕアࠖࠕイࠖを選択ࡿࡍ児童ࡀ

一定数見受けࠋࡿࢀࡽ

問 14 太平洋沖の海流  

約 い児童࡞少ࡀ正答数ࠋࡿ高い設問࡛あࡀ識別力ࠋࡿい࡚ࡋイࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ62%

正答数ࠊࡀࡿいࡶࡢࡶウࠖを選ぶࠕアࠖやࠕࠊ加えイࠖࠕࡢ正答ࠊࡣ児童࡛ࡢ中程度ࡽ

ࠋࡿࢀ観測さࡀこࡿ࡞高くࡀ選択率ࡢイࠖࠕࠊࡋ減少ࡣࡽࢀそ࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ

問 15 サケの一生 

約 約ࡀ児童ࡿࡍウࠖを選択ࠕࡢ誤答ࠊࡀࡿい࡚ࡋエࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ28% ࠊࡾ࠾38%

正答選択肢を選ぶ児童ࡢ数ࡾࡼ多ࡗたࠋI-R 相関ࡢ値ࡣ小さくࠊ識別力ࡀపい設問࡛あ

約ࡀ児童ࡿࡍウࠖを選択ࠕࠊく࡞関係正答数ࠋࡿ 30～50%見ࠊࢀࡽ正答数ࡀ中程度ࡢ児
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童࡛ࠕࡶウࠖࡢ方ࡼࡀく選択さࠊࡀࡿࢀ正答数ࡀ多い児童࡛ࠊࡣ正答ࠕࡢエࠖࡢ選択率ࡀ

最ࡶ高くࠋࡿ࡞

問 16_1࣭問 16_2 日本の漁獲量_養殖漁業࣭遠洋漁業 

養殖漁業を示ࠕࡍウࠖ遠洋漁業を示ࠕࡍアࠖࡢ両方を正答ࡋた児童ࡣ約 40%࡛あࠊࡾ

識別力ࡀ高い設問࡛あࠋࡿ問 16_1 ࡀ選択率ࡢウࠖࠕࡢ正答࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊࡣ

高くࠊࡀࡿ࡞正答数ࡀ少࡞い児童࡛ࠕࡣアࠖやࠕイࠖを選ぶࡶࡢࡶ多くࠊそࡢ傾向ࡣ中程

度ࡢ児童࡛ࡶ一定数見ࠋࡿࢀࡽ問 16_2 正࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊࡾ傾向࡛あࡢ同様ࡶ

答ࠕࡢアࠖを選択ࡿࡍ児童ࡀ増えࠕࠊࡀࡿイࠖやࠕウࠖを選ぶ児童ࡶ一定数観測さࠋࡿࢀ

問 17 日本海溝の周辺のプレート 

約 ࠊ࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ正答数ࠋࡿい࡛ࢇウࠖを選ࠕࡀ27%ࠊアࠖを選びࠕࡢ正答ࡀ40%

正答ࠕࡢア ウࠕく࡞関係正答数ࠊࡀࡿ࡞高くࡀ選択率ࡢࠖ をࠖ選択ࡿࡍ児童ࡀ約 20～40%

見ࠋࡿࢀࡽ
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第 3 章 海洋ࣜテࣛシーの項目分析 

表 1 小学生のࠕ海の問題ࠖの結果 

問題概要

正答率

㸦%㸧 
I-T 
相関

I-R
相関

因子

負荷

度数分布㸦カッコࡢ中ࡢ値ࡣ割合㸦%㸧㸧 

ア イ ウ エ

ุ別

不能

多重

回答

無

回答

問 1 
津波警報発௧時

行動ࡢ

96.1 .485 .370 .436
41 1995 23 10 0 1 7 

(2.0) (96.1) (1.1) (0.5) (0.0)  (0.0)  (0.3) 

問 2 魚ྡࡢ前 76.6 .383 .259 .294
329 69 1590 77 1 0 11 

(15.8) (3.3) (76.6) (3.7) (0.0)  (0.0)  (0.5) 

問 3 海ྡࡢ前 63.1 .564 .461 .583
311 276 149 1311 3 0 27 

(15.0) (13.3) (7.2) (63.1) (0.1)  (0.0)  (1.3) 

問 4 択捉島ࡢ位置 62.3 .540 .432 .538
155 1293 359 238 2 0 30 
(7.5) (62.3) (17.3) (11.5) (0.1)  (0.0)  (1.4) 

問 5 尖㛶諸島ࡢ位置 33.8 .210 .076 .058
617 434 701 263 6 0 56 

(29.7) (20.9) (33.8) (12.7) (0.3)  (0.0)  (2.7) 

問 6 
タンカ࣮ࡀ運ぶ

ࡢࡶ

69.8 .417 .296 .326
242 1449 197 160 2 1 26 

(11.7) (69.8) (9.5) (7.7) (0.1)  (0.0)  (1.3) 

問 7 
えࡽ呼吸ࡿࡍ

海ࡢ生物

79.1 .503 .391 .485
66 302 54 1643 0 2 10 

(3.2) (14.5) (2.6) (79.1) (0.0)  (0.1)  (0.5) 

問 8 排他的経済水域 69.0 .525 .416 .486
51 285 1433 249 4 0 55 

(2.5) (13.7) (69.0) (12.0) (0.2)  (0.0)  (2.6) 

問 9 
エࣝニ࣮ニョ

現象ࡢ発生海域

27.0 .177 .042 .029
323 536 574 561 6 0 77 

(15.6) (25.8) (27.6) (27.0) (0.3)  (0.0)  (3.7) 

問 10 赤潮対策 71.4 .466 .350 .392
1482 180 172 207 1 0 35 
(71.4) (8.7) (8.3) (10.0) (0.0)  (0.0)  (1.7) 

問 11 
温暖化ࡢバࣝࢶ

被害ࡿࡼ

59.6 .552 .447 .510
336 1238 162 301 3 0 37 

(16.2) (59.6) (7.8) (14.5) (0.1)  (0.0)  (1.8) 

問 12 
離岸流࡛ࡢ適ษ

行動࡞

43.1 .400 .277 .330
895 381 208 568 2 0 23 

(43.1) (18.3) (10.0) (27.3) (0.1)  (0.0)  (1.1) 

問 13 遣唐使 51.0 .318 .189 .199
419 397 178 1060 2 0 21 

(20.2) (19.1) (8.6) (51.0) (0.1)  (0.0)  (1.0) 

問 14 
太平洋沖ࡢ

海流

61.8 .523 .413 .496
378 1283 294 87 3 0 32 

(18.2) (61.8) (14.2) (4.2) (0.1)  (0.0)  (1.5) 

問 15 サケࡢ一生 27.8 .313 .183 .228
428 243 783 577 11 0 35 

(20.6) (11.7) (37.7) (27.8) (0.5)  (0.0)  (1.7) 

問 16_1 
日本ࡢ漁獲量

_養殖漁業 
39.2 .573 .471 .560

351 528 1100 ― 8 1 89 
(16.9) (25.4) (53.0) ― (0.4)  (0.0)  (4.3) 

問 16_2 
日本ࡢ漁獲量

_遠洋漁業 
1117 403 445 ― 19 0 93 
(53.8) (19.4) (21.4) ― (0.9)  (0.0)  (4.5) 

問 17 
日本海溝ࡢ周辺

ࢺプレ࣮ࡢ

40.1 .419 .298 .334
832 347 560 271 6 0 61 

(40.1) (16.7) (27.0) (13.0) (0.3)  (0.0)  (2.9) 
注 1㸧ୗ線ࡢあࡿ問題番号ࠊࡣ中学生ࡢ共通問題 
注 2㸧度数分布࠾い࡚ࠊ網掛けを࡚ࡋいࡿ部分ࡣ正答選択肢を表ࡍ 
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第 3 章 海洋ࣜテࣛシーの項目分析 

図 1 小学生࣭問 1 のトレースࣛイン 

図 2 小学生࣭問 2 のトレースࣛイン 

図 3 小学生࣭問 3 のトレースࣛイン 

図 4 小学生࣭問 4 のトレースࣛイン 

図 5 小学生࣭問 5 のトレースࣛイン 

図 6 小学生࣭問 6 のトレースࣛイン 
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図 7 小学生࣭問 7 のトレースࣛイン 

図 8 小学生࣭問 8 のトレースࣛイン 

図 9 小学生࣭問 9 のトレースࣛイン 

図 10 小学生࣭問 10 のトレースࣛイン 

図 11 小学生࣭問 11 のトレースࣛイン 

図 12 小学生࣭問 12 のトレースࣛイン 
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図 13 小学生࣭問 13 のトレースࣛイン 

図 14 小学生࣭問 14 のトレースࣛイン 

図 15 小学生࣭問 15 のトレースࣛイン 

図 16 小学生࣭問 16_1 のトレースࣛイン 

図 17 小学生࣭問 16_2 のトレースࣛイン 

図 18 小学生࣭問 17 のトレースࣛイン 
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3.2. 中学生 

問 1 津波警報発令時の行動 

 正答率ࠊ識別力ࡶ高い設問࡛あࠊࡾ正答数関係࡞くࠊほࡢࢇ生徒ࠕࡀイࠖを

選択࡚ࡋいࠋࡿ

問 2 離岸流࡛の適ษ࡞行動 

約 約ࡶ生徒ࡿࡍエࠖを選択ࠕࠊࡀࡿい࡚ࡋアࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ52% 22%観測さࠋࡿࢀ

残ࡢࡾ約 イࠕࡀ17% ࡀ識別力ࠋ㸧ࡌ同小学生ࡀ㸦解答傾向ࡿい࡚ࡋウࠖを選択ࠕࡀ8%ࠊࠖ

高い設問࡛あࠋࡿ正答数ࡀ多く࡚ࢀࡘࡿ࡞正答ࠕࡢアࠖࡢ選択率ࡀ高くࠊࡀࡿ࡞正答数

エࠖࠕࡶ生徒࡛ࡢ中程度ࡀ正答数ࠊࢀࡽ見ࡶ選択肢を選ぶ生徒ࡢ他ࡢそࠊࡣい生徒࡛࡞少ࡢ

を選択ࡀࡢࡶࡿࡍ一定数見受けࠋࡿࢀࡽ

問 3 魚の名前 

約 約ࠊࡾ࠾࡚ࡋウࠖを選択ࠕࡢ正答ࡣ82% エࠖࠕイࠖやࠕࠋࡿい࡚ࡋアࠖを選択ࠕࡀ11%

を選択ࡿࡍ生徒ࡣ全体ࡢ い生࡞少ࡢ正答数ࠋ㸧ࡌ同小学生ࡀい㸦解答傾向࡞少3%～2

徒࡛ࡣ正答ࠕࡢウࠖ加えࠕアࠖを選択ࡶࡢࡶࡿࡍ見ࠊࡀࡿࢀࡽ正答数ࡀ多くࢀࡘࡿ࡞

ࠋࡿ࡞高くࡀ選択率ࡢウࠖࠕ࡚

問 4 択捉島の位置 

 正答率識別力ࡶࡀ高い設問࡛あࠊࡾ正答数ࡀ多くࠕ࡚ࢀࡘࡿ࡞イࠖࡢ選択率ࡀ

高くࡿ࡞こࡀ見࡚取ࠋࡿࢀ

問 5 尖閣諸島の位置 

約 アࠕࡀ35% 約ࠊࠖ イࠕࡀ18% 約ࠊࠖ ウࠕࡀ38% 㸦ࠖ正答㸧ࠊ約 ࡞ࡿࡍエࠖを選択ࠕࡀ8%

I-Rࠋࡿࢀࡽࡳࡀࡁࡘࡽࡤ解答ࠊ 相関ࡢ値ࡀ小さくࠊ識別力ࡢపい設問࡛あࡿ㸦小学

生ࡢ識別力ࡶࡾࡼ高く࡚ࡗ࡞いࡿ㸧ࠋ正答数ࡀ多く࡚ࢀࡘࡿ࡞正答ࠕࡢウ 高ࡀ選択率ࡢࠖ

くࠊࡀࡿ࡞正答数関係࡞くࠕࠊアࠖを選択ࡿࡍ生徒ࡀ一定数見ࠋࡿࢀࡽ

問 6 食物連鎖 

約 イࠕࡢ正答ࡀ57% をࠖ選࡛ࢇいࠕࠊࡀࡿア をࠖ選択ࡿࡍ生徒ࡶ約 31%観測さࠕࠋࡿࢀウࠖ

やࠕエࠖを選ぶ生徒ࡣ少࡞いࠋ正答数ࡀ多くࡋࡿ࡞たࠊ࡚ࡗࡀ正答ࠕࡢイࠖࡢ選択率ࡣ

高くࠋࡿ࡞一方ࠊ正答数ࡀ少࡞い生徒ࡽ多い生徒ࡢ一部ま࡛ࠕࠊアࠖを選択ࡀࡢࡶࡿࡍ一

定数認ࠋࡿࢀࡽࡵ

問 7 新しい化石燃料㸦燃える氷㸧 

約 約ࠊࡀࡿい࡛ࢇウࠖを選ࠕࡢ正答ࡀ50% イࠖを選択ࠕࠋࡿい࡚ࡋエࠖを選択ࠕࡀ29%
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約ࡶ生徒ࡿࡍ 正答ࠋࡿ高い設問࡛あࡀ識別力ࠋい࡞少ࡣアࠖを選ぶ生徒ࠕࠋࡿࢀࡽࡳ16%

数ࡀ多く࡚ࢀࡘࡿ࡞正答ࠕࡢウࠖࡢ選択率ࡀ高くࠊࡀࡿ࡞正答数ࡀ少࡞い生徒ࡽ多い

生徒ࡢ一部ま࡛ࠕࠊエࠖを選択ࡶࡢࡶࡿࡍ一定数見ࠕࠋࡿࢀࡽイࠖを選択ࡿࡍ生徒ࡣ正答数

ࠋࡿ࡞పくࡣ選択率ࡢそ࡚ࡗࡀたࡋࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊ多くい生徒࡞少ࡀ

問 8 エルニーニョ現象の発生海域 

問 5 約ࠊ同様 アࠕࡀ18% 約ࠊࠖ イࠕࡀ25% ウࠕࡀ29%ࠊࠖ 約ࠊࠖ エࠕࡀ26% 㸦ࠖ正答㸧

を選択ࠊ࡞ࡿࡍ解答ࠋࡿࢀࡽࡳࡀࡁࡘࡽࡤI-R 相関ࡢ値ࡀ小さくࠊ識別力ࡢపい設問

࡛あࡿ㸦解答傾向ࡀ小学生同ࡌ㸧ࠋ正答数ࡢ多い生徒ࡣ正答ࠕࡢエࠖࡢ選択率ࡀ高いࠊࡀ

そࢀ以外ࡣ正答数関係࡞くࠊ各選択肢を選ぶࡀࡢࡶ一定数いࡿこࡀわࠋࡿ

問 9 赤潮対策 

約 約ࠊࡾ࠾࡚ࡋアࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ78% イࠕࡀ生徒ࡢ8%～6% ウࠕࠊࠖ エࠖを選択ࠕࠊࠖ

I-Rࠋࡿい࡚ࡋ 相関ࡢ値ࡀ小さくࠊ識別力ࡢపい設問࡛あࡿ㸦小学生࡛ࠊࡣI-R 相関35. ࡀ

高い値を示࡚ࡋいたࠊࡀ中学生࡛15. ࡣ ࡛あࡿ㸧ࠋ正答数ࡀ少࡞い生徒ࡽ多い生徒ま࡛ࠊ

正答ࠕࡢアࠖࡢ選択率ࡀ最ࡶ高いࠋ

問 10 風力発電 

約 約ࠊまたࠋࡿい࡚ࡋイࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ54% ࡀ識別力ࠋࡿい࡛ࢇアࠖを選ࠕࡀ23%

高い設問࡛あࠋࡿ正答数ࡀ多く࡚ࢀࡘࡿ࡞正答ࠕࡢイࠖࡢ選択率ࡀ高くࠊࡀࡿ࡞正答数

ࠋࡿࢀࡽ一定数見受けࡀ生徒ࡿࡍアࠖを選択ࠕࠊく࡞関係

問 11 ツࣂルの温暖化による被害 

約 約ࠋࡿい࡚ࡋイࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ81% アࠕࡀ7%～5 ウࠕࠊࠖ ࡿい࡚ࡋエࠖを選択ࠕࠊࠖ

㸦小学生࡛ࠕࠊࡣエࠖを選択ࡿࡍ傾向ࡶࡀう少ࡋ高い㸧ࠋ識別力ࡀ高い設問࡛あࠋࡿ正答数

アࠕࠋࡿ࡞高くࡀ選択率ࡢイࠖࠕࡢ正答࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ ウࠕࠊࠖ ࡿい࡚ࡋエࠖを選択ࠕࠊࠖ

生徒ࡢ多くࠊࡣ正答数ࡢ少࡞い生徒ࡽ中程度ࡢ生徒࡛あࡿこࡀわࠋࡿ

問 12 鎖国時の海外交流 

約 エࠕࡢ正答ࡀ51% をࠖ選࡛ࢇいࠋࡿ約 アࠕࡀ17%～15 イࠕࠊࠖ ウࠕࠊࠖ をࠖ選択࡚ࡋいࠋࡿ

識別力ࡀ高い設問࡛あࠋࡿ正答数ࡀ多く࡚ࢀࡘࡿ࡞正答ࠕࡢエ ࠊࡀࡿ࡞高くࡀ選択率ࡢࠖ

正答数ࡀ少࡞い生徒ࡽ中程度ࡢ生徒ま࡛ࠊそࡢ他ࡢ選択肢を選ぶ生徒ࡶ見ࠋࡿࢀࡽ

問 13 ࣚーロッパ沖の海流 

約 ウࠕࡢ正答ࡀ55% をࠖ選択࡚ࡋいࠋࡿ約 アࠕࡀ17%～13 イࠕࠊࠖ エࠕࠊࠖ をࠖ選࡛ࢇいࠋࡿ

識別力ࡀ高い設問࡛あࠋࡿ問 12 選択ࡢウࠖࠕࡢ正答࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊ同様
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率ࡀ高くࠊࡀࡿ࡞正答数ࡀ少࡞い生徒ࡽ中程度ࡢ生徒ま࡛ࡍࠊべ࡚ࡢ選択肢ࡢ選択率ࡀ

同程度࡛あࠋࡿ

問 14 サケの一生 

約 ࡶ生徒ࡿࡍウࠖを選択ࠕࡿࡍ類似ࡀ内容ࠊࡀࡿい࡚ࡋエࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ33% 33%

観測さࠋࡿࢀ正答ࠕࡢエࠖࡢ選択率ࠊࡣ正答数ࡀ少࡞い生徒ࡽ中程度ࡢ生徒࡛ࡣ高く࡞

いࠊࡀ正答数ࡀ多くࡋࡿ࡞た࡚ࡗࡀ高くࠋࡿ࡞一方ࠊ正答数ࡀ少࡞い生徒ࡽ多い生徒

ࠋࡿࢀࡽ一定数見ࡀ生徒ࡿࡍウࠖを選択ࠕアࠖやࠕࠊ一部ま࡛ࡢ

問 15 日本海溝の周辺のプレート 

約 約ࡀ正答率ࡿ比べ㸦小学生ࡿい࡚ࡋアࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ72% 30%高く࡚ࡗ࡞い

࡞高くࡀ選択率ࡢアࠖࠕࡢ正答࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ正答数ࠋࡿ高い設問࡛あࡀ識別力ࠋ㸧ࡿ

ࠋࡿ࡞పくࡣ選択率ࡢ選択肢ࡢ他ࡢそࠊࡾ

問 16 領海 

約 ࡀ識別力ࠋࡿい࡛ࢇウࠖを選ࠕࡀ約半数ࠊ一方ࠋࡿい࡚ࡋアࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ25%

高い設問࡛あࠋࡿ正答数ࡀ少࡞い生徒ࡽ中程度ࡢ生徒࡛ࡣ正答ࠕࡢア ࠊపくࡀ選択率ࡢࠖ

ウࠕ アࠕࠊ࡚ࡗࡀたࡋࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊ一方ࠋ高いࡀ選択率ࡢࠖ ࠊࡾ࡞高くࡀ選択率ࡢࠖ

ࠋࡿ࡞పくࡀ選択率ࡢウࠖࠕ

問 17 排他的経済水域 

問 5 や問 8 約ࠊ同様 アࠕࡀ14% 約ࠊࠖ イࠕࡀ21% 約ࠊࠖ ウࠕࡀ35% 約ࠊࠖ エࠖࠕࡀ29%

㸦正答㸧を選択ࠊ࡞ࡿࡍ解答ࠋࡿࢀࡽࡳࡀࡁࡘࡽࡤI-R 相関ࡢ値ࡀ小さくࠊ識別力ࡢ

పい設問࡛あࠋࡿ正答数関係࡞くࠊ各選択肢を選択ࡿࡍ生徒ࡀ一定数いࡿこࡀわࠋࡿ

問 18_1࣭問 18_2 日本の漁獲量_養殖漁業࣭遠洋漁業 

養殖漁業を示ࠕࡍウࠖ遠洋漁業を示ࠕࡍアࠖࡢ両方を正答ࡋた生徒ࡣ約 50%࡛あࠊࡾ

識別力ࡀ高い設問࡛あࠋࡿ問 18_1 ࡀ選択率ࡢウࠖࠕࡢ正答࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊࡣ

高くࠊࡀࡿ࡞正答数ࡀ少࡞い生徒࡛ࠕࡣアࠖやࠕイࠖを選ぶࡶࡢࡶ多くࠊそࡢ傾向ࡣ中程

度ࡢ生徒࡛ࡶ一定数見ࠋࡿࢀࡽ問 18_2 正࡚ࢀࡘࡿ࡞多くࡀ正答数ࠊࡾ傾向࡛あࡢ同様ࡶ

答ࠕࡢアࠖを選択ࡿࡍ生徒ࡀ増えࠕࠊࡀࡿイࠖやࠕウࠖを選ぶ生徒ࡶ一定数観測さࠋࡿࢀ

問 19 沖合漁業の漁獲量減少 

約 約ࠊࡋエࠖを選択ࠕࡢ正答ࡀ41% ࡀ正答数ࠋࡿい࡛ࢇウࠖを選ࠕアࠖࠕࡀ23%～22

多く࡚ࢀࡘࡿ࡞正答ࠕࡢエࠖࡢ選択率ࡀ高くࠊࡀࡿ࡞正答数関係࡞くそࡢ他ࡢ選択肢

を選ぶ生徒ࡀ一定数見ࠋࡿࢀࡽ
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表 2 中学生のࠕ海の問題ࠖの結果 

問題概要

正答率

㸦%㸧 
I-T 
相関

I-R
相関

因子

負荷

度数分布㸦カッコࡢ中ࡢ値ࡣ割合㸦%㸧㸧 

ア イ ウ エ

ุ別

不能

多重

回答

無

回答

問 1 
津波警報発௧時ࡢ

行動

97.3 .597 .511 .572
36 2429 11 14 0 0 7 

(1.4) (97.3) (0.4) (0.6) (0.0) (0.0) (0.3)

問 2 
離岸流࡛ࡢ適ษ࡞

行動

52.3 .455 .351 .399
1307 414 199 558 0 0 19 
(52.3) (16.6) (8.0) (22.3) (0.0) (0.0) (0.8)

問 3 魚ྡࡢ前 81.7 .333 .220 .271
283 68 2040 91 0 1 14 

(11.3) (2.7) (81.7) (3.6) (0.0) (0.0) (0.6)

問 4 択捉島ࡢ位置 80.2 .587 .499 .578
219 2003 131 132 0 1 11 
(8.8) (80.2) (5.2) (5.3) (0.0) (0.0) (0.4)

問 5 尖㛶諸島ࡢ位置 38.1 .296 .181 .175
878 436 952 205 1 0 25 

(35.2) (17.5) (38.1) (8.2) (0.0) (0.0) (1.0)

問 6 食物連鎖 57.3 .331 .218 .230
778 1432 159 118 2 0 8 

(31.2) (57.3) (6.4) (4.7) (0.1) (0.0) (0.3)

問 7 
新ࡋい化石燃料

㸦燃えࡿ氷㸧

49.9 .432 .326 .371
95 398 1246 734 1 0 23 

(3.8) (15.9) (49.9) (29.4) (0.0) (0.0) (0.9)

問 8 
エࣝニ࣮ニョ

現象ࡢ発生海域

26.2 .218 .100 .103
442 634 725 654 1 0 41 

(17.7) (25.4) (29.0) (26.2) (0.0) (0.0) (1.6)

問 9 赤潮対策 77.8 .265 .148 .210
1942 188 210 141 1 0 15 
(77.8) (7.5) (8.4) (5.6) (0.0) (0.0) (0.6)

問 10 風力発電 53.5 .417 .310 .345
576 1337 251 318 1 1 13 

(23.1) (53.5) (10.1) (12.7) (0.0) (0.0) (0.5)

問 11 
温暖化ࡢバࣝࢶ

被害ࡿࡼ

80.8 .661 .584 .713
178 2018 136 141 2 2 20 
(7.1) (80.8) (5.4) (5.6) (0.1) (0.1) (0.8)

問 12 鎖国時ࡢ海外交流 50.8 .538 .444 .525
372 393 428 1268 2 1 33 

(14.9) (15.7) (17.1) (50.8) (0.1) (0.0) (1.3)

問 13 
࣮ࣚロッパ沖ࡢ海

流

54.8 .491 .391 .424
319 341 1369 428 4 1 35 

(12.8) (13.7) (54.8) (17.1) (0.2) (0.0) (1.4)

問 14 サケࡢ一生 33.2 .382 .272 .292
593 231 823 828 5 0 17 

(23.7) (9.3) (33.0) (33.2) (0.2) (0.0) (0.7)

問 15 
日本海溝ࡢ周辺ࡢ

プレ࣮ࢺ

72.3 .528 .433 .496
1806 219 349 100 2 0 21 
(72.3) (8.8) (14.0) (4.0) (0.1) (0.0) (0.8)

問 16 領海 25.4 .552 .460 .504
635 315 1301 220 2 0 24 

(25.4) (12.6) (52.1) (8.8) (0.1) (0.0)  (1.0) 

問 17 排他的経済水域 29.2 .235 .117 .120
341 527 867 728 2 0 32 

(13.7) (21.1) (34.7) (29.2) (0.1) (0.0) (1.3)

問 18_1 
日本ࡢ漁獲量

_養殖漁業 
49.6 .645 .566 .664

273 617 1531 ― 10 4 62 
(10.9) (24.7) (61.3) ― (0.4) (0.2) (2.5)

問 18_2 
日本ࡢ漁獲量

_遠洋漁業 
1597 384 416 ― 33 0 67 
(64.0) (15.4) (16.7) ― (1.3) (0.0) (2.7)

問 19 
沖合漁業ࡢ漁獲量

減少

40.6 .338 .225 .278
570 323 553 1014 4 0 33 

(22.8) (12.9) (22.1) (40.6) (0.2) (0.0) (1.3)
注 1㸧ୗ線ࡢあࡿ問題番号ࠊࡣ小学生ࡢ共通問題 
注 2㸧度数分布࠾い࡚ࠊ網掛けを࡚ࡋいࡿ部分ࡣ正答選択肢を表ࡍ 
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図 19 中学生࣭問 1 のトレースࣛイン 

図 20 中学生࣭問 2 のトレースࣛイン 

図 21 中学生࣭問 3 のトレースࣛイン 

図 22 中学生࣭問 4 のトレースࣛイン 

図 23 中学生࣭問 5 のトレースࣛイン 

図 24 中学生࣭問 6 のトレースࣛイン 
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図 25 中学生࣭問 7 のトレースࣛイン 

図 26 中学生࣭問 8 のトレースࣛイン 

図 27 中学生࣭問 9 のトレースࣛイン 

図 28 中学生࣭問 10 のトレースࣛイン 

図 29 中学生࣭問 11 のトレースࣛイン 

図 30 中学生࣭問 12 のトレースࣛイン 
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図 31 中学生࣭問 13 のトレースࣛイン 

図 32 中学生࣭問 14 のトレースࣛイン 

図 33 中学生࣭問 15 のトレースࣛイン 

図 34 中学生࣭問 16 のトレースࣛイン 

図 35 中学生࣭問 17 のトレースࣛイン 

図 36 中学生࣭問 18_1 のトレースࣛイン 
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図 37 中学生࣭問 18_2 のトレースࣛイン 

図 38 中学生࣭問 19 のトレースࣛイン 
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3. 3. 小学生と中学生の正答率の比較 

 小学生中学生ࡢ共通問題ࡘい࡚ࠊ小学生中学生ࡢ正答率ࡢ差ࡀ統計的有意࡛あ

をࡿ t 検定࡚ࡗࡼ検討ࡋたࠋまたࠊ効果量࡚ࡋ Hedges ࡢ g を求ࡵたࠋ効果量 g ࠊࡣ

各群ࡢ不偏分散を用い࡚2ࠊ 群共通࡞母標準偏差ࡢ不偏推定量࡛ 2 群ࡢ平均値差を割ࡗ

た࡛ࡢࡶあ0.2ࠊࡾ 程度࡛あࡤࢀ効果量ࠕ小 0.5ࠊࠖ 程度࡛あࡤࢀ効果量ࠕ中 0.8ࠊࠖ 以上࡛

あࡤࢀ効果量ࠕ大ࠖ解釈࡛ࠋࡿࡁ

分析ࡢ結果ࠕࠊエࣝニ࣮ニョ現象ࡢ発生海域ࠖ関ࡿࡍ問題以外࡛ࡣ有意࡞差ࢀࡽࡳࡀ

たࠋたࠕࠊࡋࡔ択捉島ࡢ位置 被害ࡿࡼ温暖化ࡢバࣝࢶࠕࠖ 漁獲量_養殖漁業࣭ࡢ日本ࠕࠊࠖ

遠洋漁業 ࡢࠖࢺプレ࣮ࡢ周辺ࡢ日本海溝ࠕࠊࠖ 4 問を除い࡚ࠊ効果量 g ࡣ 0.20 をୗ回࠾࡚ࡗ

択ࠕࠊまたࠋࡿいえい࡞ࡾあまࡣ間࡛差ࡢ中学生小学生ࠊࡢࡢࡶࡿࢀࡽࡳࡣ有意差ࠊࡾ

捉島ࡢ位置ࠖࢶࠕバࣝࡢ温暖化ࡿࡼ被害 ࡢࠖࢺプレ࣮ࡢ周辺ࡢ日本海溝ࠕࠊࠖ 3 問ࡘ

い࡚ࠊࡣ効果量 g ࡀ値ࡢ 0.50 前後࡛あࠊࡾ中程度ࡢ効果量ࡀ確認さࢀたࠋ 

表 3 t 検定の結果と効果量 

正答率 (%) 
t 値 効果量 g 

小学生 中学生

津波警報発௧時ࡢ行動 96.1 97.3 2.32 * 0.07 
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ1 1㸧 
魚ྡࡢ前 76.6 81.7 4.29 ** 0.13 
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ2 3㸧 
択捉島ࡢ位置 62.3 80.2 13.75 ** 0.41 
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ4 4㸧 
尖㛶諸島ࡢ位置 33.8 38.1 3.07 ** 0.09 
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ5 5㸧 
エࣝニ࣮ニョ現象ࡢ発生海域 27.0 26.2 −0.62 −0.02   
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ9 8㸧 
赤潮対策 71.4 77.8 5.00 ** 0.15 
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ10 9㸧 
被害ࡿࡼ温暖化ࡢバࣝࢶ 59.6 80.8 16.21 ** 0.48 
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ11 11㸧
離岸流࡛ࡢ適ษ࡞行動 43.1 52.3 5.20 ** 0.15 
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ12 2㸧 
サケࡢ一生 27.8 33.2 3.93 ** 0.12 
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ15 14㸧
日本ࡢ漁獲量_養殖漁業࣭遠洋漁業 39.2 49.6 7.07 ** 0.21 
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ16 18㸧
日本海溝ࡢ周辺ࡢプレ࣮ࢺ 40.1 72.3 23.25 ** 0.69 
㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ17 15㸧

注㸧

** p < .01, * p < .05 
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4. 本章のまとめ

まࠊࡎ因子分析を行ࡗた結果ࠊ小学生ࡘい࡚ࡶ中学生ࡘい࡚ࠕࠊࡶ海ࡢ問題ࠖࡢ一

次元性ࡀ確認さࢀたࠋ次ࠕࠊ海ࡢ問題ࠖ関ࡿࡍ項目分析を行ࡗたࠋそࡢ結果ࠊ小学生

問ࠕࠊࡣい࡚ࡘ 1：津波警報発௧時ࡢ行動 問ࠕࠊࠖ 2：魚ྡࡢ前 問ࠕࠊࠖ 6：タンカ࣮ࡀ運ぶࡶ

ࡢ 問ࠕࠊࠖ 7：えࡽ呼吸ࡿࡍ海ࡢ生物ࠖࡢ 4 問࡛高い正答率を示ࠊࡋ多くࡢ児童ࡀ正答選択

肢を選択࡚ࡋいࡿこࡀわࡗたࠋまたࠊ問 7ࠊ1 ࡢ 2 問ࡣ識別力ࡶ高くࠊ海洋ࣜテラシ࣮

問題ࡢ海ࠕ高い㸦ࡢ わࡶこࡿ設問࡛あࡿࡍపい児童を識別高い㸧児童ࡢ合計得点ࡢࠖ

問ࠕࠊ一方ࠋたࡗ 5：尖㛶諸島ࡢ位置 問ࠕࠊࠖ 9：エࣝニ࣮ニョ現象ࡢ発生海域 問ࠕࠊࠖ 15：サ

ケࡢ一生ࠖࡢ 3 問ࠊࡣ正答率識別力ࡢ値ࡶపい設問࡛あࠊࡾ児童ࡢ解答ࡁࡘࡽࡤ

ࠋたࢀࡽ見ࡀ

またࠊ中学生ࡘい࡚ࠕࠊࡣ問 1：津波警報発௧時ࡢ行動 問ࠕࠊࠖ 3：魚ྡࡢ前 問ࠕࠊࠖ 4：

択捉島ࡢ位置 問ࠕࠊࠖ 9：赤潮対策 問ࠕࠊࠖ 15：日本海溝ࡢ周辺ࡢプレ࣮ࡢࠖࢺ 5 問࡛高い正

答率を示ࠊࡋ多くࡢ生徒ࡀ正答選択肢を選択࡚ࡋいࡿこࡀわࡗたࠋまたࠊ問 15ࠊ4ࠊ1

ࡢ 3 問ࡣ識別力ࡶ高くࠊ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ高い生徒పい生徒を識別ࡿࡍ設問࡛あࡿこ

問ࠕࠊ一方ࠋたࡗわࡶ 8：エࣝニ࣮ニョ現象ࡢ発生海域ࠖࠕ問 17：排他的経済水域ࠖࡣ

正答率識別力ࡢ値ࡶࡀపくࠊ生徒ࡢ解答ࡀࡁࡘࡽࡤ見ࢀࡽたࠋ

さࠊࡽ小学生中学生ࡢ共通問題ࡘい࡚ࠊ正答率ࡢ比較を行ࡗたࠋそࡢ結果ࠕࠊ択

捉島ࡢ位置㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ4 4㸧ࠖࢶࠕࠊバࣝࡢ温暖化ࡿࡼ被害㸦小学生ࡢ問 ࠊ11

中学生ࡢ問 11㸧ࠖࠕࠊ日本ࡢ漁獲量_養殖漁業࣭遠洋漁業㸦小学生ࡢ問 16_1࣭問 中学ࠊ2_16

生ࡢ問 18_1࣭問 18_2㸧ࠖࠕࠊ日本海溝ࡢ周辺ࡢプレ࣮ࢺ㸦小学生ࡢ問 問ࡢ中学生ࠊ17 15㸧ࠖ

ࡢ 4 問࡛差ࠊࢀࡽࡳࡀ中学生ࡢ正答率ࡣ小学生ࡢ正答率ࡶࡾࡼ高ࡗたࠋ 
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第 4 章 海洋ࣜテࣛシーの規定要因 

鈴木 雅之㸦昭和女子大学㸧

安永 和央㸦日本学術振興会࣭東京大学㸧

鈴木 悠太㸦東京大学㸧

1. 本章の目的

本章࡛ࠊࡣ児童生徒ࡢ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ規定要因ࡘい࡚検討ࠋࡿࡍ児童生徒ࡢ学業達

成対ࠊࡣ࡚ࡋ児童生徒ࡢ学習動機࡙けࡢ࡞個人差要因以外ࠊࡶ家庭要因や学校要因

加え࡚家個人差要因ࠊࡣそこ࡛本章࡛ࠋࡿࢀࡽ考えࡿい࡚ࡋ影響ࡀ要因࡞様々ࡢ࡞

庭要因学校要因ࡶ着目ࠊࡋこࡽࢀ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡢ関連ࡘい࡚検討ࡿࡍ

こを目的ࠋࡿࡍ

まࡎ個人差要因ࠊࡣ࡚ࡋ児童生徒ࡢ教育アスピレ࣮ション海洋対ࡿࡍ興味着目

ࠊࡁ࡛ࡀいうこ希望や意欲ࡿࡍ対教育達成ࡢ個人ࠊࡣ教育アスピレ࣮ションࠋࡿࡍ

学業達成影響を与えࡿ要因ࠊ࡚ࡋ重要࡞研究対象ࡁ࡚ࡗ࡞た㸦୕輪 苫࣭米地, 2011㸧ࠋ

実際ࠊ高い学業達成や教育達成を望ࡴ児童生徒ほ学業成績ࡀ高いこࡀ示さ࡚ࢀいࡿ

㸦Hill & Wang, 2015㸧ࠋまたࠊ一般ࠊ内発的動機࡙けࡣ学習を促進ࡿࡍこࡀ示さ࡚ࢀい

海ࠊ児童生徒ほࡘ興味を強く持ࡿࡍ関海洋ࠊ㸦Cerasoli, Nicklin, & Ford, 2014㸧うࡼࡿ

洋関ࡿࡍ学習を自発的行うこࠊ࡛高い海洋ࣜテラシ࣮を獲得࡚ࡋいࡿ可能性ࡀあࠋࡿ

ࠋࡿࡍ性別を統制ࠊ学校成績有無ࡢ通塾ࠊࡣ分析を行う際ࠊ࠾࡞

 次家庭要因ࠊ࡚ࡋ階層要因親ࡢ教育的関与着目ࠋࡿࡍ親ࡢ社会経済的地位や学

歴ࠊ文化資本ࡢ࡞階層要因ࡀ子ࡢࡶ学力関連を持ࡘこࡀ様々࡞研究࡚ࡗࡼ示さ

関連ࡢ階層要因ࡶい࡚ࡘ海洋ࣜテラシ࣮ࠊ㸦苅谷, 2001; Sirin, 2005㸧ࡽこࡿい࡚ࢀ

ࡍ対学習ࡢࡶ子ࠊ࡞程度ࡢ参加ࡢ関与や学校行事ࡢ宿題ࠊまたࠋࡿࢀ予測さࡀ

 ,㸦Dumontࡿい࡚ࢀ示さࡀこࡿ影響を与え࡚ࡋ対学習ࡢࡶ子ࠊࡶࡾ関わࡢ親ࡿ

Trautwein, Nagy, & Nagengast, 2014; Fan & Chen, 2001㸧ࠋそࡢたࠊࡵ親ࡀ勉強を教えࡿこ࡛

子ࡀࡶ適ษ࡞学習スキࣝを身着けࠊそࡀࢀ高い海洋ࣜテラシ࣮ࡢ獲得࡚ࡗࡀ࡞ࡘい

ࠋࡿあࡀ可能性ࡿ

最後学校要因ࠊ࡚ࡋ専門家学習共同体㸦professional learning community㸧校長ࣜࡢ

࣮ダ࣮シップࠊ海洋関ࡿࡍ教育ࡢ実施度着目ࠋࡿࡍ専門家学習共同体ࠊࡣ教師間ࡢ
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相互作用ࡀ多くࠊ教授࣭学習ࡢ実践改善焦点化さࢀた規範を共有࡚ࡋいࡿ学校を説明

ࡿ概念࡛あࡿࡍ

(1)
㸦Bryk, Camburn, & Louis, 1999㸧ࠋこうࡋた特徴を有ࡿࡍ学校所属ࡿࡍ

生徒ࡢ学力ࡣ向上ࡿࡍ傾向あࡿこࡀ示唆さ࡚ࢀいࡿ㸦Lee & Smith, 1999㸧ࠋそࡢたࠊࡵ

専門家学習共同体ࡣ児童生徒ࡢ海洋ࣜテラシ࣮関連を持ࡘ可能性ࡀあࠋࡿまたࠊ専門家

学習共同体ࡢ効果を検証ࡿࡍ上࡛ࠊࡣ校長࣮ࣜࡢダ࣮シップを考慮ࡍべ࡛ࡁあࡿこࡽ

㸦露口, 2013㸧ࠊ校長࣮ࣜࡢダ࣮シップࡶ着目ࠋࡿࡍさࠊࡽ海をテ࣮マࡋた学習やࠊ

水族館や海辺ࡢ施設࡞を利用ࡋた学習ࡢ機会ࡢ多い学校所属࡚ࡋいࡿ児童生徒ほࠊ

高い海洋ࣜテラシ࣮を有࡚ࡋいࡿ考えࡿࢀࡽこࠊࡽ海洋関ࡿࡍ教育ࡢ実施度ࡢ効

果ࡘい࡚ࡶ検討࠾࡞ࠋࡿࡍ分析ࡢ際ࠊࡣ全国学力࣭学習状況調査ࡢ学校平均正答率を

用い࡚ࠊ学校ࡢ学力水準を統制ࠋࡿࡍ

2. 分析に使用した変数

(1) 個人差要因 

a) 教育アスピレーション ࠕ将来ࡣ有ྡ࡞大学入ࡾたい  :1ࠕࠊ࡚ࡋ対いう項目ࠖ

ࡢいࠖ࡞ࡽまࡣたくあ࡚ࡗま :4ࠕࡽࠖࡿまࡣあ࡚ࡶ࡚ 4 件法࡛回答を求ࡵたࠋ 

b) 海洋に対する興味㸦海洋興味㸧 ࠕ海ࡀ好ࡔࡁ ࡔࡁ好ࡀ魚料理ࠕࠊࠖ 得意ࡀࡢࡄ泳ࠕࠊࠖ

ࡔ ࡔࡁ好ࡀࡢ行く水族館ࠕࠊࠖ たいࡋ事をࡿわ海や船や魚ࡣ将来ࠕࠊࠖ 関海ࠕࠊࠖ

わࡿ趣味㸦海水浴ࠊサ࣮フンࠊ釣࡞ࡾ㸧ࡀあࡢࠖࡿ 6 項目対ࡶ࡚ :1ࠕࠊ࡚ࡋあ࡚

ࡢいࠖ࡞ࡽまࡣたくあ࡚ࡗま :4ࠕࡽࠖࡿまࡣ 4 件法࡛回答を求ࡵたࠋこࡽࢀ 6 項目対

1ࠊた結果ࡗ因子分析㸦最尤法㸧を行࡚ࡋ 因子性ࡀ確認さࢀたた6ࠊࡵ 項目ࡢ合計得点を分

析用いた㸦小学生：α＝.69ࠊ中学生：α＝.68㸧ࠋ 

c) 通塾有無 こࡢ項目ࠊࡣ小学生中学生࡛質問内容ࡀ異ࠋࡿ࡞小学生対ࠕࠊࡣ࡚ࡋ中

学受験ࡢたࡵ通࡚ࡗいࡿ ࡿい࡚ࡗ通ࡵたࡢ中学受験以外ࠕࠊࠖ ࡢいࠖ࡞い࡚ࡗ通ࠕࠊࠖ 3

通ࡵたࡢ受験࣭塾ダミ࣮㸦中学受験ࠊࡣ分析࡛ࡵたࡢそࠋたࡵ回答を求࡛ࣜࢦカテࡢࡘ

そࠊ1＝ࡿい࡚ࡗ通ࡵたࡢ非受験࣭塾ダミ࣮㸦中学受験以外他＝0㸧ࡢそࠊ1＝ࡿい࡚ࡗ

ࡢ他＝0㸧ࡢ 2 㸧ࡴ塾㸦家庭教師を含ࠊࡣ࡚ࡋ対一方࡛中学生ࠋダミ࣮変数を用いたࡢࡘ

非通塾＝0㸧を分析ࠊ通塾ダミ࣮変数㸦通塾＝1ࠊࡵたたࡋを質問うࡿい࡚ࡗ通

用いたࠋ

d) 学校成績 ࠕあ࡞たࡢ成績ࠊࡣクラスࡢ中࡛ࢀくࡽいࡔ思いまࠖࡍいう項目

ࡢ方ࠖࡢ上 :5ࠕࡽ方ࠖࡢୗ :1ࠕࠊ࡚ࡋ対 5 件法࡛回答を求ࡵたࠋ 
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e) 性別 女子ダミ࣮変数㸦女子＝1ࠊ男子＝0㸧を分析用いたࠋ

(2) 家庭要因

(2) 

a) 両親教育年数 両親ࡀ最後卒業ࡋた学校ࡘい࡚回答を求ࠊࡵ回答結果を基教育

年数を算出ࠊࡋ父親母親ࡢ教育年数ࡢ平均値を分析࡛使用ࡋたࠋ

b) 文化的所有物 美術品ピアノࠊ植物࣭動物図鑑ࠊ地球儀ࡢ所有数を用いたࠋ

c) 教育的関与 ࠕ本ࡢ読ࡳ聞せをࡗࡽࡶ࡚ࡋた たࡗࡽࡶ勉強を教え࡚ࠕࠊࠖ ࡢ事ࠕࠊࠖ

こを話ࡗࡽࡶ࡚ࡋた たࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連海ࠕࠊࠖ たࠖࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連水族館ࠕࠊࠖ

ࡢ 5 項目対ࡼ :1ࠕࠊ࡚ࡋくあࡗたࠖ4ࠕࡽ: ほࡗ࡞ࢇたࠖࡢ 4 件法࡛回答を求ࡵ

たࠋこࡽࢀ 5 項目対࡚ࡋ因子分析㸦最尤法㸧を行ࡗた結果1ࠊ 因子性ࡀ確認さࢀたたࠊࡵ

5 項目ࡢ合計得点を分析用いた㸦小学生：α＝.69ࠊ中学生：α＝.70㸧ࠋ 

(3) 学校要因

(3) 

a) 全国学力࣭学習状況調査正答率 平成 26 年度実施さࢀたࠕ全国学力࣭学習状況調

査ࠖࡢ国語 A 国語 Bࠊ算数㸦数学㸧Aࠊ算数㸦数学㸧B い࡚回答ࡘ学校平均正答率ࡢ

を求ࡵたࠋ分析࡛ࠊࡣこࡽࢀ 4 約ࠊ࠾࡞ࠋたࡋ平均値を利用ࡢ正答率ࡢࡘ 2 割ࡢ学校ࡀ無

回答࡛あࡗたࠊࡀ全国平均標本平均ࡢ間大࡞ࡁ差ࡗ࡞ࢀࡽࡳࡣたこࠊࡽ分析

ࠋたࡋ断ุい࡞支えࡋ差ࡶ࡚ࡋ使用

b) 専門家学習共同体 ࠕ教師うࡀࡋ授業を観察࡚ࡋいࡿ 協同࡛単元࣭教材ࡀ教師ࠕࠊࠖ

を開発࡚ࡋいࡿ ࡿい࡚ࡋ会話を交わࡿࡍ関カࣜキュラム開発ࡀࡋう教師ࠕࠊࠖ 多くࠕࠊࠖ

ࡿい࡚ࡋ責任を意識ࡿࡍ対学習ࡢ全生徒ࡀ教師ࡢ 責ࡿࡍ対学校改善ࡀ教師ࡢ多くࠕࠊࠖ

任を意識࡚ࡋいࡿ ࠖࡿい࡚ࡋバックࢻ࣮フࡋ授業を観察ࡢ新人教師ࡀ教師ࡿ経験あࠕࠊࠖ

ࡢ 6 項目対ࡶ࡚ :1ࠕࠊ࡚ࡋあ࡚ࡣま4ࠕࡽࠖࡿ: まࡗたくあ࡚ࡣま࡞ࡽいࠖࡢ 4 件法

࡛回答を求ࡵたࠋこࡽࢀ 6 項目対࡚ࡋ因子分析㸦主因子法࣭プロマックス回転㸧を行ࡗ

た結果2ࠊ 因子解ࡀ示唆さࢀた

(4)
1 ࠋ ࡿࡍ対学習ࡢ全生徒ࡀ教師ࡢ多くࠕࠊࡣ因子ࡢࡘ

責任を意識࡚ࡋいࠕࠖࡿ多くࡢ教師ࡀ学校改善対ࡿࡍ責任を意識࡚ࡋいࡢࠖࡿ 2 項目

中学校：αࠊた㸦小学校：α＝.60ࡋ命ྡ責任意識ࠖࠕࡽいたこ࡚ࡋ高い負荷を示ࡀ

＝.65㸧ࠋまたࡶࠊう 1 ࡢࡾ残ࡣ因子ࡢࡘ 4 項目ࡀ高い負荷を示ࡋたこࠕࡽ相互作用ࠖ

 ࠋ中学校：α＝.73㸧ࠊた㸦小学校：α＝.81ࡋ命ྡ

c) 海洋に関する教育の実施度㸦海洋関連教育㸧 ࠕ海をテ࣮マࡋた学習 臨海学校ࠕࠊࠖ

提供ࡢ海࡛遊ぶ機会ࡢ࡛࡞ た学習ࡋ水族館を利用ࠕࠊࠖ た学習ࡋ博物館を利用ࠕࠊࠖ 海ࠕࠊࠖ

辺ࡢ施設㸦国立青少年自然ࡢ家࡞㸧を利用ࡋた学習ࠖࡢ 5 項目対1ࠕࠊ࡚ࡋ: 積極的
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実施࡚ࡋい4ࠕࡽࠖࡿ: まࡗたく実施࡚ࡋい࡞いࠖࡢ 4 件法࡛回答を求ࡵたࠋこࡽࢀ 5 項

目対࡚ࡋ因子分析㸦主因子法㸧を行ࡗた結果1ࠊ 因子性ࡀ確認さࢀたた5ࠊࡵ 項目ࡢ合計

得点を分析用いた㸦小学校：α＝.70ࠊ中学校：α＝.69㸧ࠋ 

d) 校長ࣜーダーシップ ࠕ教師ࡢ支援ࡢたࡵ授業を参観ࡿࡍこ 授業࡛問ࡀ教師ࠕࠊࠖ

題を抱え࡚いࡿ場合ࠊ率先࡚ࡋそࡢこࡘい࡚話ࡋ合うこ ࡞明確ࠊ࡚ࡋ対教師ࠕࠊࠖ

ビࢪョンや信念を示ࡍこ こࡿ教育事情を伝えࡢ最新ࠊ࡚ࡋ対教師ࠕࠊࠖ ࡕ教師たࠕࠊࠖ

こࡿ当た調整ࡢそ積極的ࠊた場合ࡌ生ࡀ矛盾要求ࡢ 特性を踏まえたカࡢ地域ࠕࠊࠖ

ࣜキュラム開発を促進ࡿࡍこ ࡢࠖこࡿࡍた教育を奨励ࡋ資源を生ࡢ地域ࠕࠊࠖ 7 項目

ࡢたࠖࡗ࡞行わࢇほ :4ࠕࡽたࠖࡗ行頻繁ࡾ࡞ :1ࠕࠊ࡚ࡋ対 4 件法࡛回答を

求ࡵたࠋこࡽࢀ 7 項目対࡚ࡋ因子分析㸦主因子法㸧を行ࡗた結果1ࠊ 因子性ࡀ確認さࢀ

たた7ࠊࡵ 項目ࡢ合計得点を分析用いた㸦小学校：α＝.82ࠊ中学校：α＝.83㸧ࠋ 

3. 結果

(5)

分析使用ࡋた変数ࡢ記述統計量を表 1 表 2 教育アスピレ࣮ションࠊ࠾࡞ࠋࡍ示

海洋興味ࠊ教育的関与ࠊ専門家学習共同体㸦責任意識ࠊ相互作用㸧ࠊ海洋関連教育ࠊ校長ࣜ

࣮ダ࣮シップࡘい࡚ࠊࡣ分析際࡚ࡋ得点を逆転ࡋたࠋ

表 1 各変数の記述統計量㸦小学生㸧 
有効度数 平均値 標準偏差 最小値 最大値

海洋ࣜテラシ࣮正答率 2077 57.09 16.63 0 100 
教育アスピレ࣮ション 2042 2.49 0.99 1   4  
海洋興味 2023 16.53 3.61 6   24 
受験࣭塾ダミ࣮ 1903 0.12 0.33 0   1  
非受験࣭塾ダミ࣮ 1903 0.24 0.43 0   1  
学校成績 1871 2.93 1.05 1   5  
女子ダミ࣮ 2065 0.49 0.50 0   1  
両親教育年数 838 13.92 1.73 9   16 
文化的所有物 1994 1.79 1.17 0   4  
教育的関与 2004 14.46 3.21 5   20 
全国学力࣭学習状況調査正答率 61 67.45 5.75 53 86 
責任意識 81 6.49 0.95 5   8  
相互作用 81 11.46 2.23 6   16 
海洋関連教育 81 9.88 2.79 5   18 
校長࣮ࣜダ࣮シップ 81 19.36 3.48 11 28 
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表 2 各変数の記述統計量㸦中学生㸧 
有効度数 平均値 標準偏差 最小値 最大値

海洋ࣜテラシ࣮正答率 2497 55.32 16.08 0   100   
教育アスピレ࣮ション 2479 2.20 0.97 1   4   
海洋興味 2455 15.36 3.48 6   24 
通塾ダミ࣮ 2395 0.70 0.46 0   1   
学校成績 2258 2.72 1.16 1   5   
女子ダミ࣮ 2481 0.50 0.50 0   1   
両親教育年数 1447 13.53 1.70 9   16 
文化的所有物 2400 1.66 1.19 0   4   
教育的関与 2468 13.91 3.29 5   20 
全国学力࣭学習状況調査正答率 52 64.64 6.68 48 76 
責任意識 78 6.46 0.94 5   8   
相互作用 77 10.49 1.94 5   15 
海洋関連教育 78 7.85 2.55 5   16 
校長࣮ࣜダ࣮シップ 77 19.31 3.61 11 28 

(1) 欠測値の処理 

児童生徒ࡀ学校ネスࢺさ࡚ࢀいࡿ階層的࣮ࢹ࡞タ࡛あࡿこを考慮ࡋたモࠊ࡛ࣝࢹベ

イࢬ推定ࡿࡼ多重代入を行いࠊḞ測値ࡢ処理を行ࡗた

(6)
ࡣ数ࡢࢺタセッ࣮ࢹ疑似ࠋ 20 ࡛

あࠊࡾ代入ࡣ項目レベ࡛ࣝ行いࠊ代入後尺度得点を算出ࡋたࠋまたࠊEnders (2010) ࡢ勧

ࡽ得ࡀ上限値やୗ限値を超えた値ࡢ尺度ࠊࡾたࢀࡽ得ࡀ値ࡢ小数࡚ࡗࡼ代入ࠊᚑいࡵ

ࠋ値を用いたࡢままࡢそࠊࡶ࡚ࡋたࡋࡾたࢀ

(2) マルࢳレベル分析 

そࠋたࡵ級内相関㸦intra-class correlation; ICC㸧を求ࡢ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࠊࡵࡌࡣ

ࡣい࡚ࡘ小学生ࠊ結果ࡢ ICC＝.081 ࡛あࠊࡾ中学生ࡣ ICC＝.059 ࡛あࡗたࡋࠋたࠊ࡚ࡗࡀ

海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡣ学校間࡛あࡿ程度異ࡿ࡞いえࡿ

(7)
 ࠋ

次ࠊ各変数海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡢ関連をマࣝチレベࣝ分析࡚ࡗࡼ検討ࡋたࠋ具

体的ࠊࡣ倹番目ࡢ学校࠾けࡿ件番目ࡢ児童生徒ࡢ海洋ࣜテラシ࣮正答率を盤海洋ࣜテラシ࣮匪沈珍ࠊࡿࡍ中学生ࡘい࡚ࠊࡣ互いࣜンクࡋた 2 表࡚ࡗࡼ式ࡢࡘ

現さࡿࢀモ࡛ࡶࡢࣝࢹ分析を行ࡗたࠋ

㸺レベル 1㸦生徒レベル㸧㸼 盤海洋ࣜテラシ࣮匪沈珍＝紅待珍＋紅怠珍盤教育アスピレ࣮ション匪沈珍＋紅態珍盤海洋興味匪沈珍 
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＋紅戴珍盤通塾ダミ࣮匪沈珍＋紅替珍盤学校成績匪沈珍＋紅泰珍盤女子ダミ࣮匪沈珍 
＋紅滞珍盤両親教育年数匪沈珍＋紅胎珍盤文化的所有物匪沈珍＋紅腿珍盤教育的関与匪沈珍＋結沈珍 

㸺レベル 2㸦学校レベル㸧㸼 紅待珍 噺 紘待待 髪 紘待怠盤全国学力࣭学習状況調査正答率匪珍 髪 紘待態盤責任意識匪珍 髪 紘待戴盤相互作用匪珍 髪紘待替盤海洋関連教育匪珍 髪 紘待泰盤校長࣮ࣜダ࣮シップ匪珍 髪 憲待珍,紅怠珍 噺 紘怠待, 紅態珍 噺 紘態待, 紅戴珍 噺 紘戴待, 紅替珍 噺 紘替待, 紅泰珍 噺 紘泰待, 紅滞珍 噺 紘滞待, 紅胎珍 噺 紘胎待, 紅腿珍 噺 紘腿待 

まࠊࡎ小学生ࡢ推定結果を表 3 教育アスピレ࣮シࠊい࡚ࡘ効果ࡢ個人差要因ࠋࡍ示

ョン受験࣭塾ダミ࣮ࠊ学校成績ࡢ効果ࡀ有意࡛あࠊࡾ有ྡ࡞大学入ࡾたいいう意欲

海洋ࣜ高い児童ほࡀ成績ࡢ学校ࠊ児童ࡿい࡚ࡗ通塾ࡵたࡢ中学受験ࠊ高い児童やࡢ

テラシ࣮正答率ࡀ高い傾向あࡗたࠋまたࠊ女子ダミ࣮ࡢ効果ࡀ有意࡛あࠊࡾ女子ࡢ方ࡀ

海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡣపࡗたࠋ家庭要因ࡘい࡚ࠊࡣ両親教育年数文化的所有物ࡢ

効果ࡀ有意࡛あࠊࡾ家庭ࡢ階層ࡀ高い児童ほ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡀ高い傾向あࡗたࠋ

学校要因ࡘい࡚ࠊࡣ全国学力࣭学習状況調査正答率ࡀ有意࡛あࠊࡾ全国学力࣭学習状況

調査ࡢ学校平均正答率ࡀ高い学校所属࡚ࡋいࡿ児童集団ほࠊ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡀ

高い傾向あࡗたࠋまたࠊ相互作用有意࡞負ࡢ効果ࠊࢀࡽࡳࡀ教員相互࡛支援を行ࡗた

海洋ࣜテラࠊ児童集団ほࡿい࡚ࡋ所属学校ࡿい࡚ࡋࡾたࡗ公開࣭省察を行ࡢ実践ࠊࡾ

シ࣮正答率ࡣపい傾向あࡗたࠋ

次ࠊ中学生ࡢ推定結果を表 4 教育アスピレ࣮シࠊい࡚ࡘ効果ࡢ個人差要因ࠋࡍ示

ョン通塾ダミ࣮ࠊ学校成績ࡢ効果ࡀ有意࡛あࠊࡾ有ྡ࡞大学入ࡾたいいう意欲ࡢ高

い生徒や学校ࡢ成績ࡀ高い生徒ほ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡀ高くࠊ塾通࡚ࡗいࡿ生徒ほ

女ࠊࡾ有意࡛あࡀ効果ࡢ女子ダミ࣮ࠊまたࠋたࡗあపい傾向ࡣ海洋ࣜテラシ࣮正答率

子ࡢ方ࡀ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡣపࡗたࠋ家庭要因ࡘい࡚ࠊࡣ両親教育年数教育的

関与ࡢ効果ࡀ有意࡛あࠊࡾ両親ࡢ学歴ࡢ高い生徒やࠊ子ࡢࡶ学習関与ࡿࡍ家庭ࡢ生徒

ほ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡀ高い傾向あࡗたࠋ学校要因ࡘい࡚ࠊࡣ全国学力࣭学習状

況調査正答率ࡀ有意࡛あࠊࡾ全国学力࣭学習状況調査ࡢ学校平均正答率ࡀ高い学校所属

ࠋたࡗあ高い傾向ࡀ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࠊ生徒集団ほࡿい࡚ࡋ
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表 3 マルࢳレベル分析結果㸦小学生㸧 
推定値 標準誤差

固定効果

個人差

要因

教育アスピレ࣮ション 1.019 * 0.428 
海洋興味 -0.050 0.104 
受験࣭塾ダミ࣮ 3.231 * 1.261 
非受験࣭塾ダミ࣮ 0.329 0.783 
学校成績 4.361 *** 0.400 
女子ダミ࣮ -3.219 *** 0.672 

家庭

要因

両親教育年数 0.687 * 0.311 
文化的所有物 0.607 * 0.307 
教育的関与 0.179 0.126 

学校

要因

全国学力࣭学習状況調査正答率 0.319 ** 0.120 
責任意識 0.594 0.742 
相互作用 -0.928 ** 0.286 
海洋関連教育 -0.157 0.195 
校長࣮ࣜダ࣮シップ 0.001 0.185 

変量効果

レベࣝ 1 分散 215.939ࡢ *** 8.145 
レベࣝ 2 分散 17.396ࡢ *** 3.858 
*** p < .001, ** p < .01, * p < .05 

表 4 マルࢳレベル分析結果㸦中学生㸧 
推定値 標準誤差

固定効果

個人差

要因

教育アスピレ࣮ション 1.047 ** 0.364 
海洋興味 0.038 0.103 
通塾ダミ࣮ -1.299 * 0.648 
学校成績 5.101 *** 0.300 
女子ダミ࣮ -4.335 *** 0.632 

家庭

要因

両親教育年数 1.119 ** 0.357 
文化的所有物 0.241 0.221 
教育的関与 0.248 * 0.098 

学校

要因

全国学力࣭学習状況調査正答率 0.229 * 0.098 
責任意識 0.881 0.709 
相互作用 -0.357 0.307 
海洋関連教育 -0.010 0.206 
校長࣮ࣜダ࣮シップ -0.128 0.167 

変量効果

レベࣝ 1 分散 187.422ࡢ *** 7.268 
レベࣝ 2 分散 13.524ࡢ *** 3.171 

*** p < .001, ** p < .01, * p < .05 
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4. 考察

本章࡛ࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ規定要因ࡘい࡚分析を行ࡗたࠋそࡢ結果ࠊ児童生徒ࡢ学

校成績学校ࡢ全国学力࣭学習状況調査正答率ࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮正答率正ࡢ関連を示

を意こࡿࡍ関係を有ࡢ程度ࡿあ学力࡞一般的ࠊࡀ海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡣ結果ࡢこࠋたࡋ

味࡛ࡢࡶࡿࡍあࠋࡿそࡢ他ࡢ結果関ࠊ࡚ࡋまࡎ個人差要因ࡘい࡚ࠊ教育アスピレ࣮シ

ョンࡣ海洋ࣜテラシ࣮正答率正ࡢ関連を示ࡋたࠋ高い学業達成を望ࡴ児童生徒ほ意欲

的学習取ࡾ組ࡴこࠊ࡛高い海洋ࣜテラシ࣮ࡢ獲得࡚ࡗࡀ࡞ࡘいࡔࡢࡿ考えࢀࡽ

算数࣭ࡀ方ࡢ男子ࠊࡣ結果ࡢこࠋたࡗ高ࡣ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡀ方ࡢ男子ࠊまたࠋࡿ

数学や理科ࡢ学力ࡀ高いいう知見㸦Reilly, Neumann, & Andrews, 2015㸧整合的࡛あࠋࡿ 

 次家庭要因ࡘい࡚ࠊࡣ小学生中学生࡛結果ࡀ同一࡛ࡗ࡞ࡣたࠊࡢࡢࡶ両親教

育年数海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡢ間有意࡞正ࡢ関連ࢀࡽࡳࡀたいう結果ࡣ一致࡚ࡋ

いたࠋそࡢたࠊࡵ階層要因ࡣ海洋ࣜテラシ࣮対ࡶ࡚ࡋ影響を持ࡕうࡿこࡀ示唆さࢀたࠋ

 最後学校要因ࡘい࡚ࠊ小学生࠾い࡚ࠊࡳࡢ教師間ࡢ相互作用ࡢ度合い海洋ࣜテ

ラシ࣮正答率ࡢ間負ࡢ関連ࢀࡽࡳࡀたࠋこࡢ結果ࡘい࡚ࠊࡣ本調査ࡀ 1 時点࡛行わ

因果ࡣい࡚ࡘ関連ࡢࡽࢀこࠊࡾまࡘࠋࡿࢀࡽ考えࡿい࡚ࡋ関係ࡀこࡿた調査࡛あࢀ

ࡿい࡚ࡋ相互作用を必要ࡢ教師間ࠊゆえࡀపいࡀ海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡾ逆࡛あࡀ方向ࡢ

こࡀ推測さࠋࡿࢀまたࠊ専門家学習共同体ࡼࡢう࡞学校や教師ࡢ取ࡾ組ࡳいうࠊࡣࡢ

児童生徒ࡢ学力ࡢ変化対࡚ࡋ影響を与え࡛ࡢࡶࡿあࡿこࡽ㸦e.g., Lee & Smith, 1996㸧ࠊ

本来ࡣ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡢ変化対ࡿࡍ効果を検討ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ同様ࠊ校長ࡢ

࣮ࣜダ࣮シップや海洋関ࡿࡍ教育ࡀ海洋ࣜテラシ࣮影響を及ࠊࡣࡍࡰ一定ࡢ期間

を要ࡿࡍこࡀ予想さࡿࢀこࠊࡽ本調査࠾い࡚ࠊこࡽࢀ海洋ࣜテラシ࣮正答率

ࡿࢀࡽ考えࡔࡢたࡗ࡞ࢀࡽࡳࡀ関連࡞有意ࡣ間ࡢ

(8)
࡞継続的ࡣ今後ࠊ࡚ࡗࡀたࡋࠋ

調査ࠊ࡚ࡗࡼ学校要因ࡢ影響ࡘい࡚検討ࡿࡍ必要ࡀあ࡛ࡿあࢁうࠋ

註

(1) professional learning community ࡢ教師ࠊࡣ概念ࡢ professional community 派生ࡽ概念ࡢ

professional communityࠋࡿた概念࡛あࡋ ࡣ概念ࡢ 1993 年スタンフォ࣮ࢻ大学ࡢミࣝࣈ

論文ࡢマクロフࣜンࠊࡾた概念࡛あࡋ提起ࡀマクロフࣜン㸦Milbrey McLaughlin㸧࣭ࣜ

い࡚࠾ community of professionalsࡶ言い換えࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽそࡢ訳語ࠕࡣ専門家共同体ࠖ

professional learning communityࠊࡣ本章࡛ゆえࠋࡿ正確࡛あࡀ 専門家学ࠕ࡚ࡋ訳語ࡢ
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習共同体ࠖを充࡚ࡿ㸦Louis, Kruse, & Bryk, 1995; McLaughlin, 1993; 鈴木, 2014㸧ࠋ 

(2) 家庭要因関ࡿࡍ質問項目ࡍࡣべ࡚ࠊ児童生徒回答を求ࡵた࡛ࡢࡶあࠋࡿ 

(3) 学校要因関ࡿࡍ質問項目ࡍࡣべ࡚ࠊ学校長回答を求ࡵた࡛ࡢࡶあࠋࡿ 

(4) 学校要因ࡘい࡚ࡣサンプࣝサイࡀࢬ小さいたࠊࡵ不適解を避けࡿ目的ࡽ主因子法

を利用ࡋたࠋ

(5) 本章ࡢ分析ࡣ Mplus ver.7.11㸦Muthén & Muthén, 1998-2012㸧上࡛行ࡗたࠋ 

(6) 近年࡛ࠊࡣ多重代入㸦multiple imputation㸧法や完全情報最尤推定㸦full-information 

maximum likelihood; FIML㸧法ࠊ࡚ࡗࡼḞ測値ࡢ処理を行うこࡀ推奨さ࡚ࢀいࡿ㸦e.g., 

Enders, 2010; Graham, 2009㸧ࠋこࡢࡽࢀ方法を利用ࡿࡍこࠊ࡛ランダムḞ測㸦missing at 

random; MAR㸧ࡾࡼࠊ仮定ࡢ強い完全ランダムḞ測㸦missing completely at random; MCAR㸧

MARࠊまたࠋࡿࡁ࡛ࡀこࡿい推定値を得࡞ࡢバイアスࠊࡣୗ࡛ࡢ や MCAR 成ࡀ仮定ࡢ

多重代入法やࠊࡣい場合࡞立たࡾ FIML 法を利用ࡶ࡚ࡋ推定値ࡣバイアスࡀ生ࡋ࡚ࡌ

まうࠊࣜࡀ スࢺワイࢬ削除やࠊ平均値や回帰ࡿࡼ単一値代入法࡞比較ࠊ࡚ࡋそࡢバ

イアスࡣ一般的小さい㸦Graham, 2009㸧ࠋそࡢたࡵ本章࡛ࠊࡣ多重代入法࡚ࡗࡼḞ測

値ࡢ処理を行ࡗたࠋ多重代入法を利用ࡋたࠊࡣࡢFIML 法࡛ࠊࡣマࣝチレベࣝ分析を行う

際ࠊ独立変数Ḟ測ࡢあ࣮ࢹࡿタࡀ分析ࡽ除外さࡋ࡚ࢀまうた࡛ࡵあࡿ㸦Enders, 

2010㸧ࠋ 

(7) 級内相関係数ࡢ値ࡢ解釈ࡘい࡚ࠊHox (2010) ࡣ一般的࡞基準ࠊ࡚ࡋ級内相関

＝.05, .10, .15 をそࢀࡒࢀ効果量小࣭中࣭大࡚ࡋいࠋࡿ 

(8) 校長࣮ࣜࡀダ࣮シップを発揮࡚ࡋいࡿ状況ୗ࠾い࡚ࠊ専門家学習共同体ࡣ教師ࡢ授

業力を促進ࠊ࡞ࡿࡍ校長࣮ࣜࡢダ࣮シップを調整変数࡚ࡋ捉えࡿべࡁいう考えࡶあ

ࡣ違い結果ࠊࢁこたࡗ分析を行࡛ࣝࢹたモࡋ交互作用項を投入ࠊ㸦露口, 2013㸧ࡀࡿ

ࠋたࡗ࡞ࢀࡽࡳ
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第 5 章 中学生の海に関わる職業希望の規定要因 

―家庭背景と親子コミュニケーションの検討ら―

前田 麦穂㸦東京大学大学院㸧

1. 本章の目的

本章ࡢ目的ࠊࡣ家庭背景親子コミュニケ࣮ション着目ࡼࡢࠊ࡚ࡋう࡞中学生ࡀ海

ࠋࡿあ࡛こࡿࡍࡽを明ࡢࡿい࡚ࡋ職業を希望ࡿ関わ

一口ࠕ海関わࡿ職業ࠖいࠊࡶ࡚ࡗ現代社会࠾い࡚そࡢ内実ࡣ多岐渡ࠋࡿ海

関わࡿ職業࡚ࡋ最ࡶイ࣓࣮ࢪ上ࡣࡢࡿ漁業や水産業ࡢ就業ࢁࡔうࠋ現在ࡢ日本ࡢ漁

業࠾い࡚ࠊࡣ後継者不足起因ࡿࡍ高齢化問題ࡢ対処ࡀ課題࡚ࡗ࡞いࠋࠗࡿ水産白書࠘

㸦平成 26 年度㸧2008ࠊࡤࢀࡼ 年ࡽ 2013 年け࡚日本ࡢ海面漁業ࡢ漁業経営体数ࡣ

18%減少ࡋた㸦農林水産省 2015: 86㸧ࠋまた 2014 年ࡢ漁業就業者数ࡣ前年比べ 4%減少ࠊࡋ

漁業就業者ࡢ高齢化率㸦65 歳以上ࡢ就業者ࡢ割合㸧ࡣ前年同ࡌ ࠋ㸦同: 88㸧ࡿい࡚ࡗ࡞35%

そࡢたࡵ農林水産省ࠊࡣ漁業後継者ࡢ確保ࡀ困難࡚ࡗ࡞いࡿ現状を指摘࡚ࡋいࡿ㸦同㸧ࠋ 

 また他方࡛ࡣ近年࣓ࠊタンࣁイࢻレ࣮ࢻを主࡚ࡋ海洋資源開発ࡢ関心ࡀ高ま࠾࡚ࡗ

2013ࠊࡾ 年 12 月ࠕࡣ海洋エネࣝギ࣮࣭鉱物資源開発計画 㸦ࠖ経済産業省㸧ࡀ公表さࢀたࠋ

同報告࡛ࡣ海洋エネࣝギ࣮࣭鉱物資源開発関わࡿ人材育成ࠕࡀ横断的配慮事項࡚ࠖࡋ

挙࡚ࢀࡽࡆいࡿ㸦経済産業省 2013: 40㸧ࠋ 

 こࡼࡢう漁業後継者ࡢ確保いう観点ࠊࡶࡽまた海洋エネࣝギ࣮領域ࡢ発展いう

観点ࠊࡶࡽ進路選択を控えた中学生時点࠾い࡚ࠊ海関わࡿ職業希望ࡼࡢࡀう形

成さࡢࡿࢀを明ࡿࡍࡽこࡣ政策的意義を有ࡿࡍ研究課題ࡔいえࠋࡿ

上述ࡋたࡼうࠕࠊ海関わࡿ職業ࠖࡁࡣわ࡚ࡵ多様࡞職業渡࡚ࡗいࠋࡿ例えࡤ厚生

労働省ࡢ職業分類表㸦平成 24 年 3 月改訂㸧を参照ࠊࡿࡍ理学研究者や水産学研究者ࠊ水

産技術者ࠊࡽ࡞海上保安官ࠊ航海士࡞ま࡛及࡛ࢇいࡿこࡀ確認࡛ࠕࠋࡿࡁ海関

わࡿ職業ࠖࡣ多様࡞業種及ぶ同時ࠊ要求さࡿࢀ学歴ࡶ様々異࡚ࡗ࡞いࡿこࡀわ

職業ࡿ関わ海ࠕࠊࡣそこ࡛本章࡛ࠋࡿ 分析ࡢ違いを踏まえた職業希望ࡢ学歴࡞必要ࠖ

を行うこࡋたいࠋ
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2. 分析モデルの設定

海関わࡿ職業希望ࡢ分析ࠊࡣ㸦教育㸧社会学࠾けࡿ職業アスピレ࣮ション研究ࡢ領域

職業アスピレ࣮シࠊࡤࢀࡼࡵまࡢ瀬㸦2005: 141-142㸧∦ࠋうࢁࡔࡿいえ位置࡙く

ョン研究ࡣ社会階層研究教育社会学研究いうࡢࡘ視点ࡽ行わࡁ࡚ࢀたࠋ前者࠾

い࡚ࠕࠊࡣ職業アスピレ࣮ションࡢ規定要因ࠊࡣ࡚ࡋ専門職ࡼࡢう威信ࡢ高い職業࡛あ

いうࠊこࡿ職業࡛あࡌ同また父職ࠊこࡿ 2 要因ࡢࡘ  :た㸦∦瀬 2005ࡁ࡚ࢀ指摘さࡀࠖ

142㸧ࠋ 

本章ࡀ分析対象ࡿࡍ海関わࡿ職業希望࠾い࡚2ࠊࡶ 点目࡚ࡋ挙࡚ࢀࡽࡆいࠕࡿ父

職同ࡌ職業࡛あࡿこࡀࠖ海関わࡿ職業希望ࡢ規定要因࡚ࡗ࡞いࡿこࡣ十分想

定࡛ࠋࡿࡁ保護者ࡢ職業ࡀ子ࡢࡶ職業アスピレ࣮ションࡢ規定要因ࡿ࡞いう知見ࠊࡣ

保護者ࡢࡽ有形無形ࡢ影響ࡀ職業希望重要࡞影響を及ࡍࡰこを示唆࡚ࡋい࡞ࡍࠋࡿ

わࡕ具体的ࡣ保護者ࡢ海関わࡿ職業やࠊ海関連ࡋた家庭࡛ࡢ経験やࠊ家庭࠾けࡿ

保護者ࡢコミュニケ࣮ションࡶ職業希望影響を与えࡿ考えࠋࡿࢀࡽ

図 1 本稿の分析のモデル図 

こࡢ保護者ࡢ職業や家庭࡛ࡢ経験ࡢ影響を踏まえࠊ分析࠾い࡚ࡣ更具体的࡞経路を

検討࡚ࡋいࡁたいࠋ保護者ࡢ海関わࡿ職業や家庭࡛ࡢ経験ࠊࡣ生徒ࡀ海対࡚ࡋ抱く肯

定的イ࣓࣮ࢪを醸成ࡿࡍこࡀ予想さࠋࡿࢀそ࡚ࡋこࡢ海ࡢ肯定的イ࣓࣮ࠊ࡚ࡗࡼࢪ

海関わࡿ職業希望ࡀ形成さࡿࢀ考えࠋࡿࢀࡽこࡢ関係を図示ࡿࡍ図 1 ࠋࡿ࡞うࡼࡢ

本稿࡛ࡣ中学生ࡢ海関わࡿ職業希望ࡢ規定要因ࠊ࡚ࡋ図 1  ࠋいく࡚ࡵ検討を進ࡢ関係ࡢ

図 1 ࡢそࠊࡋをᚑ属変数ࢪ肯定的イ࣓࣮ࡢ海ࡎまࡣ本章࡛ࠊࡵたࡿࡍ関係を検証ࡢ

分析ձ

分析ղճ 

保護者ࡢ職

業࣭家庭࡛ࡢ

経験

海ࡢ肯定的

イ࣓࣮ࢪ

海関わࡿ職

業希望
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規定要因を検討ࡿࡍ㸦分析ձ㸧ࠋ次ࠊ海ࡢ肯定的イ࣓࣮ࡀࢪ海関わࡿ職業希望与え

違いを踏ࡢ学歴ࡿࢀࡽࡵ求職業ࠖࡿ関わ海ࠕࠊ上࡛ࡢそࠋ㸦分析ղ㸧ࡿࡍ影響を検討ࡿ

まえࠊ生徒ࡢ希望進学段階別海関わࡿ職業希望ࡢ規定要因を検討ࡿࡍ㸦分析ճ㸧ࠋ

3. 使用する変数

まࡎ海ࡢ肯定的イ࣓࣮ࢪ㸦ࠕ海ࡀ好ࡔࡁ 㸧ࠖ海関わࡿ職業希望㸦ࠕ将来ࡣ海や船や魚

たいࡋ事をࡿわ 㸧ࠖࡢ度数分布を確認ࠊࡿࡍ以ୗࡢ図 2  ࠋࡿあ࡛ࡾ通ࡢ

図 2 海への肯定的イメーࢪと海に関わる職業希望の度数分布 

分析ձ࠾い࡚ࡣ度数分布を考慮ࠕࠊࡋ海ࡀ好ࡘࠖࡔࡁい࡚ࡶ࡚ࠕあ࡚ࡣまࡿ ࠊ1ࠖ=

そࢀ以外=0 ࠋ分析を行うࢺッࢪ項ロࠊࡋダミ࣮ࠖをᚑ属変数ࡁ好ࡶ࡚ࡀ海ࠕࡿࡍ

分析ղճ࠾い࡚ࠕࡣ将来ࡣ海や船や魚わࡿ事をࡋたいࠖࡘい࡚ࡶ࡚ࠕあ࡚

ࡿまࡣ い࡞ࡽまࡣあ࡚ࡾあまࠕࠊ1=ࠖࡿまࡣまああ࡚ࠕࠖ いࠖ=0࡞ࡽまࡣたくあ࡚ࡗまࠕࠖ

分析ࠋ分析を行うࢺッࢪ項ロࠊࡋ職業希望ダミ࣮ࠖをᚑ属変数ࡿ関わ海ࠕࡿࡍ

ࡣ SPSS Statistics 22 を使用ࠋࡿࡍ 

前節࡛述べたࡼう本章ࡢ分析࡛ࠊࡣ中学生ࡢ海関わࡿ職業希望影響を与えࡿ要因

保護者ࡿけ࠾家庭ࠊ経験やࡢた家庭࡛ࡋ関連海ࠊ職業やࡿ関わ海ࡢ保護者ࠊ࡚ࡋ

所有ࡢ家庭(2)ࠊ距離ࡢ海ま࡛ࡽ家(1)ࠊࡣ具体的ࠋࡿࡍ注目コミュニケ࣮ションࡢ

財(3)ࠊ保護者ࡢ属性㸦海関わࡿ事や趣味ࡢ有無㸧(4)ࠊ親子コミュニケ࣮ションいう

4 職業希ࢪ肯定的イ࣓࣮ࡢ海ࡀ属性࣭行動ࡢ家庭背景や保護者ࠊࡽ側面ࡿ࡞異ࡢࡘ
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望与えࡿ影響を検討ࠋࡿࡍ分析使用ࡿࡍ変数ࡢ詳細ࡣ表 2 記述統計量ࠊࡾあ࡛ࡾ通ࡢ

表ࡣ 3  ࠋࡿあ࡛ࡾ通ࡢ

表 2 分析に使用する変数 

表 3 記述統計量㸦N=1985㸧 

4. 分析

4.1. 分析ձ 保護者の職業࣭家庭࡛の経験⇒海への肯定的イメーࢪの関係 

 まࡎ分析ձ࡛ࠊࡣ保護者ࡢ職業࣭ 家庭࡛ࡢ経験ࡀ海ࡢ肯定的イ࣓࣮ࢪ㸦ࠕ海ࡀ好ࡔࡁ 㸧ࠖ

分析をࢺッࢪ項ロࠊ࡚ࡋダミ࣮をᚑ属変数ࡁ好ࡶ࡚ࡀ海ࠋࡿࡍ効果を検討ࡿ与え

行ࡗたࡀࡢ表 4 ࡛あࠋࡿ 

model1 事ダミ࣮ࡿ関わ海ࠕࡢ保護者ࡣ࡛ ࠋࡿ効果を与え࡚いࡢプラスᚑ属変数ࡀࠖ

model2 たࡗࡽࡶ࡚ࡗい࡚ࢀ連海ࠕ࡛ をࠖ投入ࠊࡿࡍ保護者ࠕࡢ海関わࡿ事ダミ࣮ࠖ

たࡗࡽࡶ࡚ࡗい࡚ࢀ連海ࠕࠊࡾ࡞く࡞有意࡛ࡣ こࡿ効果を与え࡚いࡢプラス࡞有意ࡀࠖ

［い＝0࡞歩い࡚行けࡣ30分以上またࠊ0～30分以内＝1］距離㸦徒歩㸧ࡢ海ま࡛ࡽ家ࠉ(1)

所有財ࠉ(2)

［ࢺ所有ポインࡢ地球儀ࠊ図鑑ࠊピアノࠊ美術品］文化的所有物࣭ࠉ

［い＝0࡞ࠊ1＝ࡿあ］水槽࣭ࠉ

［い＝0࡞ࡽい／わ࡞ࡽまࡣあ࡚ࠊ1＝ࡿまࡣあ࡚］属性ࡢ保護者ࠉ(3)

ࠖࡿい࡚ࡋ事をࡿわ海や船や魚ࠕ࣭ࠉ

ࠖࡿあࡀ㸧࡞ࡾ釣ࠊンサ࣮フࠊ趣味㸦海水浴ࡿわ海ࠕ࣭ࠉ

親子コミュニケ࣮ションࠉ(4)

［ほࡗ࡞ࢇた＝1ࠊあまࡗ࡞ࡾた＝2ࡁࡁࠊあࡗた＝3ࡼࠊくあࡗた＝4］

たࠖࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連海ࠕ࣭ࠉ

たࠖࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連水族館保護者ࠕ࣭ࠉ

(5)䚷性別［女子＝1䚸男子＝0］

変数ྡ 最小値 最大値 平均値 該当％ 標準偏差

海ࡶ࡚ࡀ好ࡁD 0 1 - 38.3 -

海関わࡿ職業希望D 0 1 - 7.9 -

女子D 0 1 - 51.6 -

家ࡽ海ま࡛ࡢ距離㸦0-30分以内D㸧 0 1 - 21.2 -

［所有財］文化的所有物 0 4 1.699 - 1.198

［所有財］水槽 0 1 - 39.3 -

［保護者］海関わࡿ事D 0 1 - 5.8 -

［保護者］海関わࡿ趣味D 0 1 - 25.0 -

［親子関係］海連࡚ࢀいࡗࡽࡶ࡚ࡗた 1 4 2.898 - 0.974

［親子関係］水族館連࡚ࢀ行ࡗࡽࡶ࡚ࡗた 1 4 2.815 - 0.918
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海ࡢ家庭࡛ࠊࡣいうこࡿあ࡛ࡢࡶࡿ関わ海ࡀ職業ࡢ保護者ࠊࡕわ࡞ࡍࠋࡿわࡀ

接ࡿࡍ経験を媒介ࠊ࡚ࡋ海ࡢ肯定的イ࣓࣮ࢪを形成ࡿࡍ可能性ࡀあࡿいえࠋࡿ

こࡼࡢう海接ࡿࡍ経験ࡀプラスࡢ効果を持ࡘ一方࡛ࠊmodel2 連水族館ࠕい࡚࠾

たࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ い࡚ࢀ連海ࠕࠊࡣࢀこࠋࡿわࡀいこ࡞い࡚ࡗ効果を持࡞有意ࡣࠖ

たࡗࡽࡶ࡚ࡗ たࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連水族館ࠕࠖ 経験ࡢ観察や接触ࡢ物ࡁ生ࡢ海同様ࡀࠖ

を意味ࠊࡶ࡚ࡋࡿࡍ自然環境㸦海㸧施設㸦水族館㸧࡛ࡣ質的異࡚ࡋࡢࡶࡿ࡞経験

さ࡚ࢀいࡿ可能性を示唆࡚ࡋいࠋࡿ

またࠊ保護者ࠕࡢ海関わࡿ趣味ダミ࣮ࠖࡣ model2 たࠖࡗࡽࡶ࡚ࡗい࡚ࢀ連海ࠕ࡛

を投入ࡶ࡚ࡋ有意࡞プラスࡢ効果を保ࠊࡾ࠾࡚ࡗ保護者ࠕࡢ海関わࡿ事ダミ࣮ࠖࡣ

異ࠊ࡚ࡗ࡞海ࡢ肯定的イ࣓࣮ࢪ独立ࡢ効果を持࡛ࡢࡶࡘあࡿこࡀわࠋࡿこࡼࡢう

海ࠕࠊࡋ対ࡢい࡞持たࡋ要素ࡢ娯楽基本的ࡣ趣味ࠖࡿ関わ海ࠕࠊࡣ違いࡢ効果࡞

関わࡿ事ࠖࡣ労働伴う苦労࡞様々࡞要素を含ࡴいう点起因࡚ࡋい࡞ࡣ࡛ࡢࡿい

ࠋࡿࢀࡽ考え

表 4 海がとても好ࡁダミーの規定要因㸦二項ロࢪット分析㸧 

4.2. 分析ղ 海への肯定的イメーࢪ⇒海に関わる職業希望の関係 

 次分析ղ࡛ࠊࡣ海ࡢ肯定的イ࣓࣮ࢪ㸦ࠕ海ࡀ好ࡔࡁ 㸧ࠖࡀ海関わࡿ職業希望㸦ࠕ将来

たいࡋ事をࡿわ海や船や魚ࡣ 㸧ࠖ与えࡿ効果を検討ࠋࡿࡍ海関わࡿ職業希望ダ

ミ࣮をᚑ属変数ࠊ࡚ࡋ項ロࢪッࢺ分析を行ࡗたࡀࡢ表 5 ࡛あࠋࡿ 

model1 たࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連海ࠕࡣ࡛ model2ࠊࡀࡿい࡚ࡗ効果を持ࡢプラス࡞有意ࡀࠖ

ࠊࡽこࡢこࠋࡿわࡀこࡿ࡞く࡞有意࡛ࡿࡍダミ࣮ࠖを投入ࡁ好ࡶ࡚ࡀ海ࠕ࡛

B S.E. Exp(B) B S.E. Exp(B)

女子D -0.082 0.095 0.922 -0.142 0.100 0.867

家ࡽ海ま࡛ࡢ距離㸦0-30分以内D㸧 0.176 0.118 1.192 0.090 0.123 1.095

［所有財］文化的所有物 0.030 0.041 1.030 -0.010 0.043 0.990

［所有財］水槽 0.173 0.100 1.189 + 0.071 0.104 1.074

［保護者］海関わࡿ事D 0.414 0.202 1.513 * 0.339 0.210 1.403

［保護者］海関わࡿ趣味D 0.930 0.108 2.534 *** 0.581 0.115 1.787 ***

［親子関係］海連࡚ࢀいࡗࡽࡶ࡚ࡗた 0.668 0.067 1.950 ***

［親子関係］水族館連࡚ࢀ行ࡗࡽࡶ࡚ࡗた 0.079 0.065 1.082

定数 -0.865 0.104 0.421 *** -2.837 0.212 0.059 ***

N

Nagelkerke決定係数

モࣝࢹカイ2乗値 *** ***

注：+:p<0.10ࠊ*:p<0.05ࠊ**:p<0.01ࠊ***:p<0.001ࠋ

model2
独立変数

model1

99.02

1985

0.168

262.28

0.066

1985

63



第 5 章 中学生の海に関わる職業希望の規定要因 

家庭࡛ࡢ海接ࡿࡍ経験ࡣ海ࡢ肯定的イ࣓࣮ࢪを媒介ࠊ࡚ࡋ海関わࡿ職業希望影響

を与え࡚いࡿこࡀわࠋࡿ

また保護者ࠕࡢ海関わࡿ事ࠖࠕ海関わࡿ趣味ࠖࡢプラスࡢ効果ࡣ model2 い࠾

肯定ࡢ海ࡢ生徒本人ࠋࡿい࡚ࡗ効果を保ࡢ独立ࠊࡎࢀ吸収さࠖࡁ好ࡶ࡚ࡀ海ࠕࡶ࡚

的イ࣓࣮ࢪを統制ࡋた状態࠾い࡚ࠊࡶ保護者ࡢ職業や趣味ࡀ海関わ࡛ࡢࡶࡿあࡿこ

ࠋࡿࡁ確認࡛ࡀ強さࡢ影響ࡢ属性ࡢ保護者ࠊࡾ࠾࡚ࡋࡰ影響を及職業希望ࡣ

また所有財ࠕࡢ水槽ࠖࡢ有無ࠊࡣmodel2 た状態࡛ࡋを統制ࠖࡁ好ࡶ࡚ࡀ海ࠕい࡚࠾

経験を間接的ࡢ等ࡿࡍ物を飼育ࡁ生ࡣ保有ࡢ水槽ࠋࡿい࡚ࡗ効果を持ࡢプラス࡞有意ࡶ

表࡚ࡋいࡿ考えࡿࢀࡽ

(1)
効果࡞有意ࡣ職業希望ࡀたࠖࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連水族館ࠕࠋ

を持た࡞いこあわせ࡚考えࠊࡿ生ࡁ物ࡢ観察を行うࡔけ࡛࡞ࡣく実際世話をࡿࡍ

職業希望を形成ࠊࢀ生まࡀ愛着や責任感ࡿࡍ対物ࡁ生ࠊ࡚ࡗࡼこࡍいう経験を通

ࠋࡿࢀ示唆さࡀこࡿあࡀいう可能性ࡿい࡚ࡋ

表 5 海に関わる職業希望ダミーの規定要因㸦二項ロࢪット分析㸧 

4.3. 分析ճ 希望進学段階別にみた海に関わる職業希望 

分析ճ࡛ࠊࡣ生徒ࡢ希望進学段階別ࠊ海関わࡿ職業希望ࡢ規定要因を検討ࠋࡿࡍま

ࡢ以ୗࠊࡿࡍ度数分布を確認ࡢ職業希望ࡿ関わ海ࠊ希望進学段階別ࡢ中学卒業後ࡎ

図 3  ࠋたࡋ処理࡚ࡋḞ損値ࡣ他ࠖࡢそࠕ希望進路ࡢ中学卒業後ࠊ࠾࡞ࠋࡿ࡞うࡼࡢ

B S.E. Exp(B) B S.E. Exp(B)

女子D -0.955 0.182 0.385 *** -0.935 0.185 0.393 ***

家ࡽ海ま࡛ࡢ距離㸦0-30分以内D㸧 0.078 0.206 1.081 0.031 0.211 1.032

［所有財］文化的所有物 -0.080 0.075 0.923 -0.079 0.076 0.924

［所有財］水槽 0.714 0.180 2.042 *** 0.710 0.183 2.034 ***

［保護者］海関わࡿ事D 0.773 0.291 2.166 ** 0.709 0.299 2.032 *

［保護者］海関わࡿ趣味D 0.536 0.186 1.709 ** 0.380 0.190 1.462 *

［親子関係］海連࡚ࢀいࡗࡽࡶ࡚ࡗた 0.420 0.125 1.522 ** 0.200 0.128 1.221

［親子関係］水族館連࡚ࢀ行ࡗࡽࡶ࡚ࡗた 0.162 0.117 1.176 0.135 0.118 1.145

海ࡶ࡚ࡀ好ࡁD 1.399 0.203 4.052 ***

定数 -4.297 0.402 0.014 *** -4.244 0.400 0.014 ***

N
Nagelkerke決定係数

モࣝࢹカイ2乗値 *** ***

注：+:p<0.10ࠊ*:p<0.05ࠊ**:p<0.01ࠊ***:p<0.001ࠋ

独立変数

model2

1985
0.122

105.25

1985
0.180

157.97

model1
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図 3 中学卒業後希望進学段階×海に関わる職業希望 

4.3.1. 分析ճ 中学卒業後希望進学段階＝中卒࣭高卒 

 中学卒業後希望進学段階ࡀ中卒࣭高卒࡛あࡿ生徒を対象ࠊ海関わࡿ職業希望ダミ࣮

をᚑ属変数࡚ࡋ項ロࢪッࢺ分析を行ࡗたࡀࡢ表 6 ࡛あࠋࡿ 

表 6 ［中卒࣭高卒］海に関わる職業希望ダミーの規定要因㸦二項ロࢪット分析㸧 

 まࠕࡎ海連࡚ࢀ行ࡗࡽࡶ࡚ࡗたࠖࠕࡀ海ࡶ࡚ࡀ好ࠖࡁを媒介࡚ࡋᚑ属変数プラス

表ࡣࢀこࠊࡾ࠾効果を与え࡚ࡢ 5 ࡛得ࢀࡽた結果同様࡛あࠋࡿまた表 5 結果ࡢ同様

海ࠕࡢ保護者ࠊࡀࡿい࡚ࡗ効果を持ࡢプラスࡢ独立ࡀ事ࠖࡿ関わ海ࠕࡢ保護者ࠊ࡚ࡋ

中ࠊࡽこࡢこࠋい࡞ࡣ有意࡛ࡶ所有ࡢ水槽ࠖࠕまたࠋい࡞ࡣ有意࡛ࡣ趣味ࠖࡿ関わ

学卒業後希望進学段階ࡀ中卒࣭高卒࡛あࡿ中学生࠾い࡚ࠊࡣ海関わࡿ職業希望ࡣ主

3.9

2.5

1.8

2.5

9.8

4.5

3.9

5.4

39.1

30.5

35.5

35.1

47.2

62.5

58.7

57.0

中卒࣭高卒 ( N = 4 6 0 )

短大࣭専門 ( N = 5 1 2 )

大学 ( N = 1 0 1 3 )

合計 ( N = 1 9 8 5 )

ࡿまࡣあ࡚ࡶ࡚ まああ࡚ࡣまࡿ あまࡾあ࡚ࡣま࡞ࡽい まࡗたくあ࡚ࡣま࡞ࡽい

B S.E. Exp(B) B S.E. Exp(B)

女子D -1.114 0.354 0.328 ** -1.092 0.360 0.336 **

家ࡽ海ま࡛ࡢ距離㸦0-30分以内D㸧 -0.206 0.329 0.814 -0.270 0.339 0.763

［所有財］文化的所有物 0.044 0.134 1.045 0.025 0.138 1.025

［所有財］水槽 0.347 0.305 1.414 0.371 0.316 1.449

［保護者］海関わࡿ事D 1.234 0.433 3.437 ** 1.190 0.449 3.288 **

［保護者］海関わࡿ趣味D 0.193 0.322 1.213 0.033 0.332 1.034

［親子関係］海連࡚ࢀいࡗࡽࡶ࡚ࡗた 0.405 0.201 1.499 * 0.186 0.211 1.204

［親子関係］水族館連࡚ࢀ行ࡗࡽࡶ࡚ࡗた 0.301 0.187 1.351 0.231 0.189 1.259

海ࡶ࡚ࡀ好ࡁD 1.413 0.346 4.109 ***

定数 -3.969 0.614 0.019 *** -3.820 0.609 0.022 ***

N

Nagelkerke決定係数

モࣝࢹカイ2乗値 *** ***

注：+:p<0.10ࠊ*:p<0.05ࠊ**:p<0.01ࠊ***:p<0.001ࠋ

39.93

459

0.217

58.41

独立変数

model1 model2

459

0.151
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保護者ࡢ職業規定さࠊࢀ親子間࡛ࡢ家業継戶や職業的再生産ࡢ傾向ࡀあࡿこࡀ示唆さ

ࠋࡿࢀ

4.3.2. 分析ճ 中学卒業後希望進学段階＝短大࣭専門学校 

 中学卒業後希望進学段階ࡀ短大࣭専門学校࡛あࡿ生徒を対象ࠊ海関わࡿ職業希望ダ

ミ࣮をᚑ属変数࡚ࡋ項ロࢪッࢺ分析を行ࡗたࡀࡢ表 7 ࡛あࠋࡿ 

表 表ࡣ7 5や表 たࠖࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連海ࠕࠊࡾ࠾࡚ࡋ結果を示ࡘ傾向を持ࡿ࡞異ࡣ6

や保護者ࠕࡢ海関わࡿ事ࠖࡣ有意࡚ࡗ࡞い࡞いࠋそࡢ一方ࠊ中卒࣭高卒㸦表 6㸧࡛

ࡕわ࡞ࡍࠋࡿい࡚ࡋ効果を示ࡢプラス࡞有意ࡀ所有ࡢ水槽ࠖࠕたࡗ࡞い࡚ࡗ࡞有意ࡣ

中学卒業後希望進学段階ࡀ短大࣭専門学校࡛あࡿ中学生࠾い࡚ࠊࡣ海関わࡿ職業希望

ࠋࡿわࡀこࡿあࡀ傾向ࡿࢀ規定さ有無ࡢ所有ࡢ水槽ࡣ

表 7［短大࣭専門］海に関わる職業希望ダミーの規定要因㸦二項ロࢪット分析㸧 

4.3.3. 分析ճ 中学卒業後希望進学段階＝大学 

 中学卒業後希望進学段階ࡀ大学࡛あࡿ生徒を対象ࠊ海関わࡿ職業希望ダミ࣮をᚑ属

変数࡚ࡋ項ロࢪッࢺ分析を行ࡗたࡀࡢ表 8 ࡛あࠋࡿ 

表 5࣭表 6 ᚑ࡚ࡋを媒介ࠖࡁ好ࡶ࡚ࡀ海ࠕࡣたࠖࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連海ࠕࠊ同様

属変数プラスࡢ効果を与え࡚いࠋࡿまた表 7 プラスᚑ属変数ࡀ所有ࡢ水槽ࠊ同様

ࠊࡣい࡚࠾生徒ࡿ大学࡛あࡀ中学卒業後希望進学段階ࡽこࡢこࠋࡿ効果を与え࡚いࡢ

家庭࡛ࡢ海接ࡿࡍ経験࡚ࡗࡼ形成さࡿࢀ海対ࡿࡍ肯定的イ࣓࣮ࠊࢪ水槽ࡢ所有ࡀ

海関わࡿ職業希望を規定࡚ࡋいࡿいえࠋࡿ

B S.E. Exp(B) B S.E. Exp(B)

女子D -0.927 0.378 0.396 * -0.838 0.383 0.432 *

家ࡽ海ま࡛ࡢ距離㸦0-30分以内D㸧 0.526 0.407 1.692 0.488 0.413 1.629

［所有財］文化的所有物 -0.007 0.170 0.993 -0.023 0.170 0.977

［所有財］水槽 1.136 0.391 3.114 ** 1.153 0.398 3.166 **

［保護者］海関わࡿ事D -1.374 1.085 0.253 -1.423 1.092 0.241

［保護者］海関わࡿ趣味D 0.709 0.380 2.033 + 0.644 0.384 1.904 +

［親子関係］海連࡚ࢀいࡗࡽࡶ࡚ࡗた 0.393 0.251 1.482 0.235 0.260 1.265

［親子関係］水族館連࡚ࢀ行ࡗࡽࡶ࡚ࡗた 0.288 0.247 1.333 0.222 0.255 1.249

海ࡶ࡚ࡀ好ࡁD 1.128 0.413 3.089 **

定数 -4.934 0.872 0.007 *** -4.886 0.860 0.008 ***

N

Nagelkerke決定係数

モࣝࢹカイ2乗値 *** ***

注：+:p<0.10ࠊ*:p<0.05ࠊ**:p<0.01ࠊ***:p<0.001ࠋ

0.191

40.50

独立変数

model1 model2

0.154

32.43

510 510
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表 8［大学］海に関わる職業希望ダミーの規定要因㸦二項ロࢪット分析㸧 

5. 結論

本章ࠊࡣ家庭背景親子コミュニケ࣮ション着目ࠊ࡚ࡋ中学生ࡢ海関わࡿ職業希望

ࠋたࡁ࡚ࡋ規定要因を検討ࡢ

 まࡎ分析ձ࡛ࡣ海対ࡿࡍ肯定的イ࣓࣮ࢪ㸦ࠕ海ࡶ࡚ࡀ好ࡁ 㸧ࠖࡢ規定要因を検討ࡋたࠋ

分析ࡢ結果ࠊ保護者ࡀ海関わࡿ職業就い࡚いࡿこࠊࡀ家庭࡛ࡢ海接ࡿࡍ経験㸦ࠕ海

たࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連 㸧ࠖを媒介ࠊࡋ海対ࡿࡍ肯定的イ࣓࣮ࢪプラスࡢ効果を与え࡚

いࡿこࡀわࡗたࠋ

次分析ղ࡛ࡣ海関わࡿ職業希望ࡢ規定要因を検討ࡋたࠋ分析ࡢ結果(1)ࠊ家庭࡛ࡢ海

効果を与え࡚いࡢプラス職業希望࡚ࡋを媒介ࢪ肯定的イ࣓࣮ࡿࡍ対海ࡀ経験ࡿࡍ接

独立職業希望ࠊࡣこࡿあ࡛ࡢࡶࡿ関わ海ࡀ属性㸦趣味や職業㸧ࡢ保護者(2)ࠊこࡿ

ࡽ明ࡀࠊこࡘ効果を持ࡢプラス職業希望ࡀ所有ࡢ水槽(3)ࠊこࡘ効果を持ࡢプラスࡢ

ࠋたࡗ࡞

 分析ճ࡛ࡣ中学生ࡢ希望進学段階別ࠊ海関わࡿ職業希望ࡢ規定要因を検討ࡋたࠋ分

析ࡢ結果ࠊ中学卒業後希望進学段階ࡀ中卒࣭高卒࡛あࡿ生徒࠾い࡚ࠊࡣ保護者ࡢ職業ࡀ

海関わ࡛ࡢࡶࡿあࡿこࡀ職業希望プラスࡢ効果を与え࡚いたࠋまた中学卒業後希望

進学段階ࡀ短大࣭専門学校࡛あࡿ生徒࠾い࡚ࠊࡣ水槽ࡢ所有ࡀ職業希望プラスࡢ効果

を与え࡚いたࠋまた中学卒業後希望進学段階ࡀ大学進学࡛あࡿ生徒࠾い࡚ࠊࡶ水槽ࡢ所

有ࡀプラスࡢ効果を持ࠊࡶࡘ家庭࡛ࡢ海接ࡿࡍ経験ࡀ海対ࡿࡍ肯定的イ࣓࣮ࢪ

B S.E. Exp(B) B S.E. Exp(B)

女子D -0.844 0.296 0.430 ** -0.846 0.301 0.429 **

家ࡽ海ま࡛ࡢ距離㸦0-30分以内D㸧 -0.043 0.363 0.957 -0.068 0.375 0.934

［所有財］文化的所有物 -0.048 0.122 0.953 -0.053 0.123 0.949

［所有財］水槽 0.792 0.294 2.207 ** 0.760 0.298 2.138 *

［保護者］海関わࡿ事D 0.964 0.468 2.623 * 0.873 0.483 2.395 +

［保護者］海関わࡿ趣味D 0.754 0.300 2.126 * 0.585 0.310 1.795 +

［親子関係］海連࡚ࢀいࡗࡽࡶ࡚ࡗた 0.440 0.216 1.553 * 0.175 0.221 1.191

［親子関係］水族館連࡚ࢀ行ࡗࡽࡶ࡚ࡗた 0.073 0.198 1.076 0.087 0.197 1.091

海ࡶ࡚ࡀ好ࡁD 1.461 0.330 4.308 ***

定数 -4.690 0.700 0.009 *** -4.582 0.699 0.010 ***

N
Nagelkerke決定係数

モࣝࢹカイ2乗値 *** ***

注：+:p<0.10ࠊ*:p<0.05ࠊ**:p<0.01ࠊ***:p<0.001ࠋ

0.173

64.33

独立変数

model1 model2

0.116

42.44

1012 1012
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を媒介࡚ࡋ職業希望プラスࡢ効果を与え࡚いたࠋ

以上ࡢ結果ࠊࡽ中学生ࡢ海関わࡿ職業希望対ࠊࡣ࡚ࡋ海ࡢ肯定的イ࣓࣮ࡀࢪ重

要࡞規定要因࡚ࡗ࡞いࡿこࡀ明ࡗ࡞ࡽたࠋまたᚑ来ࡢ職業アスピレ࣮ション研究

たࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連海ࠕ経験㸦ࡢ属性㸦趣味や職業㸧や家庭࡛ࡢ保護者ࠊ同様 㸧ࠖ

ࡢ職業希望ࡿ関わ海ࠊ希望進学段階別ࡢまた生徒ࠋたࢀ確認さࡀいこࡁ大ࡀ影響ࡢ

規定要因ࡀ異ࡿ࡞こࡀわࡗたࠋ

適性や能力を統ࡿࡍ対職業ࡿ関わ海ࡿい࡚ࡗ持ࡽ元ࡀ生徒個人ࠊࡣ本分析ࡋࡋ

制࡛࡚ࡁい࡞いいう限界ࡀあࠋࡿこࡼࡢう࡞適性や能力を含ࡢ࡚ࡵ職業希望ࡢ検討ࠊࡣ

今後ࡢ課題ࡋたいࠋ

註

(1) あくま࡛所有財ࡢ有無を尋ࡡた質問࡛あࡿたࠊࡵ厳密ࡣ水槽ࡢ所有ࡀ生ࡁ物を飼育

あࡀ可能性ࡿ所有物࡛あࡢ家族ࡢい㸦生徒本人以外࡞ࢀ言いษࡣࡿい࡚ࡋ経験を表ࡿࡍ

ࠋࡿࢀࡽ考えࡿあࡀ行う必要慎重ࡣ解釈ࡵたࡢそࠋ㸧ࡿ

引用文献

∦瀬一男, 2005, ࠗ夢ࡢ行方：高校生ࡢ教育࣭職業アスピレ࣮ションࡢ変容࠘東大学出 

版会

経済産業省, 2013, ࠗ海洋エネࣝギ࣮࣭鉱物資源開発計画࠘ 

農林水産省, 2015, ࠗ水産白書 平成 26 年度版࠘ 
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第 6 章 海に関する趣味࣭希望職種と生活満足感の関連 

―海の近くに居住しているうに着目して― 

鈴木 翔㸦秋田大学㸧

1. 本章の目的

本章ࡢ目的ࠊࡣ海関ࡿࡍ趣味希望職種ࡢ有無ࠊࡀ小中学生ࡢ生活満足感ࡼࡢう

特ࡢ地域ࡿࡍ居住ࡀࡽ彼ࠊいううࡿい࡚ࡋ居住近くࡢ海ࠊをࡢࡘ関連を持࡞

性を踏まえた上࡛検証ࡿࡍこ࡛あࠊࡐ࡞ࠋࡿ小中学生ࡢ趣味希望職種ࡢ有無生活満

足感ࡢ関連性をࠊ居住地ࡢ特性を踏まえた上࡛検証ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡢࡿそࡢ理由ࡣ以ୗ

ࠋࡿあ࡛ࡾ࠾ࡢ

 まࠊࡎ本章ࡀ小中学生ࡢ趣味ࡢ有無生活満足感ࡢ関連性着目ࡿࡍ理由ࡘい࡚説明

ࠊࡤ言え端的ࠊࡣࡢࡿࡍ着目関連性ࡢ生活満足感有無ࡢ趣味ࡢ小中学生ࡀ本章ࠋࡿࡍ

こࢀま࡛ࡢ調査࡛ࠊࡣ小中学生ࡢ趣味ࡢ有無生活ࡢ満足感ࡢ関連性ࡀ指摘さࠊࡶࡽࡀ࡞ࢀ

実ࡣ十分両者ࡢ関連性ࡀ検討さ࡚ࢀこࡗ࡞た࡞ࡣ࡛ࡢい考え࡛ࡽࡿࢀࡽあࠋࡿ

近年ࠊ成人を対象ࡋた調査࡛ࠊࡣ趣味時間を費やࡍこࡀ日常生活ࡢ充実感関連を

持ࡘこࡀ指摘さࡣ࡚ࡁ࡚ࢀいࠊࡋࡋࠋࡿ小中学生ࡢ生活ࡢ満足感を規定ࡿࡍ要因を検

証ࡋた研究ࠊࡣ主学校生活や家庭背景着目ࡋたࡀࡢࡶ多くࠊ学校や家庭を離ࢀた第 3

ࠊࡤえたࠋたࡗ࡞こ࡚ࢀさࡀ検討࡞十分ࡣい࡚ࡘ効果ࡢ趣味ࡿࢀࡽ考え居場所ࡢ

内㛶府ࡀ実施ࡿࡍ世界青年意識調査㸦18 歳～24 歳対象㸧ࡼࡢࠊࡤࢀࡼうࡁ࡞充実

感を感ࡿࢀࡽࡌいう質問ࡢ回答ࠕࠊࡣ人や仲間いࡁࡿ ࡀࠖ 1 位࡛あࠊࡾ次い スࠕ࡛

ポ࣮ࢶや趣味打ࡕ込࡛ࢇい࡚ࡗ࡞ࠖࡁࡿいࠋࡿこࡢ結果を見ࠊࡿ趣味ࡀ生活ࡢ満

足感与えࡿ影響ࡣ少࡞く࡞いこࡀ想定࡛ࠊࡤࢀࡍࡔࠋࡿࡁ成人比べ࡚ࠊ学校や家

庭以外ࡢ居場所を持ࡽ࡙ࡕい小中学生࠾い࡚ࠊࡣ相対的趣味ࡀ生活ࡢ満足感与えࡿ

効果ࡀ大ࡁくࡿ࡞こ予想さࠊࡀࡿࢀそࡢ点関࡚ࡋ検証を行ࡗた研究ࡣ管見ࡢ限ࡾ見当

た࡞ࡽいࠋそこ࡛本章࡛ࠊࡣ小中学生ࡢ趣味ࡢ有無生活満足感ࡢ関連性着目࡚ࡋ分析

を行うこࠋࡿࡍ

 次ࠊ本章ࡀ小中学生ࡢ希望職種ࡢ有無生活満足感ࡢ関連性着目ࡿࡍ理由を説明ࡍ

ࡢࢀ夢や憧ࡢ将来小中学生ࠊࡾ高まࡀ関心ࡢキャࣜア教育ࠊࡣ学校現場࡛ࡢ近年ࠋࡿ

職業を持たせࡿ取ࡾ組ࡳをࡿࡍ学校ࡀ少࡞く࡞い㸦古賀 2008 ࡾ取ࡢこࠊࢇࢁࡕࡶࠋ㸧࡞
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組ࠕࠊࡣࡳ進路選択対ࡿࡍ目的意識 をࠖ育ࡴた࡛ࡢࡶࡢࡵあࡿ㸦キャࣜア教育࠾けࡿ外

部人材活用等関ࡿࡍ調査研究協力者会議 2011㸧ࠊࡀそࡢ一方࡛キャࣜア意識を育ࡴこ

ࡿい࡚ࡁ࡚ࢀ指摘さࡶこࡘ効果を持ࡿࡵ学校満足感を高ࠊ学習効力感ࠊ自己肯定感ࠊࡀ

㸦徳岡ほ2010 㸧ࡘࠋまࠊࡾ将来ࡢ展望を明確描い࡚いࡿ児童ࠊࡣ現時点࡛ࡢ日常生活

た先行研ࡋ点を検証ࡢこࠊࡋࡋࠋࡔいうこ強いࡀ傾向ࡿࢀࡽࡌ感ࡢࡶたࡋ充実ࡶ

究1ࠊࡣ ࡶ効果をࡢ同様࡚ࡋ全体ࠊ多くࡀࡢࡶたࡋを分析対象࡞クラスや学校ࡢࡘ

たࡍࡽこࡢࡿࡁ࡛ࡀいう点ࡘい࡚ࠊࡣ十分検証さ࡚ࢀいࡿわけ࡛࡞ࡣいࠋそこ

࡛本章࡛ࠊࡣ全国ࡢ小中学生を対象ࡋた調査ࡶࡽ同様ࡢ結果ࡀ読ࡳ取ࡢࡿࢀを検証

ࠋたいࡁい࡚ࡋ

 最後ࠊ小中学生ࡢ趣味や希望職種ࡢ有無生活満足度ࡢ関連性を検証࡞ࠊࡢࡿࡍ

行ࡢ小中学生ࠊࡣ理由ࡢそࠋࡿࡍを説明ࡢࡿあࡀ必要ࡿ特性を踏まえࡢ居住地ࡢࡽ彼ࡐ

動範ᅖࡁࡀわ࡚ࡵ限ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ趣味や希望職種ࡀあࡿいうこࠊࡣそこࡀ࡞ࡘࡢ

考ࡔ不可Ḟࡀいう視点容易さࡢアクセスࡢ趣味や希望職種ࡾまࡘࠊ特性࡞距離的ࡿ

え࡛ࡽࡿࢀࡽあࠋࡿたえ୕ࠊࡤ村㸦2008㸧ࠊࡤࢀࡼ小学生ࡣ自身ࡢ限定さࢀた知識

をࠊࡶ職業を固定的捉えࡿこࡀ多くࠊ身近࡞職業を将来ࡢ夢࡚ࡋ捉え࡛ࡕࡀあ

代表さ࡞家族ࠊࡣた知識ࠖࢀ限定さࡢ自身ࠕここ࡛いうࠋࡿい࡚ࢀ指摘さࡀこࡿ

ࡀこࡿい࡚ࢀ含まࡶ特性ࡢ地域ࡢ居住地ࠊこࡢࢇࢁࡕࡶࡣ人間関係࡞身近࡞うࡼࡿࢀ

推察࡛࡞ࡍࠋࡿࡁわࠊࡕ海ࡢ近く住࡛ࢇいࡽࡿこそࠊ海関わࡿ趣味を持ࡕやࡍくࠊ

海ࡢ近く住࡛ࢇいࡽࡿこそࠊ海関ࡿࡍ職業を希望ࡋやࡍいいࡗた関連性ࡀ想定࡛

ࠊࡕ趣味を持ࡿࡍ関海ࠊ࡚ࡗࡼこࡿい࡛ࢇ住近くࡢ海ࠊࡣいࡿあࠊࡋうࢁࡔࡿࡁ

そࡢ趣味ࡀあࡿこࡀ海関ࡿࡍ職業ࡢ憧ࢀを育ࠊࡾ࠾࡛ࢇこࡢプロセスࡀ間接的生

活満足感を高࡚ࡵいࡿいうこࡶ考えࢁࡔࡿࢀࡽうࠋ本章࡛ࠊࡣこ࣓ࡢカニࢬムࡢ一端

を見出ࡍこを目的ࡋたいࠋ

以上ࡢ問題関心ࠊࡽ本章࡛ࠊࡣ海関ࡿࡍ趣味希望職種ࡢ有無ࠊࡀ小中学生ࡢ生活

満足感ࡼࡢう࡞関連を持ࡢࡘをࠊ海ࡢ近く居住࡚ࡋいࡿういうࠊ彼ࡀࡽ

住ࡴ地域ࡢ特性を踏まえた上࡛検証࡚ࡋいくࠋ

2. 分析に用いる変数と記述統計量

2.1. 分析に用いる変数 

前節ࡢ目的照ࠊ࡚ࡋࡽ本章ࡢ分析࡛ࠊࡣ以ୗࡢ変数を設定࡚ࡋいࠋࡿ
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㸦1㸧統制変数 

A㸧東京 23 区࣭東京 23 区࣭政令指定都市在住ダミー 

東京 23 区またࡣ政௧指定都市居住を 以外をࢀそࠊ1 0  ࠋたࡋ設定࡚ࡋ

B㸧町村ダミー 

町村居住を 以外をࢀそࠊ1 0  ࠋたࡋ設定࡚ࡋ

C㸧女子ダミー 

女子を 男子をࠊ1 0  ࠋたࡋ

D㸧᭶齢 

誕生月を4ࠊࡶ 月生ま5ࠊ12=ࢀ 月生ま6ࠊ11=ࢀ 月生ま3ࠊ…，10=ࢀ 月生ま1=ࢀ ࡋ

࡚設定ࡋたࠋ

E㸧蔵書数㸦100 冊単位㸧 

家庭ࡢ蔵書数を 100 冊単位࡛設定ࡋたࠋ 

F㸧ࡁょうࡔい数 

ࠊ姉ࠊ弟ࠊ妹ࡢ数を合算࡚ࡋ設定ࡋたࠋ

G㸧クࣛス内成績 

クラスࡢ内ࡢ成績ࡀୗࡢほうを ୗをࡢ中ࠊ1 いをࡽ中くࠊ2 上をࡢ中ࠊ3 ほうをࡢ上ࠊ4 5

ࠋたࡋ設定࡚ࡋ

H㸧海洋ࣜテࣛシー正答率 

海洋ࣜテラシ࣮テスࡢࢺ正答率を数値化㸦正答率 50%࡛あࡤࢀ 0.5㸧ࡋたࠋ 

I㸧友人数 

クラスࡢ男子ࠊクラスࡢ女子ࠊ他ࡢクラスࠊ学校内ࠊ学校外ࡢ人数を合算ࡋたࠋ

㸦2㸧独立変数 

A㸧海に関わる趣味ダミー 

海わࡿ趣味㸦海水浴ࠊサ࣮フンࠊ釣࡞ࡾ㸧ࡀあࡿ回答ࡋた児童࣭生徒を ࠊ1

い児童࣭生徒を࡞ 0  ࠋたࡋ設定࡚ࡋ

B㸧海に関わる仕事に就ࡁたいダミー 

将来ࡣ海や船や魚わࡿ事をࡋたい回答ࡋた児童࣭生徒を 回答い࡞たくࡋࠊ1

た児童࣭生徒をࡋ 0  ࠋたࡋ設定࡚ࡋ
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㸦3㸧従属変数 

A㸧日常生活満喫ダミー 

毎日ࡢ生活ࡶ࡚ࡀ楽ࡋい回答ࡋた児童࣭生徒を た生徒をࡋ回答をࡢ以外ࢀそࠊ1 0 

ࠋたࡋ設定࡚ࡋ

2.2. 記述統計量 

分析使用ࡋた変数ࡢ記述統計量ࡣ表 1 統計ࠊࡣ分析ࡢ以降ࠊ࠾࡞ࠋࡿあ࡛ࡾ࠾ࡢ

ソフࠕࢺSPSS Statistics22ࠖを用いたࠋ 

表 1 記述統計量 

3. 分析結果

3.0. 海の近くに居住しているうが小中学生の日常生活に与える影響 

本項࡛ࠊࡣ第 1 節࡛設定ࡋた問題ࡢ分析先立ࠊࡕ海ࡢ近く居住࡚ࡋいࡿう

小中学生ࡢ日常生活ࡢ関連性を確認ࠋࡿࡍいうࠊࡶࡢ本章ࡢ分析࡛ࠊࡣ海隣接࡚ࡋい

児童࣭生ࡿい࡚ࡋ居住い自治体࡞い࡚ࡋ隣接海児童࣭生徒ࡿい࡚ࡋ居住自治体ࡿ

徒分け࡚ࠊ趣味࣭希望職種ࡢ有無ࠊ生活満足感ࡢ関連性を検証࡚ࡋいくࠊࡀそࡶそࡶ

有効度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 該当%
小学生 2077 25.7%
中学生 2497 21.5%
小学生 2077 15.6%
中学生 2497 9.4%
小学生 2065 48.6%
中学生 2481 50.0%
小学生 1967 1.000 12.000 6.602 3.370
中学生 2479 1.000 12.000 6.494 3.435
小学生 2034 0.000 4.000 1.069 1.164
中学生 2494 0.000 4.000 1.075 1.178
小学生 1963 0.000 10.000 1.437 1.028
中学生 2475 0.000 7.000 1.409 0.877
小学生 1871 1.000 5.000 2.925 1.046
中学生 2258 1.000 5.000 2.716 1.157
小学生 2077 0.000 100.000 57.087 16.626
中学生 2497 0.000 100.000 55.321 16.076
小学生 1863 0.000 56.000 30.183 14.047
中学生 2399 0.000 56.000 30.036 14.576
小学生 2070 41.4%
中学生 2479 31.3%
小学生 2058 14.9%
中学生 2468 8.5%
小学生 2061 51.1%
中学生 2488 36.4%

日常生活ࡶ࡚満足ダミ࣮

東京23区࣭政௧指定都市在住ダミ࣮

町村ダミ࣮

女子ダミ࣮

月齢

蔵書数㸦100冊単位㸧

い数ࡔうࡻࡁ

クラス内成績

海洋ࣜテラシ࣮正答率

人数

海関わࡿ趣味ダミ࣮

海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮

72



第 6 章 海に関する趣味࣭希望職種と生活満足感の関連 

居住地ࡢ特性ࠊそࡢࡽࢀ変数ࡢ間強い関連性ࡀ見ࢀࡽた場合ࠊࡣ本章ࡢ問題関心ࡢ

成立ࡀ難ࡋくࡋ࡚ࡗ࡞まうࡀࢇえ࡛ࡽࡿࢀࡽあࠋࡿそこ࡛ࠊ本項࡛ࠊࡣ分析使用

ࠋいく࡚ࡋ確認ࡾࡼ関連性をクロス集計表࡞主ࡢ変数ࡿࡍ

ࡋクロス集計表࡛示࡚ࡋ満足感をᚑ属変数ࡢ日常生活ࠊ居住地を独立変数ࠊࡵࡌࡣ 

たࠊࡀࡢ表 2 ࡛あࠋࡿ表 2 を見ࠊࡿ小中学生ࡣいࡶࢀࡎ居住地ࠊ࡚ࡗࡼ日常生活ࡢ満

足感関連を持࡚ࡗい࡞いこࡀ確認࡛ࠋࡿࡁ当然ࡢこࡣ࡛あࠊࡀࡿ海隣接ࡿࡍ自治

体住࡛ࢇいࡽࡿいࠊ࡚ࡗ日常生活ࡢ満足感ࡀ向上ࡼࡿࡍう࡞こࡣ確認࡛࡞ࡁいࠋ

表 2 居住地と日常生活満足感の関連 

 続い࡚ࠊ居住地小中学生ࡢ趣味ࡢ有無ࡢ関連性を確認ࠋࡿࡍ居住地を独立変数ࠊ趣

味ࡢ有無をᚑ属変数࡚ࡋクロス集計表࡛示ࡋたࠊࡀࡢ表 3 ࡛あࠋࡿ表 3 を見ࠊࡿ小中

学生ࡶࡣ海隣接࡚ࡋいࡿ自治体居住࡚ࡋいࡿ児童生徒ほࠊ海わࡿ趣味を

持ࡕやࡍいこࡀわࠋࡿこࡢ結果ࠊࡽ地域特性趣味ࡣ一定程度ࡢ関連性ࡀあࡿこ

ࠋうࢁࡔࡿ伺えࡀ

表 3 居住地と海にわる趣味の有無の関連 

ࡶ࡚

あ࡚ࡣまࡿ

まあ

あ࡚ࡣまࡿ

あまࡾ

あ࡚ࡣま

い࡞ࡽ

まࡗたく

あ࡚ࡣま

い࡞ࡽ

海隣接࡚ࡋいࡿ 51.2% 37.9% 9.3% 1.6% 100.0% 㸦1121㸧
海隣接࡚ࡋい࡞い 51.1% 37.9% 9.0% 2.0% 100.0% 㸦940㸧
合計 51.1% 37.9% 9.2% 1.8% 100.0% 㸦2061㸧

海隣接࡚ࡋいࡿ 35.9% 48.1% 13.8% 2.3% 100.0% 㸦1371㸧
海隣接࡚ࡋい࡞い 37.0% 44.9% 15.3% 2.9% 100.0% 㸦1117㸧
合計 36.4% 46.6% 14.5% 2.5% 100.0% 㸦2488㸧

小学生

有意差ࠉࡋ࡞p=0.913

中学生

有意差ࠉࡋ࡞p=0.329

居住ࡿࡍ

自治体

毎日ࡢ生活ࡀ楽ࡋい

合計 N

ࡶ࡚

あ࡚ࡣまࡿ

まあ

あ࡚ࡣまࡿ

あまࡾ

あ࡚ࡣま

い࡞ࡽ

まࡗたく

あ࡚ࡣま

い࡞ࡽ

海隣接࡚ࡋいࡿ 25.5% 20.1% 24.6% 29.9% 100.0% 㸦1131㸧
海隣接࡚ࡋい࡞い 18.5% 17.9% 26.1% 37.5% 100.0% 㸦939㸧
合計 22.3% 19.1% 25.3% 33.3% 100.0% 㸦2070㸧

海隣接࡚ࡋいࡿ 16.3% 17.4% 24.9% 41.4% 100.0% 㸦1363㸧
海隣接࡚ࡋい࡞い 13.9% 14.6% 25.8% 45.7% 100.0% 㸦1116㸧
合計 15.2% 16.1% 25.3% 43.3% 100.0% 㸦2479㸧

5%水準࡛有意ࠉp=0.044

合計 N居住ࡿࡍ

自治体

海わࡿ趣味ࡀあࡿ

小学生

0.1%水準࡛有意ࠉp=0.000

中学生
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表 3 居住地と海にわる趣味の有無の関連 

最後ࠊ居住地海関ࡿࡍ希望職種ࡢ有無ࡢ関連性を確認ࠋࡿࡍ居住地を独立変数ࠊ

海わࡿ希望職種ࡢ有無をᚑ属変数࡚ࡋクロス集計表࡛示ࡋたࡀࡢ表 4 ࡛あࠋࡿ表

4 を見ࠊࡿ海隣接࡚ࡋいࡿ自治体居住࡚ࡋいたࠊࡶ࡚ࡋそう࡛ࡗ࡞たࠊࡶ࡚ࡋ

海わࡿ職業を希望ࡿࡍうࠊࡣ関連࡞ࡀいこࡀわࠋࡿ先ࡢ表 3 い࡚࠾

関ࠊࡣ࡚ࡋ関希望職業ࠊࡀいた࡚ࢀ示さࡀこࡘ関連を持有無ࡢ趣味ࡀ地域特性ࠊࡣ

連ࡀ見࡞ࢀࡽいこ注意ࡀ必要࡛あࠋࡿ

以上ࠊクロス集計表࡛示さࢀたࠊこࡢࡽࢀ点を踏まえた上࡛ࠊ海関ࡿࡍ趣味希望職

種ࡢ有無ࠊࡀ小中学生ࡢ生活満足感ࡼࡢう࡞関連を持ࡢࡘをࠊ海隣接ࡿࡍ自治体

ࠋうࡼࡋいくこ࡚ࡋ検証ࠊ置いた上࡛いう区別を念頭うࡿい࡚ࡋ居住

表 4 居住地と海にわる希望職種の有無の関連 

3.1.1. 海に隣接する自治体に居住している小学生の日常生活満足感の規定要因 

 本項࡛ࠊࡣ小学生ࡢ海わࡿ趣味希望職種ࡢ有無ࡀ生活満足感与えࡿ影響を検

証ࠋࡿࡍ日常生活ࡶ࡚満足ダミ࣮をᚑ属変数ࠊ海関わࡿ趣味ダミ࣮海関わࡿ事

表ࠊࡀࡢたࡗック回帰分析を行ステࢪロࠊࡋ設定たいダミ࣮を独立変数ࡁ就 5 ࡛あ

ࡶ࡚

あ࡚ࡣまࡿ

まあ

あ࡚ࡣまࡿ

あまࡾ

あ࡚ࡣま

い࡞ࡽ

まࡗたく

あ࡚ࡣま

い࡞ࡽ

海隣接࡚ࡋいࡿ 51.2% 37.9% 9.3% 1.6% 100.0% 㸦1121㸧
海隣接࡚ࡋい࡞い 51.1% 37.9% 9.0% 2.0% 100.0% 㸦940㸧
合計 51.1% 37.9% 9.2% 1.8% 100.0% 㸦2061㸧

海隣接࡚ࡋいࡿ 35.9% 48.1% 13.8% 2.3% 100.0% 㸦1371㸧
海隣接࡚ࡋい࡞い 37.0% 44.9% 15.3% 2.9% 100.0% 㸦1117㸧
合計 36.4% 46.6% 14.5% 2.5% 100.0% 㸦2488㸧

小学生

有意差ࠉࡋ࡞p=0.913

中学生

有意差ࠉࡋ࡞p=0.329

居住ࡿࡍ

自治体

毎日ࡢ生活ࡀ楽ࡋい

合計 N

ࡶ࡚

あ࡚ࡣまࡿ

まあ

あ࡚ࡣまࡿ

あまࡾ

あ࡚ࡣま

い࡞ࡽ

まࡗたく

あ࡚ࡣま

い࡞ࡽ

海隣接࡚ࡋいࡿ 6.0% 9.0% 36.8% 48.3% 100.0% 㸦1123㸧
海隣接࡚ࡋい࡞い 4.8% 9.9% 38.5% 46.7% 100.0% 㸦935㸧
合計 5.4% 9.4% 37.6% 47.6% 100.0% 㸦2058㸧

海隣接࡚ࡋいࡿ 3.1% 6.3% 34.6% 56.0% 100.0% 㸦1354㸧
海隣接࡚ࡋい࡞い 1.7% 5.7% 36.0% 56.6% 100.0% 㸦1114㸧
合計 2.5% 6.0% 35.3% 56.3% 100.0% 㸦2468㸧

N

小学生

有意差ࠉࡋ࡞p=0.495

中学生

有意差ࠉࡋ࡞p=0.134

居住ࡿࡍ

自治体

将来ࡣ海や船や魚わࡿ事をࡋたい

合計
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ࣝࢹモࠋࡿ 1 ࣝࢹモࠊࡾあ࡛ࣝࢹたベ࣮スモࡋ投入を独立変数ࡳࡢ統制変数ࠊࡣ 2  3

ࣝࢹモ࡚ࡋそࠊࣝࢹたモࡋ投入ࣝࢹ分析モࢀࡒࢀ独立変数をそࠊࡣ 4 独立統制変数ࡣ

変数をࡍべ࡚含ࡵた分析モ࡚ࡗ࡞ࣝࢹいࠋࡿ

モࣝࢹ 2 を見ࠊࡿ海関わࡿ趣味ダミ࣮ࠊࡣ日常生活ࡢ満足感有意࡞影響を与え࡚

いࡿこࡀわࠋࡿそ࡚ࡋモࣝࢹ 3 を見ࠊࡿ海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮ࡶまたࠊ

日常生活ࡢ満足感有意࡞影響を与え࡚いࡿこࡀ読ࡳ取ࠊࡋࡋࠋࡿࢀ海関わࡿ趣味

ダミ࣮海わࡿ事就ࡁたいダミ࣮を同時独立変数投入ࡋたモࣝࢹ 4 を見ࡿ

ࡗ࡞く࡞ࢀࡽ見ࡀ影響࡞与え࡚いた有意満足感ࡢ日常生活ࡀ趣味ダミ࣮ࡿ関わ海ࠊ

࡚いࠋࡿ

ࡢࡶ࡞擬似的ࡣ影響ࡿ与え࡚い満足感ࡢ日常生活ࡀ趣味ダミ࣮ࡿ関わ海ࠊࡕわ࡞ࡍ 

࡛あࠊࡾ海関わࡿ趣味ダミ࣮ࠊࡣ海関わࡿ職業就ࡁたいダミ࣮を媒介ࠊ࡚ࡋ日常生

活ࡢ満足感影響を与え࡚いࡿいうこ解釈ࡀ可能ࠋࡿ࡞

 こࡢ解釈を裏付けࡿたࠊࡵ海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮をᚑ属変数ࠊ海関わࡿ

趣味ダミ࣮を独立変数設定ࠊ࡚ࡋロࢪステック回帰分析を行ࡗた表 6 を確認ࠊࡿࡍ

確海関わࡿ趣味ダミ࣮ࠊࡣ海影響を及࡚ࡋࡰいࡿこࡀわࠊ࡚ࡗࡼࠋࡿ先ࡢ解

釈ࡀ裏付けࢀࡽた考え࡚ࡼいࢁࡔうࠋ

表 5 海に隣接する自治体に居住している小学生の日常生活満足感の規定要因 

S.E. S.E. S.E. S.E.
東京23区࣭政௧指定都市居住ダミ࣮ -0.313 * 0.147 -0.306 * 0.148 -0.349 * 0.149 -0.340 * 0.149
㸦基準：そࡢ他ࡢ市㸧

町村ダミ࣮ -0.233 0.349 -0.232 0.350 -0.253 0.352 -0.250 0.353
女子ダミ࣮ 0.372 ** 0.141 0.452 ** 0.145 0.453 ** 0.144 0.496 *** 0.147
月齢 -0.025 0.021 -0.022 0.021 -0.022 0.022 -0.021 0.022
蔵書数㸦100冊単位㸧 -0.077 0.060 -0.074 0.060 -0.090 0.061 -0.087 0.061
い数ࡔうࡻࡁ 0.067 0.064 0.064 0.064 0.072 0.064 0.072 0.065
クラス内成績 0.213 ** 0.070 0.214 ** 0.070 0.226 ** 0.071 0.224 ** 0.071
海洋ࣜテラシ࣮正答率 0.004 0.004 0.004 0.005 0.003 0.005 0.003 0.005
人数 0.029 *** 0.005 0.027 *** 0.005 0.028 *** 0.005 0.027 *** 0.005
海関わࡿ趣味ダミ࣮ 0.339 * 0.145 0.223 0.151
海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮ 0.606 ** 0.204 0.517 * 0.210
㸦定数㸧 -1.549 *** 0.401 -1.713 *** 0.409 -1.638 *** 0.407 -1.735 *** 0.412
Nagelkerke決定係数

尤度比ࡢカイ乗検定

N
䠄***：p<0.001，**：p<0.01，*：p<0.05，†：p<0.1䠅

895903 902 894
p=0.000 p=0.000 p=0.000

モデル3

0.101
p=0.000

B B B

0.087 0.095 0.104

B海隣接ࡿࡍ自治体居住

モ1ࣝࢹ モ2ࣝࢹ モ4ࣝࢹ
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表 6 海に隣接する自治体に居住している小学生の海にわる希望職種希望の規定要因 

㸦ロࢪスティック回帰分析㸧 

3.1.2. 海に隣接する地域に居住している中学生の日常生活満足感の規定要因 

 続い࡚ࠊ先ࡢ分析同様海隣接ࡿࡍ自治体居住࡚ࡋいࡿ中学生ࡢ分析を行うࠋ日

常生活ࡶ࡚満足ダミ࣮をᚑ属変数ࠊ海関わࡿ趣味ダミ࣮海関わࡿ事就ࡁたい

ダミ࣮を独立変数設定ࠊࡋロࢪステック回帰分析を行ࡗたࠊࡀࡢ表 7 ࡛あࠋࡿ 

表 7 ࣝࢹモࡢ 2 ࣝࢹモ 3 を見ࠊࡿ中学生࠾い࡚ࠊࡣ表 6 ࡛示さࢀた小学生ࡢ分析

結果違いࠊ海関わࡿ趣味ダミ࣮ࠊࡣ日常生活ࡢ満足感有意࡞影響を与え࡚ࠊࡎࡽ࠾

海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮ࡀ日常生活満足感有意࡞影響を与え࡚いࡿこࡀ確認

2ࠊ࡚ࡋそࠋࡿࡁ࡛ ࣝࢹたモࡋ投入独立変数独立変数を同時ࡢࡘ 4 ࠾࡞ࠊࡶい࡚࠾

海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮ࡔけࠊࡀ有意࡞影響を与え࡚いࡿこࡀわࡘࠋࡿまࠊࡾ

海隣接ࡿࡍ自治体居住࡚ࡋいࡿ中学生࠾い࡚ࠊࡣ海関ࡿࡍ趣味を持࡚ࡗいたࡋ

いࡿい࡚ࡋ事を希望ࡿ関わ海ࠊࡎࡁ࡛ࡀこࡿ満足感を向上させࡢ日常生活ࠊࡶ࡚

うキャࣜア意識ࡀࡳࡢ日常生活ࡢ満足感影響を与え࡚いࡿいう解釈ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

S.E.
東京23区࣭政௧指定都市居住ダミ࣮ 0.222 0.208
㸦基準：そࡢ他ࡢ市㸧

町村ダミ࣮ 0.194 0.498
女子ダミ࣮ -0.653 ** 0.216
月齢 -0.097 0.031
蔵書数㸦100冊単位㸧 0.083 0.081
い数ࡔうࡻࡁ 0.010 0.086
クラス内成績 -0.116 0.096
海洋ࣜテラシ࣮正答率 0.012 † 0.006
人数 0.006 0.007
海関わࡿ趣味ダミ࣮ 1.603 *** 0.230
㸦定数㸧 -2.591 *** 0.579
Nagelkerke決定係数

尤度比ࡢカイ乗検定

N
䠄***：p<0.001，**：p<0.01，*：p<0.05，†：p<0.1䠅

B

p=0.000
0.193

903

海隣接ࡿࡍ

自治体居住
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表 7 海に隣接している地域に居住している中学生の日常生活満足感の規定要因 

㸦ロࢪスティック回帰分析㸧 

3.2.1. 海に隣接してい࡞い地域に居住してい࡞い小学生の日常生活満足感の規定要因 

ここࠊࡣࡽ先ࡢ 2 そࠊࡢ࡞ࡢࡶࡿࡼ特性ࡢ地域ࡿࡍ居住ࡀࡽ彼ࠊࡀ分析結果ࡢࡘ

居住い自治体࡞ࡋ隣接海ࠊࡵたࡿࡍを検証ࡢࡿࡁ確認࡛ࡶ࡚ࡋ傾向ࡢ全体ࡶࢀ

ࠋいく࡚ࡋ確認結果を順ࡢ小中学生ࡿࡍ

満足ダミ࣮をࡶ࡚日常生活ࠊ同様分析ࡢま࡛ࢀこࠋ分析を行うࡢ小学生ࡵࡌࡣ 

ᚑ属変数ࠊ海関わࡿ趣味ダミ࣮海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮を独立変数設定ࠊࡋ

ロࢪステック回帰分析を行ࡗたࠊࡀࡢ表 8 ࡛あࠋࡿ 

表 8 を見ࠊࡿいࡢࢀࡎ分析モ࠾ࣝࢹい࡚ࠊࡶ海隣接࡚ࡋい࡞い地域居住࡚ࡋい

たいダࡁ就事ࡿ関わ海趣味ダミ࣮ࡿ関わ海ࠊࡣた分析࡛ࡋい小学生を対象࡞

ミ࣮ࠊࡣ日常生活ࡢ満足感影響を与え࡚い࡞いこࡀ確認࡛ࠋࡿࡁ

S.E. S.E. S.E. S.E.
東京23区࣭政௧指定都市居住ダミ࣮ -0.187 0.142 -0.183 0.142 -0.204 0.143 -0.204 0.143
㸦基準：そࡢ他ࡢ市㸧

町村ダミ࣮ 0.246 0.277 0.246 0.277 0.176 0.279 0.176 0.279
女子ダミ࣮ 0.177 0.130 0.196 0.137 0.208 0.132 0.204 0.138
月齢 0.002 0.019 0.002 0.019 0.002 0.019 0.002 0.019
蔵書数㸦100冊単位㸧 0.022 0.058 0.021 0.058 0.016 0.058 0.016 0.058
い数ࡔうࡻࡁ -0.097 0.072 -0.099 0.072 -0.114 0.073 -0.114 0.073
クラス内成績 0.120 † 0.062 0.121 † 0.062 0.122 * 0.062 0.122 † 0.062
海洋ࣜテラシ࣮正答率 0.008 † 0.005 0.008 † 0.005 0.008 † 0.005 0.008 † 0.005
人数 0.042 *** 0.005 0.041 *** 0.005 0.042 *** 0.005 0.042 *** 0.005
海関わࡿ趣味ダミ࣮ 0.060 0.144 -0.013 0.150
海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮ 0.426 * 0.217 0.431 † 0.225
㸦定数㸧 -2.461 *** 0.398 -2.472 *** 0.402 -2.490 *** 0.402 -2.486 *** 0.405
Nagelkerke決定係数

尤度比ࡢカイ乗検定

N
䠄***：p<0.001，**：p<0.01，*：p<0.05，†：p<0.1䠅

モ3ࣝࢹ

0.122
p=0.000

1171
p=0.000

1180 11711181
p=0.000 p=0.000

モ1ࣝࢹ モ2ࣝࢹ
B B

モ4ࣝࢹ

0.115 0.115 0.122

B B海隣接ࡿࡍ自治体居住
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表 8 海に隣接し࡞い自治体に居住する小学生の日常生活満足感の規定要因 

㸦ロࢪスティック回帰分析㸧 

3.2.2. 海に隣接し࡞い自治体に居住してい࡞い中学生の日常生活満足感の規定要因 

 続い࡚ࠊ海隣接࡞ࡋい自治体居住ࡿࡍ中学生ࡢ分析を行うࠋ日常生活ࡾ࡞満足

ダミ࣮をᚑ属変数ࠊ海関わࡿ趣味ダミ࣮海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮を独立変数

表ࠊࡀࡢたࡗック回帰分析を行ステࢪロࠊࡋ設定 9 ࡛あࠋࡿ表 9 を確認ࠊࡿࡍモࢹ

ࣝ 2 ࣝࢹびモࡼ࠾ 4 影響を与え࡚満足感ࡢ日常生活ࡀ趣味ダミ࣮ࡿ関わ海ࠊい࡚࠾

いࡿこࡀわࠋࡿたࠊࡋࡔ海隣接ࡿࡍ自治体居住ࡿࡍ中学生࡛ࡣ同様ࡢ効果ࡀ確認

海ࠕࠊࡢ࡞効果ࡢこࡿあࡀ趣味ࠊࡿࡍを考慮たこࡗ࡞ࡁ࡛ 効果ࡢ趣味ࡿࡍ関ࠖ

ࡍ関海ࠊࡳࡢ中学生ࡿࡍ居住い自治体࡞い࡚ࡋ隣接海ࠋࡿあࡀ余地ࡢ検討ࡣࡢ࡞

ࠋいࡽ考え࡙ࡣࡿ影響を与え満足感ࡢ日常生活ࡀこࡘ趣味を持ࡿ

S.E. S.E. S.E. S.E.
東京23区࣭政௧指定都市居住ダミ࣮ -0.255 0.199 -0.251 0.199 -0.261 0.199 -0.253 0.199
㸦基準：そࡢ他ࡢ市㸧

町村ダミ࣮ -0.129 0.179 -0.136 0.179 -0.136 0.180 -0.134 0.180
女子ダミ࣮ -0.056 0.146 -0.015 0.149 -0.044 0.149 -0.020 0.151
月齢 -0.022 0.022 -0.022 0.022 -0.023 0.022 -0.022 0.022
蔵書数㸦100冊単位㸧 -0.084 0.067 -0.087 0.067 -0.086 0.067 -0.089 0.067
い数ࡔうࡻࡁ 0.064 0.082 0.058 0.082 0.062 0.082 0.057 0.082
クラス内成績 0.142 † 0.080 0.145 † 0.080 0.152 † 0.081 0.155 † 0.081
海洋ࣜテラシ࣮正答率 0.005 0.005 0.005 0.005 0.004 0.005 0.004 0.005
人数 0.027 *** 0.005 0.026 *** 0.005 0.026 *** 0.005 0.025 *** 0.005
海関わࡿ趣味ダミ࣮ 0.233 0.156 0.182 0.163
海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮ 0.219 0.210 0.142 0.219
㸦定数㸧 -1.320 ** 0.417 -1.371 ** 0.421 -1.304 ** 0.422 -1.339 ** 0.425
Nagelkerke決定係数

尤度比ࡢカイ乗検定

N
䠄***：p<0.001，**：p<0.01，*：p<0.05，†：p<0.1䠅

B B B B
モ3ࣝࢹ

0.063
p=0.000

795
p=0.000

801 799 794
p=0.000 p=0.000
0.064 0.066 0.064

海隣接࡞ࡋい自治体居住

モ1ࣝࢹ モ2ࣝࢹ モ4ࣝࢹ
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表 9 海に隣接してい࡞い地域に居住している小学生の日常生活満足感の規定要因 

㸦ロࢪスティック回帰分析㸧 

4. 結論

本章࡛ࠊࡣ小中学生ࡢ海関ࡿࡍ趣味希望職種ࡢ有無ࠊࡀ生活満足感ࡼࡢう࡞関

連を持ࡢࡘをࠊ海ࡢ近く居住࡚ࡋいࡿういうࠊ彼ࡀࡽ居住ࡿࡍ地域ࡢ特性を

踏まえた上࡛検証ࡁ࡚ࡋたࠋ

そࡢ結果ࠊ明ࡗ࡞ࡽたࠊࡣࡢ以ୗࡢ 3 点࡛あ1ࠋࡿ 自治体ࡿࡍ隣接海ࠊࡣ目ࡘ

居住࡚ࡋいࡿ小学生࠾い࡚ࠊࡣ海関ࡿࡍ趣味を持ࡘこࠊࡀ海関ࡿࡍ職業就ࡁた

いいう意識ࠊࡾࡀ࡞ࡘそࡢこࠊࡾࡼ生活満足感を高ࡿࡵ効果ࡀあࡿこ࡛あ2ࠋࡿ

たࡁ就職業ࡿࡍ関海ࠊࡣい࡚࠾中学生ࡿい࡚ࡋ居住自治体ࡿࡍ隣接海ࠊࡣ目ࡘ

いいう意識ࡣ生活満足感࡚ࡗࡀ࡞ࡘいࠊࡢࡢࡶࡿ趣味ࡀあࡿこࡿࡼ効果ࡣ見ࢀࡽ

3ࠋࡿあ࡛いこ࡞ 小中学生ࡿࡍ居住い自治体࡞ࡋ隣接海ࠊࡀ効果ࡢࡽࢀこࠊࡣ目ࡘ

ࠋࡿあ࡛いうこい࡞ࡁ確認࡛ࡣ࡛

たࠊࡋࡔ中学生࠾い࡚ࠊࡣ海関ࡿࡍ趣味を持ࡘこࡀ生活満足感࡚ࡗࡀ࡞ࡘいࡿ

こࡀ確認さ࡚ࢀいたࠊࡋࡋࠋ趣味ࡔけࡀ生活満足感࡚ࡗࡀ࡞ࡘいࠊࡣࡢࡿ地域ࡢ特

性関係࡞くࠊ単ࠕ趣味ࡀあࠖࡿこࡿࡼ効果࡛あࡿこࡀ想定࡛ࡿࡁたࠊࡵ分析結

果ࡢ解釈を慎重行う必要ࡀあࠋࡿまたࠕࠊ海関ࡿࡍ職業ࠖいう質問項目ࡘい࡚ࠊࡶ

小中学生࡛ࡣ職業対ࡿࡍ視㔝ࡀ広࡚ࡗࡀいࡿ可能性ࡀあࠊࡾ同様ࡢࡶࡢを指࡚ࡋいࡿ

調ࡴいう質問項目を含たいࡁ就職業ࡢ具体的ࡣ今後ࠊࡵたࡢそࠋいࡽ考え࡙ࡣ

S.E. S.E. S.E. S.E.
東京23区࣭政௧指定都市居住ダミ࣮ 0.006 0.199 -0.027 0.201 -0.034 0.201 -0.051 0.202
㸦基準：そࡢ他ࡢ市㸧

町村ダミ࣮ -0.689 * 0.287 -0.743 * 0.290 -0.686 * 0.288 -0.728 * 0.291
女子ダミ࣮ 0.224 0.144 0.308 * 0.148 0.238 0.145 0.314 * 0.149
月齢 -0.021 0.020 -0.020 0.020 -0.019 0.020 -0.018 0.020
蔵書数㸦100冊単位㸧 0.018 0.058 0.012 0.059 0.015 0.058 0.013 0.059
い数ࡔうࡻࡁ -0.137 0.089 -0.151 † 0.090 -0.143 0.089 -0.158 † 0.091
クラス内成績 0.031 0.068 0.056 0.068 0.033 0.068 0.052 0.069
海洋ࣜテラシ࣮正答率 0.003 0.005 0.002 0.005 0.003 0.005 0.002 0.005
人数 0.041 *** 0.005 0.039 *** 0.005 0.041 *** 0.005 0.039 *** 0.005
海関わࡿ趣味ダミ࣮ 0.538 *** 0.158 0.551 *** 0.162
海関わࡿ事就ࡁたいダミ࣮ 0.238 0.276 -0.032 0.287
㸦定数㸧 -1.710 *** 0.416 -1.786 *** 0.423 -1.722 *** 0.418 -1.812 *** 0.424
Nagelkerke決定係数

尤度比ࡢカイ乗検定

N
䠄***：p<0.001，**：p<0.01，*：p<0.05，†：p<0.1䠅

B B B B
モ3ࣝࢹ

0.116
p=0.000

950
p=0.000

0.133
p=0.000 p=0.000

956 953 949

0.116 0.133

海隣接࡞ࡋい自治体居住

モ1ࣝࢹ モ2ࣝࢹ モ4ࣝࢹ
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査を行うこࠊ࡚ࡗࡼ本章ࡢ結果を分析ࡋ直ࡍ必要性ࡀあࡿ考えࠋࡿࢀࡽ

い࡚࠾児童࣭生徒ࡿい࡚ࡋ居住自治体ࡿࡍ隣接海ࠊࡼせࢀࡎいࠊࡽࡀ࡞ࡋࡋ 

生活ࠊࡾࡼこࡢそࠊࡾ࡞くࡍやࡕた趣味や希望職種を持ࡋ関連特性ࡢ地域ࡢそࠊࡣ

満足感ࡀ高まࡿ可能性ࡀ一定程度示さࢀた言えࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿこࠕࡀࢀ海ࠖࡢ近接性

傾向࡞一般的ࡿうࡋ示ࡶ࡚ࡗ山࡛ࠖあࠕࡶࢀそࠊࡢ࡞た結果ࢀ示さࡾࡼいう特性

特性をࡢ地域ࡢ他ࠊࡣ࡚ࡋ関点ࡢこࠋい࡞い࡚ࡁ࡛ࡽ明ࡣࡽ分析ࡢ本章ࡣࡢ࡞

踏まえた大規模調査を行うこࠊࡾࡼさࡿ࡞ࡽ解明ࡀ必要࡚ࡗ࡞くࢁࡔࡿうࠋ

図ࠊࡿࡵ知見をまࡢ本章ࠊ࠾࡞ 1  ࠋたいࢀ参照さ࡛ࡢࡿ࡞うࡼࡢ

図 1 本章の知見のまとめ 

引用文献

古賀正義，2008，ࠕいまࠊ小学生ࡾ࡞࡚ࠗࡗたい職業࠘ࠗࠖࡣ 児童心理࠘2008 年 2 月

号，pp.30-38. 

キャࣜア教育࠾けࡿ外部人材活用等関ࡿࡍ調査研究協力者会議，2011，ࠗ 学校ࡀ社会

協働࡚ࡋ一日ࡶ早くࡍべ࡚ࡢ児童生徒充実ࡋたキャࣜア教育を行うた࠘ࡵ文部科学

省ࠋ

୕村隆男，2008，ࠗ 小学校キャࣜア教育実践講ᗙ――新学習指導要領準拠 日࠘本進路指導協

会ࠋ

徳岡大࣭山縣麻央࣭淡㔝将太࣭新見直子࣭前田健一，2010，ࠕ小学生ࡢキャࣜア意識適応

感ࡢ関連ࠖࠗ 広島大学心理学研究࠘第 10 号，pp.110-9. 
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第 7 章 海洋ࣜテࣛシーと児童࣭生徒の将来像との関連 

日ୗ田 岳史㸦大正大学㸧

1. 本章の目的

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センタ࣮ࠊࡣ海洋教育ࡘい࡚次ࡼࡢう

述べ࡚いࠋࡿ

人類ࠊࡣ海洋ࡽ多大࡞恩恵を受けࠊࡶࡿ海洋環境少ࡠࡽ࡞影響を与

え࡚ࠊࡾ࠾海洋人類ࡢ共生ࡣ国民的࡞重要課題࡚ࡗ࡞いまࠋࡍ海洋教育ࠊࡣ

海洋人間ࡢ関係ࡘい࡚ࡢ国民ࡢ理解を深ࠊࡶࡿࡵ海洋環境の保全を図

海洋の開発と利用を可能と࡞持続可能ࡘた平和的ࡗ理解に立࡞国際的ࡘࡘࡾ

する知識、技能、思考力、判断力、表現力を有する人材ࡢ育成を目指࡚ࡋいまࠋࡍ

こࡢ目的を達成ࡿࡍたࠊࡵ海洋教育ࠊࡣ海親ࠊࡳࡋ海を知ࠊࡾ海を守ࠊࡾ海

を利用ࡿࡍ学習を推進ࡋまࠋࡍ㸦21ࠕ 世紀ࡢ海洋教育関ࢢࡿࡍランࢨࢹࢻインࠖ

準拠㸧

http://rcme.oa.u-tokyo.ac.jp/aboutus/Marine-education.html 

強調ࡣ引用者ࠋࡿࡼ

海洋教育を本格的導入ࡿࡍこࡢ可否を検討ࡼࡋうࡿࡍ時ࠊ少࡞くࡶ次ࡢ点を

実証的把握ࡿࡍこࡀ重要࡛あࠋࡿ

第一ࠊ現行ࡢ学校教育ࠊࡣ海洋教育ࡀ目指ࡍ人材ࡢ育成資࡚ࡗ࡞ࡢࡶࡿࡍい࡞い

いう実ࡿうࡋ程度達成ࡿあࡶ学校教育࡛ࡢ現行ࡀࢁこࡍ目指ࡀ海洋教育ࠊ仮ࠋࡢ

証的࡞知見ࡀ得ࢀࡽた場合ࠊ海洋教育を特段提唱ࡿࡍ必要࡞ࡣい࡞ࢀࡋࡶいࠋ逆ࠊ

現行ࡢ学校教育Ḟけ࡚いࡿ点ࡀ実証的明ࠊࡤࢀࡁ࡛ࡽ海洋教育ࡢ必要性を提案ࡍ

ࠊࡵたࡿ不明࡛あࡔいまࡣ因果的効果ࡢ海洋教育ࠊࡋࡔたࠋい࡞ࢀࡋࡶࡢࡿࡁ࡛ࡀこࡿ

そࡢ提案ࠊࡣ慎重࡞࡛ࡢࡶ࡞く࡚࡞ࡽ࡞ࡣいࠋ

第ࠊ小 6 び中ࡼ࠾児童ࡢ 3 ࡞うࡼࡢࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࡿい࡚ࡋ有現ࡀ生徒ࡢ

意味を持࡚ࡗいࢁࡔࡢࡿうࠋ海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡣ全国海洋ࣜテラシ࣮調査࠾けࠕࡿ海

単ࠊࡣ指標ࡿࢀ呼称さ海洋ࣜテラシ࣮ࡢこࠋࡿい࡚ࢀ測定さ࡚ࡗ正答率を以ࡢ問題ࠖࡢ
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ࡗࡶࡣࢀそࠊࡤࢀࡍࡿあࡀいう疑問い࡞ࡣ࡛ࡢい࡞ࡂ過ࡿい࡚ࡋ学力を代理

部分を統ࡿࡍ学力を反映ࡽ構成要素ࡢ海洋ࣜテラシ࣮ࠊそこ࡛ࠋい࡞ࢀࡋࡶこ࡞ࡶ

計的除去ࡋた上࡛そࡢ含意を検討ࡿࡍいうࠊ探索的࡞研究ࡀ必要࡛ࡢࡿ࡞あࠋࡿ

本章ࡽࡡࡢいࠊࡣ上記ࡢ点関ࡿࡍ実証分析を行いࠊ以࡚ࡗ海洋教育ࡢ課題ࡘい࡚

試論的࡞検討を行うこあࠋࡿ

2. 海洋教育が目指す人材像㸦児童࣭生徒が描く将来像㸧の試論的࣭操作的定義

2.1. 分析モデル 

本章ࡢ目的応えࡿたࠊࡣࡵ次ࡢ 3 変数ࡢ関連を実証的確認ࡿࡍこࡀ必要࡛あࠋࡿ

海洋教育ࡀ目指ࡍ人材像をࠊ児童࣭生徒ࡀ描く将来像いう形操作化ࡋた上࡛ࠊ当該変

数ࡀ現行ࡢ学校教育ࡢ内容いࡿ࡞関連を持ࠊࡢࡘまたࠊ児童࣭生徒ࡢ海洋ࣜテラシ

重回帰分ࠊい࡚ࡘ問いࡢࡽࢀこࠋࡿࢀ設定さࡀいう問いࡢࡘ関連を持ࡿ࡞い࣮

析ࡿࡼ探索的࡞実証を進࡚ࡵいくࠋ

図 1 分析の概要

海洋教育ࡀ目指ࡍ人材像1ࠊࡣ.࡛述べた通࡛ࡾあࠊࡋࡋࠋࡿ当該人材像を操作的定

義ࡿࡍこࠊࡣ必ࡶࡋࡎ容易࡞こ࡞ࡣ࡛いࡽࡔࠋ言࡚ࡗ何࡞ࡋࡶく࡚良いいうこ

操作ࠊ範ᅖ内࡛ࡢ制約ࡢタ࣮ࢹࠊい࡚ࡘ人材像ࡍ目指ࡀ海洋教育ࠊ࡛ࡢい࡞ࡽ࡞ࡣ

的定義を試論的行ࡳ࡚ࡗたいࠋそࡢたࡢࡵ糸口をࡢ.1ࠊ引用箇所ࡽ引ࡁ出࡚ࡋいくࠋ 

現行の学校教育の内容 

㸦学校水準変数㸧 

児童࣭生徒の海洋ࣜテࣛシー 

㸦児童࣭生徒水準変数㸧 

海洋教育が目指す人材像 

㸦児童࣭生徒が描く将来像㸧 

※そࡢ他ࡢ児童࣭生徒水準ࡢ変数ࡢ影響をコンࢺロ࣮ࣝ

○主観的࡞クラス内成績 ○児童࣭生徒ࡢ日常生活ࡢ認知

○勉強時間 ○保護者ࡢ関係性対ࡿࡍ児童࣭生徒ࡢ認知
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2.2. 操作化 

ࠋࡿࡁ࡛ࡀこࡿ取ࡳ人材像を読ࡢࡘࠊࡽここࠋࡴ強調部を読ࡢ引用箇所ࡢ.1

 第一ࠕࠊ海洋環境ࡢ保全を図ࡘࡘࡾ 態度を有ࡿࡍ海洋環境を大ษࠊࡽいう箇所ࠖ

ࠋࡿ分ࡀこࡿい࡚ࢀさ必要ࡀ人材像ࡿࡍ

 第ࠊ海洋環境を大ษࡿࡍ態度を有࡞࡛ࡾࡤࡿࡍくࠕࠊ国際的࡞理解立ࡗた平和

的ࡘ持続可能࡞海洋ࡢ開発利用を可能ࡿࡍ知識ࠊ技能ࠊ思考力ุࠊ断力ࠊ表現力ࠖ

ࠋࡿい࡚ࢀࡽ語ࡀ旨ࡍ育成を目指ࡢ人材像ࡘ総合力を持ࡤ言わࠊࡿࡍ力を有࡞た様々ࡗい

そࡼࡢう࡞人材ࡀ求ࠋࡐ࡞ࡣࡢࡿࢀࡽࡵそࠊࡣࢀ海洋人類ࡢ共生いうࠕ国民的࡞重

要課題ࠖࡢ解決ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࡔࡽࡿ読ࠋࡿࡵこࡢ課題ࠊࡣ国民的࡞課題࡛あࡿ同

時ࠊ社会的ࠊ人類的規模ࡢ課題࡛あࡶࡿ言え࡞ࢀࡋࡶࡿいࠋそࡼࡢう࡞社会的࡞課

題挑戦࡛ࡿࡁ人材ࡢ育成ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࡿ解釈࡛ࠋࡿࡁ

そこ࡛ࠊ海洋教育ࡀ目指ࡍ人材像を次ࡼࡢう試論的࣭操作的定義ࠋࡿࡍ

海洋教育ࡀ目指ࡍ人材像㸦児童࣭生徒ࡀ描く将来像㸧

○海洋環境を大ษࡿࡍ態度࣭࣭ たいࠖࡋ行動をࡿࡍ自然環境を大ษࠕ࣭

○社会的࡞課題挑戦ࡿࡍ態度࣭࣭ たいࠖࡕ役立ࡵたࡢ中ࡢ世ࡣ将来ࠕ࣭

い࡞ࡂ過ࡿい࡚ࡋ学力を代理単ࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࠊうࡼ述べた࡛.1ࠊ࡛ࢁこ

ࠋうࢁࡔいࡼࡀいたほう࠾࡚ࡋ検証ࠊ別途ࠊࡶい࡚ࡘこࡢこࠋࡿあࡀいう可能性

そこ࡛ࠊ海洋教育ࡀ目指ࡍ人材像直接ࡢ関係࡞ࡣいࠊࡀ進学アスピレ࣮ション変数ࡶ

ᚑ属変数࡚ࡋ位置付けࡿこࡋたいࠋ児童࣭生徒ࡢ海洋ࣜテラシ࣮水準ࡀ当該変数

ࡾ手掛ࡢࡵたࡿࡍ含意を解釈ࡢ海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡽ結果ࡢそࠊࡤࡽ࡞ࡘ関連を持

ࠋい࡞ࢀࡋࡶࡿࢀࡽ得ࡀ

○進学アスピレ࣮ション࣭࣭ たいࠖࡾ入大学࡞有ྡࡣ将来ࠕ࣭

2.3. 分析手法 

図 1 内容ࡢ学校教育ࡢ現行ࠋࡿࡍた各ᚑ属変数を投入ࡆ挙.2.2ࠊࣝࢹたモࡋ示

関ࡿࡍ変数そࡢ他ࡢ変数を独立変数࡚ࡋ同時投入ࡿࡍ際ࠊࡣそࡢࡽࢀ変数ࡢ水準ࡀ

異ࡿ࡞こ留意ࠊࡋマࣝチレベࣝࡢ重回帰分析を行うࠋそࡢ推定方法ࠊࡣ制限付ࡁ最尤
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法㸦REML㸧ࠋࡿࡍ分析を単純化させࡿたࠊࡵ学校間࡛回帰係数ࡢ傾ࡁ違い࡞ࡣい

仮定ࠋࡿࡍ独立変数ࡢ中心化ࡣ行わ࡞いࠋ独立変数現行ࡢ学校教育ࡢ内容関ࡿࡍ変数

を含ま࡞い時ࠊࡣ最小乗法㸦OLS㸧を用いࠋࡿ順序尺度変数ࠊࡣ実用上ࡢ目的ࠊࡽ間

隔尺度変数࡞ࡳせࡢࡶࡿ仮定ࠋࡿࡍ

 そࠊ࡚ࡋ統制変数を逐次投入ࠊࡋ独立変数ᚑ属変数ࡢ関連ࡢ変化を観測ࠋࡿࡍ分析

統計ソフࡿࡍ利用推定ࠋࡿࡍ除外ࡽ分析ࠊࡣケ࣮スࡿあࡀい࡚Ḟ測ࡘ変数ࡿ用い

SPSS Statistics21ࠊࡣア࢙ウࢺ ࡛あࠋࡿ 

こࡢࡽࢀ分析をࠊ小 6 中ࠊサンプࣝࡢ児童ࡢ 3  ࠋい࡚行うࡘサンプࣝࡢ生徒ࡢ

3. 分析結果

3.1. 海洋環境を大ษにする態度 

3.1.1. 小 6 

表 自然環境を大ษにする行動をしたいࠖへの回帰分析㸦小ࠕ 1 6㸧 

㸦注 1㸧モࣝࢹ 1,3,4 ࣝࢹモࠊ最尤法㸧ࡁマࣝチレベࣝ分析㸦制限付ࡣ 2  ࠋࡿࡼ最小乗法ࡣ

㸦注 2㸧学校水準ࡢ各変数ࠊࡣ紙幅ࡢ都合ࡢ.3.3.2ࠊࡽ表 6  ࠋࡿい࡚ࡋ記載ࡳࡢ

第一ࠊ現行ࡢ学校教育ࡢ内容関ࡿࡍ諸変数ࠊࡣ統計的有意࡛࡞ࡣいࠋ第ࠊ海

b SE b SE b SE b SE

学校水準䠄現行の学校教育の内容䠅 あ䜚 䛺し あ䜚 あ䜚

䛆海洋䢔ﾃ䢓ｼｰ䛇 䛂海の問題䛃正答率 㻜.㻜㻜㻟 㻜.㻜㻜㻝 * 㻜.㻜㻜㻝 㻜.㻜㻜㻝 㻜.㻜㻜㻝 㻜.㻜㻜㻝

䛆学力䛇 主観的クラス内成績 㻜.㻜㻞7 㻜.㻜㻞㻟 㻜.㻜㻟㻡 㻜.㻜㻞㻟 -㻜.㻜㻝㻤 㻜.㻜㻞㻠

䛆日常生活䛇 学校楽しい 㻜.㻝㻞㻞 㻜.㻜㻠㻞 **

自分に自信 㻜.㻜7㻟 㻜.㻜㻟㻞 *

クラス友人と仲䜘い -㻜.㻜㻠㻠 㻜.㻜㻠㻝

友だ䛱付き合い面倒 -㻜.㻜㻞7 㻜.㻜㻞㻢

毎日生活楽しい 㻜.㻜㻥㻜 㻜.㻜㻠㻞 *

䛆ດ力䛇 平日勉強時間 㻜.㻜㻞㻠 㻜.㻜㻞㻝

休日勉強時間 㻜.㻜㻞㻤 㻜.㻜㻝7

本の読み聞かせ -㻜.㻜㻟㻡 㻜.㻜㻞㻟

勉強教えても䜙っ䛯 㻜.㻜㻥㻜 㻜.㻜㻟㻜 **

仕事の話 㻜.㻜㻢㻝 㻜.㻜㻞㻡 *

海に行っ䛯 㻜.㻜㻠㻡 㻜.㻜㻞㻡

水族館に行っ䛯 㻜.㻜㻝㻝 㻜.㻜㻞7

あ䜚 あ䜚 あ䜚 あ䜚

㻝㻟㻥㻢 㻝㻟㻥㻢 㻝㻟㻥㻢 㻝㻟㻥㻢

学校数 㻢㻜 - 㻢㻜 㻢㻜

㻜.㻜㻥㻝 㻜.㻜㻜㻡 㻜.㻜㻥㻞 㻜.㻝㻡㻤

***p<㻜.㻜㻜㻝  **p<㻜.㻜㻝  *p<㻜.㻜㻡

モ䝕ル㻝 モ䝕ル㻞 モ䝕ル㻟 モ䝕ル㻠

児

童

水

準

䛆保護者関係性

認知䛇

定数項

ケース数

決定係数
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洋ࣜテラシ࣮ࡼ࠾び主観的クラス内成績ࠊࡶ統計的有意࡛࡞ࡣいࠋ第୕ࠊᚑ属変数

有意࡞関連を持ࡘ変数ࠊࡣ学校ࡀ楽ࡋいこࠊ自分自信ࡀあࡿこࠊ毎日ࡢ生活ࡀ楽ࡋ

いこࠊ保護者ࡽ勉強を教え࡚ࡗࡽࡶたこࠊ保護者ࡽ事ࡢこを話ࡗࡽࡶ࡚ࡋた

こ࡛あࠋࡿ

3.1.2. 中 3 

表 自然環境を大ษにする行動をしたいࠖへの回帰分析㸦中ࠕ 2 3㸧 

㸦注㸧モࣝࢹ 1,3,4 ࣝࢹモࠊ最尤法㸧ࡁマࣝチレベࣝ分析㸦制限付ࡣ 2  ࠋࡿࡼ最小乗法ࡣ

中 3 い࡚ࡘサンプࣝࡢ 小ࡣ部分࡛ࡿあࠊ分析を行うࡢ同様.3.1.1 6 傾向࡞同様

ࠋい࡞ࡣ有意࡛統計的ࠊࡣ諸変数ࡿࡍ関内容ࡢ学校教育ࡢ現行ࠊࡤ例えࠋࡿࡁ確認࡛ࡀ

他方ࠊ小 6 自然環境をࠕࠊ高い生徒ほࡀ海洋ࣜテラシ࣮ࠋたࢀࡽ得ࡶ結果ࡿ࡞やや異ࡣ

大ษࡿࡍ行動をࡋたいࠖ積極的回答ࡿࡍ傾向ࡀあࠋࡔࡢࡿここ࡛いう海洋ࣜテラシ

ࡍ対関係性ࡢ保護者ࡣࡽさࠊ内容や主観的クラス内成績ࡢ学校教育ࡢ現行ࠊࡣ࣮

関係性ࡢ学校教育や保護者ࡢ現行ࠋࡿあ࡛ࡢࡶたࡋ除去影響を統計的ࡢ認知等ࡿ

付いた海身࡛ࢁこい࡞ࡶ家庭࡛ࡶ学校࡛ࡤ言わࠊたࢀ形࡛獲得さࡢࡽ何࡚ࡋ独立ࡽ

洋ࣜテラシ࣮ࠊࡀ自然環境を大ษࡿࡍ態度有意࡞関連を持࡚ࡗいࡢࡶࡿ解釈࡛ࡼࡁ

うࠋこࡼࡢう࡞傾向ࠊࡣ小 6 自然環境をࠊࡣ主観的クラス内成績ࠊまたࠋい࡞ࢀࡽ見ࡣ

b SE b SE b SE b SE

学校水準䠄現行の学校教育の内容䠅 あ䜚 䛺し あ䜚 あ䜚

䛆海洋䢔ﾃ䢓ｼｰ䛇 䛂海の問題䛃正答率 㻜.㻜㻜㻠 㻜.㻜㻜㻝 ** 㻜.㻜㻜㻠 㻜.㻜㻜㻞 ** 㻜.㻜㻜㻠 㻜.㻜㻜㻞 *

䛆学力䛇 主観的クラス内成績 㻜.㻜7㻝 㻜.㻜㻞㻝 *** 㻜.㻜7㻜 㻜.㻜㻞㻝 *** 㻜.㻜㻟㻠 㻜.㻜㻞㻝

䛆日常生活䛇 学校楽しい 㻜.㻜㻢7 㻜.㻜㻠㻟

自分に自信 -㻜.㻜㻞㻥 㻜.㻜㻟㻝

クラス友人と仲䜘い 㻜.㻜㻠㻤 㻜.㻜㻠㻝

友だ䛱付き合い面倒 -㻜.㻜㻞㻞 㻜.㻜㻞㻢

毎日生活楽しい 㻜.㻝㻝㻥 㻜.㻜㻠㻞 **

䛆ດ力䛇 平日勉強時間 㻜.㻜㻝㻝 㻜.㻜㻞㻜

休日勉強時間 㻜.㻜㻞㻟 㻜.㻜㻝㻢

本の読み聞かせ 㻜.㻜㻝㻟 㻜.㻜㻞㻟

勉強教えても䜙っ䛯 㻜.㻜㻝㻟 㻜.㻜㻞㻢

仕事の話 㻜.㻜㻠㻥 㻜.㻜㻞㻡 *

海に行っ䛯 㻜.㻜㻜㻡 㻜.㻜㻞㻢

水族館に行っ䛯 㻜.㻜㻠7 㻜.㻜㻞㻤

あ䜚 あ䜚 あ䜚 あ䜚

㻝㻠㻞㻟 㻝㻠㻞㻟 㻝㻠㻞㻟 㻝㻠㻞㻟

学校数 㻡㻜 - 㻡㻜 㻡㻜

㻜.㻜㻞㻝 㻜.㻜㻞㻟 㻜.㻜㻠㻟 㻜.㻝㻜㻢

***p<㻜.㻜㻜㻝  **p<㻜.㻜㻝  *p<㻜.㻜㻡

モ䝕ル㻝 モ䝕ル㻞 モ䝕ル㻟 モ䝕ル㻠

生

徒

水

準

䛆保護者関係性

認知䛇

定数項

ケース数

決定係数
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大ษࡿࡍ態度直接的࡞関連を持た࡞いࠋこࡢࡽࢀ事実ࠊࡽ海洋ࣜテラシ࣮主観的

クラス内成績ࡢ意味合いࠊࡣ必ࡶࡋࡎ同࡞ࡣ࡛ࡌい推測さࠋࡿࢀ

3.2. 社会的࡞課題に挑戦する態度 

3.2.1. 小 6 

表 世の中のために役立ちたいࠖへの回帰分析㸦小ࡣ将来ࠕ 3 6㸧 

㸦注 1㸧モࣝࢹ 1,3,4 ࣝࢹモࠊ最尤法㸧ࡁマࣝチレベࣝ分析㸦制限付ࡣ 2  ࠋࡿࡼ最小乗法ࡣ

㸦注 2㸧モࣝࢹ 4 表ࠊ࡚ࡋ関問題ࠖ正答率ࡢ海ࠕࡢ 3 ࡿࡍた回帰係数を標準誤差࡛除ࢀ記載さ 2 以

上ࠋࡿ࡞こࠊࡣࢀ表記載さࢀた数値ࡣ四捨五入さࢀた࡛ࡢࡶあࡿこࠋࡿࡼ

 第一ࠊ現行ࡢ学校教育ࡢ内容ࡣいࠊࡶࢀࡎ統計的有意࡛࡞ࡣいࠋ第ࠊ海洋ࣜテ

ラシ࣮ࡀ高い児童ほࠕ将来ࡣ世ࡢ中ࡢたࡵ役立ࡕたいࠖ思う傾向ࡀあࡿ見えた

㸦表ࡿ疑似相関࡛あࠊࡣࢀこࠊࡀ 3 注ࡢ 2 を参照㸧ࠋ当該 2 変数ࡢ背後あࡿ保護者ࡢ関

係性ࡢ認知ࠊࡀ影響を及࡚ࡋࡰいたࠋ具体的ࠊࡣ保護者勉強を教え࡚ࡗࡽࡶたこࠊ

保護者事ࡢこを話ࡗࡽࡶ࡚ࡋたこࠊ保護者海連࡚ࢀ行ࡗࡽࡶ࡚ࡗたこࡀそ

ࠋࡿい࡚ࡗ関連を持ࡢ正ᚑ属変数ࠊࢀࡒࢀ

b SE b SE b SE b SE

学校水準䠄現行の学校教育の内容䠅 あ䜚 䛺し あ䜚 あ䜚

䛆海洋䢔ﾃ䢓ｼｰ䛇 䛂海の問題䛃正答率 㻜.㻜㻜㻠 㻜.㻜㻜㻝 ** 㻜.㻜㻜㻟 㻜.㻜㻜㻝 * 㻜.㻜㻜㻟 㻜.㻜㻜㻝

䛆学力䛇 主観的クラス内成績 㻜.㻝㻠㻥 㻜.㻜㻞㻟 *** 㻜.㻝㻡㻞 㻜.㻜㻞㻟 *** 㻜.㻜㻤㻡 㻜.㻜㻞㻟 ***

䛆日常生活䛇 学校楽しい 㻜.㻝㻢7 㻜.㻜㻠㻝 ***

自分に自信 㻜.㻜㻥㻜 㻜.㻜㻟㻝 **

クラス友人と仲䜘い -㻜.㻜㻟㻝 㻜.㻜㻠㻜

友だ䛱付き合い面倒 -㻜.㻜㻝㻥 㻜.㻜㻞㻡

毎日生活楽しい 㻜.㻜㻥㻟 㻜.㻜㻠㻝 *

䛆ດ力䛇 平日勉強時間 㻜.㻜㻝㻝 㻜.㻜㻞㻜

休日勉強時間 㻜.㻜㻠㻡 㻜.㻜㻝7 **

本の読み聞かせ -㻜.㻜㻜㻞 㻜.㻜㻞㻟

勉強教えても䜙っ䛯 㻜.㻝㻝㻥 㻜.㻜㻞㻥 ***

仕事の話 㻜.㻜㻠㻥 㻜.㻜㻞㻠 *

海に行っ䛯 㻜.㻜㻡㻠 㻜.㻜㻞㻡 *

水族館に行っ䛯 -㻜.㻜㻞㻝 㻜.㻜㻞7

あ䜚 あ䜚 あ䜚 あ䜚

㻝㻠㻝㻜 㻝㻠㻝㻜 㻝㻠㻝㻜 㻝㻠㻝㻜

学校数 㻢㻜 - 㻢㻜 㻢㻜

㻜.㻝㻜㻞 㻜.㻜㻠㻢 㻜.㻝㻠㻞 㻜.㻞㻟㻜

***p<㻜.㻜㻜㻝  **p<㻜.㻜㻝  *p<㻜.㻜㻡

モ䝕ル㻟 モ䝕ル㻠

児

童

水

準

䛆保護者関係性

認知䛇

定数項

ケース数

決定係数

モ䝕ル㻝 モ䝕ル㻞
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3.2.2. 中 3 

表 世の中のために役立ちたいࠖへの回帰分析㸦中ࡣ将来ࠕ 4 3㸧 

㸦注 1㸧モࣝࢹ 1,3,4 ࣝࢹモࠊ最尤法㸧ࡁマࣝチレベࣝ分析㸦制限付ࡣ 2  ࠋࡿࡼ最小乗法ࡣ

㸦注 2㸧モࣝࢹ 4 表ࠊ࡚ࡋ関勉強時間ࡢ休日ࡢ 4 ࡿࡍた回帰係数を標準誤差࡛除ࢀ記載さ 2 以上

ࠋࡿࡼこࡿあ࡛ࡢࡶたࢀ四捨五入さࡣた数値ࢀ記載さ表ࠊࡣࢀこࠋࡿ࡞

3.2.1.࡛行ࡗた分析を中 3 生徒ࡢサンプࣝࡘい࡚行ࡗたࠋそࡢ結果ࠊࡣ第一ࠊ現行ࡢ

学校教育ࡢ内容ࡣいࠊࡶࢀࡎ統計的有意࡛࡞ࡣいࠋこࡣࢀ小 6 同様た結果ࢀࡽ得ࡽ

࡛あࠋࡿ

第ࠊ海洋ࣜテラシ࣮ࡀ高い生徒ほࠕ将来ࡣ世ࡢ中ࡢたࡵ役立ࡕたいࠖ思う傾

向ࡀあࡿ見えたࠊࡀそう࡛࡞ࡣいࠋ当該 2 変数間直接ࡢ関連性ࡀ見࡞ࢀࡽいこ自

体ࠊࡣ小 6 小ࠋࡿ同様࡛あ結果ࡢ 6 中ࠋࡿ点࡛あࡢ次ࠊࡣࡢࡿ࡞異結果ࡢ 3 サンプࣝ

ࢺ主観的クラス内成績をコンࠊࡣࡢࡿࡍ消失ࡀ影響力࡞直接的ࡢ海洋ࣜテラシ࣮ࠊ場合ࡢ

ロ࣮ࣝࡋた時ࠋࡔࡢ࡞そࠊ࡚ࡋ主観的クラス内成績ࡀ高い生徒ほࠕࠊ将来ࡣ世ࡢ中ࡢたࡵ

ࡿあࡀ関連࡞有意統計的ࡕ気持࡞うࡼࡢそࡢ生徒ࠋࡿあࡀ思う傾向たいࠖࡕ役立

中ࡢ世ࠕࠋࡿ除いた部分࡛あࡾ成分を取ࡢ海洋ࣜテラシ࣮ࡕうࡢ主観的クラス内成績ࠊࡣࡢ

ࡿࡵテラシ࣮を深ࣜࡿࡍ対海ࠊこࡘを強く持ࡕいう気持たいࠖࡕ立役ࡵたࡢ

b SE b SE b SE b SE

学校水準䠄現行の学校教育の内容䠅 あ䜚 䛺し あ䜚 あ䜚

䛆海洋䢔ﾃ䢓ｼｰ䛇 䛂海の問題䛃正答率 㻜.㻜㻜㻝 㻜.㻜㻜㻝 㻜.㻜㻜㻝 㻜.㻜㻜㻞 㻜.㻜㻜㻜 㻜.㻜㻜㻝

䛆学力䛇 主観的クラス内成績 㻜.㻝㻢㻝 㻜.㻜㻞㻜 *** 㻜.㻝㻢㻞 㻜.㻜㻞㻜 *** 㻜.㻝㻜㻢 㻜.㻜㻞㻜 ***

䛆日常生活䛇 学校楽しい 㻜.㻜㻠㻞 㻜.㻜㻠㻝

自分に自信 -㻜.㻜㻝7 㻜.㻜㻞㻥

クラス友人と仲䜘い 㻜.㻜㻟㻡 㻜.㻜㻟㻥

友だ䛱付き合い面倒 -㻜.㻜㻜㻞 㻜.㻜㻞㻡

毎日生活楽しい 㻜.㻝㻤㻟 㻜.㻜㻠㻜 ***

䛆ດ力䛇 平日勉強時間 㻜.㻜㻠7 㻜.㻜㻝㻥 **

休日勉強時間 㻜.㻜㻟㻜 㻜.㻜㻝㻡

本の読み聞かせ 㻜.㻜㻟㻞 㻜.㻜㻞㻞

勉強教えても䜙っ䛯 -㻜.㻜㻜㻟 㻜.㻜㻞㻡

仕事の話 㻜.㻜㻡㻤 㻜.㻜㻞㻠 **

海に行っ䛯 -㻜.㻜㻞㻜 㻜.㻜㻞㻡

水族館に行っ䛯 㻜.㻜㻡㻢 㻜.㻜㻞7 **

あ䜚 あ䜚 あ䜚 あ䜚

㻝㻠㻟㻟 㻝㻠㻟㻟 㻝㻠㻟㻟 㻝㻠㻟㻟

学校数 㻡㻜 - 㻡㻜 㻡㻜

㻜.㻜㻠㻞 㻜.㻜㻡㻢 㻜.㻜㻥㻥 㻜.㻝㻥㻠

***p<㻜.㻜㻜㻝  **p<㻜.㻜㻝  *p<㻜.㻜㻡

決定係数

モ䝕ル㻝 モ䝕ル㻞 モ䝕ル㻟 モ䝕ル㻠

生

徒

水

準

䛆保護者関係性

認知䛇

定数項

ケース数
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こࡢ間ࠊࡣ距離ࡀあࡼࡿうࡽ.3.1.2ࠋࡔ得ࢀࡽた知見を踏まえࠊࡿ海洋ࣜテラシ

中ࡣ࣮ 3 ࡿࡁ解釈࡛ࡔ近い概念自然環境ࠖࠕࡶࡾࡼ課題ࠖ࡞社会的ࠕࠊ見࡚ࡽ生徒ࡢ

ࠋい࡞ࢀࡋࡶࡢ

第୕ࠊ毎日ࡢ生活ࡀ楽ࡋいこࠊ平日ࡢ勉強時間ࠊ保護者事ࡢこを話ࡽࡶ࡚ࡋ

࡚ࡗ関連を持ࡢ正ᚑ属変数ࠊࡀたこࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連水族館保護者ࠊたこࡗ

いࠋࡿ

3.3. 進学アスピレーション 

3.3.1. 小 6 

表 たいࠖへの回帰分析㸦小ࡾ大学に入࡞有名ࡣ将来ࠕ 5 6㸧 

㸦注㸧モࣝࢹ 1,3,4 ࣝࢹモࠊ最尤法㸧ࡁマࣝチレベࣝ分析㸦制限付ࡣ 2  ࠋࡿࡼ最小乗法ࡣ

第一現行ࡢ学校教育ࡢ内容関ࡿࡍ変数着目ࠊࡿࡍ算数 B 職業࡞様々平均点ࡢ

正ࠊࡣび主観的クラス内成績ࡼ࠾海洋ࣜテラシ࣮ࠊ第ࠋࡿ有意࡛あ正ࠊࡀ紹介ࡢ

有意࡛あࠋࡿこࡢこࡢ解釈3.3.2ࠊࡣ.࡛述べࠋࡿ第୕ࠊ平日や休日ࡢ勉強時間ࠊ保護者

ࠋࡿ有意࡛あ正ࠊࡀたこࡗࡽࡶ࡚ࡋを話こࡢ事

b SE b SE b SE b SE

学校水準䠄現行の学校教育の内容䠅 あ䜚 䛺し あ䜚 あ䜚

䛆海洋䢔ﾃ䢓ｼｰ䛇 䛂海の問題䛃正答率 㻜.㻜㻜㻡 㻜.㻜㻜㻞 *** 㻜.㻜㻜㻡 㻜.㻜㻜㻞 ** 㻜.㻜㻜㻠 㻜.㻜㻜㻞 **

䛆学力䛇 主観的クラス内成績 㻜.㻞㻤㻡 㻜.㻜㻞㻡 *** 㻜.㻞㻤㻠 㻜.㻜㻞㻠 *** 㻜.㻞㻝7 㻜.㻜㻞㻡 ***

䛆日常生活䛇 学校楽しい 㻜.㻜㻢㻜 㻜.㻜㻠㻢

自分に自信 㻜.㻜㻠㻡 㻜.㻜㻟㻡

クラス友人と仲䜘い 㻜.㻜㻟㻠 㻜.㻜㻠㻡

友だ䛱付き合い面倒 -㻜.㻜㻟㻟 㻜.㻜㻞㻤

毎日生活楽しい -㻜.㻜㻞㻟 㻜.㻜㻠㻡

䛆ດ力䛇 平日勉強時間 㻜.㻜㻢㻝 㻜.㻜㻞㻞 **

休日勉強時間 㻜.㻜㻢㻢 㻜.㻜㻝㻤 ***

本の読み聞かせ 㻜.㻜㻝㻟 㻜.㻜㻞㻡

勉強教えても䜙っ䛯 㻜.㻜㻟㻝 㻜.㻜㻟㻞

仕事の話 㻜.㻜㻡㻡 㻜.㻜㻞7 *

海に行っ䛯 㻜.㻜㻠㻢 㻜.㻜㻞㻤

水族館に行っ䛯 㻜.㻜㻞㻜 㻜.㻜㻞㻥

あ䜚 あ䜚 あ䜚 あ䜚

㻝㻠㻝㻞 㻝㻠㻝㻞 㻝㻠㻝㻞 㻝㻠㻝㻞

学校数 㻢㻜 - 㻢㻜 㻢㻜

㻜.㻝㻝㻞 㻜.㻝㻝㻤 㻜.㻞㻞㻠 㻜.㻞㻤㻜

***p<㻜.㻜㻜㻝  **p<㻜.㻜㻝  *p<㻜.㻜㻡

モ䝕ル㻟 モ䝕ル㻠

児

童

水

準

䛆保護者関係性

認知䛇

定数項

ケース数

決定係数

モ䝕ル㻝 モ䝕ル㻞
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3.3.2. 中 3 

表 たいࠖへの回帰分析㸦中ࡾ大学に入࡞有名ࡣ将来ࠕ 6 3㸧 

㸦注㸧モࣝࢹ 1,3,4 ࣝࢹモࠊ最尤法㸧ࡁマࣝチレベࣝ分析㸦制限付ࡣ 2  ࠋࡿࡼ最小乗法ࡣ

 第一ࠊ就学援助を受け࡚いࡿ世帯ࡀ多い学校ࡢ生徒ほࠕࠊ将来ࡣ有ྡ࡞大学入ࡾた

いࠖ答えࡿ傾向ࡀあࡿいうࠊ一見ࠊ意外࡞結果ࡀ得ࢀࡽたࠋここ࡛いう就学援助ࠊࡣ

勉強時間や保護者ࡢ関係性ࡢ認知いࡗた諸成分を含࡛ࢇい࡞いࠋそࡢ就学援助ࠊࡀ

政策的࡞支援措置を純粋意味࡚ࡋいࡿ仮定࡛ࠊࡤࡽ࡞ࡿࡁこࡢ結果ࠊࡣ当該措置ࡀ生

徒ࡢ進学アスピレ࣮ションを高࡚ࡵいࡿ様子を捉えた࡚ࡋࡢࡶ解釈࡛࡞ࢀࡋࡶࡢࡿࡁ

いࠋたࠊࡋࡔこࡢ解釈ࠊࡣ試論ࡢ域を出࡞いࠋ現行ࡢ学校教育ࡢ内容関ࡿࡍ変数࡛他

b SE b SE b SE b SE

䛆基本属性䛇 学級の児童数 㻜.㻜㻜㻝 㻜.㻜㻜7 㻜.㻜㻜㻠 㻜.㻜㻜7 㻜.㻜㻜㻞 㻜.㻜㻜7

䛆学力䛇 国語㻭 -㻜.㻜㻝㻥 㻜.㻜㻝㻤 -㻜.㻜㻞㻠 㻜.㻜㻝㻤 -㻜.㻜㻞㻠 㻜.㻜㻝㻤

国語㻮 㻜.㻜㻜㻡 㻜.㻜㻝㻜 㻜.㻜㻜7 㻜.㻜㻝㻜 㻜.㻜㻜㻥 㻜.㻜㻝㻜

数学㻭 㻜.㻜㻝㻝 㻜.㻜㻜7 㻜.㻜㻜㻥 㻜.㻜㻜7 㻜.㻜㻜㻤 㻜.㻜㻜7

数学㻮 㻜.㻜㻝㻟 㻜.㻜㻝㻜 㻜.㻜㻝㻟 㻜.㻜㻝㻜 㻜.㻜㻝㻜 㻜.㻜㻝㻜

䛆経済䛇 就学援ຓ世帯率 㻜.㻜7㻜 㻜.㻜㻟㻠 * 㻜.㻜㻥㻠 㻜.㻜㻟㻠 ** 㻜.㻜㻤㻢 㻜.㻜㻟㻡 *

環境保護 -㻜.㻜㻜㻤 㻜.㻜㻡㻝 㻜.㻜㻝㻜 㻜.㻜㻡㻝 㻜.㻜㻜㻠 㻜.㻜㻡㻞

地元を知る -㻜.㻝㻟7 㻜.㻜㻠㻥 ** -㻜.㻝㻠㻥 㻜.㻜㻠㻥 ** -㻜.㻝㻠㻡 㻜.㻜㻡㻜 **

地域住民交流 㻜.㻝㻞㻤 㻜.㻜㻠㻡 ** 㻜.㻝㻞7 㻜.㻜㻠㻡 ** 㻜.㻝㻝㻤 㻜.㻜㻠㻢 *

国を愛する 㻜.㻜7㻥 㻜.㻜㻢㻢 㻜.㻜㻞㻢 㻜.㻜㻢㻢 㻜.㻜㻝㻢 㻜.㻜㻢7

海を䝔ーマ -㻜.㻜㻠㻞 㻜.㻜㻡㻞 -㻜.㻜㻜㻢 㻜.㻜㻡㻞 㻜.㻜㻜㻜 㻜.㻜㻡㻟

臨海学校等 -㻜.㻜㻟7 㻜.㻜㻠㻢 -㻜.㻜㻠㻜 㻜.㻜㻠㻢 -㻜.㻜㻡㻟 㻜.㻜㻠7

水族館利用 -㻜.㻝㻝㻤 㻜.㻜㻡㻡 * -㻜.㻝㻝㻞 㻜.㻜㻡㻡 * -㻜.㻝㻝7 㻜.㻜㻡㻡 *

博物館利用 㻜.㻜㻤㻜 㻜.㻜㻡㻞 㻜.㻜㻤㻢 㻜.㻜㻡㻞 㻜.㻜㻤㻤 㻜.㻜㻡㻞

海辺の施設利用 -㻜.㻜㻡㻞 㻜.㻜㻟㻟 -㻜.㻜㻡㻜 㻜.㻜㻟㻟 -㻜.㻜㻠㻡 㻜.㻜㻟㻠

土曜授業 㻜.㻜㻜㻟 㻜.㻜㻟㻞 㻜.㻜㻜㻤 㻜.㻜㻟㻟 㻜.㻜㻞㻜 㻜.㻜㻟㻟

長期休暇中講座 -㻜.㻜㻞㻟 㻜.㻜㻟㻝 -㻜.㻜㻝㻥 㻜.㻜㻟㻝 -㻜.㻜㻜㻥 㻜.㻜㻟㻞

理系大学教員 㻜.㻜㻢㻞 㻜.㻜㻡㻢 㻜.㻜㻠㻢 㻜.㻜㻡7 㻜.㻜㻟㻤 㻜.㻜㻡7

職業紹介 -㻜.㻜㻟㻢 㻜.㻜㻡㻜 -㻜.㻜㻟㻜 㻜.㻜㻡㻜 -㻜.㻜㻜㻤 㻜.㻜㻡㻝

䛆海洋䢔ﾃ䢓ｼｰ䛇 䛂海の問題䛃正答率 㻜.㻜㻜㻢 㻜.㻜㻜㻞 *** 㻜.㻜㻜㻡 㻜.㻜㻜㻞 *** 㻜.㻜㻜㻡 㻜.㻜㻜㻞 **

䛆学力䛇 主観的クラス内成績 㻜.㻞㻥㻜 㻜.㻜㻞㻞 *** 㻜.㻞㻥㻝 㻜.㻜㻞㻝 *** 㻜.㻞㻡㻜 㻜.㻜㻞㻞 ***

䛆日常生活䛇 学校楽しい -㻜.㻜㻞㻠 㻜.㻜㻠㻡

自分に自信 㻜.㻝㻜㻠 㻜.㻜㻟㻞 **

クラス友人と仲䜘い -㻜.㻜㻜㻟 㻜.㻜㻠㻟

友だ䛱付き合い面倒 -㻜.㻜㻝㻡 㻜.㻜㻞7

毎日生活楽しい 㻜.㻜㻝㻞 㻜.㻜㻠㻠

䛆ດ力䛇 平日勉強時間 㻜.㻜㻜㻡 㻜.㻜㻞㻝

休日勉強時間 㻜.㻜㻠㻠 㻜.㻜㻝7 **

本の読み聞かせ 㻜.㻜㻡㻡 㻜.㻜㻞㻠 *

勉強教えても䜙っ䛯 㻜.㻜㻡㻤 㻜.㻜㻞7 *

仕事の話 -㻜.㻜㻞㻝 㻜.㻜㻞㻢

海に行っ䛯 -㻜.㻜㻝㻠 㻜.㻜㻞7

水族館に行っ䛯 㻜.㻜㻜㻡 㻜.㻜㻞㻥

あ䜚 あ䜚 あ䜚 あ䜚

㻝㻠㻞㻢 㻝㻠㻞㻢 㻝㻠㻞㻢 㻝㻠㻞㻢

学校数 㻡㻜 - 㻡㻜 㻡㻜

㻜.㻜㻡㻝 㻜.㻝㻢7 㻜.㻞㻝㻟 㻜.㻞㻠㻞

***p<㻜.㻜㻜㻝  **p<㻜.㻜㻝  *p<㻜.㻜㻡

モ䝕ル㻝 モ䝕ル㻞 モ䝕ル㻟 モ䝕ル㻠

学

校

水

準

捔

現

行

の

学
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の
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容

捘
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こࡢこࠋࡿい࡚ࡗ࡞い結果ࡋ難ࡀࡢࡿ解釈を与え࡞合理的ࠊࡀࡿあࡀࡢࡶ࡞有意ࡶ

断ุ良いࡀほうࡔࢇ態度࡛臨࡞慎重ࡣ結論を導く࡞確定的ࡽ有意性ࡢ就学援助ࠊࡽ

さࠋࡿࢀ

第ࠊ海洋ࣜテラシ࣮ࡼ࠾び主観的クラス内成績ࠊࡣ正有意࡛あࠋࡿ海洋ࣜテラシ

࣮を測定ࡢࡿࡍ使用さࢀたࠕ海ࡢ問題ࠖࠊࡣ主過去ࡢ入試問題を参考作成さ࡚ࢀい

主観的クラスࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡀࡿい࡚ࢀ少々触࡛.3.3.1ࠋうࢁࡔࡁべࡿࡍ留意点ࡿ

内成績ࡣ独立࡞客観的学力をࡶ捉え࡚い࡞ࢀࡋࡶࡢࡿいࠋ

たࠊࡋࡔ海洋ࣜテラシ࣮海洋環境を大ษࡿࡍ態度ࡢ関連ࠊࡣ主観的クラス内成績

࡞ࡾ似た概念࡛あࡣ学力海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡽ࡞こࡿ࡞異方ࡢ関連ࡢࢀそ

ࠋたいࡁ࠾࡚ࡋを付言いうこࡿうࡋ存在ࡀ相違࡞意味的ࡶࡽࡀ

第୕ࠊ自分自信ࡀあࡿこࠊ休日ࡢ勉強時間ࠊ保護者ࡢ関係性対ࡿࡍ認知ࡢ一

部ࡀ有意࡛あࠋࡿ

4. まとめ

本章࡛ࠊࡣ海洋教育ࡀ目指ࡍ人材像㸦児童࣭生徒ࡀ描く将来像㸧ࡢ࡞各種変数を試論

的࣭操作的定義ࡋた上࡛ࠊ現行ࡢ学校教育ࡢ内容ࠊ児童࣭生徒ࡢ海洋ࣜテラシ࣮ࠊ児童࣭

生徒ࡀ描く将来像いう 3 変数ࡢ関係を探索ࡋたࠋそࡢ結果を以ୗࡢ点まࡵたいࠋ 

 第一ࠊ現行ࡢ学校教育ࡢ内容ࠊࡣ本章ࡢ分析用いた独立変数関ࡿࡍ限ࠊࡾ児童࣭

生徒ࡀ描く将来像有意࡞関連を持た࡞いࡀࡢࡶ多いこࡀ分ࡗたࠊࢇࢁࡕࡶࠋ一部ࡢ

変数ࡀ有意࡛あࡿこࡣ事実ࠊࡋࡋࠋࡔ例えࡤ 3.3.2.࡛述べたࡼうࠊ変数ࡢ有意࡞

関連ࡽ合理的࡞解釈を導くこࡀ容易࡛࡞いいう事例ࡀあࠋࡿ現行ࡢ学校教育ࡢ内容

 ࠋࡿあࡀ必要ࡍ慎重を期ࠊࡣいうุ断ࡿい࡚ࡋࡰ影響力を及࡞実質的࡚ࡋ対ᚑ属変数ࡀ

 こࡼࡢう࡞実証結果ࠊࡣ現行ࡢ学校教育何ࡢࡽḞ点ࡀあࡿこを意味࡚ࡋいࡿ考

え࡚ࡼいࢁࡔうࠋ仮そう1ࠊࡤࢀࡍࡔ.࡛述べたࡼうࠊ現行ࡢ学校教育足ࡿࡊࡽ

ࠊࡋࡋࠋい࡞ࢀࡋࡶࡿࢀࡽ与えࡀ根拠ࡢࡾ࡞ࢀそࠊいう発想補うࡀを海洋教育ࡢࡶ

そࡼࡢう࡞帰結ࡀ直ࡕ導ࡿࢀ訳࡛࡞ࡣいࠋ現行ࡢ教育内容ࡀ学校間࡛あまࡾ違わ࡞い

時࡞ࡍࠊわࡕ独立変数ࡢ分散ࡀ小さい時

(1)
ᚑࡀ独立変数ࡿࡍ関内容ࡢ学校教育ࡢ現行ࠊ

属変数有意࡞関連を持た࡞いこࠊࡣ当然࡛あࡘࠋࡿまࠊࡾ現行ࡢ学校教育ࡢ内容児

童࣭生徒ࡀ描く将来像ࡢ間有意࡞関連࡞ࡀい場合ࡀ多いいう結果ࡢ背景ࠊࡣ学校

教育ࡢ均質性ࡀあࡿ考えたほうࡀ良い࡞ࢀࡋࡶいࠋ
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 第ࠊ海洋ࣜテラシ࣮児童࣭生徒ࡀ描く将来像ࡢ関連ࠊࡽ次ࡢこࡀ明ࡽ

さࠊ内容や主観的クラス内成績ࡢ学校教育ࡢ現行ࠊࡣここ࡛いう海洋ࣜテラシ࣮ࠋたࡗ࡞

少々踏ࠊࡾあ࡛ࡢࡶたࡋ除去影響を統計的ࡢ認知等ࡿࡍ対関係性ࡢ保護者ࡣࡽ

ࠋࡿ付いた能力࡛あ身࡛ࢁこい࡞ࡶ家庭࡛ࡶ学校࡛ࠊࡤࡽ࡞ࡿࡍ解釈࡛ࢇ込ࡳ

具体的ࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡣ中 3 自ࠕࡶࡾࡼ課題ࠖ࡞社会的ࠕࠊࡾ限ࡿࡍ関生徒ࡢ

然環境ࠖ近い概念࡛あࡿいう可能性ࡀ浮び上ࡗࡀたࠋ海洋ࣜテラシ࣮ࡀ高い生徒ほ

海洋ࣜテラシࠊ他方࡛ࠊく࡞ࡣ関連࡞たいࠖいう直接的ࡕ役立ࡵたࡢ中ࡢ世ࡣ将来ࠕ

ࡀ関連࡞有意統計的ࡣ間ࡢいう回答たいࠖࡋ行動をࡿࡍ自然環境を大ษࠕ࣮

あࠋࡿ

 そࡢ他ࠊ海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡣいわゆࡿ教科学力似た側面を持࡚ࡗいࡿ様子ࡶうࡀ

わࠋࡿࢀ海洋ࣜテラシ࣮ࡀ高い児童࣭生徒ほࠕࠊ将来ࡣ有ྡ࡞大学入ࡾたいࠖ考えࡿ

傾向あࠋࡔࡢࡿ

 そࡣ࡛ࢀ海洋ࣜテラシ࣮学力ࡣ結局同ࡌ概念言えࠊࡤ必ࡶࡋࡎそう࡛࡞ࡣいࠋ繰

中ࠊࡀࡿ࡞ࡋ返ࡾ 3 ࠊࡕ関連を持態度ࡿࡍ海洋環境を大ษࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࠊ場合ࡢ

社会的࡞課題挑戦ࡿࡍ態度関連を持た࡞いࠋ他方ࠊ主観的クラス内成績ࡣ社会的࡞課

題挑戦ࡿࡍ態度関連を持ࠊࡕ海洋環境を大ษࡿࡍ態度関連を持た࡞いࠋ海洋ࣜテ

ラシ࣮ࠕࡣ自然環境ࠖ近い概念࡛あࠊࡾいわゆࡿ教科学力ࠕࡣ社会的࡞課題ࠖ近い概

念࡞ࢀࡋࡶࡢ࡞いࠋ

 児童࣭生徒求ࡿࢀࡽࡵ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ含意ࡣ何ࠋ現行ࡢ学校教育ࠊࡀあࡿ程度

海洋教育ࠊまたࠊを踏まえこࡿあࡀ可能性ࡿい࡚ࡋ成功確保ࡢ平等性ࡣ均質性またࡢ

検討を進ࡶい࡚ࡘ方ࡾあࡢ操作的定義ࡢ描く将来像㸧等ࡀ人材像㸦児童࣭生徒ࡍ目指ࡀ

ࠋࡿ必要࡛あࡀいくこ࡚ࡋ問いを精査ࡢこࠊࡽࡀ࡞ࡵ

註

(1) 変数ࡢ記述統計量ࠊࡣ巻ᮎを参照さࢀたいࠋ 

引用文献

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センタ࣮ ウࣈ࢙サイࢺ

http://rcme.oa.u-tokyo.ac.jp/aboutus/Marine-education.html 㸦2015/10/8 最終閲覧㸧 
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第 8 章 海洋ࣜテࣛシーと学校単位࡛の海洋教育の関連 

仲田 康一㸦浜松大学㸧

1. 本章の目的

教育課程ࡢ運営ࡾࡼࡶࡣ各学校を単位࡛ࡢࡶࡿࡍあࠊࡀࡿ近年そࡢࢀࡒࢀ学校ࡀ独

自特色あࡿ教育課程を運営ࡿࡍこࡀ一層推奨さࡼࡿࢀう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ一ࡢࡘ契機ࠊࡣ

1998࣭9 年告示さࢀた学習指導要領࡛あࠊࡾ各学校࡛教育内容ࡢ設定ࡀ出来ࡿ総合的学

習ࡢ時間ࡢ創設ࠊこࡢ傾向ࡀ端的現࡚ࢀいࠋࡿあࡿ論者ࠊࡣ文部省ࡀ定ࡵた教育内容

をࡾࡼ良く指導ࡿࡍこࠊいうこࢀま࡛ࡢ学校ࡢ役割ࠊࠝࡽ 1998･9 年告示さࢀた：

筆者註 言ࡢࡶࡿࡆ幕明けを告ࡢ"時代ࡢ教育内容㸦カࣜキュラム㸧"ࡣ新学習指導要領ࠕࠞ

力学力ࠖ࡞確ࠕ中࡛ࡢ学力పୗ論争ࡢ後ࡢそࠋ述べた㸦加藤, 2000：1㸧いࠖࡼ࡚ࡗ

点を置く論調ࡀ強まࡗたこࡶあࡗたࠊࡀ各学校࠾けࡿ教育課程運営ࡢ自ᚊ性を求ࡿࡵ

傾向ࠊࡣそࡢ後ࡶ否定さࡿࢀこ࡞くࠊ現行ࡢ学習指導要領引ࡁ継࡚ࢀࡀいࡿ㸦現行࣭

学習指導要領࣭総則㸧ࠋ

 またࠊそࡢたࡢࡵ方策ࡶ様々取࡚ࢀࡽいたࠋたえࠊࡤ学校周辺あࡿ地域社会ࡢ

連携ࡀ推奨さ࡚ࢀいࠋࡿ学習指導要領ࠕࠊࡣ学校ࡀそࡢ目的を達成ࡿࡍたࠊࡵ地域や学校

こࡿࡵ連携を深ࡢ家庭や地域社会࡞ࡿ協力を得ࡢ人々ࡢ家庭や地域ࠊࡌ応実態等ࡢ

ࠋࠖ ࡀࡳ試ࡴ込ࡾ取歴史࣭自然࣭文化等を教育活動ࡢ地域ࠊ㸦現行࣭総則㸧ࢀ記述さ

広く࡞さࠊࡶࡿࢀ学校支援地域本部や学校運営協議会制度ࡢ࡞事業࣭制度ࡀそࢀ

を促ࡍこを期待さ࡚ࢀいࡿ

(1)
学習指導要領࡛ࠊࡵたࡿࡍ独自性を追求ࡢ地域ࠊࡽさࠋ

示さࢀた教科等ࡢ枠組や時数配分ࡢ一部を変えࠊ自治体単位࡛独自ࡢ時数࣭内容࣭教科設

定を許容ࠕࡿࡍ教育課程特例校制度 㸦ࠖ2008 年度～㸧等ࡢ制度整備࡞ࡀさࢀたこ࡛ࢁあ

㸦seeࡿ 大桃ࡽ編著, 2014㸧ࠋ 

 さ࡚ࠊこうࠊ࡚ࡋ特色あࡿ教育課程運営を進ࡼࡵうࡿࡍ継続的࡞動࡞ࡀࡁさࡁ࡚ࢀた

わけࠊࡀࡔそࡢこࡀ持ࡘ実際的࡞影響ࡘい࡚十分解明さ࡚ࢀいࡿいうࠊそう

ࠋい࡞ࡽ限ࡣ

 たࠊࡋ何ࡢࡽ試行的࡞実践࣭授業ࡢ後アンケ࣮ࢺ等を取ࠊࡾそࡢ影響を計ࢁう

ࡀ学校࣭学級ࡢ対象ࠊࡀࡿあࡣ研究ࡿࡍ 1 実践࣭授ࡢそࠊࡾいた࡚ࢀࡽ限数件ࡋい࡞

業を実施࡚ࡋいࡿ当人࡚ࡗࡼアンケ࣮࡞ࡀࢺさ࡚ࢀいた࣮ࢹࠊ࡞ࡿࡍࡾタࡢ制約やバ

93



第 8 章 海洋ࣜテࣛシーと学校単位࡛の海洋教育の関連 

イアスࡣ免࡞ࢀいࠋ

くいࢀさ࡞ࠊࡣࡳ試ࡿࡍうࢁ影響力を計ࡢそࡾࡼ大規模調査࡞全国的ࠊいえࡣ 

くいࢀ行わࡣ体系的ࡀた効果測定ࡌ応特色ࠖࠕࡢそࠊ࡚ࡋ理由ࠋࡿࢀ思わうࡼ

こࡀあࢁうࠕࠋ○○をテ࣮マࡋた学習 まさࠊࡀࡿい࡚ࢀ行わ多様ࡣ育ࠖ等△△ࠕࠖ

そࡢ多様性ࠊࡾࡼ当ࡢ○○や△△関ࡿࡍ全国的࡞調査ࡀ難ࡋくࠋࡿ࡞

 こうࡋた中࡛ࠊ今回ࡢ海洋ࣜテラシ࣮調査࣮ࢹࡢタࠊࡣ海関ࡿࡍ教育限ࠊࡣ࡚ࡗそ

問題ࠖࡢ海ࠕ正答率㸦ࡢい࡚ࡘ海洋ࣜテラシ࣮ࠋࡘた構造を持ࡋ適ࡢࡿࡍ影響を検討ࡢ

加えࠋࡿ特徴的࡛あࡶࡗࡶࡀこࡿい࡚ࢀ単位࡛把握さࡢ児童࣭生徒個人ࡀ正答率㸧ࡢ

海をテ࣮マࠕ程度㸦ࡢࡳ組ࡾ積極的取ࡢ教育ࡿࡍ関海洋ࠊࡣ࡚ࡋ情報ࡢ学校単位࡛ࠊ࡚

臨海学校ࠕࠊࡽ項目࡞いう概括的た学習ࠖࡋ 活用ࡢ水族館ࠕࠖ 活用ࠖࡢ施設ࡢ海辺ࠕࠖ

ࠊࡶ情報࡛ࡢレベࣝࡢ児童࣭生徒ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡆ挙検討ࡀま࡛㸧ࡳ組ࡾ取࡞具体的࡞

学校ࡀ行う海関ࡿࡍ学習ࡢ頻度をう認識࡚ࡋいࠊࡀࡿ各教科㸦国語࣭社会࣭算数㸦数

学㸧࣭ 理科㸦࣭英語㸧㸧ࠊ総合的࡞学習ࡢ時間分け࡚回答さ࡚ࢀいࠋࡿ

 そこ࡛ࠊ本章ࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮正答率対ࠊ࡚ࡋ学校単位࡛行う海洋関係教育ࡀい

ࠋࡿࡍこࡿࡍを検討ࡘ説明力を持ࡿ࡞

たࠖࡗ多くあࠕࠊࡣ頻度ࡢ学習ࡿࡍ関海ࡿけ࠾時間ࡢ学習࡞各教科及び総合的ࠊ࠾࡞

たࡗ時々あࠕ たࡗ࡞ࡾあまࠕࠖ いうたࠖࡗ࡞ࢇほࠕࠖ 4 段階࡛回答さ࡚ࢀいࠋࡿ

海関ࡿࡍ学習を積極的行࡚ࡗいࡿ校長ࡀ回答ࡋたࠊࡶ࡚ࡋ必ࡶࡋࡎ児童࣭生徒ࡀ

ࡿࡍ関海洋ࠕࡿࡼ校長回答ࠊ意味࡛ࡢそࠋい࡞ࡽ限ࡣࡿ捉え࡚いたࠖࡗ多くあࠕ

教育ࡢ積極的取ࡾ組ࡢࡳ程度ࠖࠊ児童࣭生徒ࡀ捉えࡿ頻度ࡣ別物ࠊ࡚ࡋそࢀࡒࢀ分析

学校単位ࠊࡀうࢁあࡶ誤差ࠊࡣ回答ࡢ児童࣭生徒個々人ࠊいえࡣࠋࡿࡍこࡿけ

࡛平均ࡿࡍこࠊ࡛あࡿ程度実態迫ࡿࢀ考えたࠋそࡢたࠊࡵ児童࣭生徒ࡢ学校単位平

均を用いࠋࡿ

 またࠊ海隣接࡚ࡋいࡿ学校࡛海関ࡿࡍ学習ࡀ特力を入࡚ࢀ行わࡿࢀこࠊ海

隣接࡚ࡋい࡞い学校࡛海関ࡿࡍ学習ࡀ行わࡿࢀこࡢ意味ࡣ必ࡶࡋࡎ同ࡣࡌ限࡞ࡽいࠋ

そࡢたࠊࡵ海隣接࡚ࡋいࡿ学校ࠊそう࡛࡞ࡣい学校分け࡚分析を行うࠊ࠾࡞ࠋ海

隣接࡚ࡋいࡿうࠊࡣそࡢ学校を所管ࡿࡍ自治体ࡀ海岸線を有ࡿࡍ否ࡔけ࡛ࡣ決

ま࡞ࡽいࠋ市町村合併ࡢ影響ࡶあࠊࡾ市町村域ࡀ広い自治体ࡶあࠋࡿたえ海岸線ࡀあࡿ

自治体立ࡢ学校࡛あࠊࡶ࡚ࡗ中山間地域所在ࡿࡍ可能性ࡣあࠋࡿそࡢたࠊࡵ海ま࡛歩い

࡚行けࡿ児童࣭生徒ࡀ一定以上いࡿ学校をࠕ海隣接࡚ࡋい࡚ࡋࡢࡶࠖࡿ操作的定義
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海ま࡛歩い࡚ࡽ家ࠊ学校をࠖࡿい࡚ࡋ隣接海ࠕ暫定的ࠊࡣ本章࡛ࠋࡿࡍこࡿࡍ

30ࠕ 分以内ࠖࡢ児童࣭生徒50%ࠕࡀ以上ࠖいࡿ学校ࠋࡿࡍこࡢ定義ࠕࠊࡿࡼ海隣

接࡚ࡋいࠖࡿ学校ࠊࡣ小学校ࡣ 81 校中 21 校㸦児童 2077 人中 493 人㸧ࠊ中学校ࡣ 78 校中

12 校㸦生徒 2497 人中 380 人㸧࡛あࡗたࠋそࢀ以外ࠕࡣ海隣接࡚ࡋい࡞いࠖ学校ࠋࡿࡍ 

2. 変数の設定

先述ࡋたࡼうࠊ被説明変数ࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮正答率㸦ࠕ海ࡢ問題 ࠋࡿࡍ正答率㸧ࡢࠖ

説明変数ࠊࡣ࡚ࡋ児童࣭生徒ࡢ個人࣭家庭的要因を統制変数࡚ࡋ投入ࠋࡿࡍ具体的

蔵書数㸦100ࡍ文化的状況を示ࡢ家庭ࠊ女子ダミ࣮ࠊࡎまࠊࡣ 冊単位㸧を用いࠋࡿ次

࡚ࢀ連水族館ࠕた࣭ࠖࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連海ࠕࠊࡵたࡿ経験を知ࡢ家庭࡛ࡿࡍ関海ࠊ

行ࡗࡽࡶ࡚ࡗたࠖࡘい࡚ࡼࠕくあࡗた࣭ࠖࡁࡁࠕあࡗたࠖを 以外をࢀそࠊ1 0 ࡿࡍ

ダミ࣮変数をそࢀࡒࢀ投入ࠋࡿࡍ

 そࡢ次ࠊ各学校࡛行わࡿࢀ海関ࡿࡍ教育を投入ࠋࡿࡍこࠊࡣࢀ学校レベࣝࡢ変数࡛

あࠋࡿ校長ࡢ回答࡛ࠕ海をテ࣮マࡋた学習࣭ࠖࠕ水族館を利用ࡋた学習ࠖࡘい࡚ࠕ積極

的実施࡚ࡋいࠕ࣭ࠖࡿあࡿ程度実施࡚ࡋいࠖࡿを 以外をࢀそࠊ1 0 ダミ࣮変数をそࡿࡍ

ࡿࡍ投入ࢀࡒࢀ

(2)
 ࠋ

 さࠊࡽ児童࣭生徒レベࣝࡢ変数ࠊ࡚ࡋ児童࣭生徒ࡿࡼ海関ࡿࡍ教育ࡢ頻度認識

を投入ࠋࡿࡍ具体的ࠕࠊࡣ海をテ࣮マࡋた国語࣭社会࣭算数࣭理科 㸦ࠖ中学生ࡢ場合ࠊࡣ

国語࣭社会࣭数学࣭理科࣭英語㸧ࠖ 回ࡿࡍ対時間ࠖࡢ学習࡞た総合的ࡋ海をテ࣮マࠕ

答を用いࠋࡿそࡢ際ࡼࠕࠊくあࡗた࣭ࠖࡁࡁࠕあࡗた࣭ࠖࠕあまࡗ࡞ࡾた࣭ࠖࠕほ࡞ࢇ

ࢀࡒࢀそたࠖࡗ 4･3･2･1 点を割ࡾ当࡚得点化ࡋたࠊࡀ学校レベࣝࡢ取ࡾ組ࡢࡳ効果を

ࠋࡿࡍ平均点を投入ࡢࡈ学校ࠊࡵたࡿ捉え厳密ࡾࡼ

 分ࡼࡿうࠊ各学校࡛行わࡿࢀ海関ࡿࡍ教育ࡢ変数やࠊ児童࣭生徒ࡿࡼ海関ࡍ

マࣝチレベࣝモࡣ分析ࡵたࡢそࠋࡿ変数࡛あࡢ学校レベࣝࠊࡣ変数ࡢ頻度認識ࡢ教育ࡿ

 ࠋIBM SPSS Statistics 23㸦Advanced㸧を用いたࠊࡣ分析ࡢ実際ࠋを用いたࣝࢹ

関連ࡿࡍ変数ࡢ記述統計量ࡣ以ୗࡢ表 1  ࠋࡿあ࡛ࡾ通ࡢ
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表 1 分析に用いた変数の記述統計量 

3. 分析

(1)小学校の分析結果 

海隣接ࡋた小学校㸦生㸧を対象ࡋた分析を示ࡋた表 2 を検討ࠋࡿࡍまࠊࡎモࣝࢹ 1

を見ࠊࡿ個人࣭家庭的要因関ࡿࡍ変数ࡢうࠊࡕ殆ࡢ変数ࡣ有意࡛ࡗ࡞ࡣたࠋ唯一

例外ࠕࡀ女子ダミ࣮࡛ࠖあࠊࡾマイࢼスࡢ説明力を持࡚ࡗいࠋࡿ男子ࡾࡼ女子ࡢほうࠊࡀ

海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡀపい傾向あࡿこࡀ分ࠋࡿこࡢ変数ࠊࡣ他ࡢ変数を投入ࡋた

モࣝࢹ 2～4  ࠋࡿ続け࡚いࡾ有意࡛あࡶい࡚࠾

有効度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 該当%
海洋ኣシー正答率 493 5.9 94.1 57.87 16.49 -
女子ダኼー᧤᧮値᧥ 489 0 1 - - 48.0
蔵書数᧤100冊単位᧥ 491 0 4 1.01 1.16 -
海に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 490 0 1 - - 79.8
水族館に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 490 0 1 - - 60.2
海をኣーኻとした学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 20 0 1 - - 45.0
水族館を利用した学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 20 0 1 - - 10.0
海をኣーኻとした国社算理の頻度認識᧤学校平均᧥ 20 1.1 2.3 1.76 0.27 -
海をኣーኻとした総合の頻度認識᧤学校平均᧥ 20 1.0 2.6 1.81 0.39 -

海洋ኣシー正答率 1584 0.0 100.0 56.84 16.67 -

女子ダኼー᧤᧮値᧥ 1576 0 1 - - 49.0

蔵書数᧤100冊単位᧥ 1543 0 4 1.09 1.16 -

海に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 1531 0 1 - - 68.4

水族館に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 1533 0 1 - - 67.7

海をኣーኻとした学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 61 0 1 - - 13.0

水族館を利用した学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 61 0 1 - - 31.0

海をኣーኻとした国社算理の頻度認識᧤学校平均᧥ 61 1.0 3.0 1.65 0.37 -

海をኣーኻとした総合の頻度認識᧤学校平均᧥ 61 1.0 3.0 1.54 0.33 -

学校ዉベወ
変数

ᇻ小学校ᇼ

学校ዉベወ
変数

児童ዉベወ
変数

海に隣接

海に非隣
接

児童ዉベወ
変数

有効度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 該当%
海洋ኣシー正答率 380 10.5 89.5 53.23 14.48 -
女子ダኼー᧤᧮値᧥ 378 0 1 - - 50.0
蔵書数᧤100冊単位᧥ 379 0 4 0.84 1.06 -
海に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 378 0 1 - - 71.2
水族館に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 378 0 1 - - 66.4
海をኣーኻとした学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 12 0 1 - - 25.0
水族館を利用した学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 12 0 1 - - 8.3
海をኣーኻとした国社数理英の頻度認識᧤学校平均᧥ 12 1.2 1.9 1.54 0.22 -
海をኣーኻとした総合の頻度認識᧤学校平均᧥ 12 1.2 2.1 1.60 0.23 -
海洋ኣシー正答率 2117 0.0 100.0 55.70 16.32 -
女子ダኼー᧤᧮値᧥ 2103 0 1 - - 50.0
蔵書数᧤100冊単位᧥ 2115 0 4 1.12 1.19 -
海に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 2103 0 1 - - 67.9
水族館に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 2103 0 1 - - 65.7
海をኣーኻとした学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 66 0 1 - - 6.1
水族館を利用した学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 66 0 1 - - 6.1
海をኣーኻとした国社数理英の頻度認識᧤学校平均᧥ 66 1.2 1.8 1.41 0.15 -
海をኣーኻとした総合の頻度認識᧤学校平均᧥ 66 1.2 2.0 1.39 0.18 -

学校ዉベወ
変数

生徒ዉベወ
変数

海に隣接

海に非隣
接

ᇻ中学校ᇼ

生徒ዉベወ
変数

学校ዉベወ
変数
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表 2 海に隣接した小学校の分析結果㸦被説明変数：海洋ࣜテࣛシー正答率㸧  

注：+:p<0.10ࠊ*:p<0.05ࠊ**:p<0.01ࠊ***:p<0.001 
表 3 海に隣接してい࡞い小学校の分析結果㸦被説明変数：海洋ࣜテࣛシー正答率㸧

注：+:p<0.10ࠊ*:p<0.05ࠊ**:p<0.01ࠊ***:p<0.001 

モኤወ1 モኤወ2 モኤወ᧯ モኤወ᧰
b S.E. b S.E. b S.E. b S.E.

切片 64.227 2.977 *** 63.567 3.096 *** 53.549 7.474 *** 53.469 7.845 ***

女子ダኼー -4.686 1.488 ** -4.782 1.493 ** -4.879 1.493 ** -4.955 1.498 *
蔵書数᧤100冊単位᧥ 0.835 0.656 0.850 0.657 0.871 0.656 0.889 0.658
海に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 0.202 1.992 0.182 2.004 -0.077 2.001 -0.094 2.016
水族館に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ -0.065 1.656 -0.067 1.667 0.010 1.658 0.022 1.671

海をኣーኻとした学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 1.705 2.604 1.785 2.549
水族館を利用した学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 1.097 3.953 0.652 3.854

海をኣーኻとした国社算理の頻度認識᧤学校平均᧥ 6.266 5.471 5.429 5.731
海をኣーኻとした総合の頻度認識᧤学校平均᧥ 0.189 3.435 0.665 3.615

児童ዉベወ残差
学校ዉベወ残差

N

決定係数

246.830
10.988

466

0.0266

247.424
11.039

466

0.0396

246.924
12.353

466

0.0279

247.455
9.170

466

0.0392

b S.E. b S.E. b S.E. b S.E.
切片 58.295 1.624 *** 59.072 1.700 *** 46.859 5.557 *** 52.716 5.885 ***

女子ダኼー -2.594 0.818 ** -2.552 0.821 ** -2.599 0.821 ** -2.559 0.821 **
蔵書数᧤100冊単位᧥ 1.358 0.362 *** 1.395 0.363 *** 1.370 0.364 *** 1.377 0.363 ***
海に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 0.114 0.953 -0.023 0.956 0.045 0.956 -0.015 0.956
水族館に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 1.441 0.949 1.465 0.952 1.452 0.952 1.451 0.952

海をኣーኻとした学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 4.234 2.281 † 3.467 2.317
水族館を利用した学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ -4.138 1.622 * -3.682 1.656 *

海をኣーኻとした国社算理の頻度認識᧤学校平均᧥ 5.115 2.663 * 4.498 2.579 †
海をኣーኻとした総合の頻度認識᧤学校平均᧥ 1.903 3.418 -0.726 3.474

児童ዉベወ残差
学校ዉベወ残差

N

決定係数 0.0342

モኤወ3 モኤወ4

248.300
25.881

1512

0.0199

モኤወ1 モኤወ2

248.362
21.819

1502

0.0339 0.0408

1502

22.150
248.692 248.505

19.671

1502
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次ࠊ各学校࡛行わࡿࢀ海洋関ࡿࡍ教育を投入ࡋたモࣝࢹ 2 を見ࠊࡿいࢀࡎ

ࣝࢹモࠋたࡗ࡞せࡔ見いࡣ説明力࡞有意ࡶ変数ࡢ 4 ࠋࡿ同様࡛あࡶ࡛  

他方ࠊ児童ࡿࡼ海関ࡿࡍ教育関ࡿࡍ認識を投入ࡋたモࣝࢹ 3 ࠊࡣい࡚ࡘ

有意࡞説明力を持ࡘ変数ࡗ࡞ࡣたࠋ

こࢀ対ࠊࡋ海隣接࡚ࡋい࡞い小学校㸦生㸧を対象ࡋた分析を示ࡋた表 3 ࡛

マࡀ女子ダミ࣮ࠖࠕࠊࡕうࡢ変数ࡿࡍ関個人࣭家庭的要因ࡶ࡛ࣝࢹモࡢࢀࡎいࠊࡣ

イࢼス有意࡛あࠋࡿこࡣࢀ海隣接࡚ࡋいࡿ小学校㸦生㸧ࡢ分析結果同様࡛あ

蔵書数㸦100ࠕࠊまたࠋࡿ 冊単位㸧ࠖ ࠋࡿい࡚ࡗ説明力を持ࡢプラスࡀ  

次ࠊ各学校࡛行わࡿࢀ海洋関ࡿࡍ教育を投入ࡋたモࣝࢹ 2 を見ࠕࠊࡿ海をテ

࣮マࡋた学習ࠖࡀプラス有意ࡗ࡞たࠋ他方ࠕࠊ水族館を利用ࡋた教育ࠖࡀマイ

ࣝࢹたモࡋ変数を投入ࡢ他ࠊࡣ変数ࡢこࠋたࡗ࡞有意スࢼ 4 有意࡛ࡶい࡚࠾

あࡾ続け࡚いࠋࡿ

児童ࡿࡼ海関ࡿࡍ教育関ࡿࡍ認識を投入ࡋたモࣝࢹ 3 海をテࠕࠊࡣい࡚ࡘ

࣮マࡋた国社算理㸦学校平均㸧ࠖ 海をࠕࠊ他方࡛ࠋࡿい࡚ࡗ説明力を持ࡢプラスࡀ

テ࣮マࡋた総合㸦学校平均㸧ࠖ 海をテ࣮マࡌ同ࠋい࡞い࡚ࡗ説明力を持࡞有意ࠊࡣ

組ࡾ取ࡿけ࠾時間ࡢ学習࡞総合的ࠊࡳ組ࡾ取ࡿけ࠾各教科ࠊࡶた学習࡛ࡋ

ࣝࢹモࠊまたࠋい࡞ࢀࡋࡶࡢࡿあࡀ差異ࡢࡽ何内容や形式ࡣ࡛ࡳ 2 ࡛プ  

ラス有意࡞説明力ࡀ見出さࢀたࠕ海をテ࣮マࡋた学習ࠖࡘい࡚ࡣ有意性ࡀ消

え࡚いࠋࡿ学校࡚ࡋ行う海洋教育ࠕࠊࡀ海をテ࣮マࡋた国社算理㸦学校平均㸧ࠖ

ࠋࡿ࡞こࡿい࡚ࡗ説明力を持࡚ࡋ認識を媒介ࡢ児童ࡿࡍ関

 いࢀࡎせࠊࡼ以上ࠊࡣࡽ海隣接࡚ࡋい࡚ࡋࠊࡿい࡞いࠊ࡛海関ࡿࡍ

学習ࡀ海洋ࣜテラシ࣮正答率対࡚ࡋいࡿ࡞説明力を持ࡣࡘ異ࡿ࡞こࡀ分

た国語࣭社会࣭ࡋ海をテ࣮マࠊい学校࡛࡞い࡚ࡋ隣接海ࠊࡣ分析࡛ࡢ小学校ࠋࡿ

算数࣭理科ࡢ学習ࡀプラスࡢ説明力を持࡛ࡢࡶࡘあࡗたࠋ

(2)中学校の分析結果  

次ࠊ中学校㸦生㸧関ࡿࡍ分析結果を示ࠋࡍ

海隣接ࡋた中学校㸦生㸧を対象ࡋた分析を示ࡋた表 4 を検討ࠋࡿࡍまࠊࡎモ

࡞ࡣ有意࡛ࡣ変数ࡢ殆ࠊࡕうࡢ変数ࡿࡍ関個人࣭家庭的要因ࠊࡿ１を見ࣝࢹ

ࡢこࠋࡿい࡚ࡗ説明力を持ࡢスࢼマイࠊࡾ女子ダミ࣮࡛ࠖあࠕࡀ唯一例外ࠋたࡗ

こࠊࡽ小学校㸦生㸧ࡢ分析結果同様ࠊ男子ࡾࡼ女子ࡢ方ࠊࡀ海洋ࣜテラシ
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表 4 海に隣接した中学校の分析結果㸦被説明変数：海洋ࣜテࣛシー正答率㸧  

注：+:p<0.10ࠊ*:p<0.05ࠊ**:p<0.01ࠊ***:p<0.001
表 5 海に隣接してい࡞い中学校の分析結果㸦被説明変数：海洋ࣜテࣛシー正答率㸧  

注：+:p<0.10ࠊ*:p<0.05ࠊ**:p<0.01ࠊ***:p<0.001

モኤወ1 モኤወ2 モኤወ᧯ モኤወ᧰
b S.E. b S.E. b S.E. b S.E.

切片 60.477 2.673 *** 61.047 2.700 *** 69.158 6.861 *** 65.819 7.813 ***

女子ダኼー -4.562 1.484 * -4.653 1.484 ** -4.677 1.486 ** -4.691 1.486 **
蔵書数᧤100冊単位᧥ 0.401 0.711 0.352 0.712 0.422 0.712 0.357 0.716
海に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ -0.015 1.761 -0.015 1.757 0.242 1.797 0.296 1.800
水族館に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ -0.713 1.685 -0.610 1.684 -0.608 1.687 -0.684 1.690

海をኣーኻとした学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ -0.202 2.237 0.315 2.533
水族館を利用した学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ -5.028 3.497 -5.029 4.812

海をኣーኻとした国社数理英の頻度認識᧤学校平均᧥ -6.396 7.640 0.731 10.268
海をኣーኻとした総合の頻度認識᧤学校平均᧥ 0.653 7.222 -3.836 8.665

児童ዉベወ残差
学校ዉベወ残差

N

決定係数

199.701
2.210

368

0.0240 0.0350

368

1.470
199.676 199.573

2.348

368

0.0310 0.0369

368

14.697
237.646

モኤወ1 モኤወ2 モኤወ3 モኤወ4
b S.E. b S.E. b S.E. b S.E.

切片 59.907 1.352 *** 59.674 1.357 *** 64.393 5.817 **: 63.872 5.747 ***

女子ダኼー -5.274 0.689 *** -5.285 0.689 *** -5.282 0.689 *** -5.289 0.689 ***
蔵書数᧤100冊単位᧥ 1.643 0.293 *** 1.657 0.293 *** 1.622 0.294 *** 1.638 0.294 ***
海に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 1.368 0.813 † 1.390 0.813 † 1.395 0.813 † 1.406 0.813 †
水族館に連れて行ってもらった᧤᧮値᧥ 1.876 0.807 * 1.884 0.807 * 1.863 0.807 * 1.878 0.807 *

海をኣーኻとした学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ -2.775 2.800 -1.660 2.896
水族館を利用した学習の実施᧤᧮値᧥᧤校長回答᧥ 6.459 2.838 * 5.673 2.886 †

海をኣーኻとした国社数理英の頻度認識᧤学校平均᧥ 5.326 6.230 3.989 6.196
海をኣーኻとした総合の頻度認識᧤学校平均᧥ -8.616 5.229 -7.070 5.324

児童ዉベወ残差
学校ዉベወ残差

N

決定係数

236.138
16.254

2024

0.0449 0.0515

2024

15.022
236.174 236.174

15.735

2024

0.0484 0.0538

2024

14.902
236.199
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࣮正答率ࡀపい傾向あࡿこࡀ分ࠋࡿこࡢ変数ࠊࡣ他ࡢ変数を投入ࡋたモࣝࢹ

2～4 ࠋࡿ続け࡚いࡾ有意࡛あࡶい࡚࠾  

次ࠊ各学校࡛行わࡿࢀ海洋関ࡿࡍ教育を投入ࡋたモࣝࢹ 2 を見ࠊࡿいࢀࡎ

ࣝࢹモࠋたࡗ࡞せࡔ見いࡣ説明力࡞有意ࡶ変数ࡢ 4 ࠋࡿ同様࡛あࡶ࡛  

またࠊ生徒ࡿࡼ海関ࡿࡍ教育関ࡿࡍ認識を投入ࡋたモࣝࢹ 3 ࠊࡶい࡚ࡘ

有意࡞説明力を持ࡘ変数ࡗ࡞ࡣたࠋこࠊࡣࡽࢀ海隣接࡚ࡋいࡿ小学校ࡢ分析結

果同様࡛あࠋࡿ

こࢀ対ࠊࡋ海隣接࡚ࡋい࡞い中学校㸦生㸧を対象ࡋた分析を示ࡋた表 5 を

見ࠊࡿ個人࣭家庭的要因関ࡿࡍ変数ࡢうࡕ有意ࡀࡢࡶ࡞多いこࡀ分ࠋࡿま

蔵書数㸦100ࠕࠊスࢼマイࡀ女子ダミ࣮ࠖࠕࠊࡎ 冊単位㸧ࠖ ࡚ࡗ説明力を持ࡢプラスࡀ

いࠋࡿこࡣࢀ海隣接࡚ࡋい࡞い小学校ࡢ分析結果同࡛ࡌあࠋࡿさࠕࠊࡽ海連

プラスࠊࡶいう経験たࠖࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ連水族館ࠕたࠖやࡗࡽࡶ࡚ࡗ行࡚ࢀ

ࠋたࡗ࡞有意ࡶ࡛ࣝࢹモࡢࢀࡎいࠊࡾ࠾࡚ࡗ説明力を持ࡢ

次ࠊ学校࡛行う海洋関ࡿࡍ教育を投入ࡋたモࣝࢹ 2 を見ࠕࠊࡿ水族館を利用

ࡢ学校ࡿい࡚ࡋ活用水族館を積極的ࠋࡿ有意࡛あプラスࡀ説明力ࡢた教育ࠖࡋ

方ࠊࡀ海洋ࣜテラシ࣮正答率ࡀ高い傾向あࠊࡾ小学校ࡢ分析結果逆࡛あࡗたࠋ

こࡢ変数ࠊࡣ他ࡢ変数を投入ࡋたモࣝࢹ 4 ࠋࡿ続け࡚いࡾ有意࡛あࡶい࡚࠾  

生徒ࡿࡼ海関ࡿࡍ教育関ࡿࡍ認識ࡘい࡚ࠊࡣモࣝࢹ 3࣭4 説࡞有意ࠊࡶ

明力を有ࡿࡍ変数ࡗ࡞ࡣたࠋ

4. まとめ

 以上ࡢ結果ࡽ押さえࡿべࠊࡣࡁ海洋ࣜテラシ࣮正答率プラスࡢ説明力を持ࡘ

教ࡿࡍ関行う海洋ࡀ学校ࠊいえࡣࡿあࡶࡢࡶࡘ説明力を持ࡢスࢼマイࠊࡶࡢࡶ

育ࡀ何ࡢࡽ説明力を持ࡘこࡀあࡿいうこ࡛あࠋࡿ本章࡛ࠊࡣ学校単位࡛行

う教育課程ࡢ特色ࡀ何ࡢࡽ影響を児童࣭生徒ࡶたࡍࡽういう大࡞ࡁ問

題関心ࡀあࡗたࠊࡀそࡢ意味࡛ࠊࡣまࡗたく無意味いうこ࡞ࡣいいうこࡀ

明ࡗ࡞ࡽたࠋ

 無論ࠊ海洋ࣜテラシ࣮正答率を上ࡿࡆこࡀ海洋関ࡿࡍ教育ࡢ目的ࡢ全࡚࡛ࡣ

い࡞࡛ࡁべࡿࡍ推進ࡁべࡿࡍ海洋教育を推進ࡾࡼ知見ࡢ意味࡛こࡢそࠋい࡞

た地域ࢀ置ࡢ学校種や学校ࠊいえࡣࠋい࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࢀさ࡞ࡣいう断定

ࡔい࡞ࡶ言うま࡛ࡣこࡿࢀࡽࡵ求ࡀを踏まえた推進こࡿ࡞異ࡀ意味ࡢそ࡚ࡗࡼ

ࠋうࢁ

100



第 8 章 海洋ࣜテࣛシーと学校単位࡛の海洋教育の関連 

註

(1) たえࡤ中留㸦2010：212㸧ࠕࡣ地域学校経営コミュニテスク࣮ࣝࠖをࠕカ

ࣜキュラムマネ࣓ࢪンࢺ根ࡋࡊた学校地域を結ぶ組ࠊࡋࠖࡳ学校地域ࡢ

連携再構築をカࣜキュラム改革を軸捉えࡿ必要性を提起࡚ࡋいࠋࡿ

(2) そࡢ他ࠊ臨海学校やࠊ海辺ࡢ施設を活用ࡋた学習ࡀ࡞あࡗたࠊࡀ中学校ࡢ

海隣接ࡋた学校ࡢ分析࡛ࠊ学校レベࣝࡢケ࣮ス数ࡀ少࡞くࠊࡾ࡞最適解ࡀ見ࡘ

ࠋたࡋ変数を割愛ࡢࡽࢀこࡽ分析ࡢべ࡚ࡍࡣ今回ࠊࡵたたࡗ࡞ࡽ
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第 9 章 学習指導要領に記載さࢀることのインパクト 

―定着度の水準と格差に着目して―

須藤 康介㸦明星大学㸧

1. 本章の目的

本章ࡢ目的ࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ中࠾けࠊࡿ学習指導要領記載さ࡚ࢀいࡿ事項ࠊ

記載さ࡚ࢀい࡞い事項ࡢ定着度ࡢ違いを検討ࠊࡋ学習指導要領記載さࡿࢀこࡢインパ

クࢺを考察ࡿࡍこ࡛あࠋࡿそࡢ際ࠊ学習指導要領࡛ࡢ記載ࡢ有無ࠊ࡚ࡗࡼそࡢ事項ࡢ

定着度ࡢ水準ࡼࡢࡀう異ࠊࡢࡿ࡞そࠊ࡚ࡋ格差ࡢ状況ࡼࡢࡀう異ࡢࡿ࡞い

うࠊࡢࡘ側面ࡽ分析を行うࠋまたࠊ後述ࡿࡍ理由ࠊࡽ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ中࡛ࡶ地球

科学的࡞事項焦点化࡚ࡋ分析を行うࠋ

言うま࡛࡞ࡶくࠊ日本ࡢ学校࡛ࠊࡣ学習指導要領基࡙い࡚教育ࡀ行わ࡚ࢀいࠋࡿ学習

指導要領記載さࢀた内容ࠊࡣ各学校ࡢ教育方針や各教師ࡢ教育理念わࠊࡎࡽ日本

全国津々浦々ࡢ児童࣭生徒ࡀ学ぶべࡁ内容ࡣࠋࡿ࡞言うࠊࡢࡢࡶ学習指導要領ࡢ法的

拘束力ࡘい࡚ࡣ曖昧さࡶ残さࠊࡾ࠾࡚ࢀ小川㸦2012㸧1976ࠊࡤࢀࡼ 年ࡢ最高裁ุ所ࡢ

ุ決ࠕࡣ学習指導要領ࡣ大綱的基準ࡿࡵべࡁ述べࠊࡀࡿ教育課程ࡢ構成要素ࠊ教

科ྡࠊ授業時間数等大綱的基準を⊃く限定ࡿࡍ考え方ࡶ不適ษ࡛あࡿ述べࡿ 㸦ࠖp.90㸧

2003ࠋたࡗあ࡛ࡢࡶ 年ࡢ学習指導要領ࡢ部分改訂以降ࠊࡣ学習指導要領ࡢ内容ࠕࡣ最ప基

準ࠖࠊࡾ࡞記載内容を超えた指導ࡀ公式認࡚ࢀࡽࡵいࠊࡋࡋࠋࡿ水原㸦2010㸧ࡼ

学習指導ࠊ結局ࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀ慣ࡶ学校ࡶ教育委員会高い状態ࡢ自由度࡞うࡼࡢこࠊࡤࢀ

要領ࡢ範ᅖ内࡛ࡢ教育留ま࡚ࡗいࡿケ࣮スࡶ多いいうࠋ

こࡼࡢう࡞動静ࡢ中࡛ࠊあࡿ事項ࡀ学習指導要領記載さࡿࢀこࠊࡣ児童࣭生徒ࠕ実

態ࢀ࡚ࠖࡋほࡢインパクࢺを与え࡚いࢁࡔࡢࡿうࠋ学校現場ࡢ創意工夫ࡀ公認さ

い࡞ࡣ重要࡛ほࢀそࡣうࡿい࡚ࢀ学習指導要領࡛記載さࠊࡳ状況を鑑ࡿい࡚ࢀ

いう見方ࡶあࡾ得ࠊࡋࡿ前掲ࡢ水原ࡢ議論やࠊ学習指導要領依拠ࡋた現行ࡢ入試制度を

踏まえࠊࡿ無視࡛࡞ࡁいインパクࢺを与え࡚いࡿいう見方ࡶあࡾ得2016ࠋࡿ 年現在ࠊ

中央教育審議会࠾い࡚ࠊ次期学習指導要領ࡘい࡚ࡢ審議ࡀ進࡚ࢀࡽࡵいࠊࡀࡿそࡢ基

礎資料ࠊࡶ࡚ࡋ学習指導要領ࡢインパクࢺを実証的検討ࡿࡍこࡣ意義ࡀあࢁࡔࡿうࠋ 

2000ࠊ࠾࡞ 年前後ࡢ学力పୗ論争ࡢ当時ࠊ苅谷ほ㸦2002㸧ࠊࡣ学力ࡘい࡚論ࡿࡌ
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水ࡢ定着度ࠊࡕわ࡞ࡍࠋたࡋを提唱こࡿあࡀ扱う必要格差問題を同時水準問題ࠊࡁ

準㸦たえࠊࡤ平均正答率㸧ࡔけ࡛࡞くࠊそこ内在ࡿࡍ格差㸦たえࠊࡤ裕福࡞家庭ࡢ

子ࡶそう࡛࡞い家庭ࡢ子ࡢࡶ正答率ࡢ違い㸧ࡢ状況ࠊࡶ教育ࡢ実態把握࡚ࡋ着目

記載さ学習指導要領ࠊࡋ視点を採用ࡢそࡶ本研究࡛ࠋࡿあ࡛いうこࡿあࡀ必要ࡿࡍ

ࠋࡿࡍ指標࡛追究ࡢࡘいう格差水準ࡢ定着度ࠊをࢺインパクࡢこࡿࢀ

2. 分析手法

海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡣ現行ࡢ学習指導要領࠾い࡚ࠊ独立ࡋた教育領域ࡣ࡚ࡋ設定さࢀ

࡚い࡞いࡋࠋたࠊ࡚ࡗࡀ理科や社会科ࡢ中ࡢ学習事項࡚ࡋ記載さ࡚ࢀいࡿ内容ࡶあࠊࡤࢀ

まࡗたく記載࡞ࡀい㸦各学校࣭教師ࡢ取ࡾ組ࡳ完全委࡚ࢀࡽࡡいࡿ㸧内容ࡶあࠋࡿ本

章࡛ࠊࡣこࡢ点着目ࠊࡋ学習指導要領記載さ࡚ࢀいࡿ事項ࠊ記載さ࡚ࢀい࡞い事項

ࠋࡿࡳを試こࡿࡍを抽出ࢺインパクࡢ学習指導要領ࠊ࡛こࡿࡍ違いを検討ࡢ定着度ࡢ

具体的ࠊࡣ表 1 中学生小学生ࠋࡿࡍ海洋ࣜテラシ࣮設問を分析対象ࡢࡘ四ࡍ示

高ࡀ正答率ࠊまたࠋࡿい࡚ࡋ設問をピックアップࡢ共通両学年ࠊࡵ比較分析を行うたࡢ

設問㸦尖㛶ࡿࢀ断さุ高いࡀ時事性ࠊ㸧や࡞行動ࡢࡁ出たࡀ設問㸦津波警報ࡿࡂࡍ

諸島ࡢ位置࡞㸧ࡣ除外ࡋたࠋそࡢ結果ࠊ四ࡢࡘ地球科学的࡞設問ࡀ選定さࢀたࠋ

表 1 分析に使用する海洋ࣜテࣛシー設問 

四ࡢࡘ設問ࡍࡣべ࡚海洋関連ࡋた地球科学的࡞内容࡛あࡿいう点ࠊࢇࢁࡕࡶࡣ理論

い࡞ࡣ違い࡞ࡁ大ほࢀそࠊࡶい࡚࠾関連度࡞直接的ࡢ日常生活ࡶい࡚࠾抽象度ࡢ

ࢀ含ま学習指導要領ࡢ中学校ࡣ地球温暖化ࢺプレ࣮ࠊࡎࡽわࡶࠋࡿࢀࡽ考え

࡚いࡿ一方࡛ࠊエࣝニ࣮ニョサケࡣ小中学校を通࡚ࡋ学習指導要領含ま࡚ࢀい࡞いࠋ

学習指導ࠊ࡛こࡿࡍ正答率を比較ࡢ後者前者ࠊࡣ設問ࡢࡘ四ࡽࢀこࠊ࡚ࡗࡀたࡋ

エルニーニョ現象の発生海域 問㻥／問㻤 　　　　 × 　　　×

サケの一生 問㻝㻡／問㻝㻠 　　　　 × 　　　×

日本海溝の周辺のプレート 問㻝7／問㻝㻡 　　　　 × 　　　○

地球温暖化に䜘る影響 問㻝㻝／問㻝㻝 　　　　 × 　　　○

○䛿学習指ᑟ要領の本文にも解説にも記載あ䜚

×䛿学習指ᑟ要領の本文にも解説にも記載䛺し

中学校

学習指ᑟ要領

→

→

→

→

設問番号

䠄小／中䠅

小学校

学習指ᑟ要領
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要領記載さࡿࢀこࡢインパクࢺを見出ࡍこࡿࡁ࡛ࡀモࣝࢹケ࣮ス考えࡿࢀࡽ

(1)
 ࠋ

ࡢ中学受験ࠕ㸧ࡴ塾㸦家庭教師を含ࡣ小学生ࠊࡣい࡚࠾分析ࡢべ࡚ࡍࡢ以ୗࠊ࠾࡞ 

たࡵ通࡚ࡗいࠖࡿ児童を除外࡚ࡋいࠋࡿ国私立中学校進学ࡿࡍ予想さࡿࢀ小学生を

除外ࠊࡋ公立小学生公立中学生をほࡰ同ࡌ母集団࡛比較ࡿࡍた࡛ࡵあࠋࡿ分析用いた

統計ソフࢺウ࢙アࡣ SPSS Statistics22.0 ࡛あࠋࡿ 

3. 分析結果

3.1. 定着度の水準に関する分析 

学ࠊࡕわ࡞ࡍࠋࡿࡁ予想࡛ࡾ通ࡣࢺインパクࡢ学習指導要領ࠊうࡼ述べた࡛ࡍ 

習指導要領記載さ࡚ࢀいࡼうࡀいまいࠊࡀほࡰ同ࡼࡌう学習ࡀ進ࡴいう可能性ࠊ

学習指導要領記載さ࡚ࢀいࡿ事項ࡢほうࠊࡀ有意定着ࡋやࡍくࡿ࡞いう可能性࡛あ

分析結果を表ࠋうࢁࡔࡢ近いࡽࡕࠊࡣ࡚ࡋ実態ࠋࡿ 2～5  ࠋࡍ示

まࠊࡎエࣝニ࣮ニョࡢ設問ࡘい࡚ࠊࡣ小学生中学生࡛正答率ࡀほࢇ変化࡚ࡋい

ࠊࡀࡿࢀࡽ見ࡀ上昇ࡢけ࡚やや正答率中学生ࡽ小学生ࠊࡣい࡚ࡘ設問ࡢサケࠋい࡞

そࢀほ大࡞ࡁ変化࡛࡞ࡣくࠕࠊ成長ࡶこ࡛見聞ࡋࡁた子ࡶࡶいࡿ 解釈࡛ࠖ

中学生࡛正ࡽ小学生ࠊࡣい࡚ࡘ設問ࡢ地球温暖化ࢺプレ࣮ࠊ一方ࠋࡿ程度࡛あࡿࡁ

答率ࡀ飛躍的上昇ࠕࠊࡾ࠾࡚ࡋ学習ࡀ進ࠖࡔࢇ解釈࡛ࠋࡿࡁ

表 2 学年とエルニーニョ正答の関係 

表 3 学年とサケ正答の関係 

正答 不正答

小㻢 㻞7.㻥% 7㻞.㻝% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻝㻤㻠㻡㻕

中㻟 㻞㻢.㻞% 7㻟.㻤% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻞㻠㻥7㻕

㻞㻢.㻥% 7㻟.㻝% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻠㻟㻠㻞㻕合計

独立性の䜹イ二乗検定 p㻩㻜.㻞㻜㻢

学ᖺ

エルニーニョ正答

合計 有効度数

正答 不正答

小㻢 㻞㻢.㻥% 7㻟.㻝% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻝㻤㻠㻡㻕

中㻟 㻟㻟.㻞% 㻢㻢.㻤% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻞㻠㻥7㻕

㻟㻜.㻡% 㻢㻥.㻡% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻠㻟㻠㻞㻕

学ᖺ

合計

独立性の䜹イ二乗検定 p㻩㻜.㻜㻜㻜

サケ正答

合計 有効度数
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表 4 学年とプレート正答の関係 

表 5 学年と地球温暖化正答の関係 

以上ࡢ分析ࠊࡽ学習指導要領記載さࡿࢀこࡢインパクࡀࢺ窺えࠋࡿプレ࣮ࢺ地

球温暖化ࡢ設問ࡢ正答率ࡢ飛躍的࡞上昇ࠊࡣ両者ࡀ中学校ࡢ学習指導要領明示さ࠾࡚ࢀ

ࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿࢀࡽ考えࡿい࡚ࡌ生࡚ࡗࡼこࡿࢀ扱わࡎ必ࡰ中࡛ほࡢ学校教育ࠊࡾ

学習指導要領ࡣ関係࡞くࠊプレ࣮ࢺや地球温暖化ࡘい࡚ࠊࡣニュ࣮ス࡛࡞学ࡔࢇ

いう可能性ࡶあࠊࡋࡋࠋࡿニュ࣮ス視聴頻度㸦5 段階㸧プレ࣮࣭ࢺ地球温暖化ࡢ設問

ࢀࡒࢀそࠊࡣ順位相関係数࣮ࣝࢻケンࡢ正答ࡢ 0.053  0.068 ニュ࣮スࠊ小さく࡚ࡵ極

ࠋうࢁࡔ高いࡀほうࡢ可能性ࡔࢇ形࡛学ࡿࡍ関係学校教育ࡶࡾࡼ

3.2. 定着度の格差に関する分析 

 前述ࡼࡢうࠊ教育ࡢ実態把握を行う上࡛ࠊࡣ定着度ࡢ水準ࡔけ࡞くࠊ格差ࡢ状況ࡶ明

ࡍ批大ࡣ格差ࡢ定着度ࠊࡿࢀ記載さ学習指導要領ࡀ事項ࡿあࠋࡿあࡀ必要ࡿࡍࡽ

ࠋうࢁࡔࡢࡿࡍ縮小ࡶࢀそࠊうࢁࡔࡢࡿ

目的࡛ࡢࡶそࡶそࡢ義務ࠖ教育ࠕࡀこࡿ必要事項を定着させ一ᚊࡶ子ࡢべ࡚ࡍ

あࠊࡾそࡢ内容を示ࡋたࡀࡢࡶ学習指導要領࡛あࡿこを踏まえࠊࡤࢀ学習指導要領記

載さࡿࢀこࠊࡣ定着度ࡢ格差を縮小させࡿ考えࠋࡿࢀࡽ学習指導要領記載さࡿࢀこ

学習指導要領ࠊ一方ࠋࡿあ࡛ࡽࡿ࡞内容を学ぶこࡌ同ࡀ全員ࡎࡽࡼࢀ生まࠊ࡛

意味ࡶこࡘ意味を持࡞い࡚重要࠾入試ࡢ上級学校ࡀ内容ࡢそࠊࡣこࡿࢀ記載さ

正答 不正答

小㻢 㻟㻤.㻠% 㻢㻝.㻢% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻝㻤㻠㻡㻕

中㻟 7㻞.㻟% 㻞7.7% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻞㻠㻥7㻕

㻡7.㻥% 㻠㻞.㻝% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻠㻟㻠㻞㻕

学ᖺ

合計

独立性の䜹イ二乗検定 p㻩㻜.㻜㻜㻜

プレート正答

合計 有効度数

表 学ᖺ 球温暖化 答 関係

正答 不正答

小㻢 㻡7.㻤% 㻠㻞.㻞% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻝㻤㻠㻡㻕

中㻟 㻤㻜.㻤% 㻝㻥.㻞% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻞㻠㻥7㻕

7㻝.㻝% 㻞㻤.㻥% 㻝㻜㻜.㻜% 㻔㻠㻟㻠㻞㻕合計

独立性の䜹イ二乗検定 p㻩㻜.㻜㻜㻜

地球温暖化正答

合計 有効度数

学ᖺ
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批ࡀ格差ࠊࡋ向上ࡀ定着度特࡛ࡶ子ࡢ高い家庭ࡢ向けたアスピレ࣮ション入試ࠊࡋ

大ࡿࡍいう推論ࡶ成ࡾ立ࠋࡘ教育アスピレ࣮ション階層差ࡀ存在ࡿࡍこࠊࡣたえ

 ࠋࡿい࡚ࢀ検証さ頑健࡚ࡗࡼ輪࣭苫米地㸦2011㸧୕ࡤ

 小中学生そࢀࡒࢀ対ࠊ࡚ࡋ各設問ࡢ正答をᚑ属変数ࡿࡍロࢪステック回帰分析

を行ࡗた結果を表 6～9 多ࠊࡵたたࡗ多ࡀḞ損値ࡣ母教育年数㸦母学歴㸧ࠊ࠾࡞ࠋࡍ示

重代入法ࡿࡼḞ損値補正を行ࡗた

(2)
美術品࣭ピアノ࣭図鑑࣭地球儀ࠊࡣ文化的所有物ࠋ

ࡿ変数࡛あࡍ多寡を表ࡢ文化資本ࡢ家庭ࠊ㸦0～4㸧࡛ࢺ所有ポインࡢ

(3)
 ࠋ

表 6 エルニーニョ正答の規定要因㸦ロࢪスティック回帰分析㸧 学年別 

表 7 サケ正答の規定要因㸦ロࢪスティック回帰分析㸧 学年別 

女子ダミー -㻜.㻜㻥㻟 㻜.㻝㻝㻝 㻜.㻥㻝㻝 -㻜.㻞㻥㻡 㻜.㻜㻥㻠 㻜.7㻠㻠 **

き䜗うだい数 㻜.㻜㻝㻢 㻜.㻜㻡㻟 㻝.㻜㻝㻢 -㻜.㻜7㻤 㻜.㻜㻡㻡 㻜.㻥㻞㻡

母教育ᖺ数 -㻜.㻜㻝㻤 㻜.㻜㻟㻢 㻜.㻥㻤㻞 㻜.㻜㻟㻜 㻜.㻜㻟㻞 㻝.㻜㻟㻝

文化的所有物 㻜.㻜7㻟 㻜.㻜㻡㻜 㻝.㻜7㻢 -㻜.㻜㻜7 㻜.㻜㻠㻞 㻜.㻥㻥㻟

町村ダミー -㻜.㻜㻡㻢 㻜.㻝㻠㻠 㻜.㻥㻠㻢 㻜.㻜㻢㻤 㻜.㻝㻤㻤 㻝.㻜7㻜

䠄定数䠅 -㻜.㻤㻜㻥 㻜.㻠㻥㻞 㻜.㻠㻠㻡 -㻝.㻝㻥7 㻜.㻠㻟㻟 㻜.㻟㻜㻞

有効度数

Nagelkerke決定係数

㻝㻢㻡㻟 㻞㻟㻢㻤

㻜.㻜㻜㻟 㻜.㻜㻜㻥

小㻢 中㻟

回帰

係数

䜸ッ䝈

比

有意

確率

回帰

係数

䜸ッ䝈

比

有意

確率

標準

誤差

標準

誤差

*** p<㻜.㻜㻜㻝　** p<㻜.㻜㻝　* p<㻜.㻜㻡

女子ダミー -㻜.㻞㻜㻤 㻜.㻝㻝㻞 㻜.㻤㻝㻞 -㻜.㻡㻡7 㻜.㻜㻤㻤 㻜.㻡7㻟 ***

き䜗うだい数 㻜.㻜㻥㻢 㻜.㻜㻡㻟 㻝.㻝㻜㻝 -㻜.㻜㻝㻤 㻜.㻜㻡㻜 㻜.㻥㻤㻞

母教育ᖺ数 㻜.㻜㻝㻝 㻜.㻜㻡㻜 㻝.㻜㻝㻝 㻜.㻜㻟㻠 㻜.㻜㻟㻜 㻝.㻜㻟㻡

文化的所有物 㻜.㻜㻢㻢 㻜.㻜㻡㻞 㻝.㻜㻢㻤 㻜.㻜㻡㻜 㻜.㻜㻟㻥 㻝.㻜㻡㻝

町村ダミー 㻜.㻜㻤㻜 㻜.㻝㻠㻟 㻝.㻜㻤㻟 -㻜.㻜㻢㻝 㻜.㻝㻤㻜 㻜.㻥㻠㻝

䠄定数䠅 -㻝.㻟㻟㻝 㻜.㻢7㻡 -㻜.㻥㻞㻥 㻜.㻠㻜㻤 *

有効度数

Nagelkerke決定係数

小㻢 中㻟

回帰

係数

標準

誤差

䜸ッ䝈

比

有意

確率

回帰

係数

標準

誤差

䜸ッ䝈

比

有意

確率

㻝㻢㻡㻟 㻞㻟㻢㻤

㻜.㻜㻜㻤 㻜.㻜㻞㻢

*** p<㻜.㻜㻜㻝　** p<㻜.㻜㻝　* p<㻜.㻜㻡
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表 8 プレート正答の規定要因㸦ロࢪスティック回帰分析㸧 学年別 

 

表 9 地球温暖化正答の規定要因㸦ロࢪスティック回帰分析㸧 学年別 

 

 

 まࠊࡎ学習指導要領記載さ࡚ࢀい࡞いエࣝニ࣮ニョサケࡢ設問ࡘい࡚ࠊࡣ中学生

࡛男女ࡢ正答率差ࡀあࠊ࡛ࡳࡢࡿ小中学生を通࡚ࡋ家庭背景ࡿࡼ格差ࡣ見出さ࡞ࢀいࠋ

一方ࠊ中学校࡛学習指導要領Ⓩ場ࡿࡍプレ࣮ࢺ地球温暖化ࡢ設問ࡘい࡚ࠊࡣ小学校

段階࡛ࡈࡣく部分的ࡋ格差ࡀ見ࡗ࡞ࢀࡽたࠊࡀࡢࡶ中学校段階ࠊࡿ࡞母学歴

文化的所有物ࡿࡼ格差ࡀ生࡚ࡌい࡞ࡍࠋࡿわࠊࡕ学習指導要領記載さ࡚ࢀいࡿ条件ୗ

ࠊほࡶ子ࡢ家庭࡞うࡼࡿい࡚ࢀ蓄積さࡀ文化資本家庭ࠊࡾ高学歴࡛あࡀ母親ࠊࡣ࡛

プレ࣮ࢺ地球温暖化ࡢ設問正答࡚ࡋいࠋࡿまたࡻࡁࠊうࡔい数ࡿࡼ格差ࡶ生起࡚ࡋ

いࡿ

(4)
 ࠋ

以上ࡢ分析ࠊࡽ定着度ࡢ水準ࡔけ࡛࡞く格差対ࠊࡶ࡚ࡋ学習指導要領記載さࡿࢀ

女子ダミー -㻜.㻞㻝㻜 㻜.㻝㻜㻞 㻜.㻤㻝㻜 * -㻜.㻞㻟㻝 㻜.㻜㻥㻟 㻜.7㻥㻟 *

き䜗うだい数 -㻜.㻜㻢㻥 㻜.㻜㻡㻜 㻜.㻥㻟㻟 -㻜.㻝㻠㻢 㻜.㻜㻡㻝 㻜.㻤㻢㻠 **

母教育ᖺ数 㻜.㻜㻠㻤 㻜.㻜㻟㻞 㻝.㻜㻡㻜 㻜.㻜7㻝 㻜.㻜㻟㻝 㻝.㻜7㻠 *

文化的所有物 㻜.㻜㻠㻠 㻜.㻜㻠㻢 㻝.㻜㻠㻡 㻜.㻝㻝㻥 㻜.㻜㻠㻝 㻝.㻝㻞㻢 **

町村ダミー 㻜.㻜㻥㻜 㻜.㻝㻟㻝 㻝.㻜㻥㻠 -㻜.㻝㻥㻢 㻜.㻝7㻥 㻜.㻤㻞㻞

䠄定数䠅 -㻝.㻜㻟㻥 㻜.㻠㻠7 * 㻜.㻝㻤㻢 㻜.㻠㻝㻠

有効度数

Nagelkerke決定係数

小㻢 中㻟

回帰

係数

標準

誤差

䜸ッ䝈

比

有意

確率

回帰

係数

標準

誤差

䜸ッ䝈

比

有意

確率

㻝㻢㻡㻟 㻞㻟㻢㻤

㻜.㻜㻝㻜 㻜.㻜㻞㻠

*** p<㻜.㻜㻜㻝　** p<㻜.㻜㻝　* p<㻜.㻜㻡

女子ダミー -㻜.㻝㻜㻜 㻜.㻝㻜㻜 㻜.㻥㻜㻡 -㻜.㻟7㻝 㻜.㻝㻜7 㻜.㻢㻥㻜 ***

き䜗うだい数 -㻜.㻜㻡㻥 㻜.㻜㻠㻤 㻜.㻥㻠㻟 -㻜.㻝㻡㻥 㻜.㻜㻡7 㻜.㻤㻡㻟 **

母教育ᖺ数 㻜.㻜㻟㻢 㻜.㻜㻟㻡 㻝.㻜㻟7 㻜.㻜7㻞 㻜.㻜㻟㻡 㻝.㻜7㻠 *

文化的所有物 㻜.㻝㻝㻠 㻜.㻜㻠㻢 㻝.㻝㻞㻝 * 㻜.㻝㻥㻤 㻜.㻜㻠㻤 㻝.㻞㻝㻥 ***

町村ダミー -㻜.㻞㻞㻜 㻜.㻝㻞㻤 㻜.㻤㻜㻟 -㻜.㻡㻟㻢 㻜.㻝㻤㻢 㻜.㻡㻤㻡 **

䠄定数䠅 -㻜.㻞㻠㻝 㻜.㻠7㻥 㻜.㻢㻢㻟 㻜.㻠㻢㻠

有効度数

Nagelkerke決定係数

㻝㻢㻡㻟 㻞㻟㻢㻤

㻜.㻜㻝㻟 㻜.㻜㻠㻞

*** p<㻜.㻜㻜㻝　** p<㻜.㻜㻝　* p<㻜.㻜㻡

小㻢 中㻟

回帰

係数

標準

誤差

䜸ッ䝈

比

有意

確率

回帰

係数

標準

誤差

䜸ッ䝈

比

有意

確率
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こࡢインパクࡀࢺ窺えࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿプレ࣮ࢺや地球温暖化ࠕࡀ偶然ࠖ中学生࡛家庭背

景ࡿࡼ格差ࡁࡘࡀやࡍい設問ࡗࡔたいう可能性ࡶあࠊࡋࡋࠋࡿエࣝニ࣮ニョࡢ設問

࡞地球科学的ࡿࡍ関海洋ࠊいう点ࡿ知識問題࡛あ࡞比較的単純ࠊࡶ設問ࡢࢺプレ࣮ࡶ

内容࡛あࡿいう点࡛共通࡛あࠊࡾ両者を隔࡚ࠊࡀࡢࡶࡿ学習指導要領記載さ࡚ࢀいࡿ

 ࠋうࢁࡔࡿあࡀ妥当性ࡢ一定ࠊࡣこࡿ考えࡿあ࡛否

 

4. 結論と考察 

 学習指導要領何を記載ࠊࡣࡢࡿࡍ戦後日本࠾い࡚ࠊ常大࡞ࡁ論争を引ࡁ起こࡋ

ࠋたࡁ࡚ࢀ行わࡶ署ྡ運動ࡢ削除࣭追加反対ࠊ活動やࢢロビインࡿࡼ関連団体ࠋたࡁ࡚

児童࣭生徒࡚ࠖࡋ実態ࠕࡀこࡿࢀ記載さ学習指導要領ࠊࡎࡽわࡶࠊࡋࡋ

教育行ࠋたࡗ࡞こ࡚ࢀ実証さࡣま࡛十分ࢀこࠊࡣࡢࡿを与えࢺインパクࡢほࢀ

政や研究者ࡀ行う学力調査࠾い࡚ࠊࡶ学習指導要領ࡢ範ᅖ内範ᅖ外を捨象ࡋ㸦あࡿ

いࡣ範ᅖ内限定ࡋ㸧ࠕࠊ学力ࠖࡢ規定要因分析ࡀ行わࡿࢀ傾向ࡀあࡗたࠋ本章ࡢ分析ࠊࡣ

海洋ࣜテラシ࣮ࡢ中ࡢ地球科学的࡞事項を対象ࠊこࡽࢀᚑ来ࡢ研究ࡢ課題応えたࡢࡶ

࡛あࠋࡿ 

 分析ࡽ見え࡚ࡁたࠕࠊࡣࡢࡶ水準格差ࢪࡢレンマ࡛ࠖ あࠋࡿ学習指導要領記載さࢀ

知࡞比較的単純࡞うࡼたࡋ今回分析ࡶく࡞少ࠊく࡞小さく࡚ࡋ決ࡣࢺインパクࡢこࡿ

識事項ࡘい࡚ࠊࡣ定着度を大ࡁく高ࡿࡵ可能性ࡀ示唆さࢀたࠋこࡢ点࠾い࡚ࠊࡣ学習

指導要領ࡣ無力࡛࡞いࠊࡋひい࡚ࡣ義務教育制度ࡣ無力࡛࡞いࡶ言えࡋࡋࠋࡿ同時ࠊ

学習指導要領記載さࠊࡿࢀ家庭背景ࡿࡼ格差ࡀ浮上ࡿࡍ可能性ࡶ示唆さࢀたࠋ学習

指導要領記載さࡿࢀいうこࠊࡣそࡢ知識ࡀ学校制度ࡢ中࡛正統見࡞さࡿࢀこࠊ

学ࠊࡁたࡗ࡞そうࠋࡿࡍを意味こࡿࢀ公認さ࡚ࡋ出題範ᅖࡢ入試ࠊࡣ具体的ࡾࡼ

校制度を通࡚ࡋ有利࡞将来をࡶࡘうࡿࡍ階層ࡢ人々ࠊࡀそࡢ知識ࡢ習得をࡾࡼ重視ࡍ

 ࠋࡿࢀࡽ考えࡿࡍ生起ࡀ格差ࡿࡼ家庭背景ࠊࡾ࡞うࡼࡿ

 学習指導要領ࡢ追記ࡀ行わࠊࡁࡿࢀそこ存在ࡿࡍマインࠕࡣࢻこࡢ事項ࡍࡣべ࡚

全体ࠊࡣけ࡛ࡔࡿࡍ追記ࡔたࠊࡋࡋࠋうࢁࡔࡢࡶいういࠖࡋけ࡚ほࡘ身ࡶ子ࡢ

可能ࡿࡍ批大ࡀ格差ࡢ知識࣭教養ࡿࡼ家庭背景同時ࠊࡢࡢࡶࡿࡀ上ࡣ定着度ࡢ࡚ࡋ

性ࡀあࠋࡿ広田㸦2011㸧ࠊࡣ教育政策࠾けࠕࡿ○○を学ࡤせࡢࠖࡿ過剰化ࡣ教育ࡢ空洞

化㸦形式的扱うࡔけ㸧をࡶたࠊࡍࡽ警鐘を鳴࡚ࡋࡽいࠋࡿこࡢ指摘ࡣ重要࡛あࠊࡀࡿ

必要ࡣࡢࡶ࡞必要࡚ࡋ取ࡾ入࡚ࢀい࡞け࡞ࡽ࡞ࡤࢀいこࡶ事実࡛あࠊࡾそࡢバラン
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スࡣ難ࡋいࠋ本章ࡢ分析ࡽ言えࡿこࡀあࠊࡤࢀࡍࡿ学習指導要領何を追記ࡿࡍ

ࡋを是ࢀそࠊࡾあࡀ必要ࡿࡍ格差批大を覚悟ࡿࡼ家庭背景ࡿࡌ生併発的ࠊࡣࡁ

ࢁࡔいうこࡿあࡀ必要ࡿࡍ検討同時ࠊ方策をࡿࡍ格差批大を防Ṇࠊࡤࢀあ࡛ࡢい࡞

うࠋ 

 本研究ࡢ限界ࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ様々࡞要素ࡢ中࡛ࠊ四ࡢࡘ地球科学的࡞設問対ࡋ

類家政学や保健学ࠊࡤえたࠊく࡞ࡣ地球科学࡛ࠋࡿあい点࡞い࡚ࡗ分析を行ࡋ࡚

ࠋࡿあࡶ可能性ࡿࢀ現࡚ࡗ࡞異ࡀࢺインパクࡢ学習指導要領ࠊࡣい࡚ࡘ事項࡞うࡼࡿࡍ

 ࠋࡿࢀࡽࡵ求ࡀた調査࣭研究ࡋ領域を対象ࡢ多くࡾࡼ

 

註 

(1) 地球温暖化ࡀ小学校࡛扱わ࡞ࢀいこ違和感を抱࡞ࢀࡋࡶࡿࢀいࠊࡀ現行ࡢ小

学校ࡢ学習指導要領࡛ࠊࡣ本文࡛ࡶ解説࡛ࠕࡶ地球温暖化ࠖまたࡣそࢀ類ࡿࡍ記述ࡣ

一ษⓏ場࡞ࡋいࠋ小学校࡛地球温暖化関ࡿࡍ教育ࡀ行わ࡚ࢀいࡋࡿたࠊࡽそࡣࢀ学

校またࡣ教師ุࡢ断࡛ࠊ学習指導要領外ࡢこを扱࡚ࡗいࡿいうこࠊ࠾࡞ࠋࡿ࡞

中学校ࡢ学習指導要領࡛ࠕ地球温暖化ࠖࡀ記さࢀたࠊࡣࡢ現行ࡢ学習指導要領࡛ࡽあ

2002ࠊࡣࡢたࢀ記さࡀࠖࢺプレ࣮ࠕࠊࡾ 年施行ࡢ学習指導要領࡛ࡽあࠋࡿたࠊࡋࡔそ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡣ記述ࡢ類似ࡢ࡞地質構造線ࠖࠕࠊࡶ学習指導要領࡛ࡢ以前ࢀ

(2) 多重代入法࡛ࠊࡣ母教育年数を代入変数ࠊそࢀ以外ࡢ児童࣭生徒質問紙ࡢ変数㸦前問

い࡞ࡽわࠕࠊ質問ࡿい࡚ࡗ࡞分岐ࡢࡽ回答ࡢ 質問を除く㸧をࡿあࡀいう選択肢ࠖ

予測࣭代入変数࡚ࡋ行ࡗたࠋ代入回数ࡣ 5 回ࠊ予測方法ࡣ線形回帰࡛あࠊ࠾࡞ࠋࡿ多

重代入法を用いࠊࡎ母学歴ࡀḞ損࡚ࡋいࡿケ࣮スを除外࡚ࡋ分析を行ࠊࡶ࡚ࡗほࡰ同

様ࡢ結果ࡀ得ࢀࡽたࡔࡿࡁ࡛ࠊࡀけ精緻࡞結果を示ࡍたࡵ多重代入法を採用ࡋた࡞ࠋ

い可࡞い࡚ࡋ把握学歴を正確ࡢ親ࡣ小学生ࡶそࡶそࠊ別ࡣ処理方法ࡢḞ損値ࠊ࠾

能性ࡀあࠊࡾそࡢ点࠾い࡚ࠊ測定誤差ࡀ大ࡁい分析࡛あࡿこࡣ否࡞ࡵいࠋ 

(3) 分析࡛使用ࡿࡍ独立変数ࡢ記述統計量を表 10 Ḟࠊࡣ記述統計量ࡢ母教育年数ࠋࡍ示

損値補正を行う前ࡢ値࡛あࠋࡿ 
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表 10 分析࡛使用する独立変数の記述統計量 

 
(4) 中学校段階࡛ࡻࡁࠊࡣうࡔい数ࡀ多いほࠊプレ࣮ࢺ地球温暖化ࡢ設問正答࡙ࡋ

పࡀ最終学歴多いほࡀい数ࡔうࡻࡁࠊࡣ平沢㸦2011㸧ࠋࡿい࡚ࡗ࡞いう結果いࡽ

くࡿ࡞傾向を明࡚ࡋࡽいࠋࡿそࡢ知見をࡩまえࡻࡁࠊࡿうࡔい数ࡀ多いほࠊ子

学習指導ࡣࢀそࠊࡾ࡞く࡞少ࡀ教育費や教育的関与ࡢ家庭ࡿࢀ投資さࡾ一人あたࡶ

要領ୗࡢ海洋ࣜテラシ࣮関ࡿࡍ学習ࡘい࡚ࡶ例外࡛࡞ࡣい考えࠋࡿࢀࡽ 

 

引用文献 

小川正人 2012ࠕ教育課程行政学力保㞀ࠖ小川正人࣭勝㔝正章ࠗ教育行政学校経営࠘ᨺ

送大学教育振興会 pp.83-101. 

苅谷剛彦ほ2002ࠗ 調査報告ࠕ学力పୗࠖࡢ実態࠘岩波ࣈックレッࠋࢺ 

平沢和司 2011ࡻࡁࠕうࡔい構成ࡀ教育達成与えࡿ影響ࡘい࡚‐NFRJ08 本人࣮ࢹタ

タを用い࡚࣮ࢹいࡔうࡻࡁ 稲ࠖ葉昭英࣭ 保田時男編ࠗ 第 3 回家族ࡘい࡚ࡢ全国調査 第

2 次報告書 第 4 巻࠘日本家族社会学会全国家族調査委員会 pp.21-44. 

広田照幸 2011ࠗ教育論議ࡢ作法‐教育ࡢ日常を懐疑的読ࡳ解く࠘時事通信社ࠋ 

水原克敏 2010ࠗ 学習指導要領ࡣ国民形成ࡢ設計書‐そࡢ能力観人間像ࡢ歴史的変遷 東࠘

大学出版会ࠋ 

୕輪哲࣭苫米地ࡘ࡞帆 2011ࠕ社会化アスピレ࣮ションࠖࠗ 東大学大学院教育学研究科

研究年報࠘第 60 集第 1 号 pp.1-13. 

 

 

 

有効度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

女子ダミー 㻝㻤㻟㻠 㻜.㻜㻜㻜 㻝.㻜㻜㻜 㻜.㻠㻤㻥 㻜.㻡㻜㻜

き䜗うだい数 㻝7㻟㻢 㻜.㻜㻜㻜 㻝㻜.㻜㻜㻜 㻝.㻠㻢㻟 㻝.㻜㻠㻢

母教育ᖺ数 㻥㻜㻤 㻥.㻜㻜㻜 㻝㻢.㻜㻜㻜 㻝㻟.㻢㻠㻥 㻝.㻤㻜7

文化的所有物 㻝7㻢㻥 㻜.㻜㻜㻜 㻠.㻜㻜㻜 㻝.7㻝㻝 㻝.㻝㻠㻥

町村ダミー 㻝㻤㻠㻡 㻜.㻜㻜㻜 㻝.㻜㻜㻜 㻜.㻝㻢㻡 㻜.㻟7㻞

女子ダミー 㻞㻠㻤㻝 㻜.㻜㻜㻜 㻝.㻜㻜㻜 㻜.㻡㻜㻜 㻜.㻡㻜㻜

き䜗うだい数 㻞㻠7㻡 㻜.㻜㻜㻜 7.㻜㻜㻜 㻝.㻠㻜㻥 㻜.㻤77

母教育ᖺ数 㻝7㻜7 㻥.㻜㻜㻜 㻝㻢.㻜㻜㻜 㻝㻟.㻠㻜㻟 㻝.7㻝㻟

文化的所有物 㻞㻠㻜㻜 㻜.㻜㻜㻜 㻠.㻜㻜㻜 㻝.㻢㻡㻤 㻝.㻝㻥㻠

町村ダミー 㻞㻠㻥7 㻜.㻜㻜㻜 㻝.㻜㻜㻜 㻜.㻜㻥㻠 㻜.㻞㻥㻝

小㻢

中㻟
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補論 海洋ࣜテࣛシーに関する先行研究のレビュー 

 

田口 康大㸦東京大学㸧 

 

0. 先行研究のレビュー 

 本調査࡛ࠕࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࠖをࠕ海洋関ࡿࡍ共通教養ࠖ定義࡚ࡋいࠋࡿここ࡛ࡢ

学習指導要ࡣ基本的ࠊࡘࡘ助言を踏まえࡢࡽ研究者ࡢ海洋学ࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮ࠖࠕ

領沿ࡗた࡚ࡗ࡞ࡢࡶいࠋࡿ国内外目を向けࠕࠊࡿ海洋ࣜテラシ࣮ ࠊ࡚いう表現ࠖ

いくࡢࡘ調査࣭研究ࡀ行わ࡚ࢀいࡿこを確認࡛ࠋࡿࡁ本論ࡢ目的ࠊࡣ国内外࠾けࡿ

本ࠊ࡛こࡿࡍい࡚レビュ࣮を࠾ࡾ限ࡢ調査࣭研究を管見ࡿࡍ関海洋ࣜテラシ࣮ࠖࠕ

調査ࡢ位置࡙けを明確ࡿࡍࡢࡶ࡞こあࠋࡿ 

 

1. アメࣜカ発の Ocean Literacy 

まࠊࡣࡎア࣓ࣜカ࠾い࡚作成さࢀた Ocean Literacy ࡛あࠋࡿこࠊࡣࢀCenter for Ocean 

Sciences Education Excellence㸦COSEE：海洋科学教育センタ࣮㸧ࠊNational Oceanic and 

Atmospheric Administration㸦NOAA：全米海洋大気局㸧ࠊNational Marine Educators Association

㸦NMEA：全米海洋教育者協会㸧所属ࡿࡍ海洋学者ࡼ࠾び教育者ࡀ協同2005ࠊࡋ 年作

成さࢀた࡛ࡢࡶあࠋࡿOcean Literacy 与え海ࡀ私達࡚ࡋそࠊ影響ࡿ与え私達ࡀ海ࠕࠊࡣ

基本概本質的原理ࡢ海洋ࠕࡣけた人ࡘを身ࢀそࠊࢀ定義さࠖこࡿࡍ影響を理解ࡿ

念を理解ࠖࠕࠊࡾ࠾࡚ࡋ海ࡘい࡚有効࡞方法࡚伝えࡿこࠖࡿࡁ࡛ࡀ

(1)
海ࠕࠊ࡚ࡋそࠋ

ࠖࡿࡁ࡛ࡀ決断を行うこࡿ責任あ࡚ࡋい࡚良識そࡘ資源ࡢそ

(2)
 Oceanࠋࡿࢀさ

Literacy Ocean Literacyࠋࡿあ࡛ࡢࡶࡿ࡞いࡣた経緯ࢀࡽ作ࡀ そࠊࡽࢺ最終レポ࣮ࡢ

学校教ࡢ教育期間㸧ࡢ高校卒業ま࡛ࡽK1~12㸦幼稚園ࠋࡿ࡞以ୗࡿࡍを整理こࡢ

育࠾い࡚ࠊ海や海洋資源関ࡿࡍ科学ࡣほࢇ扱わࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀカࣜキュラムや教科

書࠾い࡚ࡶほࢇ扱わ࡚ࢀい࡞いࠋ海ࡀ地球ࡢ大半を覆࡚ࡗいࡿこࠊ多くࡢ生命ࡢ

起源࡛あࡿこࠊኳ候や気候ࡶ影響を与えࠊ酸素ࡢ大半を供給ࠊࡋ多くࡢ人類ࡢ食料源

࡛あࡿいう科学的࡞事実ࡀ知࡚ࢀࡽい࡞いࠋ全米科学教育スタンダ࣮ࢻ㸦National Science 

Education Standards㸧ࡽ海洋科学ࡀ排除さࠊࡽ࡞ࡿࢀ社会的ࡶ海洋科学ࡣ取ࡾ残さ࡚ࢀ

海洋ࢻ科学教育スタンダ࣮ࠊࡤࡽ࡞い࡚危惧を抱くࡘ将来ࡢ地球ࠊゆえࢀそࠋまうࡋ

科学を取ࡾ入ࡿࢀこࡀ必要࡛あ࡞ࡍࠋࡿわࠊࡕ地球環境を持続可能ࡿࡍࡢࡶ࡞たࡵ
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具ࡢそࠋࡿあࡀいく必要࡚ࢀ入ࡾ取海洋科学を学校教育ࡿ言えࡶ基礎ࡢ地球環境ࠊࡣ

体的࡞提案࡚ࡋ Ocean Literacy  ࠋたࢀ作成さࡣ

こࡢ Ocean Literacy ࡿࡍ関海洋ࠊࡣ 7 ࡢࡘ Essential Principles  45 ࡢ Fundamental 

Concepts ࡿあࡢい࡚責任ࡘ資源ࡢそ海洋࡚ࡋ理解を通ࡢࡽࢀそࠋࡿい࡚ࢀ構成さࡽ

ุ断ࡿࡁ࡛ࡀ人材を育成ࡿࡍこࡀ目指さ࡚ࢀいࠋࡿEssential Principles 地球 .1ࠕࠊࡣ࡛

ࡿあࡀ海࡞ࡁ大ࡢࡘ一ࡿあࡢ特色࡞様々ࡣ 地ࡀ生物ࡿࡁ生࡚ࡗࡼ恩恵ࡢそ海洋 .2ࠕࠊࠖ

球ࡢ特色を形作࡚ࡗいࠊ࡞ࠖࡿ海洋関ࡿࡍ 7 基本ࡽࢀこࠋࡿい࡛ࢇ並ࡀ基本原理ࡢࡘ

原理ࡢ詳細࡞科学的࡞事実ࠊ࡚ࡋFundamental Concepts Principlesࠊࡤ例えࠋࡿい࡚ࢀ置ࡀ

ࡿあࡀ海࡞ࡁ大ࡢࡘ一ࡿあࡢ特色࡞様々ࡣ地球 .1ࠕࡢ をࠖࡼࡾࡼく理解ࡿࡍたࠕࠊࡵA

－海ࡣ私達ࡢ地球ࠊ࡚ࡗ約 ࡔࡘ一ࡣ海ࠋࡿ地理的要素࡛あ࡞地表を覆う重要ࡢࡶ70%

ࠊ洋ࢻインࠊ༡大西洋ࠊ大西洋ࠊ༡太平洋ࠊ太平洋ࠋࡿい࡚ࡗࡀ海洋盆࡛繋ࡢ沢山ࠊࡀ

極海ࡀ࡞あࠋࠖࡿ いう Fundamental Concepts  ࠋ並ぶࡀ

7 ࡢࡘ Essential Principles  45 ࡢ Fundamental Concepts 科学的視点ࡿࡍ関海洋ࠊ࡚

ࢀさ必要ࡵたࡿࡍࡢࡶ࡞地球環境を持続可能ࠊࡾ࠾࡚ࢀ網羅さࡀ視点ࡢ環境保全ࡽ

Ocean Literacyࠋࡿい࡚ࢀ示さ概略的ࡀ知識ࡿ ࠊࡀࡿフレ࣮ム࡛あࡢこࡣࡢࡍ根幹を成ࡢ

教育現場࡚用いࡿ際ࡢ補助資料ࠊ࡚ࡋOcean Literacy Scope and Sequence for Grade K-12

Kࠊࡣࢀこࠋࡿい࡚ࢀ用意さࡀ ࡽ K2㸦日本ࡢ教育制度࡛ࡣ幼稚園ࡽ小学 2 年㸧ࠊK3

ࡽ K5㸦小学 3 年ࡽ 5 年㸧ࠊK6 ࡽ K8㸦小学 6 年ࡽ中学 2 年㸧ࠊK9 ࡽ K12㸦中学

3 年ࡽ高校 3 年㸧ま࡛を区ษࠊࡾ生徒ࡀ Essential Principles をࡼࡾࡼく学ぶたࡢࡵ段階別

ࡿ事象࡛あ࡞複合的࡛総合的ࡿい࡚ࡋ相互連関ࡀ要素ࡢ多くࠋࡿい࡚ࡋ概念フロ࣮を示ࡢ

海洋ࡘい࡚ࡢ理解を導くたࡢࡵロ࣮ࢻマップ࡚ࡋ活用さࡿࢀこを目的࡚ࡋいࠋࡿ

Ocean Literacy ࡛ࣝ࢞ࢺポࣝࠊࡀࡔࡢࡶたࢀ作成さ࡚ࡋ使用を目的ࡢア࣓ࣜカ国内࡛ࡣ

࡚過程ࡢ同様ࡶ Ocean Literacy EUࠋいࡁ大ࡣ影響ࡢ他国ࠊ࡞ࡿࢀࡽ作ࡀ 圏࡛ࠊࡶ海

洋ࣜテラシ࣮ࡢ定義を定ࡿࡵプロセスࡀ開始࡚ࡋいࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿOcean Literacy ア࣓ࠊࡣ

ࣜカࡢカࣜキュラムを想定࡚ࡋ作成さࢀた࡛ࡢࡶあࡿたࠊࡵそࡢフレ࣮ムそࡢままをア࣓

ࣜカ以外ࡢ国や地域ࡀ導入ࡿࡍこࡣ困難ࡀあࠊࡀࡿ海洋いう総合的࡞事象を理解ࡍ

ࠋࡿソ࣮ス࡛あࣜࡿ意義あ࡚ࡋ指針ࡢࡵたࡿ

2. 日本における海洋ࣜテࣛシーに関する研究

日本࠾い࡚ࠊࡣ角皆静男ࡀ研究代表者࡚ࡋ行わࢀたࠕ我ࡀ国࠾けࡿ海洋ࣜテラシ
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調査研究㸦ࠖ財団法人新技術振興渡辺記念会 平成ࡢࡵたࡿ普及を図ࡢ࣮ 19 年度科学技術調

査研究助成㸦ୗ期㸧ࠊ交付番号 19-168㸧ࡀ端緒的࡞研究࡛あࢁう

(3)
ࡢ現在ࠕࠊࡣ当該研究ࠋ

学校教育࡛海ࡢ科学ࡀ実質的教え࡚ࢀࡽい࡞い原因を探ࠊࡾ海ࡢ教育を復活させࡿたࡵ

ࡳ試ࡿࡵ科学的素養㸦海洋ࣜテラシ࣮㸧を高ࡿࡍ関海ࡢ国民ࠊࡶࡿ方策を考えࡢ

を実施ࠖࡿࡍこࡀ目的さ࡚ࢀいࠋࡿまたࠕࠊ海洋関ࡿࡍ知識ࠊ教養を得࡚ࠊそࢀを活

用ࡿࡍ能力定義ࠊࡋさࠕࡽ海ࡀ私達与えࡿ影響を理解ࠊࡋ私達ࡀ海与えࡿ影響を

理解ࡿࡍこࠖࠖ ࠋࡿい࡚ࢀ定義さ࡚ࡋ海洋ࣜテラシ࣮ࠊࡀ

こࡼࡢう࡞定義ࡢ上ࠊ研究ࡢ進ࡵ方ࠊ࡚ࡋ学習指導要領࠾けࡿ海洋ࡢ扱わࢀ方関

知識意識ࡿࡍ対海ࠊ調査ࡢい࡚ࡘ方ࢀ扱わࡢ海洋ࡢ学術界内࡛ࠊ整理ࡢ変遷ࡿࡍ

ࡢ海㸦1㸧回答者ࠊࡣ内容ࡢ調査ࢺアンケ࣮ࠋࡿい࡚ࢀ行わࡀ調査ࢺアンケ࣮ࡢい࡚ࡘ

関係ࡘい࡚ࠊ㸦2㸧講演内容ࡢ理解ࡘい࡚ࡽࠊ構成さ࡚ࢀいࠋࡿ㸦1㸧ࠕࠊࡣ最初海

興味を感ࡌたࡣࡢいࡘ頃࡛ࡋた ࡍ得࡚いまࡽ何ࡣ知識ࡿࡍ関海ࠕࠊࠖ いࡘ海ࠕࠊࠖ

࡚疑問思࡚ࡗいࡿこࡣ何࡛ࡍ 方法ࡿࡌ感を身近こࡢ海ࠕࠕࠊࠖ 助言࣭ࡢい࡚ࡘࠖ

提案を࠾聞せくࡔさいࠖいࡗた項目ࠋ㸦2㸧ࡣアンケ࣮ࢺ調査ࡀ海洋学者ࡿࡼ講演ࡢ

後行わ࡚ࢀいࡿこࠊࡽ講演内容ࡢ理解度を問うࠊࡢࡶ講演を聞い࡚ࡢ海対ࡿࡍイ

ࠋࡿ有無を問う࡚いࡢ変化ࡢࢪ࣮࣓

そࡢ他ࠊ興味深いࠊࡣ࡚ࡋࡢࡶ第 3 部ࠕࡢ本研究分担者ࡢ意見ࠊ提言࡛ࠖあࠋࡿ全 18

人ࡢ研究分担者そࠊࡀࢀࡒࢀ海洋ࣜテラシ࣮ࡘい࡚ࠊ意義や課題ࠊ普及策ࡘ࡞い࡚

記࡚ࡋいࠕࠋࡿ海ࡀ私達与えࡿ影響ࠊ私達ࡀ海与えࡿ影響を理解ࡿࡍこ 海ࡢ࡚ࡋࠖ

洋ࣜテラシ࣮ࡀ普及さࡿࢀべࡁいうこࡣ全࡚ࡢ研究分担者共有さࠊࢀそࡢ上࡛ࠊ

推進を考えࡢ海洋教育ࡿけ࠾日本ࠊࡾ࠾࡚ࢀ検討さࡀࡢ࡞必要ࡀアプロ࣮チ࡞うࡼࡢ

ࠋࡿ言えࡿ成果࡛あ࡞貴重際ࡿ

当該研究ࡢ最後ࠕࠊࡣ海洋ࣜテラシ࣮関ࡿࡍ基本的原理㸦憲法㸧7 ࢀ作成さࡀ条ࠖ

࡚いࠋࡿこࡢࡽࢀ内容ࠊࡣ明記࡞ࡣいࠊࡀOcean Literacy を和訳ࡋた࡛ࡢࡶあࡿこࡀわ

Ocean Literacyࠊうࡼࡢ先述ࠋࡿ ࡛ࡢࡶたࢀ構築さ࡚ࡋカࣜキュラムを想定ࡢア࣓ࣜカࡣ

あࠊࡾ学校教育ࡽ社会教育ま࡛ࡢ展開を踏まえた࡚ࡗ࡞ࡢࡶいࠋࡿこࡢ研究࡛ࠊࡣ学

習指導要領࠾けࡿ海洋ࡢ扱いや海洋関ࡿࡍ単元ࡘい࡚調査さ࡚ࢀいࠊࡀࡿOcean 

Literacy をそࡢままモ࡚ࡋࣝࢹいࡿ海洋ࣜテラシ࣮ࡢ普及を図ࡿ際ࠊࡋ本家ࡢ Ocean 

Literacy ࢻイ࢞ࡢࡵたࡢ教育実践ࠊ࡞マップࢻロ࣮ࡢ概念フロ࣮や学習ࡿい࡚ࡋ用意ࡀ

ライン類ࡀࡢࡶࡿࡍ準備さ࡚ࢀい࡞いࠋこࡣࢀ日本ࡢ教育課程࠾けࡿ海洋ࡢ扱いࡢ少
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ラࢻイ࢞ࡣまたࠋࡿࢀࡽ捉えࡶࡿあ࡛ࢀ現わࡢ困難さࡢ作成ࡢラインࢻイ࢞ࠊࡽさ࡞

インࡢ作成ࡣ今後ࡢ課題さ࡚ࢀいた࡞ࢀࡋࡶࡢいࠋいࠊࡶ࡚ࡋࢀࡎ当該研究࠾い

い海洋ࣜテラシ࣮＝Ocean Literacy࡞基࡙い࡚い学習指導要領ࡢ日本ࠊࡣ࡚ をࠊ日本ࡢ学

校現場普及࡞いࡣࡋ導入ࡿࡍ際ࡢ課題ࡀ残さࢀたまま࡚ࡗ࡞いࠋࡿ

次ࠊ千足耕一佐々木剛ࡿࡼࡽ海洋ࣜテラシ࣮関わࡿ一連ࡢ研究ࡀあࠋࡿ佐々木

Ocean Literacyࠊࡾあࡶ研究分担者࡛ࡢ上記ࡣ を日本紹介ࡋた研究者ࡢ一人࡛あࠋࡿ研究

獲ࡢ海洋ࣜテラシ࣮ࡿࡼ体験活動ࡢ海辺ࠕたࢀ行わ࡚ࡋ代表ࡀ千足ࠊࡤ例えࡣ࡚ࡋ

得評価関ࡿࡍ基礎的研究 㸦ࠖ平成 21 年度～23 年度 日本学術振興会科学研究費基盤研

究㸦C㸧㸧ࡀあࡿ

(4)
ࡢࡢࡶい࡞い࡚ࢀ明記さࡣ研究成果報告書ࡣ研究ࡢこࠋ Ocean Literacy

を参考ࠊ日本࠾けࠕࡿOcean Literacy＝海洋ࣜテラシ࣮ࠖを構築ࡿࡍこࡀ目的さࢀ

ࡵたࡢそࠊࡾ࠾࡚ 36 項目ࠕࡿ࡞ࡽ海洋ࣜテラシ࣮調査票ࠖࡀ作成さ࡚ࢀいࠋࡿこࡢ

36 項目ࡣ海辺ࡢ活動関わࡿ指導者を対象ࠊ海洋ࣜテラシ࣮を意味ࡿࡍ語句を質問紙調

査࡚収集ࠊࡋそࡢ結果を多変量解析を用い࡚分析ࠊࡋ構成ࡋた࡛ࡢࡶあࠋࡿこࠕࡢ海洋

ࣜテラシ࣮調査票ࠖを用いた調査ࠕࡣ海洋実習ࡀ参加者ࡢ海洋ࣜテラシ࣮及ࡍࡰ効果ࠖ

を調査ࡋた࡛ࡢࡶあࠊࡾ日本版ࡢ Ocean Literacy ࡿい࡚ࡋ着地目的ࡿ࡞異ࡣ構築ࡢ

評価さࠋࡿࢀ

佐々木ࠊࡣ海洋基本法 28 条࡚謳わ࡚ࢀいࡿ国民ࠕࡢ総合的࡞海洋ࡢ理解ࠖをࠕ水圏環

境ࣜテラシ࣮ࠖ定義ࠊࡋそࣜࡢテラシ࣮を普及࣭推進ࡿࡍたࡢࡵ研究及び活動を行࡚ࡗ

いࠋࡿ水圏環境ࣜテラシ࣮ࠊࡣOcean Literacy をモ࡚ࡋࣝࢹいࡿこࠊࡽPrinciples ࡢ

与え海洋ࡀ人類ࠊ影響ࡿ受けࡽ海洋ࡀ人類ࡕ私たࠕࠊࡣࢀそࠊࡾあࡀ基本原則うࡼ

伝ࡢ日本知見࡞科学的ࡢ水圏環境ࠊ࡛ࡢࡶたࡵ知識を定࡞必要ࡵたࡿࡍ影響を理解ࡿ

統࣭文化等を盛ࡾ込ࡳ 8 大原則ࡢࡘ 66 ࠖࡿい࡚ࢀ構成さࡽ小項目ࡢ

(5)
 ࠋ

特徴的ࠊࡣࡢ࡞水圏環境いう概念࡚総合的࡞海洋ࡢ理解を整理࡚ࡋいࡿこ࡛あࠋࡿ

水圏環境ࣜテラシ࣮いうྡ称ࠊࡣࡽそࡀࢀ射程収࡚ࡵいࡿ内容比ࠊ࡚ࡋ対象ࡍ

ベ࣮ࡢそࡀ実践理論ࡢ環境教育ࡣࢀこࠋࡿ༳象を受けࡿい࡚ࢀ限定さࡾࡼࡀࢁこࡿ

ス࡚ࡗ࡞いࡿこࡀ伺えࠊそࢀゆえࠊ水圏環境ࣜテラシ࣮ࠊࡣ水圏環境関わࡿ課題解

決ࠊ持続可能࡞環境人間ࡢ関わࡢࡾ構築主眼ࡀ置࡚ࢀいࡿ

(6)
ࠊࡣ佐々木ࠊまたࠋ

水圏環境ࣜテラシ࣮㸦水圏環境教育㸧ࠊ学習指導要領ࡢ小中高等学校ࠕ理科ࠖࡢ関連

ࡿい࡚ࡋい࡚整理ࡘ

(7)
Ocean Literacyࠊ一方࡛ࡢそࠋ ࡢ理科以外ࠊうࡼࡿそう࡛あࡶ࡛

教科ࠊさࡽ言えࡤ人文社会科学的࡞観点ࡢ関連ࡀ少࡞いこࡀ指摘࡛ࠋࡿࡁそࠕࡣࢀ水
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圏環境ࠖࡢ持続保持ࡀ目指さ࡚ࢀいࡿゆえࠊ直接ࡢ関連影響関係ࡀ見えやࡍい自然科学

的及び公共政策的࡞アプロ࣮チ焦点化さࡋ࡚ࢀまうた࡛ࡵあࢁうࠕࠋ総合的࡞海洋ࡢ理解ࠖ

海洋ࠋࡢ位置࡙くうࡼࡢࡀアプロ࣮チ࡞人文学的特ࠊ人文社会科学ࠊ࡚ࡗ

関ࣜࡿࡍテラシ࣮ࠊ海洋関ࡿࡍ教育を推進ࡢ࡚ࡗࡢࡶࡿࡍ検討課題ࢁࡔࡿ࡞うࠋ

佐々木ࠊࡣ実際水圏環境ࣜテラシ࣮ࡢ向上を目的ࡋた教育実践ࡶ行ࠊࡾ࠾࡚ࡗ今後ࡢ

課題࡚ࡋ水圏環境教育を推進࣮ࣜࡿࡍダ࣮ࡢ育成࡞を挙࡚ࡆいࠋࡿ佐々木ࡿࡼ一連

日本版ࠊࡣࡳ組ࡾ取ࡢ Ocean Literacy  ࠋࡿあ࡛ࡘひࡢ成果࡞貴重ࠊ言えࡶ試行ࡢ

3. 最後に

日本࠾い 海洋ࣜテラシ࣮ࠕ࡚ ࠋい࡞い࡚ࡋ概念規定を有ࡢ共通ࡔいまࠊࡣいう概念ࠖ

海関わࡿ時ࡢ知識や能力いう広義ࡢ意味合い࠾い࡚ࡣ一致を見࡞ࢀࡋࡶࡿいࠊࡀ

そこࡣ多分理念や思想ࡀ込ࠋࡿࢀࡽࡵ海関わࡿこࠊそࡢࡶࡢをう捉えࠋࡢࡿ

海人ࡢ関係ࡣうあࡘࠋࡢࡿまࠊࡾ私たࠕ࡚ࡗࡕ海ࠖࡣ何࡛あࡢࡿいう

認識ࡀそࡢ定義を左右ࠋࡿࡍア࣓ࣜカ࡚構築さࢀた Ocean Literacy 海洋及び海洋資ࠊࡣ

源対ࡿࡍ責任あࡿ決断をࡿࡍたࡵ必要࡞知識や理解を指ࡋ示࡚ࡋいࠋࡿ角皆や佐々木

海洋ࣜテラシ࣮ࠕࡿ考えࡀ Ocean Literacyࠊまたࠖࡶ をベ࣮ス࡚ࡋ考え࡚ࢀࡽいࡿたࠊࡵ

基本的ࡣ同様ࡢ意味内容を有ࠋࡿࡍこࠊࡣࡽࢀ海洋及び海洋資源ࡢ活用焦点ࡀ当࡚ࡽ

ࢀそࠋࡿࢀ強調さࡀいう方向性維持ࡢ海洋環境ࠊࡵたࡢ活用࡞持続的ࡢそࠊ࡛ࡕࡀࢀ

ゆえࠊ海洋及び海洋資源を人間ࡀ活用࡛ࡿࡁいう事実ࠊ海ࡀ存在࡚ࡋいࡿいう事実そ

࡞ࡀうࡼ疑いࡣこ࡞重要ࡀいう観点持続性や保全ࠋࡿあ࡛ࡕࡀࡋ後退ࡣ認識ࡢࡢࡶࡢ

いࠊࡀ海洋資源を活用࡛ࡣࡢࡿࡁ海ࡀ存在࡚ࡋい࡛ࡽࡿあࡿいうࠊ海対ࡿࡍ深い畏

敬ࡢ念を忘࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࢀいࢁࡔうࠋそ࡞ࡀࢀけࠊࡤࢀ海ࡣ単ࡿ࡞活用可能࡞資源いう存

在留まࡔࡿけ࡛あࠋࡿ

 海人ࡀ生࡚ࡁいくこをう捉えࠊࡢࡿ海人ࡀ生࡚ࡁいくたࡢࡵ知識や能力

ࡢいࡋ望まࡀࡢࡿࡍテラシ࣮を有ࣜ࡞うࡼࡢ࡚ࡋ市民ࠊࡢࡿ必要࡛あࡀ何ࡣ࡚ࡋ

ࡁ生た島ࢀᅖま海ࠊࡋ東日本大震災を経験ࠊࡣい࡚考え࡚いくこࡘこࡢそࠋ

ࠋうࢁあ࡛こ࡞重要࡚ࡗ我々ࡿ
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付録7　度数分布表

全国海洋ࣜテࣛシー調査ࠖࠕ

度数分布表

Ϩ.ࠕ海の問題ࠖ素点࣭正答率 …p.2

Ⅱ.各回答項目詳細 …p.3

ձ海の問題

ղ学習と生活に関するアンケート …p.6
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付録7　度数分布表

Ϩ.ࠕ海の問題ࠖ

　素点࣭正答率

回答数 最小値 最大値 平均値 回答数 最小値 最大値 平均値

海洋ࣜテࣛシー素点 2077 0 17 9.70 2497 0 19 10.51

海洋ࣜテࣛシー正答率 2077 0.0 100.0 57.087 2497 0.0 100.0 55.321

有効回答数 2077 2497

小学生 中学生
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付録7　度数分布表

Ⅱ.各回答項目詳細

ձ海の問題

津波警報発令時の行動 問1 問1

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 41 2.0 2.0 ア 36 1.4 1.4

イ 1995 96.1 96.4 イ 2429 97.3 97.6

ウ 23 1.1 1.1 ウ 11 0.4 0.4

エ 10 .5 .5 エ 14 .6 .6

合計 2069 99.6 100.0 合計 2490 99.7 100.0

欠損値 多重回答 1 .0 多重回答

無回答 7 .3 無回答 7 .3

合計 8 .4 合計

合計 2077 100.0 2497 100.0

魚の名前 問2 問3

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 329 15.8 15.9 ア 283 11.3 11.4

イ 69 3.3 3.3 イ 68 2.7 2.7

ウ 1590 76.6 77.0 ウ 2040 81.7 82.2

エ 77 3.7 3.7 エ 91 3.6 3.7

合計 2065 99.4 100.0 合計 2482 99.4 100.0

欠損値 判別不能 1 .0 判別不能

多重回答 多重回答 1 .0

無回答 11 .5 無回答 14 0.6

合計 12 .6 合計 15 0.6

合計 2077 100.0 2497 100.0

海の名前 問3

度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 311 15.0 15.2

イ 276 13.3 13.5

ウ 149 7.2 7.3

エ 1311 63.1 64.0

合計 2047 98.6 100.0

欠損値 判別不能 3 .1

無回答 27 1.3

合計 30 1.4

合計 2077 100.0

択捉島の位置 問4 問4

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 155 7.5 7.6 ア 219 8.8 8.8

イ 1293 62.3 63.2 イ 2003 80.2 80.6

ウ 359 17.3 17.6 ウ 131 5.2 5.3

エ 238 11.5 11.6 エ 132 5.3 5.3

合計 2045 98.5 100.0 合計 2485 99.5 100.0

欠損値 判別不能 2 .1 判別不能

多重回答 多重回答 1 .0

無回答 30 1.4 無回答 11 0.4

合計 32 1.5 合計 12 0.5

合計 2077 100.0 2497 100.0

尖閣諸島の位置 問5 問5

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 617 29.7 30.6 ア 878 35.2 35.5

イ 434 20.9 21.5 イ 436 17.5 17.6

ウ 701 33.8 34.8 ウ 952 38.1 38.5

エ 263 12.7 13.1 エ 205 8.2 8.3

合計 2015 97.0 100.0 合計 2471 99.0 100.0

欠損値 判別不能 6 .3 判別不能 1 .0

無回答 56 2.7 無回答 25 1.0

合計 62 3.0 合計 26 1.0

合計 2077 100.0 2497 100.0

タンカーが運ぶもの 問6 食物連鎖 問6

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 242 11.7 11.8 有効数 ア 778 31.2 31.3

イ 1449 69.8 70.8 イ 1432 57.3 57.6

ウ 197 9.5 9.6 ウ 159 6.4 6.4

エ 160 7.7 7.8 エ 118 4.7 4.7

合計 2048 98.6 100.0 合計 2487 99.6 100.0

欠損値 判別不能 2 .1 欠損値 判別不能 2 .1

多重回答 1 .0 無回答 8 .3

無回答 26 1.3 合計 10 0.4

合計 29 1.4 合計 2497 100.0

合計 2077 100.0

えら呼吸する海の生物 問7 新しい化石燃料㸦燃える氷㸧 問7

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 66 3.2 3.2 有効数 ア 95 3.8 3.8

イ 302 14.5 14.6 イ 398 15.9 16.1

ウ 54 2.6 2.6 ウ 1246 49.9 50.4

エ 1643 79.1 79.6 エ 734 29.4 29.7

合計 2065 99.4 100.0 合計 2473 99.0 100.0

欠損値 多重回答 2 .1 欠損値 判別不能 1 .0

無回答 10 .5 無回答 23 .9

合計 12 .6 合計 24 1.0

合計 2077 100.0 合計 2497 100.0

排他的経済水域 問8

度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 51 2.5 2.5

イ 285 13.7 14.1

ウ 1433 69.0 71.0

エ 249 12.0 12.3

合計 2018 97.2 100.0

欠損値 判別不能 4 .2

無回答 55 2.6

合計 59 2.8

合計 2077 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生

小学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生
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付録7　度数分布表

エルニーニョ現象の発生海域 問9 問8

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 323 15.6 16.2 ア 442 17.7 18.0

イ 536 25.8 26.9 イ 634 25.4 25.8

ウ 574 27.6 28.8 ウ 725 29.0 29.5

エ 561 27.0 28.1 エ 654 26.2 26.6

合計 1994 96.0 100.0 合計 2455 98.3 100.0

欠損値 判別不能 6 .3 判別不能 1 .0

無回答 77 3.7 無回答 41 1.6

合計 83 4.0 合計 42 1.7

合計 2077 100.0 2497 100.0

赤潮対策 問10 問9

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 1482 71.4 72.6 ア 1942 77.8 78.3

イ 180 8.7 8.8 イ 188 7.5 7.6

ウ 172 8.3 8.4 ウ 210 8.4 8.5

エ 207 10.0 10.1 エ 141 5.6 5.7

合計 2041 98.3 100.0 合計 2481 99.4 100.0

欠損値 判別不能 1 .0 判別不能 1 .0

無回答 35 1.7 無回答 15 0.6

合計 36 1.7 合計 16 0.6

合計 2077 100.0 2497 100.0

風力発電 問10

度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 576 23.1 23.2

イ 1337 53.5 53.9

ウ 251 10.1 10.1

エ 318 12.7 12.8

合計 2482 99.4 100.0

欠損値 判別不能 1 .0

多重回答 1 0.0

無回答 13 0.5

合計 15 0.6

合計 2497 100

ツࣂルの温暖化による被害 問11 問11

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 336 16.2 16.5 ア 178 7.1 7.2

イ 1238 59.6 60.8 イ 2018 80.8 81.6

ウ 162 7.8 8.0 ウ 136 5.4 5.5

エ 301 14.5 14.8 エ 141 5.6 5.7

合計 2037 98.1 100.0 合計 2473 99.0 100.0

欠損値 判別不能 3 .1 判別不能 2 .1

多重回答 多重回答 2 0.1

無回答 37 1.8 無回答 20 0.8

合計 40 1.9 合計 24 1.0

合計 2077 100.0 2497 100

離岸流࡛の適ษ࡞行動 問12 問2

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 895 43.1 43.6 ア 1307 52.3 52.7

イ 381 18.3 18.6 イ 414 16.6 16.7

ウ 208 10.0 10.1 ウ 199 8.0 8.0

エ 568 27.3 27.7 エ 558 22.3 22.5

合計 2052 98.8 100.0 合計 2478 99.2 100.0

欠損値 判別不能 2 .1 判別不能

無回答 23 1.1 無回答 19 .8

合計 25 1.2 合計

合計 2077 100.0 2497 100.0

遣唐使 問13 鎖国時の海外交流 問12

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 419 20.2 20.4 有効数 ア 372 14.9 15.1

イ 397 19.1 19.3 イ 393 15.7 16.0

ウ 178 8.6 8.7 ウ 428 17.1 17.4

エ 1060 51.0 51.6 エ 1268 50.8 51.5

合計 2054 98.9 100.0 合計 2461 98.6 100.0

欠損値 判別不能 2 .1 欠損値 判別不能 2 .1

無回答 21 1.0 多重回答 1 0.0

合計 23 1.1 無回答 33 1.3

合計 2077 100.0 合計 36 1.4

合計 2497 100

太平洋沖の海流 問14 ࣚーロッパ沖の海流 問13

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 378 18.2 18.5 有効数 ア 319 12.8 13.0

イ 1283 61.8 62.8 イ 341 13.7 13.9

ウ 294 14.2 14.4 ウ 1369 54.8 55.7

エ 87 4.2 4.3 エ 428 17.1 17.4

合計 2042 98.3 100.0 合計 2457 98.4 100.0

欠損値 判別不能 3 .1 欠損値 判別不能 4 .2

無回答 32 1.5 多重回答 1 0.0

合計 35 1.7 無回答 35 1.4

合計 2077 100.0 合計 40 1.6

合計 2497 100

サケの一生 問15 問14

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 428 20.6 21.1 ア 593 23.7 24.0

イ 243 11.7 12.0 イ 231 9.3 9.3

ウ 783 37.7 38.6 ウ 823 33.0 33.3

エ 577 27.8 28.4 エ 828 33.2 33.5

合計 2031 97.8 100.0 合計 2475 99.1 100.0

欠損値 判別不能 11 .5 判別不能 5 .2

無回答 35 1.7 無回答 17 0.7

合計 46 2.2 合計 22 0.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生
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付録7　度数分布表

日本の漁獲量Ｄ養殖漁業 問16-1 問18-1

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 351 16.9 17.7 ア 273 10.9 11.3

イ 528 25.4 26.7 イ 617 24.7 25.5

ウ 1100 53.0 55.6 ウ 1531 61.3 63.2

合計 1979 95.3 100.0 合計 2421 97.0 100.0

欠損値 判別不能 8 .4 判別不能 10 .4

多重回答 1 .0 多重回答 4 .2

無回答 89 4.3 無回答 62 2.5

合計 98 4.7 合計 76 3.0

合計 2077 100.0 2497 100.0

日本の漁獲量Ｄ遠洋漁業 問16-2 問18-2

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 1117 53.8 56.8 ア 1597 64.0 66.6

イ 403 19.4 20.5 イ 384 15.4 16.0

ウ 445 21.4 22.6 ウ 416 16.7 17.4

合計 1965 94.6 100.0 合計 2397 96.0 100.0

欠損値 判別不能 19 .9 判別不能 33 1.3

無回答 93 4.5 無回答 67 2.7

合計 112 5.4 合計 100 4.0

合計 2077 100.0 2497 100.0

日本海溝の周辺のプレート 問17 問15

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 832 40.1 41.4 ア 1806 72.3 73.0

イ 347 16.7 17.3 イ 219 8.8 8.9

ウ 560 27.0 27.9 ウ 349 14.0 14.1

エ 271 13.0 13.5 エ 100 4.0 4.0

合計 2010 96.8 100.0 合計 2474 99.1 100.0

欠損値 判別不能 6 .3 判別不能 2 .1

無回答 61 2.9 無回答 21 0.8

合計 67 3.2 合計 23 0.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

領海 問16

度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 635 25.4 25.7

イ 315 12.6 12.7

ウ 1301 52.1 52.7

エ 220 8.8 8.9

合計 2471 99.0 100.0

欠損値 判別不能 2 .1

無回答 24 1.0

合計 26 1.0

合計 2497 100.0

排他的経済水域㸦文選択㸧 問17

度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 341 13.7 13.8

イ 527 21.1 21.4

ウ 867 34.7 35.2

エ 728 29.2 29.6

合計 2463 98.6 100.0

欠損値 判別不能 2 .1

無回答 32 1.3

合計 34 1.4

合計 2497 100.0

沖合漁業の漁獲量減少 問19

度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ア 570 22.8 23.2

イ 323 12.9 13.1

ウ 553 22.1 22.5

エ 1014 40.6 41.2

合計 2460 98.5 100.0

欠損値 判別不能 4 .2

無回答 33 1.3

合計 37 1.5

合計 2497 100.0

小学生 中学生

中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

中学生

中学生
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付録7　度数分布表

ղ学習と生活に関するアンケート

基本調査Ｄ㸿.性別

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 男 1062 51.1 51.4 男 1241 49.7 50.0

女 1003 48.3 48.6 女 1240 49.7 50.0

合計 2065 99.4 100.0 合計 2481 99.4 100.0

欠損値 無回答 12 .6 無回答 16 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

基本調査Ｄ㹀.生まࢀた᭶

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 1 149 7.2 7.6 1 211 8.5 8.5

2 124 6.0 6.3 2 215 8.6 8.7

3 155 7.5 7.9 3 200 8.0 8.1

4 161 7.8 8.2 4 215 8.6 8.7

5 176 8.5 8.9 5 198 7.9 8.0

6 138 6.6 7.0 6 175 7.0 7.1

7 189 9.1 9.6 7 214 8.6 8.6

8 156 7.5 7.9 8 227 9.1 9.2

9 174 8.4 8.8 9 220 8.8 8.9

10 190 9.1 9.7 10 218 8.7 8.8

11 161 7.8 8.2 11 194 7.8 7.8

12 194 9.3 9.9 12 192 7.7 7.7

合計 1967 94.7 100.0 合計 2479 99.3 100.0

欠損値 無回答 110 5.3 無回答 18 .7

合計 2077 100.0 2497 100.0

基本調査Ｄ㹁.ࡁょうࡔい数：兄

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 0 1370 66.0 69.8 0 1721 68.9 69.5

1 485 23.4 24.7 1 619 24.8 25.0

2 90 4.3 4.6 2 118 4.7 4.8

3 14 .7 .7 3 16 .6 .6

4 1 .0 .1 4 1 .0 .0

5 2 .1 .1 5

7 1 .0 .1 7

合計 1963 94.5 100.0 合計 2475 99.1 100.0

欠損値 無回答 114 5.5 無回答 22 .9

合計 2077 100.0 2497 100.0

基本調査Ｄ㹁.ࡁょうࡔい数：姉

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 0 1404 67.6 71.5 0 1738 69.6 70.2

1 458 22.1 23.3 1 641 25.7 25.9

2 83 4.0 4.2 2 87 3.5 3.5

3 14 .7 .7 3 6 .2 .2

4 4 .2 .2 4 3 .1 .1

合計 1963 94.5 100.0 合計 2475 99.1 100.0

欠損値 無回答 114 5.5 無回答 22 .9

合計 2077 100.0 2497 100.0

基本調査Ｄ㹁.ࡁょうࡔい数：弟

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 0 1371 66.0 69.8 0 1684 67.4 68.0

1 493 23.7 25.1 1 658 26.4 26.6

2 88 4.2 4.5 2 120 4.8 4.8

3 7 .3 .4 3 8 .3 .3

4 2 .1 .1 4 3 .1 .1

5 2 .1 .1 5 2 .1 .1

合計 1963 94.5 100.0 合計 2475 99.1 100.0

欠損値 無回答 114 5.5 無回答 22 .9

合計 2077 100.0 2497 100.0

基本調査Ｄ㹁.ࡁょうࡔい数：妹

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 0 1366 65.8 69.6 0 1769 70.8 71.5

1 502 24.2 25.6 1 630 25.2 25.5

2 85 4.1 4.3 2 68 2.7 2.7

3 9 .4 .5 3 7 .3 .3

4 1 .0 .1 4 1 .0 .0

合計 1963 94.5 100.0 合計 2475 99.1 100.0

欠損値 無回答 114 5.5 無回答 22 .9

合計 2077 100.0 2497 100.0

家ら海ま࡛時間㸦徒歩㸧

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 0～15分 252 12.1 12.4 0～15分 286 11.5 11.7

15～30分 223 10.7 11.0 15～30分 243 9.7 10.0

30分௨上 1551 74.7 76.6 30分௨上 1913 76.6 78.3

合計 2026 97.5 100.0 合計 2442 97.8 100.0

欠損値 無回答 51 2.5 無回答 55 2.2

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生
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付録7　度数分布表

日常生活Ｄ㸿.学校が楽しい

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 1031 49.6 49.9 とてもあてࡣまる 1036 41.5 41.6

まああてࡣまる 837 40.3 40.5 まああてࡣまる 1113 44.6 44.7

あまࡾあてࡣまら࡞い 159 7.7 7.7 あまࡾあてࡣまら࡞い 265 10.6 10.6

まࡗたくあてࡣまら࡞い 41 2.0 2.0 まࡗたくあてࡣまら࡞い 76 3.0 3.1

合計 2068 99.6 100.0 合計 2490 99.7 100.0

欠損値 無回答 9 .4 無回答 7 .3

合計 2077 100.0 2497 100.0

日常生活Ｄ㹀.自分に自信がある

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 294 14.2 14.4 とてもあてࡣまる 166 6.6 6.7

まああてࡣまる 913 44.0 44.6 まああてࡣまる 781 31.3 31.6

あまࡾあてࡣまら࡞い 712 34.3 34.8 あまࡾあてࡣまら࡞い 1200 48.1 48.6

まࡗたくあてࡣまら࡞い 128 6.2 6.3 まࡗたくあてࡣまら࡞い 324 13.0 13.1

合計 2047 98.6 100.0 合計 2471 99.0 100.0

欠損値 無回答 30 1.4 無回答 26 1.0

合計 2077 100.0 2497 100.0

日常生活Ｄ㹁.クࣛスの友ࡔちと仲が良い

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 1158 55.8 56.9 とてもあてࡣまる 1018 40.8 41.1

まああてࡣまる 735 35.4 36.1 まああてࡣまる 1195 47.9 48.2

あまࡾあてࡣまら࡞い 127 6.1 6.2 あまࡾあてࡣまら࡞い 229 9.2 9.2

まࡗたくあてࡣまら࡞い 14 .7 .7 まࡗたくあてࡣまら࡞い 35 1.4 1.4

合計 2034 97.9 100.0 合計 2477 99.2 100.0

欠損値 無回答 43 2.1 無回答 20 .8

合計 2077 100.0 2497 100.0

日常生活Ｄ㹂.友ࡔちづࡁあいが面倒ࡔと感ࡌることがある

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 100 4.8 4.9 とてもあてࡣまる 237 9.5 9.6

まああてࡣまる 343 16.5 16.7 まああてࡣまる 752 30.1 30.4

あまࡾあてࡣまら࡞い 721 34.7 35.2 あまࡾあてࡣまら࡞い 937 37.5 37.8

まࡗたくあてࡣまら࡞い 886 42.7 43.2 まࡗたくあてࡣまら࡞い 551 22.1 22.2

合計 2050 98.7 100.0 合計 2477 99.2 100.0

欠損値 無回答 27 1.3 無回答 20 .8

合計 2077 100.0 2497 100.0

日常生活Ｄ㹃.ẖ日の生活が楽しい

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 1054 50.7 51.1 とてもあてࡣまる 905 36.2 36.4

まああてࡣまる 781 37.6 37.9 まああてࡣまる 1160 46.5 46.6

あまࡾあてࡣまら࡞い 189 9.1 9.2 あまࡾあてࡣまら࡞い 360 14.4 14.5

まࡗたくあてࡣまら࡞い 37 1.8 1.8 まࡗたくあてࡣまら࡞い 63 2.5 2.5

合計 2061 99.2 100.0 合計 2488 99.6 100.0

欠損値 無回答 16 .8 無回答 9 .4

合計 2077 100.0 2497 100.0

クࣛス内の成績

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 下のう 204 9.8 10.9 下のう 433 17.3 19.2

中の下 361 17.4 19.3 中の下 481 19.3 21.3

中くらい 804 38.7 43.0 中くらい 781 31.3 34.6

中の上 376 18.1 20.1 中の上 421 16.9 18.6

上のう 126 6.1 6.7 上のう 142 5.7 6.3

合計 1871 90.1 100.0 合計 2258 90.4 100.0

欠損値 無回答 206 9.9 無回答 239 9.6

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生
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付録7　度数分布表

教科࣭活動Ｄ㸿.国語

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とても得意 229 11.0 11.0 とても得意 220 8.8 8.8

やや得意 927 44.6 44.7 やや得意 1064 42.6 42.7

あまࡾ得意࡛࡞い 789 38.0 38.1 あまࡾ得意࡛࡞い 969 38.8 38.9

まࡗたく得意࡛࡞い 128 6.2 6.2 まࡗたく得意࡛࡞い 239 9.6 9.6

合計 2073 99.8 100.0 合計 2492 99.8 100.0

欠損値 無回答 4 .2 無回答 5 .2

合計 2077 100.0 2497 100.0

教科࣭活動Ｄ㹀.社会

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とても得意 428 20.6 20.7 とても得意 279 11.2 11.2

やや得意 831 40.0 40.2 やや得意 846 33.9 34.0

あまࡾ得意࡛࡞い 647 31.2 31.3 あまࡾ得意࡛࡞い 958 38.4 38.5

まࡗたく得意࡛࡞い 162 7.8 7.8 まࡗたく得意࡛࡞い 405 16.2 16.3

合計 2068 99.6 100.0 合計 2488 99.6 100.0

欠損値 無回答 9 .4 無回答 9 .4

合計 2077 100.0 2497 100.0

教科࣭活動Ｄ㹁.算数㸦数学㸧

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とても得意 551 26.5 26.7 とても得意 355 14.2 14.3

やや得意 741 35.7 35.9 やや得意 776 31.1 31.2

あまࡾ得意࡛࡞い 581 28.0 28.1 あまࡾ得意࡛࡞い 828 33.2 33.3

まࡗたく得意࡛࡞い 193 9.3 9.3 まࡗたく得意࡛࡞い 529 21.2 21.3

合計 2066 99.5 100.0 合計 2488 99.6 100.0

欠損値 無回答 11 .5 無回答 9 .4

合計 2077 100.0 2497 100.0

教科࣭活動Ｄ㹂.理科

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とても得意 498 24.0 24.2 とても得意 292 11.7 11.8

やや得意 951 45.8 46.1 やや得意 830 33.2 33.4

あまࡾ得意࡛࡞い 520 25.0 25.2 あまࡾ得意࡛࡞い 963 38.6 38.8

まࡗたく得意࡛࡞い 93 4.5 4.5 まࡗたく得意࡛࡞い 398 15.9 16.0

合計 2062 99.3 100.0 合計 2483 99.4 100.0

欠損値 無回答 15 .7 無回答 14 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

教科࣭活動Ｄ㹃.英語

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とても得意 371 17.9 18.0 とても得意 299 12.0 12.1

やや得意 654 31.5 31.8 やや得意 670 26.8 27.0

あまࡾ得意࡛࡞い 724 34.9 35.2 あまࡾ得意࡛࡞い 859 34.4 34.7

まࡗたく得意࡛࡞い 308 14.8 15.0 まࡗたく得意࡛࡞い 650 26.0 26.2

合計 2057 99.0 100.0 合計 2478 99.2 100.0

欠損値 無回答 20 1.0 無回答 19 .8

合計 2077 100.0 2497 100.0

教科࣭活動Ｄ㹄.総合的࡞学習の時間

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とても得意 588 28.3 28.6 とても得意 374 15.0 15.1

やや得意 964 46.4 46.9 やや得意 1121 44.9 45.2

あまࡾ得意࡛࡞い 432 20.8 21.0 あまࡾ得意࡛࡞い 824 33.0 33.2

まࡗたく得意࡛࡞い 71 3.4 3.5 まࡗたく得意࡛࡞い 162 6.5 6.5

合計 2055 98.9 100.0 合計 2481 99.4 100.0

欠損値 無回答 22 1.1 無回答 16 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

教科࣭活動Ｄ㹅.体育㸦保健体育㸧

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とても得意 874 42.1 42.4 とても得意 679 27.2 27.3

やや得意 611 29.4 29.7 やや得意 860 34.4 34.6

あまࡾ得意࡛࡞い 419 20.2 20.3 あまࡾ得意࡛࡞い 678 27.2 27.3

まࡗたく得意࡛࡞い 156 7.5 7.6 まࡗたく得意࡛࡞い 270 10.8 10.9

合計 2060 99.2 100.0 合計 2487 99.6 100.0

欠損値 無回答 17 .8 無回答 10 .4

合計 2077 100.0 2497 100.0

教科࣭活動Ｄ㹆.家庭科㸦技術࣭家庭㸧

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とても得意 587 28.3 28.3 とても得意 351 14.1 14.1

やや得意 879 42.3 42.4 やや得意 1133 45.4 45.6

あまࡾ得意࡛࡞い 485 23.4 23.4 あまࡾ得意࡛࡞い 846 33.9 34.0

まࡗたく得意࡛࡞い 121 5.8 5.8 まࡗたく得意࡛࡞い 157 6.3 6.3

合計 2072 99.8 100.0 合計 2487 99.6 100.0

欠損値 無回答 5 .2 無回答 10 .4

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生
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付録7　度数分布表

学習Ｄ㸿.理科の観察࣭実験が好ࡔࡁ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 1102 53.1 53.1 とてもあてࡣまる 908 36.4 36.4

まああてࡣまる 678 32.6 32.7 まああてࡣまる 1012 40.5 40.6

あまࡾあてࡣまら࡞い 233 11.2 11.2 あまࡾあてࡣまら࡞い 456 18.3 18.3

まࡗたくあてࡣまら࡞い 61 2.9 2.9 まࡗたくあてࡣまら࡞い 116 4.6 4.7

合計 2074 99.9 100.0 合計 2492 99.8 100.0

欠損値 無回答 3 .1 無回答 5 .2

合計 2077 100.0 2497 100.0

学習Ｄ㹀.社会科見学による学習が好ࡔࡁ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 1182 56.9 57.3 とてもあてࡣまる 799 32.0 32.1

まああてࡣまる 616 29.7 29.8 まああてࡣまる 997 39.9 40.1

あまࡾあてࡣまら࡞い 199 9.6 9.6 あまࡾあてࡣまら࡞い 557 22.3 22.4

まࡗたくあてࡣまら࡞い 67 3.2 3.2 まࡗたくあてࡣまら࡞い 133 5.3 5.3

合計 2064 99.4 100.0 合計 2486 99.6 100.0

欠損値 無回答 13 .6 無回答 11 .4

合計 2077 100.0 2497 100.0

学習Ｄ㹁.道徳の授業が好ࡔࡁ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 485 23.4 23.5 とてもあてࡣまる 351 14.1 14.1

まああてࡣまる 871 41.9 42.2 まああてࡣまる 848 34.0 34.2

あまࡾあてࡣまら࡞い 565 27.2 27.4 あまࡾあてࡣまら࡞い 990 39.6 39.9

まࡗたくあてࡣまら࡞い 142 6.8 6.9 まࡗたくあてࡣまら࡞い 292 11.7 11.8

合計 2063 99.3 100.0 合計 2481 99.4 100.0

欠損値 無回答 14 .7 無回答 16 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

学習Ｄ㹂.すࡌみちを立ててものࡈとを考える

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 297 14.3 14.5 とてもあてࡣまる 279 11.2 11.2

まああてࡣまる 892 42.9 43.5 まああてࡣまる 895 35.8 36.0

あまࡾあてࡣまら࡞い 729 35.1 35.5 あまࡾあてࡣまら࡞い 1101 44.1 44.3

まࡗたくあてࡣまら࡞い 133 6.4 6.5 まࡗたくあてࡣまら࡞い 209 8.4 8.4

合計 2051 98.7 100.0 合計 2484 99.5 100.0

欠損値 無回答 26 1.3 無回答 13 .5

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 570 27.4 27.6 とてもあてࡣまる 421 16.9 16.9

まああてࡣまる 960 46.2 46.5 まああてࡣまる 1105 44.3 44.4

あまࡾあてࡣまら࡞い 452 21.8 21.9 あまࡾあてࡣまら࡞い 783 31.4 31.5

まࡗたくあてࡣまら࡞い 84 4.0 4.1 まࡗたくあてࡣまら࡞い 178 7.1 7.2

合計 2066 99.5 100.0 合計 2487 99.6 100.0

欠損値 無回答 11 .5 無回答 10 .4

合計 2077 100.0 2497 100.0

学習Ｄ㹄.授業࡛学習したことࡣ将来の仕事࡛役に立ࡘと思う

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 1093 52.6 52.8 とてもあてࡣまる 571 22.9 23.0

まああてࡣまる 715 34.4 34.5 まああてࡣまる 1040 41.6 41.8

あまࡾあてࡣまら࡞い 217 10.4 10.5 あまࡾあてࡣまら࡞い 702 28.1 28.2

まࡗたくあてࡣまら࡞い 46 2.2 2.2 まࡗたくあてࡣまら࡞い 174 7.0 7.0

合計 2071 99.7 100.0 合計 2487 99.6 100.0

欠損値 無回答 6 .3 無回答 10 .4

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 1101 53.0 53.1 とてもあてࡣまる 480 19.2 19.3

まああてࡣまる 741 35.7 35.7 まああてࡣまる 1067 42.7 42.9

あまࡾあてࡣまら࡞い 189 9.1 9.1 あまࡾあてࡣまら࡞い 756 30.3 30.4

まࡗたくあてࡣまら࡞い 43 2.1 2.1 まࡗたくあてࡣまら࡞い 187 7.5 7.5

合計 2074 99.9 100.0 合計 2490 99.7 100.0

欠損値 無回答 3 .1 無回答 7 .3

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

学習Ｄ㹃.問題が解け࡞いとࡁあࡁらめࡎにいࢁい࡞ࢁ方法を考える

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生学習Ｄ㹅.授業࡛学習したことࢇࡔࡩࡣの生活࡛役に立ࡘと思う
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付録7　度数分布表

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 975 46.9 47.1 よくあࡗた 989 39.6 39.8

とࡁࡁあࡗた 922 44.4 44.5 とࡁࡁあࡗた 1173 47.0 47.3

あまࡗ࡞ࡾた 153 7.4 7.4 あまࡗ࡞ࡾた 286 11.5 11.5

たࡗ࡞ࢇと 21 1.0 1.0 たࡗ࡞ࢇと 34 1.4 1.4

合計 2071 99.7 100.0 合計 2482 99.4 100.0

欠損値 無回答 6 .3 無回答 15 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 1012 48.7 49.1 よくあࡗた 781 31.3 31.5

とࡁࡁあࡗた 930 44.8 45.1 とࡁࡁあࡗた 1352 54.1 54.6

あまࡗ࡞ࡾた 110 5.3 5.3 あまࡗ࡞ࡾた 304 12.2 12.3

たࡗ࡞ࢇと 9 .4 .4 たࡗ࡞ࢇと 39 1.6 1.6

合計 2061 99.2 100.0 合計 2476 99.2 100.0

欠損値 無回答 16 .8 無回答 21 .8

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 205 9.9 9.9 よくあࡗた 109 4.4 4.4

とࡁࡁあࡗた 883 42.5 42.8 とࡁࡁあࡗた 565 22.6 22.8

あまࡗ࡞ࡾた 693 33.4 33.6 あまࡗ࡞ࡾた 735 29.4 29.7

たࡗ࡞ࢇと 282 13.6 13.7 たࡗ࡞ࢇと 1064 42.6 43.0

合計 2063 99.3 100.0 合計 2473 99.0 100.0

欠損値 無回答 14 .7 無回答 24 1.0

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 162 7.8 7.9 よくあࡗた 71 2.8 2.9

とࡁࡁあࡗた 810 39.0 39.5 とࡁࡁあࡗた 593 23.7 24.0

あまࡗ࡞ࡾた 859 41.4 41.8 あまࡗ࡞ࡾた 1269 50.8 51.4

たࡗ࡞ࢇと 222 10.7 10.8 たࡗ࡞ࢇと 535 21.4 21.7

合計 2053 98.8 100.0 合計 2468 98.8 100.0

欠損値 無回答 24 1.2 無回答 29 1.2

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 241 11.6 11.7 よくあࡗた 185 7.4 7.5

とࡁࡁあࡗた 718 34.6 34.9 とࡁࡁあࡗた 912 36.5 36.9

あまࡗ࡞ࡾた 787 37.9 38.2 あまࡗ࡞ࡾた 970 38.8 39.2

たࡗ࡞ࢇと 312 15.0 15.2 たࡗ࡞ࢇと 407 16.3 16.5

合計 2058 99.1 100.0 合計 2474 99.1 100.0

欠損値 無回答 19 .9 無回答 23 .9

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 339 16.3 16.5 よくあࡗた 173 6.9 7.0

とࡁࡁあࡗた 991 47.7 48.3 とࡁࡁあࡗた 870 34.8 35.1

あまࡗ࡞ࡾた 572 27.5 27.9 あまࡗ࡞ࡾた 976 39.1 39.4

たࡗ࡞ࢇと 149 7.2 7.3 たࡗ࡞ࢇと 457 18.3 18.5

合計 2051 98.7 100.0 合計 2476 99.2 100.0

欠損値 無回答 26 1.3 無回答 21 .8

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 34 1.6 1.6 よくあࡗた 13 .5 .5

とࡁࡁあࡗた 222 10.7 10.7 とࡁࡁあࡗた 108 4.3 4.4

あまࡗ࡞ࡾた 837 40.3 40.5 あまࡗ࡞ࡾた 811 32.5 32.8

たࡗ࡞ࢇと 973 46.8 47.1 たࡗ࡞ࢇと 1543 61.8 62.3

合計 2066 99.5 100.0 合計 2475 99.1 100.0

欠損値 無回答 11 .5 無回答 22 .9

合計 2077 100.0 2497 100.0

小5࣭6の国語社会算数理科㸦中2࣭3の国語社会数学理科英語㸧の授業内容Ｄ㹀.調べ学

習や実験をする授業

小学生 中学生

小5࣭6の国語社会算数理科㸦中2࣭3の国語社会数学理科英語㸧の授業内容Ｄ㹁.パソコ

ンやタࣈレットを使う授業

小学生 中学生

小5࣭6の国語社会算数理科㸦中2࣭3の国語社会数学理科英語㸧の授業内容Ｄ㸿.ࣜࢻル

やプࣜントの問題を解く授業

小学生 中学生

小5࣭6の国語社会算数理科㸦中2࣭3の国語社会数学理科英語㸧の授業内容Ｄ㹄.健康や

栄養にࡘいて考える授業

小学生 中学生

小5࣭6の国語社会算数理科㸦中2࣭3の国語社会数学理科英語㸧の授業内容Ｄ㹅.海を

テーマにした授業

小学生 中学生

小5࣭6の国語社会算数理科㸦中2࣭3の国語社会数学理科英語㸧の授業内容Ｄ㹂.自然環

境の保護にࡘいて考える授業

小学生 中学生

小5࣭6の国語社会算数理科㸦中2࣭3の国語社会数学理科英語㸧の授業内容Ｄ㹃.外国や

外国の人々にࡘいて考える授業

小学生 中学生

-㻝㻜-



付録7　度数分布表

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 333 16.0 16.2 よくあࡗた 295 11.8 11.9

とࡁࡁあࡗた 483 23.3 23.5 とࡁࡁあࡗた 643 25.8 26.0

あまࡗ࡞ࡾた 642 30.9 31.2 あまࡗ࡞ࡾた 722 28.9 29.2

たࡗ࡞ࢇと 598 28.8 29.1 たࡗ࡞ࢇと 813 32.6 32.9

合計 2056 99.0 100.0 合計 2473 99.0 100.0

欠損値 無回答 21 1.0 無回答 24 1.0

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 679 32.7 33.2 よくあࡗた 606 24.3 24.5

とࡁࡁあࡗた 749 36.1 36.6 とࡁࡁあࡗた 927 37.1 37.5

あまࡗ࡞ࡾた 442 21.3 21.6 あまࡗ࡞ࡾた 568 22.7 23.0

たࡗ࡞ࢇと 178 8.6 8.7 たࡗ࡞ࢇと 369 14.8 14.9

合計 2048 98.6 100.0 合計 2470 98.9 100.0

欠損値 無回答 29 1.4 無回答 27 1.1

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 567 27.3 27.6 よくあࡗた 265 10.6 10.7

とࡁࡁあࡗた 796 38.3 38.8 とࡁࡁあࡗた 751 30.1 30.4

あまࡗ࡞ࡾた 436 21.0 21.3 あまࡗ࡞ࡾた 652 26.1 26.4

たࡗ࡞ࢇと 252 12.1 12.3 たࡗ࡞ࢇと 799 32.0 32.4

合計 2051 98.7 100.0 合計 2467 98.8 100.0

欠損値 無回答 26 1.3 無回答 30 1.2

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 234 11.3 11.5 よくあࡗた 124 5.0 5.0

とࡁࡁあࡗた 736 35.4 36.1 とࡁࡁあࡗた 566 22.7 23.0

あまࡗ࡞ࡾた 773 37.2 37.9 あまࡗ࡞ࡾた 1025 41.0 41.6

たࡗ࡞ࢇと 296 14.3 14.5 たࡗ࡞ࢇと 746 29.9 30.3

合計 2039 98.2 100.0 合計 2461 98.6 100.0

欠損値 無回答 38 1.8 無回答 36 1.4

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 147 7.1 7.2 よくあࡗた 83 3.3 3.4

とࡁࡁあࡗた 477 23.0 23.4 とࡁࡁあࡗた 457 18.3 18.5

あまࡗ࡞ࡾた 874 42.1 42.8 あまࡗ࡞ࡾた 1083 43.4 43.9

たࡗ࡞ࢇと 542 26.1 26.6 たࡗ࡞ࢇと 842 33.7 34.2

合計 2040 98.2 100.0 合計 2465 98.7 100.0

欠損値 無回答 37 1.8 無回答 32 1.3

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 198 9.5 9.7 よくあࡗた 92 3.7 3.7

とࡁࡁあࡗた 650 31.3 31.8 とࡁࡁあࡗた 530 21.2 21.5

あまࡗ࡞ࡾた 741 35.7 36.3 あまࡗ࡞ࡾた 1028 41.2 41.8

たࡗ࡞ࢇと 455 21.9 22.3 たࡗ࡞ࢇと 811 32.5 33.0

合計 2044 98.4 100.0 合計 2461 98.6 100.0

欠損値 無回答 33 1.6 無回答 36 1.4

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 29 1.4 1.4 よくあࡗた 23 .9 .9

とࡁࡁあࡗた 223 10.7 10.9 とࡁࡁあࡗた 125 5.0 5.1

あまࡗ࡞ࡾた 717 34.5 34.9 あまࡗ࡞ࡾた 721 28.9 29.2

たࡗ࡞ࢇと 1086 52.3 52.8 たࡗ࡞ࢇと 1602 64.2 64.8

合計 2055 98.9 100.0 合計 2471 99.0 100.0

欠損値 無回答 22 1.1 無回答 26 1.0

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小5࣭6㸦中2࣭3㸧の総合的࡞学習の授業内容Ｄ㹁.パソコンやタࣈレットを使う授業

小5࣭6㸦中2࣭3㸧の総合的࡞学習の授業内容Ｄ㹂.自然環境の保護にࡘいて考える授業

小学生 中学生

小学生 中学生

小5࣭6㸦中2࣭3㸧の総合的࡞学習の授業内容Ｄ㸿.ࣜࢻルやプࣜントの問題を解く授業

小5࣭6㸦中2࣭3㸧の総合的࡞学習の授業内容Ｄ㹀.調べ学習や実験をする授業

小学生 中学生小5࣭6㸦中2࣭3㸧の総合的࡞学習の授業内容Ｄ㹅.海をテーマにした授業

小5࣭6㸦中2࣭3㸧の総合的࡞学習の授業内容Ｄ㹃.外国や外国の人々にࡘいて考える授

業

小学生 中学生

小5࣭6㸦中2࣭3㸧の総合的࡞学習の授業内容Ｄ㹄.健康や栄養にࡘいて考える授業 小学生 中学生

-㻝㻝-



付録7　度数分布表

将来像Ｄ㸿.将来ࡣ有名࡞大学に入ࡾたい

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 375 18.1 18.4 とてもあてࡣまる 282 11.3 11.4

まああてࡣまる 609 29.3 29.8 まああてࡣまる 607 24.3 24.5

あまࡾあてࡣまら࡞い 692 33.3 33.9 あまࡾあてࡣまら࡞い 918 36.8 37.0

まࡗたくあてࡣまら࡞い 366 17.6 17.9 まࡗたくあてࡣまら࡞い 672 26.9 27.1

合計 2042 98.3 100.0 合計 2479 99.3 100.0

欠損値 無回答 35 1.7 無回答 18 .7

合計 2077 100.0 2497 100.0

将来像Ｄ㹀.将来ࡣ世の中のために役立ちたい

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 780 37.6 37.7 とてもあてࡣまる 805 32.2 32.4

まああてࡣまる 824 39.7 39.9 まああてࡣまる 1108 44.4 44.6

あまࡾあてࡣまら࡞い 361 17.4 17.5 あまࡾあてࡣまら࡞い 446 17.9 18.0

まࡗたくあてࡣまら࡞い 102 4.9 4.9 まࡗたくあてࡣまら࡞い 123 4.9 5.0

合計 2067 99.5 100.0 合計 2482 99.4 100.0

欠損値 無回答 10 .5 無回答 15 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

将来像Ｄ㹁.自然環境を大ษにする行動をしたい

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 700 33.7 34.3 とてもあてࡣまる 610 24.4 24.8

まああてࡣまる 866 41.7 42.5 まああてࡣまる 1195 47.9 48.5

あまࡾあてࡣまら࡞い 379 18.2 18.6 あまࡾあてࡣまら࡞い 527 21.1 21.4

まࡗたくあてࡣまら࡞い 94 4.5 4.6 まࡗたくあてࡣまら࡞い 131 5.2 5.3

合計 2039 98.2 100.0 合計 2463 98.6 100.0

欠損値 無回答 38 1.8 無回答 34 1.4

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 146 7.0 7.1 とてもあてࡣまる 193 7.7 7.8

まああてࡣまる 420 20.2 20.4 まああてࡣまる 679 27.2 27.4

あまࡾあてࡣまら࡞い 947 45.6 45.9 あまࡾあてࡣまら࡞い 1168 46.8 47.1

まࡗたくあてࡣまら࡞い 549 26.4 26.6 まࡗたくあてࡣまら࡞い 438 17.5 17.7

合計 2062 99.3 100.0 合計 2478 99.2 100.0

欠損値 無回答 15 .7 無回答 19 .8

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生将来像Ｄ㹂.まわࡾの人ら好ࢀてさえいࡤࢀ将来生活に困ること࡞ࡣいと思う

-㻝㻞-



付録7　度数分布表

趣味࣭興味Ｄ㸿.海が好ࡔࡁ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 1035 49.8 49.9 とてもあてࡣまる 969 38.8 39.0

まああてࡣまる 671 32.3 32.3 まああてࡣまる 948 38.0 38.2

あまࡾあてࡣまら࡞い 265 12.8 12.8 あまࡾあてࡣまら࡞い 420 16.8 16.9

まࡗたくあてࡣまら࡞い 104 5.0 5.0 まࡗたくあてࡣまら࡞い 146 5.8 5.9

合計 2075 99.9 100.0 合計 2483 99.4 100.0

欠損値 無回答 2 .1 無回答 14 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

趣味࣭興味Ｄ㹀.魚料理が好ࡔࡁ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 882 42.5 42.6 とてもあてࡣまる 914 36.6 36.9

まああてࡣまる 693 33.4 33.5 まああてࡣまる 914 36.6 36.9

あまࡾあてࡣまら࡞い 350 16.9 16.9 あまࡾあてࡣまら࡞い 482 19.3 19.4

まࡗたくあてࡣまら࡞い 146 7.0 7.0 まࡗたくあてࡣまら࡞い 169 6.8 6.8

合計 2071 99.7 100.0 合計 2479 99.3 100.0

欠損値 無回答 6 .3 無回答 18 .7

合計 2077 100.0 2497 100.0

趣味࣭興味Ｄ㹁.泳ࡄのが得意ࡔ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 656 31.6 31.8 とてもあてࡣまる 604 24.2 24.3

まああてࡣまる 677 32.6 32.8 まああてࡣまる 697 27.9 28.1

あまࡾあてࡣまら࡞い 517 24.9 25.1 あまࡾあてࡣまら࡞い 746 29.9 30.1

まࡗたくあてࡣまら࡞い 212 10.2 10.3 まࡗたくあてࡣまら࡞い 434 17.4 17.5

合計 2062 99.3 100.0 合計 2481 99.4 100.0

欠損値 無回答 15 .7 無回答 16 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

趣味࣭興味Ｄ㹂.水族館に行くのが好ࡔࡁ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 1049 50.5 51.2 とてもあてࡣまる 932 37.3 37.7

まああてࡣまる 558 26.9 27.2 まああてࡣまる 867 34.7 35.1

あまࡾあてࡣまら࡞い 314 15.1 15.3 あまࡾあてࡣまら࡞い 512 20.5 20.7

まࡗたくあてࡣまら࡞い 128 6.2 6.2 まࡗたくあてࡣまら࡞い 162 6.5 6.6

合計 2049 98.7 100.0 合計 2473 99.0 100.0

欠損値 無回答 28 1.3 無回答 24 1.0

合計 2077 100.0 2497 100.0

趣味࣭興味Ｄ㹃.将来ࡣ海や船や魚にわる仕事をしたい

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 112 5.4 5.4 とてもあてࡣまる 61 2.4 2.5

まああてࡣまる 194 9.3 9.4 まああてࡣまる 148 5.9 6.0

あまࡾあてࡣまら࡞い 773 37.2 37.6 あまࡾあてࡣまら࡞い 870 34.8 35.3

まࡗたくあてࡣまら࡞い 979 47.1 47.6 まࡗたくあてࡣまら࡞い 1389 55.6 56.3

合計 2058 99.1 100.0 合計 2468 98.8 100.0

欠損値 無回答 19 .9 無回答 29 1.2

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 とてもあてࡣまる 462 22.2 22.3 とてもあてࡣまる 377 15.1 15.2

まああてࡣまる 395 19.0 19.1 まああてࡣまる 400 16.0 16.1

あまࡾあてࡣまら࡞い 523 25.2 25.3 あまࡾあてࡣまら࡞い 628 25.2 25.3

まࡗたくあてࡣまら࡞い 690 33.2 33.3 まࡗたくあてࡣまら࡞い 1074 43.0 43.3

合計 2070 99.7 100.0 合計 2479 99.3 100.0

欠損値 無回答 7 .3 無回答 18 .7

合計 2077 100.0 2497 100.0

趣味࣭興味Ｄ㹄.海にわる趣味㸦海水浴、サーࣇィン、釣࡞ࡾ㸧がある

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

-㻝㻟-



付録7　度数分布表

友ࡔちＤ㸿.同ࡌクࣛスの男子に

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞い 185 8.9 9.6 い࡞い 298 11.9 12.2

1～3人 421 20.3 21.9 1～3人 532 21.3 21.7

4～6人 375 18.1 19.5 4～6人 558 22.3 22.8

7～9人 311 15.0 16.2 7～9人 372 14.9 15.2

10～12人 259 12.5 13.5 10～12人 254 10.2 10.4

13人～ 374 18.0 19.4 13人～ 434 17.4 17.7

合計 1925 92.7 100.0 合計 2448 98.0 100.0

欠損値 無回答 152 7.3 無回答 49 2.0

合計 2077 100.0 2497 100.0

友ࡔちＤ㹀.同ࡌクࣛスの女子に

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞い 299 14.4 15.6 い࡞い 291 11.7 11.9

1～3人 378 18.2 19.8 1～3人 530 21.2 21.7

4～6人 421 20.3 22.0 4～6人 601 24.1 24.6

7～9人 307 14.8 16.0 7～9人 418 16.7 17.1

10～12人 209 10.1 10.9 10～12人 216 8.7 8.8

13人～ 299 14.4 15.6 13人～ 386 15.5 15.8

合計 1913 92.1 100.0 合計 2442 97.8 100.0

欠損値 無回答 164 7.9 無回答 55 2.2

合計 2077 100.0 2497 100.0

友ࡔちＤ㹁.他のクࣛスや他の学年に

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞い 68 3.3 3.6 い࡞い 80 3.2 3.3

1～3人 256 12.3 13.4 1～3人 237 9.5 9.7

4～6人 338 16.3 17.7 4～6人 364 14.6 14.9

7～9人 265 12.8 13.9 7～9人 319 12.8 13.1

10～12人 233 11.2 12.2 10～12人 242 9.7 9.9

13人～ 752 36.2 39.3 13人～ 1200 48.1 49.1

合計 1912 92.1 100.0 合計 2442 97.8 100.0

欠損値 無回答 165 7.9 無回答 55 2.2

合計 2077 100.0 2497 100.0

友ࡔちＤ㹂.学校外に

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞い 155 7.5 8.1 い࡞い 277 11.1 11.3

1～3人 382 18.4 19.9 1～3人 536 21.5 22.0

4～6人 337 16.2 17.6 4～6人 408 16.3 16.7

7～9人 205 9.9 10.7 7～9人 249 10.0 10.2

10～12人 176 8.5 9.2 10～12人 163 6.5 6.7

13人～ 663 31.9 34.6 13人～ 808 32.4 33.1

合計 1918 92.3 100.0 合計 2441 97.8 100.0

欠損値 無回答 159 7.7 無回答 56 2.2

合計 2077 100.0 2497 100.0

ニュースの視聴状況

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 ẖ日ࡰ 1147 55.2 55.3 ẖ日ࡰ 1456 58.3 58.6

㐌に4～5日 368 17.7 17.8 㐌に4～5日 412 16.5 16.6

㐌に2～3日 309 14.9 14.9 㐌に2～3日 373 14.9 15.0

㐌に1日くらい 109 5.2 5.3 㐌に1日くらい 134 5.4 5.4

い࡞たく見ࡗま、ࡣまた、ࢇと 140 6.7 6.8 い࡞たく見ࡗま、ࡣまた、ࢇと 111 4.4 4.5

合計 2073 99.8 100.0 合計 2486 99.6 100.0

欠損値 無回答 4 .2 無回答 11 .4

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

-㻝㻠-



付録7　度数分布表

帰宅後の過ࡈし方Ｄ㸿.テレビや㹂Ｖ㹂を見る

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 まࡗたくし࡞い 140 6.7 6.8 まࡗたくし࡞い 167 6.7 6.7

30分くらい 416 20.0 20.1 30分くらい 471 18.9 19.0

1時間くらい 575 27.7 27.8 1時間くらい 796 31.9 32.0

2時間くらい 526 25.3 25.5 2時間くらい 640 25.6 25.8

3時間௨上 409 19.7 19.8 3時間௨上 411 16.5 16.5

合計 2066 99.5 100.0 合計 2485 99.5 100.0

欠損値 無回答 11 .5 無回答 12 .5

合計 2077 100.0 2497 100.0

帰宅後の過ࡈし方Ｄ㹀.マン࢞や雑誌を読ࡴ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 まࡗたくし࡞い 671 32.3 32.7 まࡗたくし࡞い 975 39.0 39.5

30分くらい 861 41.5 41.9 30分くらい 907 36.3 36.7

1時間くらい 358 17.2 17.4 1時間くらい 416 16.7 16.8

2時間くらい 93 4.5 4.5 2時間くらい 121 4.8 4.9

3時間௨上 70 3.4 3.4 3時間௨上 50 2.0 2.0

合計 2053 98.8 100.0 合計 2469 98.9 100.0

欠損値 無回答 24 1.2 無回答 28 1.1

合計 2077 100.0 2497 100.0

帰宅後の過ࡈし方Ｄ㹁.本(マン࢞や雑誌௨外週を読ࡴ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 まࡗたくし࡞い 856 41.2 42.1 まࡗたくし࡞い 1308 52.4 53.0

30分くらい 777 37.4 38.2 30分くらい 733 29.4 29.7

1時間くらい 259 12.5 12.7 1時間くらい 278 11.1 11.3

2時間くらい 87 4.2 4.3 2時間くらい 95 3.8 3.9

3時間௨上 54 2.6 2.7 3時間௨上 52 2.1 2.1

合計 2033 97.9 100.0 合計 2466 98.8 100.0

欠損値 無回答 44 2.1 無回答 31 1.2

合計 2077 100.0 2497 100.0

帰宅後の過ࡈし方Ｄ㹂.メールやࣛインをする

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 まࡗたくし࡞い 1513 72.8 74.0 まࡗたくし࡞い 830 33.2 33.5

30分くらい 330 15.9 16.1 30分くらい 566 22.7 22.8

1時間くらい 88 4.2 4.3 1時間くらい 412 16.5 16.6

2時間くらい 64 3.1 3.1 2時間くらい 345 13.8 13.9

3時間௨上 49 2.4 2.4 3時間௨上 327 13.1 13.2

合計 2044 98.4 100.0 合計 2480 99.3 100.0

欠損値 無回答 33 1.6 無回答 17 .7

合計 2077 100.0 2497 100.0

帰宅後の過ࡈし方Ｄ㹃.外࡛㐟ぶ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 まࡗたくし࡞い 454 21.9 22.0 まࡗたくし࡞い 1417 56.7 57.1

30分くらい 525 25.3 25.5 30分くらい 467 18.7 18.8

1時間くらい 389 18.7 18.9 1時間くらい 263 10.5 10.6

2時間くらい 354 17.0 17.2 2時間くらい 164 6.6 6.6

3時間௨上 338 16.3 16.4 3時間௨上 169 6.8 6.8

合計 2060 99.2 100.0 合計 2480 99.3 100.0

欠損値 無回答 17 .8 無回答 17 .7

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

-㻝㻡-



付録7　度数分布表

通塾࣭家庭教師 通塾࣭家庭教師

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 中学受験のために通ࡗている 232 11.2 12.2 有効数 通ࡗている 1680 67.3 70.1

中学受験௨外のために通ࡗている 461 22.2 24.2 通ࡗてい࡞い 715 28.6 29.9

塾㸦家庭教師をࡩくࡴ㸧にࡣ通ࡗて

い࡞い

1210 58.3 63.6

合計

2395 95.9 100.0

合計 1903 91.6 100.0 欠損値 無回答 102 4.1

欠損値 無回答 174 8.4 合計 2497 100.0

合計 2077 100.0

通塾࣭家庭教師Ｄ通塾日数

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 1 168 8.1 8.9 1 172 6.9 7.2

2 288 13.9 15.2 2 494 19.8 20.7

3 105 5.1 5.5 3 568 22.7 23.8

4 58 2.8 3.1 4 252 10.1 10.6

5 31 1.5 1.6 5 122 4.9 5.1

6 25 1.2 1.3 6 54 2.2 2.3

7 12 .6 .6 7 11 .4 .5

非ヱ当 1210 58.3 63.8 非ヱ当 715 28.6 29.9

合計 1897 91.3 100.0 合計 2388 95.6 100.0

欠損値 無回答 180 8.7 無回答 109 4.4

合計 2077 100.0 2497 100.0

勉強時間㸦塾࣭家庭教師を除く㸧Ｄ㸿.平日

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞しࢇと 150 7.2 7.4 い࡞しࢇと 332 13.3 13.4

30分くらい 440 21.2 21.8 30分くらい 371 14.9 14.9

1時間くらい 696 33.5 34.5 1時間くらい 517 20.7 20.8

1時間30分くらい 401 19.3 19.9 1時間30分くらい 423 16.9 17.0

2時間くらい 189 9.1 9.4 2時間くらい 453 18.1 18.2

3時間くらい 71 3.4 3.5 3時間くらい 279 11.2 11.2

4時間くらい 24 1.2 1.2 4時間くらい 81 3.2 3.3

5時間௨上 48 2.3 2.4 5時間௨上 29 1.2 1.2

合計 2019 97.2 100.0 合計 2485 99.5 100.0

欠損値 無回答 58 2.8 無回答 12 .5

合計 2077 100.0 2497 100.0

勉強時間㸦塾࣭家庭教師を除く㸧Ｄ㹀.休日

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞しࢇと 301 14.5 15.3 い࡞しࢇと 325 13.0 13.4

30分くらい 421 20.3 21.5 30分くらい 214 8.6 8.8

1時間くらい 478 23.0 24.4 1時間くらい 316 12.7 13.1

1時間30分くらい 315 15.2 16.1 1時間30分くらい 247 9.9 10.2

2時間くらい 235 11.3 12.0 2時間くらい 443 17.7 18.3

3時間くらい 103 5.0 5.3 3時間くらい 375 15.0 15.5

4時間くらい 40 1.9 2.0 4時間くらい 260 10.4 10.7

5時間௨上 68 3.3 3.5 5時間௨上 239 9.6 9.9

合計 1961 94.4 100.0 合計 2419 96.9 100.0

欠損値 無回答 116 5.6 無回答 78 3.1

合計 2077 100.0 2497 100.0

中学校卒業後進路

度数 パーセント 有効パーセント

有効数 中学校を卒業したあと、就職や家業

の手伝いをする

14 .6 .6

高校を卒業したあと、就職や家業の

手伝いをする

485 19.4 20.4

高校を卒業したあと、専門学校に進

学する

457 18.3 19.2

高校を卒業したあと、短大に進学す 109 4.4 4.6

高校を卒業したあと、大学に進学す 1106 44.3 46.5

考えたことが࡞い 159 6.4 6.7

その他 49 2.0 2.1

合計 2379 95.3 100.0

欠損値 無回答 118 4.7

合計 2497 100.0

小学生 中学生

中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

-㻝㻢-



付録7　度数分布表

本の保有数㸦マン࢞、雑誌、学習参考書௨外㸧

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞ࢇと 223 10.7 11.0 い࡞ࢇと 304 12.2 12.2

20冊くらい㸦本棚1段分くらい㸧 460 22.1 22.6 20冊くらい㸦本棚1段分くらい㸧 559 22.4 22.4

50冊くらい㸦本棚半分くらい㸧 460 22.1 22.6 50冊くらい㸦本棚半分くらい㸧 534 21.4 21.4

100冊くらい㸦本棚1ࡘ分くらい㸧 365 17.6 17.9 100冊くらい㸦本棚1ࡘ分くらい㸧 440 17.6 17.6

200冊くらい㸦本棚2ࡘ分くらい㸧 238 11.5 11.7 200冊くらい㸦本棚2ࡘ分くらい㸧 294 11.8 11.8

300冊くらい㸦本棚3ࡘ分くらい㸧 140 6.7 6.9 300冊くらい㸦本棚3ࡘ分くらい㸧 177 7.1 7.1

400冊௨上㸦本棚4ࡘ分௨上㸧 148 7.1 7.3 400冊௨上㸦本棚4ࡘ分௨上㸧 186 7.4 7.5

合計 2034 97.9 100.0 合計 2494 99.9 100.0

欠損値 無回答 43 2.1 無回答 3 .1

合計 2077 100.0 2497 100.0

保護者との関係性Ｄ㸿.本の読み聞ࡏをしてもらࡗた

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 533 25.7 26.3 よくあࡗた 660 26.4 26.6

とࡁࡁあࡗた 563 27.1 27.8 とࡁࡁあࡗた 779 31.2 31.4

あまࡗ࡞ࡾた 514 24.7 25.3 あまࡗ࡞ࡾた 565 22.6 22.8

たࡗ࡞ࢇと 418 20.1 20.6 たࡗ࡞ࢇと 476 19.1 19.2

合計 2028 97.6 100.0 合計 2480 99.3 100.0

欠損値 無回答 49 2.4 無回答 17 .7

合計 2077 100.0 2497 100.0

保護者との関係性Ｄ㹀.勉強を教えてもらࡗた

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 1001 48.2 49.3 よくあࡗた 597 23.9 24.1

とࡁࡁあࡗた 738 35.5 36.4 とࡁࡁあࡗた 1004 40.2 40.5

あまࡗ࡞ࡾた 206 9.9 10.1 あまࡗ࡞ࡾた 572 22.9 23.1

たࡗ࡞ࢇと 85 4.1 4.2 たࡗ࡞ࢇと 308 12.3 12.4

合計 2030 97.7 100.0 合計 2481 99.4 100.0

欠損値 無回答 47 2.3 無回答 16 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

保護者との関係性Ｄ㹁.仕事のことをヰしてもらࡗた

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 536 25.8 26.5 よくあࡗた 650 26.0 26.2

とࡁࡁあࡗた 743 35.8 36.7 とࡁࡁあࡗた 966 38.7 39.0

あまࡗ࡞ࡾた 484 23.3 23.9 あまࡗ࡞ࡾた 586 23.5 23.6

たࡗ࡞ࢇと 260 12.5 12.9 たࡗ࡞ࢇと 277 11.1 11.2

合計 2023 97.4 100.0 合計 2479 99.3 100.0

欠損値 無回答 54 2.6 無回答 18 .7

合計 2077 100.0 2497 100.0

保護者との関係性Ｄ㹂.海に連ࢀて行ࡗてもらࡗた

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 699 33.7 34.6 よくあࡗた 790 31.6 31.8

とࡁࡁあࡗた 739 35.6 36.6 とࡁࡁあࡗた 907 36.3 36.6

あまࡗ࡞ࡾた 372 17.9 18.4 あまࡗ࡞ࡾた 506 20.3 20.4

たࡗ࡞ࢇと 211 10.2 10.4 たࡗ࡞ࢇと 278 11.1 11.2

合計 2021 97.3 100.0 合計 2481 99.4 100.0

欠損値 無回答 56 2.7 無回答 16 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

保護者との関係性Ｄ㹃.水族館に連ࢀて行ࡗてもらࡗた

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 よくあࡗた 572 27.5 28.3 よくあࡗた 605 24.2 24.4

とࡁࡁあࡗた 761 36.6 37.6 とࡁࡁあࡗた 1028 41.2 41.4

あまࡗ࡞ࡾた 488 23.5 24.1 あまࡗ࡞ࡾた 602 24.1 24.3

たࡗ࡞ࢇと 202 9.7 10.0 たࡗ࡞ࢇと 246 9.9 9.9

合計 2023 97.4 100.0 合計 2481 99.4 100.0

欠損値 無回答 54 2.6 無回答 16 .6

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

-㻝7-



付録7　度数分布表

家庭環境Ｄ㸯.美術品㸦絵画࡞㸧

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞ 1562 75.2 78.3 い࡞ 1812 72.6 75.5

ある 432 20.8 21.7 ある 588 23.5 24.5

合計 1994 96.0 100.0 合計 2400 96.1 100.0

欠損値 無回答 83 4.0 無回答 97 3.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

家庭環境Ｄ㸰.ピアノ

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞ 1090 52.5 54.7 い࡞ 1376 55.1 57.3

ある 904 43.5 45.3 ある 1024 41.0 42.7

合計 1994 96.0 100.0 合計 2400 96.1 100.0

欠損値 無回答 83 4.0 無回答 97 3.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

家庭環境Ｄ㸱.植物࣭動物図鑑

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞ 677 32.6 34.0 い࡞ 971 38.9 40.5

ある 1317 63.4 66.0 ある 1429 57.2 59.5

合計 1994 96.0 100.0 合計 2400 96.1 100.0

欠損値 無回答 83 4.0 無回答 97 3.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

家庭環境Ｄ㸲.地球儀

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞ 1074 51.7 53.9 い࡞ 1463 58.6 61.0

ある 920 44.3 46.1 ある 937 37.5 39.0

合計 1994 96.0 100.0 合計 2400 96.1 100.0

欠損値 無回答 83 4.0 無回答 97 3.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

家庭環境Ｄ㸳.水槽

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞ 1093 52.6 54.8 い࡞ 1467 58.8 61.1

ある 901 43.4 45.2 ある 933 37.4 38.9

合計 1994 96.0 100.0 合計 2400 96.1 100.0

欠損値 無回答 83 4.0 無回答 97 3.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

家庭環境Ｄ㸴.家族全員࡛使うパソコン

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞ 579 27.9 29.0 い࡞ 532 21.3 22.2

ある 1415 68.1 71.0 ある 1868 74.8 77.8

合計 1994 96.0 100.0 合計 2400 96.1 100.0

欠損値 無回答 83 4.0 無回答 97 3.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

家庭環境Ｄ㸵.自分専用のパソコン

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞ 1810 87.1 90.8 い࡞ 2101 84.1 87.5

ある 184 8.9 9.2 ある 299 12.0 12.5

合計 1994 96.0 100.0 合計 2400 96.1 100.0

欠損値 無回答 83 4.0 無回答 97 3.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

家庭環境Ｄ㸶.自分専用のスマート࢛ࣇン

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞ 1690 81.4 84.8 い࡞ 1266 50.7 52.8

ある 304 14.6 15.2 ある 1134 45.4 47.3

合計 1994 96.0 100.0 合計 2400 96.1 100.0

欠損値 無回答 83 4.0 無回答 97 3.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

家庭環境Ｄ㸷.自分の部屋

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 い࡞ 615 29.6 30.8 い࡞ 470 18.8 19.6

ある 1379 66.4 69.2 ある 1930 77.3 80.4

合計 1994 96.0 100.0 合計 2400 96.1 100.0

欠損値 無回答 83 4.0 無回答 97 3.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

家庭環境Ｄ㸯㸮.ࢀも࡞い

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 非選択 1948 93.8 97.7 非選択 2379 95.3 99.1

選択 46 2.2 2.3 選択 21 .8 .9

合計 1994 96.0 100.0 合計 2400 96.1 100.0

欠損値 無回答 83 4.0 無回答 97 3.9

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

-㻝㻤-



付録7　度数分布表

保護者の職業Ｄ㸿.海や船や魚にわる仕事をしている

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 あてࡣまる 105 5.1 5.2 あてࡣまる 151 6.0 6.1

あてࡣまら࡞い 1718 82.7 84.9 あてࡣまら࡞い 2041 81.7 83.1

わら࡞い 201 9.7 9.9 わら࡞い 265 10.6 10.8

合計 2024 97.4 100.0 合計 2457 98.4 100.0

欠損値 無回答 53 2.6 無回答 40 1.6

合計 2077 100.0 2497 100.0

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 あてࡣまる 585 28.2 28.8 あてࡣまる 603 24.1 24.5

あてࡣまら࡞い 1106 53.2 54.4 あてࡣまら࡞い 1441 57.7 58.6

わら࡞い 341 16.4 16.8 わら࡞い 413 16.5 16.8

合計 2032 97.8 100.0 合計 2457 98.4 100.0

欠損値 無回答 45 2.2 無回答 40 1.6

合計 2077 100.0 2497 100.0

保護者の学歴Ｄ㸿.お父さࢇにࡘいて

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 中学校 31 1.5 1.7 中学校 87 3.5 3.9

高校 355 17.1 19.5 高校 688 27.6 31.1

専門学校 79 3.8 4.3 専門学校 133 5.3 6.0

短大 26 1.3 1.4 短大 23 .9 1.0

大学 447 21.5 24.5 大学 643 25.8 29.1

その他 9 .4 .5 その他 18 .7 .8

わら࡞い 877 42.2 48.1 わら࡞い 621 24.9 28.1

合計 1824 87.8 100.0 合計 2213 88.6 100.0

欠損値 無回答 253 12.2 無回答 284 11.4

合計 2077 100.0 2497 100.0

保護者の学歴Ｄ㹀.お母さࢇにࡘいて

度数 パーセント 有効パーセント 度数 パーセント 有効パーセント

有効数 中学校 22 1.1 1.2 中学校 39 1.6 1.8

高校 406 19.5 22.1 高校 786 31.5 35.3

専門学校 164 7.9 8.9 専門学校 268 10.7 12.0

短大 125 6.0 6.8 短大 240 9.6 10.8

大学 350 16.9 19.1 大学 374 15.0 16.8

その他 4 .2 .2 その他 7 .3 .3

わら࡞い 766 36.9 41.7 わら࡞い 514 20.6 23.1

合計 1837 88.4 100.0 合計 2228 89.2 100.0

欠損値 無回答 240 11.6 無回答 269 10.8

合計 2077 100.0 2497 100.0

小学生 中学生

小学生 中学生

小学生 中学生

保護者の職業Ｄ㹀.海にわる趣味㸦海水浴、サーࣇィン、釣࡞ࡾ㸧がある

小学生 中学生
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